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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　【序】終幕







　街は焦土と化していた。形ある物は焼き尽くされ、熱いきれを孕はらんだ風に灰かい燼じんが吹き踊る。余煙は縷る々るとして絶えることなく、廃はい墟きよには煤すすけた霧が滞留した。もはや人々が立ち入ることはできない。ここは最後の戦場。命を懸ける者だけが立つことのできる、終わりの舞台。

　そして敵が訪れる。酷ひどく静かで美しい、死を司つかさどる一つの意思。

　それは獣でもなく人でもない。一つの巨大な水の塊。

　聳そびえ立つ巨壁を越え、水は音もなく街へと流れ込んできた。火によって壊されたものを今度は水が浸し始めるのだ。まるで、そこに積み重ねてきた歴史を覆い尽くすかのように、家も隘あい路ろも、全てを飲み込む。水は緩やかに手を伸ばし、街へ止めの一撃を、その終わりの時を刻み込もうとしている。

　……きっとこの光景は、全ての民が等しく経験する終わりだった。人々の悲鳴が絶えず響いてくるのだ。焰ほのおから逃れ、高台で街が破壊されるのをただ見つめるしかない人々の悲鳴が。運命を呪い、罵り、諦める言葉が街に向かって紡つむがれる。顔を背け目を覆う者も、眼下の崩壊に視線を釘くぎ付づけにされた者も、それぞれが一つの終しゆう焉えんに接している。

　確かに、彼らの歴史は偽りだった。誰もそれが偽りだと気付くことなしに、尊き日々を崇あがめ、守り、繫つないできた。そして今、大きな偽りの中で編まれた営みを彼らはなおも惜しみ、その喪失に涙を注いでいる。

　それは果たして愚かな群衆の姿なのか？

　誰かは言うかもしれない。彼らの命は皆偽りの結果であり、惨みじめな幕引きもまた必然だったと。この街は虚構だった。民の全ては盲目に噓うそを演じ続け、その中心に隠された真実から目を背けていた。いや、自分達が目を背けていることにすら気付かなかっただろう。故に、ここにあるのは偽りを暴かれ自らの空虚さに打ちのめされた群衆の姿だと。そしてこの愁嘆もまた、彼らの偽りの感情に過ぎないのだと、誰かは言うかもしれない。

　だが俺は、その偽りを愛したい。一つの空事を繰り返し、そこに成したものが用意された筋書きに過ぎなかったのだとしても。やはりそれは生きたのだ。この街は彼らにとって母の胸であり、父の腕かいなであり、友の眼まな差ざしだった。それがたとえ偽りの道に導かれたものであっても、彼らが交わした言葉、想い、そして時間は間違いなくあったのだ。

　俺は街を守れない。この終わりは避けられない。

　だからこそ俺は新たな終わりをもって、この偽りを救うのだ。

　この街の人々が偽りの幸せを手に入れるため。本当に幸福な偽りを手に入れるため。

　俺はこの街の真実を葬ほうむり去さる。




　──かつて、一羽わの赤あか燕つばめは雷を斬ったという。

　今、俺は静かなる水を殺さねばならない。
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　青髪の少女は机の上に身を乗り出し、本の中に描かれた四人の人間を指差している。

〔　　　だよ〕

「何それ」

〔　　　は　　　だよ。ユウファにも、いるでしょ？〕

「人間って意味じゃないの？」

〔そうじゃなくて、ユウファにとってこの人がどういう人か、ってことだよ〕

　さっきから彼女は人間達の絵を説明しようとして躍起になっている。大人二人と子供二人。しかし彼女が教えたい言葉は「大人」でも「子供」でも「人間」でもないらしい。

　ぴょんぴょん跳ねたり、顔をしかめてみたり、どうにかして俺に言葉を教えようと次々動き回る。最近分かったことだが、この少女は随分と元気がいい。初めて出会ったのが書庫で、それ以来出くわすたび、彼女はいつも本を読んでいた。だから物静かな子なのかと思っていたが、それは勘違いだったらしい。彼女は言葉を喋しやべることができないだけ。その小さな身体の中には溢あふれんばかりの言いたいことが詰まっているのだと、今なら知っている。

「その人って、どういうことしてくれるの？」

〔普通は、お料理作ったりとか……〕

「じゃあ、料理人？」

〔そうじゃなくて、何かを教えてくれたりとか……〕

「……先生？」

〔そういうことじゃないの！　そうじゃなくて……だから……〕

　俺が首を傾かしげていると少女は立ち上がり、傍かたわらに立った。そして突然抱きしめてくる。

「……何してるの？」

　彼女の手は視界の外にあって、何と言っているのか分からない。やがて少女はゆっくりと離れると、頰ほおを少しだけ赤くして目を逸そらした。そして胸の前で、ちょこちょこと手を動かす。

〔……こういう風に、抱きしめてくれる人だよ〕

「ふーん。お金は払わなくていいの？」

〔もう！　必要なわけないでしょー！〕

　俺の質問が酷ひどく気に障さわったのか、少女はぐぐぐっと眉を顰ひそめる。今彼女の顔が赤いのは、恥ずかしいからではなくて、怒っているからだろう。

　……正直、この勉強は難しい。彼女が俺に教えようとしているのは手しゆ語ごというもので、それを扱うことができる人はとても少ないらしい。王族は手しゆ語ごでしか話すことができないから、どうしても俺に覚えてほしいのだと言うけれど、ここまで覚えるのだって大変な苦労だった。俺は文字がほとんど読めないから、彼女が何を言おうとしているのか、絵とか彼女の身振りだけで推測しないといけない。それにもともと自分の知らない言葉だったりすると、お手上げなのだ。いくら彼女が教えてくれたって、その言葉は俺の中にないのだから。頭の引き出しをどう引っ搔かき回しても、入っていないものは見つからない。

　今日は稽けい古こが少しだけ早く終わったおかげで、いつもより長く話ができた。二人しかいない書庫には茜あかねを透かした日の光が浸しみ込んできて、すると次第に部屋の隅から夕時の暗がりが広がっていく。書庫を満たす赤の諧かい調ちよう。そして傷一つない静けさ。隣にいる少女とは言葉が通じないけれど、彼女は笑うとすごく可愛かわいくて、それを見るだけで満足できる。最近は、この時間のために自分の一日は巡っているんじゃないかと思うことさえある。

〔……やっぱり、手しゆ語ごを覚えるのって難しいよね〕

「アルナが気にすることないよ。僕が馬鹿なだけだし」

〔……でも、　　　みたいに、もっとうまく教えられたらなあ〕

　また彼女は俺の知らない言葉を使った。

「その人が、アルナに手しゆ語ごを教えてくれたんだ」

〔そうだよ。　　　の歌を聞いてるとね、自然に手しゆ語ごが覚えられたの。すごく優しくって、気持ちよかったなー。なんだか、胸がね、じゅわじゅわーって温かくなるの〕

「アルナは歌えないの？　その歌」

〔まだやっちゃいけないんだって。教えてもらえないの。もし、私が歌えたらユウファだってすぐ手しゆ語ごを覚えられるのにね〕

　俺は彼女と一緒にいるだけで楽しいのだけれど、彼女の方はもっと色々なことを話したいらしい。俺はどうせ刀術しか知らないし、外で人と話すのも苦手だし、彼女に聞かせるような面白い話なんて持っていない。だから、そんなに急がなくてもいいのに、とか思ってしまう。

　本に描かれた四人の人間を見つめる少女は、普段より少しだけ寂しそうだった。彼女は大人の女性の絵に一瞬触れて、どこか恥ずかしそうに手を引っ込めてしまう。彼女が俺に教えたがっている存在は、そんなに恋しくなるものなのだろうか。彼女がそんな表情を見せるくらい、魅力的なものなのだろうか。

　俺はふと思い立ち、今度は自分から彼女を抱きしめてみる。

　どこまでも透明な香りと滑らかな青髪の感触。頰ほおと頰をくっつけると、彼女の身体はすごく温かくて、柔らかで、ただ抱きしめているだけなのに自分の鼓動がとくとくと嬉うれしそうに跳ねるのを感じる。

　彼女が抜け出そうとする。強く抱きしめすぎたのかと一旦放すと、なんだか信じられないくらいに目を大きく開けて、今にも倒れそうなほど真っ赤な顔の彼女が手を動かす。

〔ど、どうしたの、急に〕

「アルナと同じ風にしてみたら、ちょっとは言葉の意味が分かるかと思って」

〔ユウファは抱きしめてもらう側なんだから、真ま似ねしたって……〕

「アルナの〔　　　〕は、もういないんでしょ？」

　意味は分からなくても、手の動きを真ま似ねすることはできる。その言葉の部分だけ手しゆ語ごを使い尋ねると、彼女は〔まだいるよ！〕と答えた後、なぜかすぐに表情を曇らせた。

〔……いるもん〕

　てっきり、その人がいなくなってしまったから彼女は寂しそうな顔をしているのだと思ったのだが。俺はますますその言葉が何を意味するのか分からなくなってしまった。

　料理を作ったり、何かを教えたり、抱きしめてくれたりする人。

　その人にお金を払う必要はないし、何かをされると心が温まるらしい。

　何だ、それは。

　そんなにすごい人ならば、きっと沢山いるわけではないのだろう。だから自分の知り合いにそういう人はいないのだ。彼女も昔はその人と仲が良かったけれども、最近はあまり話したりしていないのかもしれない。

「大切な人ってことかな」

　俺の言葉に、彼女はこくりと首を振る。

〔……きっと、すごく大切な人だよ〕

　それは、俺にとっての彼女のようなものだろうか。それとも、本当に大切な人を抱きしめたら、彼女を抱きしめた時よりも、もっと温かい気持ちになれるのだろうか。

　じっと自分の手を見つめた。まだ少年の手。刀を振るうことだけに必死で、鱗うろこのように硬くまめだらけの手だ。この手を握ってくれるのは彼女だけ。自分はまだ彼女の手の温かさしか知らない。だからもう一度確かめたくて、顔を上げる。彼女の温かさに再び触れたくて、手を伸ばす。

　──だが、できなかった。

　目を向けた先にいたのは、髪を白く光らせた彼女。気付けば部屋の隅に滲にじんでいた陰が傍かたわらにまで迫り、二人を取り囲んでいた本棚は背の高い木々に取り替わっている。

　暗い。落陽は退き、鼻を衝つくのは泥でい土どと青草のむせ返るような臭い。書庫の静けさもいつしか木々の響動とよみへとすり替わり、獣の唸うなり声にも似た風の音が夜闇から忍び寄る。

　……赤あか燕つばめの森だ。俺はいつの間にか森の中にいた。そして目の前に立つ彼女は数瞬前よりも随分大人びて見え、頰には白い涙が伝っている。

「アルナ」

　自分の発した声もまた様変わりして、低く静かなものに変わっていた。手を伸ばそうとしても、なぜか身体が動かない。だというのに闇の中で淡く輝く彼女の身体は少しずつ光の粒になって消えてゆく。

「アルナ！」

　彼女が人差し指をゆっくりと口の前に立てる。それは、静かに、という意味なのか、秘密だよ、という意味なのか。もう思考が判然としないまま、俺は必死に叫んでいた。一向に言うことを聞かない自分の身体を引き裂くように、ただただ叫んでいた。




「──待ってくれ、アルナ！」




　　　　□　□　□




　身体を起こすと額に浮かんでいた汗が滴したたって、点々と腕に落ちた。全身が異様な寒気に縛られ、力の流れも狂い、まるで四肢をばらばらに切り分けられたような感覚に吐き気を覚える。

　悪夢、というのだろう。

　アルナとの古い記憶を辿たどりながら、最後にはいつも彼女の死しに際ぎわへと移り変わる。終わりに待ち受けているものがどれほど苦しいものか自分でも分かっているはずなのに。何度試したところで結末は変えることができず、苦痛を繰り返すばかりだと分かっているはずなのに。アルナの表情をもっと見つめたくて、俺は夢から抜け出せないまま、あの終わりを味わうことになる。……いや、俺の考えはもっと甘い。どうして夢を見るのか、その理由は単純だ。夢の中ならば、またアルナに会えるから。ひょっとしたら幸せな結末を、消えゆく彼女の手に触れる夢を、いつか見られるのではないか──、そう思っている自分がいるからだ。

　ふと視線を落とすと、震えの止まらぬ手がそこにあった。左の手の平には中指の付け根から手首にかけて大きな傷痕が残っている。師匠との最後の戦いで負ったその傷は、あの日の記憶をまざまざと蘇よみがえらせる。一生消えることのない痛みの印が、俺の手に刻まれたのだ。失ったものと繫つなぎ止とめたものと、全てを思い出させるこの傷痕。俺は気付かぬうちに拳こぶしを握り締め、傷口を抉えぐるように爪を立てていた。はっとして力を抜くと、鬱うつ血けつした手の平に鈍い痺しびれが広がる。

　こんなことをしても、もうアルナの手を摑つかむことはできない。現実の彼女が眠っているのは、一本の刀の中。寝床の傍かたわらに立てかけられた赤せき刀とうの刀身だ。端正な造りの鞘さやに収められた一振りに、彼女の命の全てが眠り込んでいる。

　だが、そうと分かっていながら悪夢を見る。きっと俺はそれを避けようとさえ思っていないのだ。傷痕があるおかげで、悪夢を見るおかげで、その苦痛と共に俺はアルナを忘れないでいられるのではないか。そう思うからこそ、またあの結末を繰り返す。

　おそらく夢でアルナを見るようになったのは、師匠との戦いで彼女の言げん血けつと深く結びついたからだろう。彼女の記憶や感情は俺の中に流れ込んできている。眠りによって己の言げん血けつが弱まっている時、不意にそれが表出するのだ。

「──っ」

　息を浅く吐き出して言げん血けつを繫つなぎ直すと、乱れた感情も収まっていく。すると次第に周囲の状況もうまく認識できるようになった。どうやら直じきに夜明けらしい。灯あかりのない部屋の中にも既に薄明が入り込んでいる。

　寝台から降りて立ち上がると、丁度頭の位置にイルナの顔があった。宿の狭い一室で、彼女は上段の寝台で眠っている。最近、イルナはチャフムを外して眠るようになり、今すよすよと寝息を立てている彼女の頭には、柔らかそうな亜麻色の猫耳がはっきりと見えていた。その隣では緋ひ色いろの翼を小さく折り畳み、赤あか燕つばめのスゥが眠っている。彼女達にはまだ悪夢のことは知られていない。あまり心配をかけたくないし、仮に彼女達に話したところで解決するわけでもないだろう。これは俺とアルナの問題なのだから。

　窓からは東雲しののめ色に染まった空と、いまだ夜闇が居座る街が見えた。昼山羊の国テテラ＝サテラにおける中都市エンドス。アフカ山脈に近い職しよつ工こうの街だ。赤レ燕ポのル国ガとの国境から、馬を使って七日はかかる。だが、俺達はスゥの《金きん翼よく》のおかげで、小山の一つ二つを飛び越してしまった。虫を返して以降は十日ほど徒かちの旅が続いたが、それでも旅程の割に時間は経たっていない。実際のところ、耀よう天てん祭さいからまだ半月しか経たっていないのだ。

　それはつまり、アルナの命が刀に宿ってから半月しか経たっていない、ということでもある。手に残る傷痕も、悪夢も、結局あの日から俺が抜け出せていない証拠だろう。

　丁度窓の下にある厩うまやにはにはベオルの姿があった。立派な白い毛並みの軍犬は知らず目を引く。じっと見つめていると、やはり察しがいいのか視線が合った。彼は何かを問うような静かな眼まな差ざしを送ってきたが、俺が曖昧な笑みを返すと、なぜか目を逸そらされた。まるで溜ため息いきでも吐くように彼はゆっくりと首を垂らし、地面に座り込む。

　アルナがかつて語っていた話を信じるならば、ベオルは人間の言葉が分かる。アルナの王おう歌かを聞かせたことで彼女の言げん血けつが流れ込み、言葉が分かるようになったらしい。俺はふと、夢の中で彼女が話していた、手しゆ語ごを覚えるための歌、とは王おう歌かのことだったのかと思い至った。王おう歌かによって直接知識を受け取ることで、彼女は手しゆ語ごを覚えたのだ。俺は結局見様見真似で覚える羽目になったのだが、今なら彼女があの時俺に教えようとしていた言葉が分かる。

　それは「親」だ。

　あの「母親」の絵に触れていた時彼女が見せた表情の理由も、今なら分かる。あれほど幼い頃からアルナは母親を求め続けていたのだ。そしてまさにその親に彼女は裏切られ、苦しみ、痛ましい最さい期ごを迎えた。迎えざるを得なくなった。……たとえ夢の中だけでも、俺がもっと彼女の気持ちに寄り添えていたらよかったのに。そう思わない日はない。

「……おはよ。もう起きてたの」

　目を覚ましたイルナはゆっくりと身体を起こし、ごつんと天井に頭をぶつけた。

「……」

　彼女は無言で頭を押さえるが、猫耳がぺこりと下がり、その痛みを伝えている。

「おはよう。大丈夫か？」

「……大丈夫よ。頭をいくら打ったって、あたし、物忘れしたことないから」

　彼女はスゥを起こさないよう慎重に寝台を降りると、俺の隣に立って窓の外を眺めた。猫耳が気持ちよさそうにぴんと伸びている。俺はその横顔が、不意にアルナの横顔に重なって、無性に手を伸ばしたくなった。イルナがそこにいることを確かめたくて、夢のように消えてしまうことがないか、確かめたくて。

　……なんて、俺もよほど弱っているらしい。

　伸ばしかけた手をだらりと下ろし、溜ため息いきを吐く。イルナはいなくならないし、彼女をいくら抱きしめたって、アルナの喪失をなかったことにはできない。

　そうだ。アルナはもういない。

　彼女は永遠に刀の中で眠っている。

　俺はもう二度と、彼女を抱きしめることはできないのだ。




　　　　□　□　□




「あたしは道案内を探さないといけないから、代わりにこれ、返してきてもらえない？」

　と言ったイルナの後ろにあったのは、山積みになった本。彼女がエンドスの書物保管所から借りてきたものらしいが、狭い宿の一角をかなりの広さで占めている。少しずつ持ち帰りその都度返せばいいだろうに、イルナは一挙に借りて、しばらく宿に籠り切りだった。勿もち論ろん、俺達は亡命の身で、ほとぼりが冷めるまでは人目につかないほうがいい。……だが書物保管所で読めば済むものをわざわざ借りてきたのは、おそらく考えがあってのことだろう。というか、絶対、俺が原因なのだ。

　イルナは間違いなく、俺が一人にならないよう気を遣っている。危険があるとか、見張っているとか、そういうことではなく俺が何もしないことが心配なのだ。

　赤レ燕ポのル国ガから逃げ出したはいいものの、俺はもはや帰る場所もなく、かといって何か目的があって動いているわけでもない。イルナの旅に同行すると決めたはいいが、彼女の主眼である翼よく人じん伝説の調査に関して俺が助力できることなどないのだ。できることと言えば日々の鍛練と買い物の荷物持ちくらい。体質のせいで人混みに入るのはつらいし、結果一日の大半は宿で無為に過ごすことになる。

「なんか趣味とかないの？」

　とか呆あきれ顔で言われても、俺は今まで趣味に向ける時間なんてなかったのだ。稽けい古こと護ご舞ぶ官かん見習いとしての業務に追われて、時間の全てが過ぎていった。それが今になって、あまりに多くの余暇を与えられ、どうすればいいのか分からない。腹の減った人間が山盛りのご馳ち走そうを前にしても、食べ方を知らなければ手の付けようがないというものだ。

　エンドスで迎えた初めての夜、書物保管所から帰ってきたイルナは俺を見てぎょっとしたらしい。彼女が朝出て行ったときに見た姿と、全く同じ姿の俺が待っていたというのだ。そりゃ昼ごはんを食べたり、あくびをしたり、全く動かなかったわけではない。でもイルナは、俺が過ごした一日があまりに空虚であったと感じとったのだ。ユウファ＝ガルーテンという人間の中身が本当に空っぽだと痛感した。翌日から続けてもう五日目になるだろうか、彼女は俺に相談することもなく宿で過ごすようになった。

　つまりは、王女を守るということ以外、俺の中には何もなかったのだ。

　それをイルナも薄々分かっていて、だからこそ俺の傍そばにいる時間を増やしてくれている。彼女は本を読んでいるだけだし、別段、会話があるわけでもない。ただ一緒にいるだけだ。まあ、時々は俺に些さ細さいな頼みごとをする。俺は別に断る理由もないからそれを請け負う。そうやって俺を動かしている。──ある意味イルナのおかげで、俺はなんとか人間らしい生活を維持できているのだ。

「エンドスの書物保管所に本を返したら、そのまま北門の交易所に来て。あたしはスゥと一緒に先に行ってるから。そこで落ち合いましょ」

「分かった」

「これ、この街の地図ね。大きな通りと目印になるような建物だけ書いておいたから」

　イルナから一枚の紙を渡される。彼女の手書きの地図は言葉の割に随分と緻ち密みつで、やはり猫の血は記憶に長ずるものだと感心する。

「あ、ベオルも連れていっていいわよ。本を運ぶのも手伝って貰もらったらいいんじゃない？　言うまでもないけど、迷子になってスゥに探し出して貰もらう、なんてことはやめてよね」

　そんなことを言いながら、イルナは身支度を整え、赤あか燕つばめを連れだって出かけていった。彼女の肩に乗って出ていったスゥのことを思うと、俺は幾分か安心する。スゥはアルナの王おう鳥ちようだ。生まれた時から一緒に生活し、俺なんかよりもよっぽど長い時間を共に過ごしてきたはずだ。それが今や一人きり、しかも王宮暮らしの幼鳥がいきなり外界を旅することになったのだ。その不安や寂しさは俺の推し量れるものではない。

　しかし今のところ、彼女がつらそうな様子を見せることはなかった。おそらくはイルナと仲良くやっているからだろう。宿にいる間は一緒に本を読んでいるし、俺には分からないような専門的な言葉を交わして、楽しそうに尾羽をひょこひょこさせている。アルナを失ってからこの方、弱音を吐くような姿は一度も見せたことがなかった。

　つまり今の環境に最も適応できていないのは、間違いなく俺なわけだ。

　アルナの言げん血けつが浸しみ込む赤せき刀とうを腰帯に挿すと、少しだけ心臓が重くなる。柄に触れてもかつてのように言げん血けつが暴走することはないが、それでも確かな重みが俺の言げん血けつに結び付けられるのを感じる。

　麻紐ひもで本を結わえ、宿を出た。厩うまやに行くとベオルが自然と立ち上がり、俺が片手に摑つかんでいた本の紐ひもを器用に口で挟みこむ。

「ありがとう。もしかして、イルナから話を聞いてるのか？」

　ベオルがフンッ、と鼻を鳴らす。これはおそらく肯定の反応だ。やはり彼は人間の言葉を理解しているらしい。アルナから与えられた言げん血けつが彼の体内にも巡っているということだ。それならお前もアルナの夢を見ることがあるのかと、ついそんな質問が口を衝ついて出そうになる。だが、やめた。自分があんな夢を見てしまうのはこうやって彼女のことを考える癖がついているからだろう。いい加減、傷心に浸っている場合でもない。




　エンドスの街は北に大きく開かれた街だ。北側に向かえば向かう程街並みも賑にぎやかなものになっていく。もともと石切り場を拠点にした小村だったそうだが、今はその原型を留とどめていない。イルナによれば、石を切り出してどんどん山を削っていったために、少しずつ石切り場自体が移動し、今やアフカ山脈の麓まで至っているらしい。時代が下って石の加工業が隆盛を極め、村があった場所には見事な職しよつ工こうの街が築かれたのだ。この街は綺き麗れいな石造の建物が並んでおり、通りに面した壁は各おの々おの趣向を凝らした装飾が刻まれている。軒先では親方の指導のもと沢山の徒弟達が石を削る光景が散見され、通りは粉ふん塵じんのざらりとした匂いで満ちていた。

　イルナが書いてくれた案内に従って進むと、思いのほか人通りが少ない。俺の体質に配慮して道を選んでくれたのだろう。だが、それでも俺達の近くには人だかりができる。まあ、言うまでもなくベオルがいるせいだ。このような地方の街で軍犬の姿は珍しいのだろう。街の子供達の中にはベオルの後ろを面白そうについてくる子もいれば、近づくと泣きながら家に隠れてしまう子もいて、その騒ぎに釣られて大人達も集まってくる。大量の本を抱えるという点では俺の珍妙さも似たり寄ったりらしく、突き刺さる視線が痛い。

「……やっぱり赤レ燕ポのル国ガとは違うな。通商用の他の動物も見当たらないし」

　すると突然ベオルは後ろを振り向き、牙を剝むき出しにして、ぐるると唸うなる。距離を縮めていた子供達は甲高い悲鳴を上げながら、蜘く蛛もの子を散らすように去っていった。ベオルはこちらに向きなおると、満足そうににやりと口を歪ゆがめる。

「……変にからかうなよ。冗談じゃなく、お前のそれは怖いんだから」

　俺が溜ため息いきを漏らすと、それは心外だ、とでも言いたげにベオルは小さく唸うなる。……それでまた近くにいた赤子が泣き始めた。そりゃそうだろう。

　ベオルとしてはアルナと触れ合うことが多かった分、人間とのやりとりも自然なのだろう。だが、傍はたから見ればただの巨大な獣だ。とりわけ白い長毛のおかげで体たい軀くも大きく見え、一睨にらみされただけでもたまったもんじゃない。

「大体、俺達の事情は人に話せるものじゃないだろ。これでも亡命の身なんだから。街の中では大人しく振る舞っておけよ」

　──フンッ。

　今のは何だか不服そうだ。こいつも飼い主に似て頑固だからなあ、などと思っていると、不意に横から黒い塊が現れる。子山や羊ぎほどの大きさのそれを反射的に足で押さえつけると、遠くから明るい声が飛んできた。




「すみませーーーーーーーーん、その蟻あり、捕まえておいてくださーーーーい！」




　右手の細い路地から、一人の少女がこちらに向かって叫んでいた。彼女は必死に走ってくるのだが、道に置かれた箱や敷しき石いしの段差に足を引っ掛け、心配になる勢いで転びまくっている。幸い怪け我がをしているわけではなさそうだ。しかし、すぐ近くまでやってくると彼女が転んで作った服の汚れがはっきりとわかる。背丈はなんとか俺の胸に届く位だが、その小さな身体を覆う服は塵ちりまみれ。かえって感心するほどの汚しっぷりだ。ただ、服が汚よごれているだけで身なりが汚らしいわけでもない。髪は青みを帯びた灰色で、肌は少し日に焼けている。血種による形態変化──咽の喉どのあたりを首輪のように取り巻く鳥の羽も髪と同じ灰色で、細かな黒い縞しまが入っていた。

　少女は目の前までやってくると、前のめりに倒れそうな勢いで頭を下げた。

「ドっちゃんを捕まえてくれて、ありがとーございますっ！　あっ！　ドっちゃんは、その蟻ありの名前だよーっ！　ドフ＝ラル＝スのドっちゃんです！」

「はあ……」

「あーっ！　えっーと、私はサーニャ、蟻あり飼いですっ！」

「は、はあ……」

「えーっ！　知らないの!?　あの、蟻あり飼いっていうのは、蟻ありを飼っている人のこと！」

　いや、それは知っているんだが。とにかく少し落ち着いていただきたい。

「そっかー、落ち着かないとね！　──あっ！　そうだ、ドっちゃんを捕まえなきゃ！」

　……全く落ち着かない。瞬まばたきの度に表情が目まぐるしく変わっていく。

　サーニャという少女は俺が足で止めていた蟻ありをそっと抱きかかえると、にっこり笑った。

「この子、壁を登るのが得意ですぐに逃げ出すんだー。これで、三回目だもん！　またお母さんに怒られちゃうよー」

　自分が怒られることをこんなに楽しそうに語れる子供がいるものだろうか。とはいえ愛おしそうに蟻ありの頭を撫なでていた彼女も、再び顔を上げると突然表情が固まる。視線の先には巨きよ軀くの白犬。ベオルとばっちり目が合っていた。冗談のつもりか、ベオルが牙を剝むき出だしにして小さく唸うなった。さすがにやり過ぎだろう、とたしなめようとしたその時、

「うわーーーーーー！　すっごーーーーーーーい！」

　心の底から嬉うれしそうな悲鳴。心配は無用だったらしい。うわー、うわー、と立て続けに歓声を上げ、周囲の注目を集めている。サーニャは突然足踏みをして、「どうしよーかなー、どうしよーかなー」と首を傾かしげたかと思うと、

「この子の名前は何ですかー？」

　と尋ねてくる。ベオルだと教えてやると、よく分からないが再び感激の悲鳴。

「ベオちゃん！　かわいい！　かっこいい！　触ってもいいですか[image: かんたんふ]」

「え……別に、いいんじゃないか……？」

「えっと、それじゃあ、おにーさん！　ドっちゃんを持っててください！」

　相手の勢いに負けて思わず頷うなずいてしまう。ベオルに怒られる気がするので、彼の刺とげ々とげしい眼まな差ざしからは目を逸そらした。そして俺が蟻ありを受け取ると、サーニャはおずおずとベオルの隣に立ち、「こんにちはー！」と挨拶をする。

　──フンッ。

　……それは怒ってるのか、何なのか。やっぱり止めた方がいいかと思っていると、サーニャは迷わずベオルに抱きついた。それから白い毛並みを全力、全身で味わう。

「ふわふわだーーーーーー！　すっごーーーーーーーい！」

[image: ]

　俺を睨にらむベオルの目は困惑の色に染まっている。……子供に抱きつかれるぐらい、別にいいじゃないか。サーニャはベオルの頭を撫なで、肩を撫なで、肢を撫なで、全てを撫なで尽くすとようやく彼から離れる。表情には至福の輝きが宿り、少し興奮気味に頭を下げた。

「ありがとーございましたっ！　ベオちゃんもありがとーっ！」

「いや、俺は別にいいんだけど……君は急いで帰らなくてもいいの？」

「あーっ！　そうだった！　お母さんに怒られちゃう！」

　サーニャは蟻ありを受け取ると、もう一度勢いよく頭を下げて、「ありがとーございましたっ！」と叫んだ。そして転びそうになりながら、通りを駆けてゆく。

　灰色の髪が曲がり角に消えるのを見届けた途端、なぜかどっと疲労を感じた。

「……凄すさまじい元気さだったな」

　まるで周囲の力を吸い込んで自分の力にしているかのようだ。しかし、あれだけ力を込めた言葉をぶつけられても、彼女の言げん血けつに不快なものは一つもなかった。俺の過敏な神経に障さわらないのだから、よほど純粋な子なのだろう。

　ベオルは俺以上に疲れている様子で、尻尾をだらりと下げて歩き出す。

「お前を怖がらない子供もいるもんだな」

　俺がそう言うと、ベオルはこちらを向いてすぐに視線を前へ戻した。一瞬、その眼まな差ざしに胸を衝つかれる。

　ああ、そうか。

　俺はベオルを怖がらなかった子供を、もう一人知っているじゃないか。

　アルナリス＝カイ＝ベルヘス。スゥにとってのアルナと同じく、ベオルにとってもアルナは兄妹のような存在だったのだ。……だから、サーニャの振る舞いに、ベオルはアルナの姿を思い出していたのではないか。彼が何を考えているか確かめる方法はないし、単に俺が自分の妄想を押し付けているだけなのかもしれない。ただ、その眼まな差ざしは間違いなく俺の知っている眼まな差ざしだった。

　鏡に映った自分が持っている、それ。

　一人の少女を失った者の眼まな差ざし。




　　　　□　□　□




　書物保管所に本を返すと、そのまま合流地点の交易所に向かった。さすがに大広場に出ると、周囲の人間から発散される言げん血けつの濃度が高まり、軽い眩暈めまいを覚える。耀よう天てん祭さいの赤レ燕ポのル国ガの街ほど人が多いわけではないが、他国ではむしろこれからが賑にぎわい時になる。赤レ燕ポのル国ガで取引されたものが運ばれ、それぞれの街での売り買いが始まるのだ。この季節、人々が平生よりも活気を帯びるのは間違いない。

　エンドスの交易所は屋外に設置された複数の天幕の下で開かれている。広場は亜麻布で出来た幕のせいで、妙な埃ほこり臭さが漂っていた。ベオルは鼻柱に皺しわを寄せ、俺も口元を押さえつつ、果たしてイルナはどこに行ったのかと辺りを見回す。すると、不意にベオルの頭に一羽わの赤あか燕つばめが降り立った。

「返却は無事に済んだみたいだね」

「こっちは問題ない。イルナはどこにいるんだ？」

　スゥは飛び上がると道案内を始める。小さくとも彼女の緋ひ色いろの羽は青空によく映えた。行き交う商人達の波を分け入り広場の中心へと向かうと、一ひと際きわ大きな天幕が現れる。小さな家が優に五つは収まる大きさだ。頭上に目を凝らせば、幕の裏側には美しい色彩が描かれ、それを支える支柱も絢けん爛らんな彫刻が施されている。いたるところで商品が山積みになり、かなりの人手を用いて運搬や確認、お金のやり取りをしていた。

「この天幕は本当に立派だな」

「ダボン商会の交易所は一年中建てられているらしいから。エンドスでは一番大きいんだって」

「……こんなところ、俺達が入ってもいいのか？」

「イルナがもうダボンさんと話をしてるよ。付いてきて」

　そしてまっすぐ進んでいくと、二人の衛兵。何を守っているのかと思えば、地面に備え付けられた扉だ。衛兵はスゥと言葉を交わすと鉄てつ扉ぴを開いたが、穴を覗のぞき込こむと地下へと続く階段があった。スゥの話によると、どの交易所の地下にもこういった空間があるらしい。確かに金銭をやり取りするのだから、屋根代わりの幕だけでは不用心なのだろう。

　ベオルを地上に残し階段を下りていった先には、思いのほか明るい空間が広がっていた。格ごう天てん井じようから小さな釣燈とう火かが幾つも吊つるされ、漆しつ喰くいの壁を柔らかな光で照らしている。部屋の周囲を囲む長椅子と床は隙間なく絨じゆう毯たんで覆われ、硬質な石材が目立つ外の街並みとは随分と対照的だ。

　すぐに商会の人間が出てきて応対をし、俺達はイルナとダボンの話が終わるまで待つことになった。椅子に身を委ねると、沼に落ちたかのようにずぶずぶと身体が沈んでいく。背もたれや座具に良質な綿を使っているのだろう。すごく気持ちいい。

「……で、イルナは何をしてるんだ？　道案内を探すとか言ってたが」

「ナサンゴラっていう街に行きたいんだって。イルナはエンドスに来るたびに道案内を探してたみたいだけど、今まで一度も適任者がいなかったって」

「そんなに大変なのか。ナサンゴラに行くのは」

「うん。ナサンゴラは山脈の中の小さな盆地にあって、ほとんど秘境みたいなところらしいよ。普通の案内人だと、山越えの途中に迷子になるか野垂れ死にするって」

「……それは嫌だな」

「でしょ？　ちゃんとした通商路がないから野犬も多いし、道も整備されてないんだって」

「へえ。で、イルナが行きたいってことは、翼に関係がある街ってことだろ？」

「ボクも詳しくは知らないけど……イルナはどうしても行きたいみたい」

　道案内探しを始めとして、イルナの行動を近くで観察すればするほど、彼女の翼探しにかける熱量には圧倒される。しかしそれを普段はおくびにも出さず、淡々と情報売りとしての仕事もするのだから舌を巻く。年齢は俺とほぼ同じはずだが、一人で生き抜いてきた年数は遥はるかに彼女の方が上なのだ。

　商会の侍従が淹いれてくれたお茶を飲みながらスゥと話をしていると、ある時足音が聞こえてきた。階段から現れたのは若い女性。青い外がい套とうで身を隠しているが、一目見て何か武術を心得ていると分かる。立ち居振る舞いに武人としての性質を隠さないということは、隠おん密みつや殺しを仕事とする人間ではないだろう。……というか、背中に一本の槍やりを堂々と背負っているじゃないか。

　彼女は低い天井に当たらぬよう、槍やりを軽く斜めに下げて歩いてくる。こちらの存在に気付くとなぜか俺の向かいに腰を下ろした。そしてしばらくこちらを見つめた後、口を開く。

「ねえ、君」

「あ、はい？」

「その……差し出がましいようだけど、客人として招かれているのなら、その腰に挿したものは外した方がいいんじゃないかな？」

「え」

「向こうは何も言わないけど、こちらから攻撃の意思はないと示すのが礼儀というものだし……その、用心だというのは分かるんだけど」

　指摘されて、腰帯に刀を挿したままだと気付く。ここしばらく外を出歩く際は常に刀を挿していたために、すっかり忘れていた。

「すみません。その通りですね。ありがとうございます」

　こちらが刀を外し傍かたわらに置くと、相手の表情がふっと緩む。

「ううん、私も人に何か言える立場じゃないんだけどね。君はここに来る人間としては随分若いから。しかも、それは赤レ燕ポのル国ガの赤せき刀とうでしょう。この街ではとても珍しいなあって」

「水コ蜘ル蛛タのラ国ンの花はな槍やりも、同じくらい珍しいかと思いますが」

「あら」

　俺の返答に相手の表情が変わる。槍やりの穂先は布で覆われて見えないが、その根元、柄との接合部分に花鍔つばと呼ばれる独特の鍔つばが見える。一見、花弁をあしらったかのような可か憐れんな装飾だが、実際は刺した相手の内臓を引きずり出したり、傷口を広げたりするために作られたものと聞く。手合せの経験はないものの、何度か目にしたことはあった。

「……君は若いのによく知ってるね。私はジル＝ペトロ。出身はこの国だけど、槍そう術じゆつを習ったのは水コ蜘ル蛛タのラ国ンなの」

「ユウファ＝ガルーテンです。あ、こっちは赤あか燕つばめのスゥ」

　俺が紹介すると肩に乗ったスゥがぺこりと頭を下げた。ジルは「初めまして」と礼を返し、柔らかな笑みを見せる。相変わらず佇たたずまいは隙がないが、スゥに向けた一瞬の微笑はとても穏やかだった。肩まで届く赤褐色の髪も彼女のしっかりとした目鼻立ちと相まって、気品がある。

「……もしかして、どこかの貴族の方ですか」

　思わず俺がそんな質問をすると、相手はくすりと笑い、打ち解けた調子で言った。

「そんな、違うよ。私はただの商人。ダボンさんに呼ばれたから」

「ただの商人が、槍やりなんか持っていますかね」

「それは確かに。えっと……何ていうのかな、副業に護衛というか道案内のようなことをやってるの」

　もしかして、と思ったその時、丁度奥の扉が開いてイルナが現れる。彼女は俺に気付くと口を開きかけたが、すぐにジルの方に視線を向けた。そしてイルナの後ろから現れた瘦そう身しんの男が、「おお、ジル。もう来ていたのか」と声を上げる。

　彼女は立ち上がり、ダボンが差し出した手を握り返した。

「あなたの頼みですから」

「いやあ、君がいてくれて本当によかった。こちらはイルナ＝パルシタル君だ。かなりお若いが、私の商会は大変お世話になっていてね。今回の依頼者だよ」

　イルナとジルもまた互いに握手を交わす。ダボンは二人を眺ながめ遣やると満足げに頷うなずいた。

「パルシタル君はナサンゴラへの山越えをお望みでね。道案内の適任者はジル、君しかいないと前々から思っていたんだよ。けれど君も行商の身だ。中々捕まらないだろう」

「すみません。一ひと所ところに留まっていると落ち着かない性分なので」

「はは、気にすることはない。君のような各地を巡る行商のおかげで、我々も商売が成り立つんだ。パルシタル君は様々な情報を持っていることだし、もしかすると君も彼女の新しい顧客になってしまうかもしれないな」

　人柄の良い朗笑を放ち、ダボンは急いでこう付け加えた。

「それですまないが、私は用事があって出なくてはならないんだ。君きみ達たちは自由にここを使ってくれて構わないが、私はひとまず失礼させていただくよ」

　彼はそう言うが早いか階段を上っていってしまう。その後を、外がい套とうを抱えた侍従が急いで追いかけていった。

「相変わらずダボンさんは忙しいのね。彼を捕まえる方がよっぽど難しいと私は思うんだけど」

　ジルがそう言うと、イルナも「確かに」と笑った。

「思い立ったら、すぐ動きますからね。道案内を頼んだのだってほんの少し前ですよ。それで商談をしている間に呼び寄せてしまうんだから。……ジルさんのご都合は大丈夫ですか？　急に来ていただくことになってしまって」

「大丈夫よ。留守番をさせてあるから」

　ジルはそれから俺とイルナを見比べると、

「もしかして君達はお知り合い？」

　と尋ねてくる。イルナが俺に代わって頷うなずいた。

「あたし達、一緒に旅をしているので。上に白い軍犬がいたと思いますけど、ベオルって言って、彼も一緒です」

「あの長毛種の彼かー。何とも風変わりな一行だね。どうしてナサンゴラなんかに？」

「旅をしながら翼よく人じんについて調べているんです。確か、ナサンゴラは翼よく人じんの──」

「《墓》のことね」

　ジルの口から出てきた言葉に、イルナの目が輝いた。

「……ジルさんは何かご存知ですか？　翼よく人じんについて」

「私はナサンゴラの生まれだもの。いわば翼よく人じんの末まつ裔えいみたいなものよ」

「え？」

「あら、知らなかったの？　ナサンゴラはかつて翼よく人じんの街だったと言われてるわ。勿もち論ろん、今は空を飛んでいる人間なんていないけどね。《翼よく人じんの墓》っていう街の呼び名は、そこから来ているの。ナサンゴラに住む者は、皆翼よく人じんの血を受け継いでいるんじゃないかな」

　ジルは少し笑いながら言ったが、聞き手としては冗談でもなんでもないのだろう。イルナの頭に巻かれたチャフムが一瞬、もそりと動いた気がする。よほど興奮しているらしい。だが俺の視線に気付いたのか、ふと我に返り、こほん、と咳せき払ばらい。

「でも、ジルさんは行商なんでしょう？　あたし達たちのせいで行いき先さきを変えることには」

「私は毎年、この季節にナサンゴラへ帰るの。だから元々の予定は変わらない。むしろ蟻あり飼いをしているから、あまり急げなくて。それでも大丈夫？」

「勿もち論ろんです！　あたし達は時間に追われているわけじゃありませんから」

　……蟻あり飼い。俺は即座にあの少女のことを思い出した。逃げ出した蟻ありを追いかけ、ベオルに抱きついた、あの元気の有り余る少女のことを。

「あの……もしかして、サーニャって子と知り合いだったりしますかね？」

　俺が口を挟むとジルは目を見開き、「どうしてサーニャを知っているの？」と呟つぶやく。

「さっき、街中で偶然出会ったんです。もしかして妹さん、とかですか」

　すると彼女は首を横に振り、笑う。

「サーニャは私の娘よ」




　ジルによればナサンゴラの住民は皆、それぞれが家畜として蟻ありを飼っているが、特に多数の蟻ありを用いて荷物の運搬を行う者を蟻あり飼いと呼ぶらしい。彼女は武芸に多少心得があるため護衛などの仕事も請け負うが、基本的には蟻ありを引き連れて各地を歩きまわっているそうだ。

　……だが、そんなことはどうでもいい。

　正直、ジルがサーニャの母親だということ、それが一番の驚きだった。彼女が噓うそを吐いているようには思えないが、それでも正直信じがたい。まずもってジルとサーニャはあまり似ていないし、歳としが近すぎる。ジルが若作りなだけ、という可能性は……まあ、あまりないだろう。

　昼山羊の国テテラ＝サテラがどういった制度を敷いているのか俺は知らないが、赤レ燕ポのル国ガでは二十歳を超えなければ子供を持つことができない。子供を作るためには泉から言げん血けつを汲くむ必要があるが、その許可が下りないのだ。とすると、サーニャはジルの隠し子のようなものなのだろうか。この若さで？　しかも気品漂う清せい楚そな佇たたずまいから、そんなことは微み塵じんも想像できないのに？　いや、かえってその方が背徳的なのか──……

　と二人の関係をやたらと思案しているうちに、俺達は町はずれにある大きな倉庫の前まで連れてこられた。中に入ると少し黴かび臭くさい。四方を漆しつ喰くいの壁で囲まれて薄暗く、屋根の間かん隙げきから射さし込こむ光だけが細い筋となって床を照らしている。目を凝らせば、その斜映を避けるようにして暗闇が蠢うごめいていた。いや、これは暗闇じゃない。

　全部、蟻ありだ。

　よく見ると倉庫の奥は子供がなんとか入れるほどの小部屋で分割されており、その中から数え切れない蟻ありの頭が覗のぞいている。

　その蟻ありの部屋からひょこっと少女の顔が現れたかと思うと、軽やかな声が響いた。

「あっ、おかえり、おかーさんっ！」

　サーニャはもぞもぞと部屋から這はい出だすと、腕に抱えていた小さな蟻ありを別の部屋に運び、それからこちらに駆け寄ってくる。他の蟻ありと見比べて分かったことだが、街でサーニャが追いかけていたものは蟻ありの中でも小振りだったようだ。倉庫にいるものはどれも羊ほどの大きさがあり、サーニャ一人では抱きかかえることも難しい大きさだった。

　サーニャは服に付いた汚れを叩たたき落おとすが、俺達の目の前までやってくると、また転ぶ。強したたかに腰を打つその鈍い音は聞いているこちらが痛みを覚えるほど。俺が助け起こすと、彼女はけろりとした表情で言った。

「あれ？　どうして怖い顔のおにーさんがいるの？」

　……あれ？　どうして怖い顔という要素が付いているの？

「あ、ベオちゃんもいる！　また会えたねっ！」

　サーニャはぱっと俺から目を離し、ベオルめがけて走っていく。その瞬間、傍はた目めにもベオルがその巨体をたじろがせるのが分かった。サーニャの積極的な愛情表現にまだ戸惑っているのだろう。結局、彼女の全身を使った抱擁になされるがままだ。

「本当にこの子と知り合いだったんだ。街のどこで会ったの？」

「いや、まあ、道を歩いていたら偶たま々たま……」

　サーニャが逃げた蟻ありを追いかけていた、とは言いづらい。しかもこの様子だとジルは蟻ありの逃走を知らないようだ。無闇に少女の罪を暴き立てるのも趣味ではないので、ここは黙っておく。

　するとジルはサーニャの方に目を遣やり、ややきつい口調で言う。

「どうして見張りをさぼったの」

　あ、やっぱり、そう思うのか。ベオルからぱっと身を離したサーニャは、あまりにも分かりやすい困り顔を見せた。

「えーっと、それは……そのぉ……」

　俺に助けを求めるような視線を送らないでくれ。サーニャはしばらく口籠っていたが、ジルも相手の返答を待ったまま動かない。なんだか突然母娘の説教に立ち会うこととなり、俺達は非常に居たたまれない。

「……ごめんなさい」

「私は謝りなさいとは言ってないよ。留守番をさぼった理由を聞いたの」

「……」

「サーニャ」

「……知らない」

「知らないってどういうこと？」

「……知らないもん」

　サーニャは再びベオルの毛に顔を埋めると、もう何も答えようとしなかった。完全に回答拒否の態勢に入ったらしい。ジルは小さく溜ため息いきを漏らし、首を振る。

「蟻あり飼いにとって命の次に大切なのは蟻あり達でしょう。それをほったらかしにするなんて、許されるわけがないんだよ？」

「……」

「もし蟻ありがいなくなったらどうするつもりだったの？」

　……つらい。母娘二人から発する言げん血けつがどんどんと刺とげ々とげしいものに変わっていく。たとえ些さ細さいな喧けん嘩かのような空気でも、俺の体質は言げん血けつを過剰に受け取ってしまう。じくじくと皮ひ膚ふを突き刺すような感覚に俺は耐えきれなくなり、つい口を開いてしまった。

「あの、ジルさん」

「え、あ、なあに？」

「その、サーニャちゃんは蟻あり達を放り出して遊びに行っていたわけじゃありませんよ。俺達と出会った時、彼女は逃げ出した蟻ありを追いかけていたんです。まあ……確かに一匹のために他の蟻ありを放っておいたのは、賢い選択ではなかったと思いますが、彼女が蟻ありを適当に扱っていたわけじゃないと思います」

「……そう。それならそうと、素直に言ってくれれば」

　ジルが再び溜ため息いきを漏らすと、ベオルに顔を突っ込んだままサーニャが呟つぶやく。

「……だって、お母さん、最初から怒ってたもん」

「いや、それは」

「……サーニャを叱る時の声だったもん」

「……」

　何ともきまずい。イルナの方に目を遣やると、彼女も似たような気持ちなのだろう、苦笑交じりに肩をすくめた。俺は親というものを知らないので、こういうやりとりは新鮮なのだが、やはり気持ちのいいものでもない。稽けい古こを始めたばかりの頃、師匠と喧けん嘩かをして素直になれず、互いの不満を滲にじませた言げん血けつにあてられて気絶したことを思い出す。

　そして、その記憶と同時に俺は腹の底がざわつくのを感じた。それはおそらく師匠の言げん血けつ。俺が殺した時に浴びた、師匠の言げん血けつだ。普段は考えないようにしているが、師を自らの手で殺したという記憶は、もはや一生拭えない澱よどみとなって俺の言げん血けつに沈んでいる。俺は、俺にとって最も家族に近かった存在を、自分の手で殺したのだ。俺に刀術を教え込み、王宮で生きる術すべを叩たたきこんでくれた人の命を、俺は葬ほうむり去さった──

「ユウファ、大丈夫？」

　肩に乗っていたスゥに問いかけられ、俺は慌てて意識を引き戻す。曖昧な笑みで誤魔化そうとしていると、しばらく黙り込んでいたイルナがようやく口を開いた。

「それで……道案内の話をして貰もらってもいいですかね」

　ジルははっと顔を上げる。そして困り顔を振り払い、軽く頭を下げた。

「いきなり見苦しいものを見せてしまって、ごめんなさい。ナサンゴラへ行く話をするために来てもらったのにね。あ、ところで、皆は虫って大丈夫？　見ての通り、私達は母娘二人で行商をやっていて、後ろの蟻ありは全て私達の蟻ありなの。彼らに荷物を運んでもらっているから、当然道中は蟻ありと一緒の生活で……その、見た目も見た目だから、苦手な人もいるんだけど……」

「あたしは正直、あんまり得意じゃないですけど。でも、それくらいでナサンゴラを諦めるわけにもいかないので。ユウファも大丈夫よね？」

　まあ、虫と一緒にいて気分が良くはならないが、耐えられないわけでもない。

　ジルはこちらの返答に「それならよかった」と微ほほ笑えむ。

「ちなみに、山越えにはエンドスを出発して十日以上かかると考えてね。山入りする前に蟻ありに言げん血けつを食べさせる必要があるんだけど、最近は蟻ぎ倉そうも少なくなってしまって……。少し遠回りしないと駄目なの」

「……蟻ぎ倉そうって、ここみたいな場所のことですか」

「そう。蟻ぎ倉そうは地下に向かって縦穴が掘ってあるから、蟻ありはそこに入って地下に浸しみ出す言げん血けつを体内に蓄えるの。一度満腹になれば五日は食事をしなくても大丈夫なんだけどね」

　蟻ありは小回りが利きく割に重い物も運ぶことが可能らしい。その上他の家畜と異なり、獣に狙われることがない。スゥは以前虫が一種の生きた機械であると話していたが、確かに虫は言げん血けつだけで動くし、捕食者もいない。その上寿命も遥はるかに長く、病気知らずとも言われている。労働力としては実に都合のいい生き物なわけだ。

　それからイルナは何やら改まった調子で、こう尋ねた。

「それで、料金はどれぐらいですか」

　料金。これは重要な問題だ。目下、俺達の生活全てを支えているのはイルナの稼ぎ。ベオルの餌代も含めて俺は完全に彼女の庇ひ護ご下にある。こういうお金の話を出されると、大変に肩身が狭い。しかしジルは何でもないように答えた。

「要らないわ」

「え、でも、そんなわけには」

「道案内と言ったって、もともと私達はナサンゴラに帰る途中だったわけだし。一緒に行くだけ。何か特別な仕事をするわけでもないでしょう」

「護衛の料金がありますよ」

「あなたには立派な護衛が一人いるし、それに軍犬まで持っているじゃない。私が出る幕はないと思うな。それに、アフカ山脈の山越えが危険なのは、山の上を越える人間達だけ。確かに柄の悪い山賊とか野犬が跋ばつ扈こしているからね」

「……そこを案内して貰もらえるんじゃないんですか？」

「そんな危ない道は通らないよ。蟻あり飼いは大量の商品を運ぶから、大勢の襲撃を受けたら守りきれないでしょう？　だからそもそも危ない道は選ばないの。私達は、山の上じゃなくて、下を通る」

　……山の下？

「アフカ山脈は巨大な鉱山で、古くから数限りない坑道が作られているわ。山の下に張り巡らされた道は、順路を間違えなければ山の反対側に抜けることができるの」

「じゃあ、あたし達は十日をかけてその坑道を進むんですか」

「そういうこと。地下は冷え込むから、この街で防寒の用意をしておいてね」

「……」

　安全な道も通れて、しかもお金を払わなくて済むなんて、願ったりかなったりのはずなのだが、なぜかイルナは難しい表情を見せる。一体これ以上何の不満があるのか。

　彼女は不意に真剣な眼まな差ざしでジルを見据えたかと思うと、意外な提案をした。

「やっぱり、それならお金を払わせてください」

「……どうして？　こっちは本当に必要ないんだよ？」

「あたし、たとえ純粋な善意から来たものであったとしても、一方的な恩を受けるのは好きじゃないんです。一回そういう関係を認めてしまったら、もう対等にはなれませんから。それに、もしあたし達が特別な道を通るのであれば、それはもう一つの商品だと思うんです。仮にあたしが誰かにその道のことを教えたら、ジルさん達の商売敵を作ることになるかもしれない。正直に言えば、あたしはもう、その道を商品としてしか考えていませんし。勿もち論ろん、秘密にして欲しいのならばそう言ってほしいし、情報料としてお金を取るなら取ってほしいんです。お互い商いに生きているのなら、そうすべきだと思うので」

　淀よどみなく考えを述べたイルナに対し、ジルはしばらく呆あつ気けにとられていたが、やがて彼女もまたどこか芯の通った顔つきに戻ると頷うなずく。

「そうね。確かにあなたの言うとおりかも。私はどうも商売人として甘いみたい。私より若いあなたの方がよっぽど商売に真剣ね」

「いや、そんな大したことじゃないんですけど……」

　イルナは少し恥ずかしそうに、しかしどこか誇らしげに微ほほ笑えんだ。彼女のこういうまっすぐなところは、ただ隣で話を聞いているだけでも胸が空く思いがする。彼女は自分の生きる道を知っていて、そこに確信を持って踏み込めるのだと痛感するのだ。

　ジルはしばらく悩んだ後、ようやく考えがまとまったのかイルナに向き直る。

「ただ、やっぱりお金は貰もらわない、ってことで。代わりに、道の存在は秘密にすること、それから少しだけ荷物運びを手伝ってくれる？」

　するとイルナも今度は納得がいったのだろう。しっかりと頷うなずく。

「分かりました。こちらには蛇の血の人間と軍犬がいるので、いくらでも背負わせてやってください」

　……え？

「え、じゃないわよ。少しくらい生活費に見合う働きをしてもらわないとね。あたしとジルさんが対等でも、あたしとあなたが、対等じゃないでしょ？」

「いや、それはそうだが……」

　なんだか思わぬ方向からとばっちりが来た。

「ベオルもちゃんと働きなさい。あなたの食べ物が一番お金かかってるんだから」

　……犬でも驚くと口をぽかんと開けるものなんだな。イルナの容赦ない宣告にベオルも愕がく然ぜんとしている。

「それからもう一つ、これはついでと言うか、折角だからというか……」

　ジルが妙に言いい淀よどむ。彼女は俺を横目で見つつ、やがて決心したのか、こう言った。

「……できたらユウファ君に私の稽けい古こ相手をしてほしいなって。時々でいいの。時々で。どうしても一人で稽けい古こをするのには限界があって」

　イルナは俺に自分で決めなさい、とでも言うようにこちらを見てくる。

「俺は別にいいですけど」

「本当？　うれしい！　私、赤レ燕ポのル国ガの刀術と手合せしたいなあと思ってたの！」

　なんか、すごく喜ばれている。

「それじゃあ、とりあえず、今晩とかどうかな？」

「あ、こ、今晩からですか」

「だ、駄目？　いや、無理にとは言わないんだけど、その……」

　あまりのやる気にこちらが戸惑うとジルは目に見えてしゅんとする。そんなに残念そうな顔を見せられたら、断れるわけもない。

「わ、わかりました……ただ、木刀とか持っていないんですが」

「それなら心配要らないわ。私は稽けい古こ用に色々な国の武器を持っているの。勿もち論ろん、赤レ燕ポのル国ガの赤せき刀とうもあるよ。刃引きもしてあるし、変に怪け我がすることもないわ」

　この稽けい古こに対するジルの情熱はどこから来るのか。普通、自分の使わない武器など持ち運ばない。ある意味、物好き、の領域にあるような気がする。

「それじゃあ、夜の八つ時にここに来てね。待ってるから」




　それからナサンゴラへ向かう上で必要なものを聞いた後、俺達は一旦宿へ戻ることになった。その帰り道、イルナは突然俺の肩をぽんと叩たたく。

「よかったじゃない。やることができて」

「……まあ、一日中だらだらしているよりは、いいかもな」

「稽けい古こだからって気を抜いていると、痛い目見るかもしれないわよ。聞いた話だけど、彼女は昔、昼山羊の国テテラ＝サテラのお偉方を護衛していたくらいには腕が立つんだって。それって護ご舞ぶ官かんと似たようなものでしょ？」

「まあ、確かに」

「ダボン曰いわく、その界かい隈わいではアクリアって呼ばれているそうよ」

「アクリア……？」

「ずっと昔の言葉だけれどね、《狂い咲き》って意味」

「……むしろ、その呼び名がどういう意味になるんだよ」

「さあ？　武の才能があったのに、後になって商売を始めたから、かもしれないし。あるいは狂ったように戦うんじゃないの、花はな槍やりで。その血ち飛沫しぶきもまた、花のごとく、みたいな」

　……物騒な言い方はやめてくれ。いや、しかし《狂アいク咲リきア》ねえ……。




　　　　□　□　□




　俺が再び倉の前にやって来た時、ジルは目を閉じ扉の前に立っていた。今日は幸い月が明るく、夜目に慣れれば相手の姿もほとんど問題なく見ることができる。手には花はな槍やり。昼間彼女が持っていたものに比べると花はな鍔つばの装飾や穂ほ先さきが凡庸で、稽けい古こ用のものと見て取れる。俺が遠方から眺めていると、やがてジルは軽く槍やりを回し始めた。彼女の身長とほとんど変わらぬ長物を軽々と振り回し、止め、突き出す。

　単純な速度だけではない。あれだけ重心が先端に偏った花はな槍やりを、彼女はぴたりと静止させるのだ。言げん血けつが通っていることは間違いないが、燕えん舞ぶとは力の通し方が違う。燕えん舞ぶは刀を十全に操る分、言げん血けつは万遍なく染しみ通らせる必要がある。だが、槍やりはいかに最小限の動きでもって、その巨大な得物を飼い馴ならすかにかかっているのではないか。遠心力や身体の回転、そういったものを補い、調整するための言げん血けつ。微を極に転ずる、その瞬発の妙。……まあ、見み稽げい古こで分かるのはそれくらいか。ある程度の間合いも頭に入ったことだ。あとは実際にやってみなければ始まらない。

　かなり離れたところでも、無造作に歩いた途端気配を勘付かれる。ジルは動いていた割に息の上がった様子もなく、こちらに軽く手を挙げた。

「……あら、こんばんは、ユウファ君」

「遅くなってすみません」

「遅れてないよ。約束の時間はまだだもの」

「サーニャは？」

「もう寝ちゃった。今日は頑張ってくれたみたい。私が謝るまで、だんまりだったけど」

　ジルの微笑とその手に握られた花はな槍やりの物々しさは実にそぐわない。しかし、イルナの忠告もあった通り、穏やかな彼女の雰囲気に油断すると怪け我がをしかねない。稽けい古ことはいえ真剣に取り組まなければ。

「これを使って。古いけど一応手入れはしてあるから。折れたりすることはないと思う」

　ジルに渡された稽けい古こ用の模擬刀と自分の赤せき刀とうを交換する。鞘さやから刀を抜き出すと、鈍色の刀身が冴さえ冴ざえと輝いた。軽く言げん血けつを流して右に袈け裟さを払う。使い心地に問題はなし。こういう時、赤せき刀とうは実に便利だと実感するのだ。昔から厳格に刃渡りや重心が定められているため、模擬刀でも扱う感覚がほとんど真剣と変わらないのだ。

「稽けい古こは実戦形式でいいかな。型かた稽げい古こで身体を温めるのであれば付き合うよ」

「大丈夫です。来る途中に準備はしてきたので」

「そっか。じゃあ、いきなりだけど、始めるとしましょうか。いいよね？」

「いつでもどうぞ……ただ、本当に、俺でいいんですか？」

「どういうこと？」

「いや、自分がジルさんの稽けい古こ相手として務まるかと」

「自慢できるほどじゃないけど、私もそれなりに人を見てきたつもりだよ。君は一目見た時から、強いと分かったもの。真剣で勝負をしてもいいと思ったくらい」

「買かい被かぶり過ぎですよ」

「いえいえ、人を殺した人間の目は噓を吐けないから……お互いに、ね？」

　ジルはそう言って静かに笑う。いや、俺も初めから分かってはいたのだけれど。あの天てん真しん爛らん漫まんなサーニャの母親などと言うから、少し疑ってしまっただけだ。……やはりこの人は知っている。殺しの一線、その向こう側に立つ、心臓の震えを。

　彼女の眼めもまた、死線を知るのだ。

　その名を──《狂アいク咲リきア》。

　なぜかイルナの放った彼女の二つ名が、今鮮烈に頭の中で輝き出した。

「……じゃあ、行こうか」

「はい」




　倉の前の開けた土地。地面は均ならされて草もなく、足を取られる要素はない。互いの得物の障害はなく、ただ一身一刀、一身一槍をぶつけるばかり。

　相手は切っ先をやや下げて、体心を斜めに傾ける緩やかな構え。対するこちらは上段正中。切っ先を天に向け、脇を開く始まりの形。腹部が空いていようとも、振り下ろしの速度で一切は断ち切れる。燕えん舞ぶは後ご手てを取る刀術。ここは相手の出方を待ち、ひたすらに不動。

　ジルは何かを確かめるように少しずつ足の位置を変えていたが、やがて、すとんっ、と腰を落とす。そして次の瞬間──七歩の間合いが詰められていた。
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　──カァンッ！

　左の脇腹に向かって刺し込むような一撃。かろうじて凌しのぐことができたのはひとえに身体の反応。単純な、目と体たい軀くの連動の結果。逆に言えば、その初撃を俺は認識できなかった。力りき道どうを束ね下肢において爆発させる飛ひ騰とう、七歩の開きを一挙に飛び詰めた動き。それは結果から推測はできても、実際に見極めることは難しい。

　そして花はな槍やりの二撃、三撃が続く。離れて見ていた時よりもずっと距離が摑つかみにくい。刀と異なり、花はな槍やりの脅威は先端の一部。故にそこだけに注意すれば間合いに踏み込めるはずなのだが、上う手まくいかない。

　横薙なぎの強烈な一打。まっすぐ刀で受け止めると、あまりの衝撃に刀が軋きしむ。……折れないとは誰が言ったか。これは力で負ける。蛇の力があると言えど、瞬間に生じる重みを受け止めるのは刀身のみ。それで刃を折られれば、言げん血けつを通す意味がない。

　とはいえ稽けい古こは始まったばかりなのだ。焦あせる必要もないだろう。これは殺し合いではない。相手の調子を覚えるのも一つの手段。俺は槍やりの軌道に払いを合わせ、勢いを流して攻を避ける。切り上げ、切り下げ、横薙なぎ。槍やりは一撃が重く、そして速い。攻撃の点と点を繫つなぐ動きの線が見えないのだ。穂先の間合いを超える前に次の手が襲いかかり、その勢いに負けてなかなか前に踏み込めない。上う手まく凌しのいで半身を投じても、ジルの足さばきは実に丁寧だ。視線をこちらから外すことなく、花はな槍やりの最も適切な間合いを保っている。

　そして、奇妙にもジルの攻撃には一定の規則があった。三手打ち込んだ後に、半手素早い一撃。しかも三手は牽けん制せい。無理な打ち込みは避け、防御に徹する。半手はいわば崩しの一手。直線の突きや真横を叩たたく振り払い。様々な技が繰り出され、それを受ければこちらも僅わずかに体勢が崩れる。三手守勢の一手攻勢。ジルは常にこの規則を守り続けていた。

　確かに崩しは強烈だ。しかしその順番が分かってしまえば、心構えもそう難しくはない。戦略としては片手落ち。ジルはどうして追撃を撃たないのか。どうして止とどめを刺さないのか。相手の狙いが見えず、身体に少しずつ困惑が広がっていく。

　攻撃を受けて体心が揺さぶられることは一度や二度ではなかった。こちらが完璧に対応しきったとは言い難にくいだろう。それでも、崩しの次は必ず守勢。さっと攻撃の意志を引き下げ、また間合いを戻してしまう。これが稽けい古こだから、ましてやこちらを見くびっている、とは考えにくい。やはり意図が分からない。

　淡々と打ち合ううちに、感覚も摑つかめてくる。分からぬのならば試すのみ。俺は右払いを袈け裟さに受け、半身で花鍔つばを避けた。そのまま槍やりの柄に沿わせて、ぱっと縦に切り上げる。

　ジルは首を逸そらして躱た閃せん。しかしそうなれば視界が外れる。俺が返し手に刀を振り下ろそうとしたその時──衝撃。

　ガンッ、と音がして、刀ごと重心を持って行かれる。

　花鍔つばだ。花鍔つばにこちらの刀を引っ掛けたのだ。まるでのけ反るようにして身体を倒したジルは、ただ肘をひいただけ。別段強烈な一撃ではない。だが、恐ろしい。不意を衝つくとはまさにこのこと。刀を奪う花鍔つばが、俺の目には獣の爪のごとく見える。

　柄を手放すことは避けられたが、言げん血けつは断線。俺は素早く槍やりから離れて二足後退した。姿勢を戻したジルは一足の半分で二撃を繰り出す。膝口を狙いすました容赦のない薙なぎ払はらい。速度は突きに及ばないが、その長尺は感覚以上に大きい。俺はぎりぎりまで距離を見極め、間一髪で凌しのぐ。

　……こちらの攻撃は失敗に終わった。再び最初からだ。




　──カァンッ。

　──カンッ、カンッ。

　夜空に響く、どこか懐なつかしい剣けん戟げきの音。人のいない稽けい古こ場で師匠と刀を交えたことを思い出す。だが郷愁に浸る暇はない。守勢の三手。次に来るのは攻勢の一撃。

　ぱんっ、空気を割る音がして、強烈な振り下ろしが襲ってくる。蛇の力で言げん血けつを増幅させても腕が震える重い一撃。

　俺はもう一度、槍やりの柄に沿って刀を振り上げた。

　彼女はすかさず花鍔つばで引っ掛け、刀を奪おうとするが──それは出来ない。

　燕えん舞ぶの基本は刀身一体。言げん血けつと刀の連結を旨むねとする。故に、その繫つながりはいくらでも強固になる。言げん血けつを絡からめ、柄を握る。刃筋は狂うが、狙いは相手の姿勢を崩すこと。俺は力任せに刀を引き寄せ、逆に相手の槍やりを引っ掛けた。ジルもさすがに予想できなかったのだろう。俺は前のめりになった彼女の腹部に蹴りを打ち込む。

「っぐ」

　ジルの口から軽い呻うめき。

　だが、本能的に反応したとでも言うのか。彼女は片腕を腹部と俺の脚の間に挿し込み、衝撃を殺していた。そして即座に距離を取ると、こちらが体勢を立て直す暇も与えず、胸を貫く鋭い一撃。

　心臓を喰くらわんとする獣のような、鮮烈な刺突。再び槍やりの矛先が目に焼き付く。俺は無理やり繫つないだ言げん血けつでもって地を蹴り飛ばし、躱かわした。

　こちらに深手はなかった。むしろ手数で見れば、次第に相手を制していると言えよう。ジルの攻撃は単調。花鍔つばに気を付ける必要はあるが、使われる機会は限られている。攻勢の一手も、慣れればどうにかできるはずなのだ。

　だが、常に違和感がある。

　何かがおかしい。何かがずれている。

　ジルは表情も変えず、再び三手守勢。人形のような繰り返し。だが、次の一撃でその違和は膨れ上がる。ただの素早い突き。いつもの一手攻勢。それは既に見慣れた動きで、対応の仕方も覚えたはず。──なのに、上う手まく凌しのげない。切り上げるようにして弾いて、こちらの体心は大きくぶれる。

　ひやりとするが、またも守勢。三手挟んで、再び攻勢。止とどめはまたも刺されない。

　状況は次第に苦しくなる。一定の順番で来ることが分かっていながら、なぜか攻勢の一撃を上う手まく処理することができない。手を重ねるごとに刃筋は乱れ、身体は揺らぎ、恐怖が醸成されていく。

　恐ろしいのは花鍔つばだ。鋭い槍やりを飾る優美な鉤かぎ爪。

　その美しさ、奇妙な形ゆえに、それは目に残る──




　……そういうことか。

　幾度目かの攻勢が危うく手首を掠かすめた時、俺はようやく理解した。三手守勢、一手攻勢の単調な攻撃。それは確かに意味があったのだ。俺の目は花はな槍やりに慣れた。正確には、慣らされたのだ。徹底された一定の拍子。それに相対する者は自然と調子を合わせてしまう。意識すべきは攻勢のみ。とにかくその一撃を避けること、その一撃を凌しのぐことに集中する。

　そうなれば、既に術中。

　花鍔つばは目に焼き付く。そして焼き付けば焼き付くほど、それは間合いに残るのだ。想定される攻撃、目に沁しみついた恐怖の可能性として、間合いに刻まれる。

　こちらはそれを自然と避けようとするだろう。危険な動きは選ぶまいと、抑制が働く。意識せずとも自らの間合いを削っていくのだ。故に、花鍔つばは刀を奪い取るだけではない。相手の間合いを削り取り、動きを制限する。空間の奪取にこそ、その利がある。

　だからこそ、俺はすぐに踏み込むべきだったのだ。間合いを計り、槍やりに慣れようとしているうちに、いつの間にか俺は動きを縛られている。目に刷り込まれた攻勢への恐怖が、徐々に判断を歪ゆがませてゆく。

　三手守勢。

　また、あれが来る。

　目に焼き付いた花鍔つばの残像。それから導き出される危険な間合い。するともはや、自分が身を置く場所はなく、身体は迷い、狂ってゆく。




　そして、不意に終わりは来た。

　気付けば心臓の前に花はな槍やりの穂先。まるで鋼の花束を添えるように、静かな最後の一撃が繰り出された。

「──」

　ぴたりと直前で止まる槍やり。俺は刀を上段に構えたまま、無残にも槍やりを迎えるように脇を開いている。

「参りました」

　俺が刀から手を離すと、ジルがすっと槍やりを引き下げる。彼女は穏やかな笑みを浮かべ、

「ありがと。とても楽しかったよ」

　と頭を下げた。

「……見事ですね。花はな槍やりの戦術は。まるで軍略のように、こちらの動きを詰めていく」

　息をついて賛辞を贈ると、ジルは慎つつましげに首を振る。

「そんな。一回の手合せでそこまで見破られちゃったら、こちらの立つ瀬がないよ。それにもし殺し合いだったら、ユウファ君の方がもっと早く踏み込んできたでしょう？」

　果たしてそうだろうか。確かに稽けい古こだから慎重な策を取ったのは間違いない。だが真剣での戦いならば、やはり槍やりの方が間合いに勝る以上、出方を見ざるを得ない。そして緊迫した環境で花はな槍やりに意識が向けば向くほど、それは目に残り、動きを削り取られるのだ。実戦でも十分な脅威となるに違いない。

「こちらが勝つには守勢の三手を切り崩すか、攻勢で賭けに出るかです。今の自分にはどちらの打開策も思いつきませんでしたよ」

「でも、あと数手あれば、君の勝ちでしょう？」

「……そうですか？」

「追い詰められていたのは私も同じだもの。君の刀術は私が手合せをしてきた中でも五本指に入るほど綺き麗れいで、だからこそ怖い。あらゆる動きに対応して、風を斬るように身軽。どこへ打っても返ってくるんだもの。私、猫の血だから自分の戦略を覚えるのは得意だし、相手の動きも覚えられるの。でも、君みたいに隙のない太た刀ち筋すじは、覚えても戦略が立てられなくて」

　そして覚えれば覚える程、かえって動きに抑制がかかるのか。

「本来なら、花はな槍やりは守勢の三手にも攻撃を組み込むの。大抵の相手はそれで十分だもの。でも君の三手に隙はないし、私も攻勢の一手以外踏み込む勇気がなかった。……だからね、君の刀術も私の動きを詰めていた、ってことだよ」

　……そうか。花はな槍やりはこの戦略に特化しているが、燕えん舞ぶがその要素を全く持っていないというわけではないのだろう。どちらかと言えば燕えん舞ぶも後手や囲み手を得意とする刀術だ。似たところがないわけではない。しかし、この十数年、俺は燕えん舞ぶの持つ特性など考えたこともなかった。まだまだ自分が知らない世界があるのだと痛感する。

「……どうして笑ってるの？　私、何か変な事言ったかな」

「いえ、ここの所、思いきり身体を動かす機会がなかったので、本当に楽しかったなあ、と」

　あの日以来、こんなにも一つのことに夢中になり、アルナの死を考えずにいられたのは初めてだった。遅れてやってきた疲労感が、実に心地よい。大きく息を吸い込むと夜の水っぽい香りが肺を満たし、火ほ照てった身体を癒してくれる。

　ジルは近くから水袋を持ってきて、ごくごくと咽の喉どを鳴らした。俺も残りを受け取り、冷たい水をたっぷりと味わう。

「ジルさんは戦うのがお好きなんですね」

「……戦う、というより色々な技術を見るのが好きなの。昔は沢山の人と稽けい古こするために旅をしていたくらい。どの国の技も、長い年月をかけて先人たちが洗練させてきた、その結果でしょう？　それを粋すいまで体得した相手の動きは、それだけで美しいし胸躍るものだと思わない？」

「ええ。それは、すごく分かります」

「ユウファ君の刀術も、思っていた通り、やっぱり綺き麗れいだった」

　彼女はとても満足げな様子で頷うなずいている。

「ジルさんの槍そう術じゆつも美しいですよ」

「……そうかな。私は随分鈍ってしまったと思うけど」

「《狂アいク咲リきア》と呼ばれているらしいですけど、何となくその意味も分かりました」

「……え？」

「花はな槍やりが咲くのは攻勢の瞬間ではないですよね。むしろ敵は咲いていないはずの花を見てしまう。花はな槍やりの不在が、むしろ本来咲くべき一手の前に、咲くんです。季節外れの開花、だから狂い咲き、なのかな──って、どうかしましたか？」

　なぜかジルはぼうっとこちらを見たまま、それから何か慌てて首を振ると、口を開く。

「え、いや、面と向かって言われるとちょっとだけ恥ずかしいなーっていうか」

「あ、本人としては二つ名があんまり気に入っていないとか？」

「そ、そんなことない！　ただ、大好きというわけでも、ないんだけど、その、なんというか…………妙にくすぐったいものだと……思って」

　そう言ったまま、またジルはこちらを見つめたまま固まってしまう。そしてもう一度ぶんぶんと首を振ると、なぜか勢いよく水袋をひっくり返し、水を頭からかぶった。

「だ、大丈夫ですか!?」

「えっと、ほら、稽けい古こをすると身体が熱くなるじゃない」

「いや、もうすぐ冬ですよ。寒くないですか」

「……」

「……ジルさん？」

「………………その……旅の途中、もしよかったら……また稽けい古この相手をしてくれない？」

「それは勿論。約束したじゃないですか。喜んでお受けしますよ。何度言っても足りないくらい、今日は楽しかったですから」

　彼女はそれから嬉うれしそうに笑って、空を見上げた。

「良い夜ね」

「……はい」

　どうして稽けい古こ後の夜はこんなにも心地よいのか。俺はふと、月明かりの下師匠と共に歩いた士官寮までの道を思い出した。何も遠い昔の話ではない。あの時見た月と今俺達を見下ろしている月はまるで変わらない。それは今宵こよいも皓こう々こうと光を降り注ぎ、星空に瑕か疵しのない玉盤を捧ささげている。

　──なのに、どうして。

　胸の底、淀んだ言げん血けつの痛みがまた滲にじみ出した。

　──どうして、変わらぬ月夜の下にいる自分は、こんなにも変わり果ててしまったのだろう。
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　ジル達と出会ってから三日目の朝に俺達はエンドスを出発した。蟻あり達は様々な荷物を背負わされ、華きや奢しやな六本の脚でよくぞ支えられているものだと感心するが、こちらだって負けていない。イルナの宣言通り、俺とベオルはジル達の荷物運びを手伝い、布やら穀物やら干し肉の塊やら、背負しよい子こに積めるだけ積まれたような気がする。勿もち論ろんイルナも背負ってはいるが俺と彼女の荷物では倍近くの差がある。

「身体を鍛えるのにちょうどいいでしょ。あたしは猫の血だもの。ひ弱なの」

　とはイルナの言葉。どの口がひ弱などと言うのか首をひねりたくなるが、食くい扶ぶ持ちを賄ってもらっている以上、口答えはしない。スゥだけは真の非力ということで普段通り飛び回っていたが、彼女は食事の量も些さ細さいな物だから構わないらしい。

　ジルが前もって説明していた通り、俺達はエンドスからアフカ山脈に向かって進み、麓から少し離れた街で一日の休憩を挟んだ後、山へ入ることとなった。平地を進むうちは赤あか燕つばめの森と変わらぬただの叢そう林りんを進んだが、地面に傾斜が現れると風景も変わり始める。時折、林が切れたかと思うと不意に棄すてられた石切り場に出くわすのだ。巨大な山の斜面が無秩序に抉えぐられたその光景は、まさに人間が自然から削り取ったのだという自負が滲にじみ出でていた。ただ落石も危ないので、俺達は出来る限り森の中を進む。かつて石を運んでいたという山道はよく均ならされており、下草に覆われながらも随分と歩きやすかった。

　集団の先頭を進みながら、ジルは時折花はな槍やりの柄を石に打ち付けた。するとコォーン、と伸びやかな音が鳴り響き、蟻ありはその後ろをぴたりとついてくる。

「その柄の音に反応しているんですよね？」

「うん。血けつ杖じようって言って、蟻あり飼いの必須道具よ」

　ジルの杖つえは花はな槍やりの柄の中に仕込んであるらしい。戦闘と蟻あり飼いの兼用というわけだ。

「でも何か特別なものなんですか？　赤レ燕ポのル国ガでは指笛で虫を操るんですけど」

「蟻ありは虫だけど、指笛に反応しないの。ちょっと変わっていてね。ユウファ君は反はん血けつ晶しようって知ってる？」

　聞いたことがない。血けつ晶しよう、とは純度の高い言げん血けつが固体になったものだったが、あの奇妙な物質と何か関係があるのだろうか。隣を歩いていたイルナに助け船を求めると、呆あきれ声で説明してくれた。

「反はん血けつ晶しようはこの世界で唯一言げん血けつが通過できない物質のことよ。あなた、マジス＝バランで猫の長官に会ったでしょ？　あの器も反はん血けつ晶しようで出来ていたし、子供を作る時に言げん血けつを注ぐ壺つぼ、あの子こ壺つぼも反はん血けつ晶しようを練り込んであるの。ほら、青せい刀とうに血けつ晶しようが含まれているのと似たような話よ。血けつ杖じようにも反はん血けつ晶しようが練り込まれているの」

　さすが博識。実に簡潔な説明だ。俺が黙っていると彼女はすらすらと言葉を続ける。

「反はん血けつ晶しようは言げん血けつに触れると振動を起こす性質があってね。反はん血けつ晶しようの量とか、言げん血けつの強さとか、その割合で振動の速度が変わったりするんだけど」

「……反発して力が生じるってことか？」

「そうね。一説によれば、この世界が作られた時、最初にあったのは言げん血けつと反はん血けつ晶しようで、その反発する力が色々なものを創ったと言われているわ。静止状態の世界に力の流れを作った」

「世界の始まりなんて、また随分と大きく出たな」

「……ま、それは仮説に過ぎないけどね。ただ、面白いのは人間の話。ほら、人間って最初はただの水でしょ？　泉から言げん血けつを汲くみとった時点では動いていないじゃない？」

　まあ、そうだ。血を入れたり言葉をかけたりして、十月十日の後に人間が出来上がる。

「水に命が生じるための最初の鼓動っていうのは、言げん血けつと反はん血けつ晶しようの壺つぼが作る振動だって言われているの。何もないところから命を生み出す力。……こう考えると、あながち創世説も噓うそと思えないでしょ？」

　……不思議な話だ。でも、確かに子こ壺つぼは本物を用いなければ命が生じず、ただの水みず瓶がめに成り果てる。人間が生まれるために適切な言げん血けつと反はん血けつ晶しようの割合があって、その条件を満たすと力が上う手まく生じるということなのだろうか。

　イルナの説明を引き継ぐようにして今度はジルが口を開いた。

「蟻あり飼いも同じね。血けつ杖じようは反はん血けつ晶しようの含有量が決まっていて、言げん血けつを流すと振動が起きるの。それで杖つえを鳴らすと、蟻ありはその音だけに反応する。……この技術は鳥が大昔に人へ伝えたものだから、詳しい仕組みとかはよく分からないんだけど。引きつけたり、追い払ったり、出来る命令も限られているし」

　同じ虫とはいえ、蜻蛉とんぼや蛍とは別の機構で作られているということなのだろうか。虫を作ったのは鳥なのだからと一応スゥに尋ねてみたが、あまりに古い時代のことは分からないらしい。ただ実際、スゥの鳴き声に蟻ありは全く反応する素振りを見せなかった。

　ジルがもう一度杖つえを鳴らすと、やはりどんな音色とも似つかない奇妙な響きが山中に消える。こうして複雑な技術や慣習の下に虫が制御されていることを考えると、その在り方はやはり奇妙にも思えた。今となってはあまりに見慣れたものだが、果たして人間はいつの時代から虫と共に生きてきたのだろう。

　ジルが杖つえを鳴らす様子をしばらく見つめていると、俺はあることに気が付いた。彼女は黒い手袋をはめているのだ。おそらく稽けい古この時には身に着けていなかったはずだ。それはよく見ると金属のような光沢があり、まるで細かな鉄線で編み込まれたような質感をしている。

　彼女はこちらの視線に気付いたのか、よく見えるように片手を差し出した。

「これは必須道具、その二ね。まあ、蟻あり飼い全員が持っているわけじゃなくて、むしろ個人的に愛用している感じだけど」

「その手袋を、ですか」

「そうよ。これは水コ蜘ル蛛タのラ国ンの黒こく手しゆ套とう。水みず蜘ぐ蛛もの糸で編まれていて、凄すごく断熱性が高いの。反はん血けつ晶しようは周囲から熱を奪うから、その寒さ対策ね」

「滑り止めってわけじゃないんですね」

「本来は滑り止めと防水のために作られたものよ。花はな槍やりの使い手は何年も手入れをしながら黒こく手しゆ套とうを自分の手に馴な染じませるの。手しゆ套とうを見ればその人の腕前が分かるって言われるくらい」

「でも寒さ対策ってどういうことですか？　冷たいんですか、それ」

　血けつ杖じようを指差すと、ジルはその指先にちょんと杖つえを当ててくれる。

　……驚くほど冷たい。氷とまでは言わないが、冬の朝早く倉庫から引っ張り出す犬いぬ鞍ぐらの金輪くらいには冷たい。

「反はん血けつ晶しようは言げん血けつに触れると冷たくなるの。君も聞いたことがあるんじゃないかな《冷血》な子って。あれも子こ壺つぼが冷たくなることから来てるでしょ？」

　冷血とはしばしば賢さかしらな子供に対して言われる皮肉だ。子こ壺つぼは中の子供が大きくなるにつれ皆自然と冷たくなるのだが、冷たすぎると冷血になる。要するに出来はいいが、情はないという意味だ。

「子こ壺つぼも反はん血けつ晶しように反応して冷たくなっているってことですか」

「そう。知らなかった？」

　知らなかった。子こ壺つぼの世話で大変なのは子供が死なないよう常に壺つぼを温めることだとは聞いていたが、冷たくなるという仕組みまで深く考えたことはなかった。なんとも不思議なものだと感心していると、なぜかイルナから呆あきれを滲にじませた視線が飛んでくる。

「……ユウファって一応士官なのよね？」

　その質問はどういう意味だ、おい。

「これくらいのこと、下級士官なら筆記試験で問われることでしょ」

「……」

「さっきの振動の話にしたってそうよ。これくらい常識じゃない。この世界の始まりは熱いものと冷たいもの、これが二つに分かれて言げん血けつと反はん血けつ晶しようになった。それで両者が反発し合ったからこそ世界が動き始めたって……聞いたことないとは言わせないわよ」

　いやいや、イルナの知識が基準になるものか、とジルに助勢を求めるが、静かに苦笑を返されてしまう。……本当に常識なのか、これ。

「俺は伝説とか神話とか、そういうものは頭に残らない性質だから」

「別に反はん血けつ晶しようの存在はお伽とぎ話ばなしでもなんでもないでしょ」

「……」

　そんなことは自分でも分かっているから、もう俺の無知を掘り下げないで欲しい。

　するとイルナは小さく肩をすくめ、「まあいいわ」と呟つぶやく。

「折角だから、ちゃんと説明してあげる。──あなた、言げん血けつへの感受性が強いからよく分かってると思うけど、言げん血けつって熱いものと冷たいものがあるでしょ」

「まあ……怒りとか憎しみってのは熱いけど……それは錯覚だろ」

「一部は、ね。でもその感覚って、根っこにあるのは本当の熱なの。言げん血けつの性質っていうのは熱を与えるか、熱を奪うか、絶対にどちらかの傾向に寄る」

「……じゃあ、反はん血けつ晶しようが冷たいってことは熱を奪う言げん血けつだってことか？」

「よくわかってるじゃない。だから厳密に言えば、反はん血けつ晶しようも言げん血けつの一つってことよ。でもそう考えた方がむしろ自然よね。濃度の高い二つの言げん血けつは反発する。調ちよう伏ぶくの得意なあなたにとって、これは自明の理でしょ」

「……じゃあ、血けつ晶しようは？　あれは冷たかったぞ」

「あれは性質のない言げん血けつだもの。客観的に言えば熱くも冷たくもないわ。でも人間の言げん血けつが基本的に熱いから、血けつ晶しようも冷たく感じるだけ」

　……いずれにせよ反はん血けつ晶しようは冷たい性質の言げん血けつに過ぎない、ということらしい。正直頭で理解できた気はしないが、実際経験としてならよく分かるのだ。反はん血けつ晶しようが熱を奪う言げん血けつだとして、俺は熱を与える言血をよく知っている。自分の言げん血けつを触れさせるたび、燃えるように感情が流れ込む言げん血けつ──アルナという言血を。

「それにしたって、振動だったり冷たくなったり、蟻あり飼いっていうのは難儀な仕事ですね」

　説明を聞けば聞くほど、首を傾かしげたくなる。鳥も何だって蟻ありのような生き物を作ったのだろう。ジルは「その通りね」と素直に相あい槌づちを打ち、困ったように笑った。

「難儀でも、ナサンゴラの人間はこれしかできないから。仕方ないの」

　こうして話をしている合間にも、ジルは時々杖つえで地面を叩たたいて蟻ありを引き寄せるし、しんがりを務めるサーニャもコンコンと音を立てて蟻ありを追い立てていた。

　が、まだ子供には難しい点もあるのだろう。あまりに強く鳴らし過ぎたのか、蟻ありが四方に逃げ惑い、慌ててサーニャが追いかける。ベオルは先回りして逃げようとする蟻ありを追い込み、さりげなく彼女を助けていた。人間並みに賢いがゆえに頑固でもあり、サーニャと上う手まくやれるか心配だったのだが、どうやら大丈夫そうだ。

　それからしばらく山道を進んでいくと、一ひと際きわ大きな石切り場に出た。階段状になった斜面を登っていくと、砂利に足をとられて滑ってしまう。しかも後ろを振り向けば、山入りする前の街が遥はるか下方に見え、エンドスに至っては霞かすみに消えて視認することができない。ジルは石切り場の中腹で横穴の前に立ち止まると、数匹の蟻ありに預けておいた各人の外がい套とうを取り出す。

「ここから坑道に入るよ。道が崩れることはないけれど、暗いから足元には気を付けてね。またしばらく歩き通しになるから、疲れた時は言ってちょうだい。──サーニャ、こっちに来て」

　ジルは自分とおそろいの青い外がい套とうをサーニャに被かぶせ、首下の紐ひもを結んでやる。

「後ろをお願いね。ラル＝ス達は道草を食いやすいんだから」

「わかってるよー。ドっちゃんはちゃんと見張ってるし、グムちゃんもギっちゃんも今日は落ち着いてるもん。それより、お母さん、私、時計持ちたい！　絶対落とさないようにするから、いいでしょー？」

　ジルはしばし悩む素振りを見せたが、結局首にかけていた懐中時計を外すとサーニャの首にかける。

「二目盛ごとに、お母さんに知らせてね。わかった？」

「わかった！　ちゃんと見てる！」

「時計に夢中になって、転ばないように気を付けるのよ」

「うん！　時計も足元もちゃんと見てる！」

　サーニャは大切そうに時計を握りしめて、にこにこと笑った。ジルも自然と笑みを零こぼす。それから彼女は不意に一巻きの紙を取り出すと、皮袋にそれを包み込み、岩の隙間に挿し込んだ。一体何をしているのかと尋ねると、彼女は少しだけ歯切れの悪い答えを返す。

「なんというか……願掛けのようなものかな」

「蟻あり飼いの伝統ですか？」

「ううん、個人的なもの。ここは私にとって世界の玄関でしょ。故郷のナサンゴラと外の世界を繫つなぐ場所。ここを通って外に出る時はまたしばらく旅が続くから、指針を書いた紙を置いておくの。自分の目的を思い出せるようにね。まあ、心得みたいなものかな」

　彼女はどこか名残惜しそうに目を細め、崖下を見晴らす。行商人としては、やはり外の街を飛び歩く方が性に合うのか。その横顔は不思議と寂しそうにも、覚悟を持って何かと決別するようにも見えた。そして何を言うこともなく、ジルは深く息を吸い、ゆっくりと吐き出す。

「……行きましょうか」




　ジルの案内の下俺達は洞穴の中に踏み込んだが、数歩進んだだけで気温が一気に下がる。風がないため刺とげ々とげしさはないが、外がい套とうをしっかり身に付けないと寒さが身体の芯まで染しみ込こんできた。そして洞穴の中は本当に暗い。かつては松明たいまつでも灯ともされていたのかもしれないが、廃坑となった今では灯あかりなど一つも見当たらない。

　しかし、この暗中を何日も歩いていたら気が狂うのではないかと思った矢先、ジルの外がい套とうがぼんやりと光を放ち始めた。外で見た時は青い外がい套とうだったはずだが、今では柔らかな翡ひ翠すい色の光を放っている。俺がじっと眺めているとイルナが眉を顰ひそめた。

「……睨にらんでるように見えるからやめなさいよ」

「見てるだけだっての……。気になるだろ」

「あれは光ひかり苔ごけで作った塗料が塗ってあるのよ。手を塞がれなくても明るいし、便利」

「どうして俺達も買わなかったんだ？」

「洞窟くらいでしか使えないからよ。夜の街で着ていたら人の目を引くでしょ」

　イルナによれば光ひかり苔ごけは言げん血けつに反応して光を放つ。それゆえ身体から発する微量の言げん血けつだけで半永久的に光るのだそうだ。逆に言えば、任意に消すことができず扱いが少々難しいらしい。

　俺とイルナはジルのすぐ後を歩き、その後ろに大量の蟻ありが付いてきていた。そして約束通りサーニャはベオルに乗ってしんがりを務め、スゥは彼女の話し相手として彼女の肩に乗っている。蟻ありがいることもあって随分と大所帯となっているが、それでも不思議と狭苦しくはない。よく見れば坑道は大人五人が横に並んでも通れるほど広く作られていて、天井もジルが槍やりを持って移動できるほどには高いのだった。イルナがそのことを指摘すると、ジルが理由を教えてくれた。

「アフカ山脈の坑道は昔から蟻ありが通れるように広く作られているの。特に、今私達が通っているのは主要坑道の一つ。かつてはもっと沢山の蟻ありがこの道を歩いたのよ」

「運搬に蟻ありが使われていたってことですか」

「そのとおり。この山脈は血けつ晶しようと反はん血けつ晶しようの鉱脈が入り乱れていて、とにかく資源が沢山あったから。それだけ蟻ありの出番も多かった。この坑道は《蟻ありの巣》とも呼ばれていたのよ」

「今でも昼山羊の国テテラ＝サテラは反はん血けつ晶しようの採掘で栄さかえているじゃないですか」

「まあ、昔ほどじゃないよ。ナサンゴラの南は全て掘り尽くされちゃったし。何といっても、この国は反はん血けつ晶しようの鉱脈を牛ぎゆう耳じるのが伝統だから」

「……独占していますからね。子こ壺つぼは消耗品ではないですけど、貴重であることに変わりはありませんし、いくらでも反はん血けつ晶しようの需要はあるでしょうから」

　そう言うイルナの顔はやや険しい。察するに、彼女にとって市場が独占されているのは好ましいことではないのだろう。彼女の売る情報は複数の売り手が競い合う状況でこそ、意味を成すのだから。

「でも、廃鉱になったら蟻あり飼いの仕事も減ったんじゃないんですか？」

「そうだよ。だからこそ外に行くしかない。今いる蟻あり飼いの多くは行商人ってこと。とはいえ、蟻ありはナサンゴラでしか繁殖できないから、そんなに遠くにも行けないんだけど」

　ジルはそう言って、蟻ありを引き寄せるために杖つえを鳴らす。淡々としたその打音は、暗闇の中でどこか物寂しく響き渡った。背後では呼応するようにサーニャの杖つえの音が聞こえる。

「……遠くに行けないとなると、やっぱり赤レ燕ポのル国ガとか白三日月の国ルーガーダを回るんですか？」

　イルナのその何気ない問いに、ジルは首を縦に振る。




「──そうね。私わたし達たちも丁度マジス＝バランから帰ってきたところだもの」




　その瞬間、イルナと目が合った。勿もち論ろんジルやサーニャに俺達の事情は語っていない。おそらくマジス＝バランでの騒動に俺達が関わっていたことを知る人間は、ごく限られているはずだ。しかしあまりに多くの記憶が詰まったその街の名に、自分の言げん血けつがどくりと騒ぎ出す。

　イルナもまた、どこか緊張した面持ちで尋ねた。

「……マジス＝バランで耀よう天てん祭さいを見た、ということですか？」

「うん。蟻ありは指笛に反応しないから、私達はサリヤンに加わったわけじゃないけれどね。一度、サーニャにマジス＝バランの耀よう天てん祭さいを見せてやりたいと思って」

「でも、何か大変だったって噂うわさで聞いたんですけど。虫が突然逃げ出したとか」

「そうそう。もう祭が終わって、夜明けを待っている頃にね、突然、鋭い矢のような音が響いたの。そしたら街中が大騒ぎ。虫が暴れ出して空に逃げていくんだもの。正直夜でよく見えなかったけれど、何か黒い雲のような虫の大軍が街の外に出て行った」

　……それは間違いなく、俺を助けるためスゥとイルナが率いた虫達だろう。

「人づてに聞いた話だと、近くの平原に駐屯していた兵士達に襲い掛かったんだって。しかも、しばらく経たったら自然と街に戻ってきたって言うんだから、本当に奇妙な話よね。私達はその時にはもう街を発たっていて、詳しい顚てん末まつは知らないんだけど」

　俺が意識を取り戻すまでの間に、スゥは《金きん翼よく》で使った虫を返しに行ったと聞いている。あれだけ大量の虫を自在に操っていた小さな鳥は、今、後ろでサーニャと楽しそうに悪戯いたずらをし合っているのだ。ほんと、信じがたい話だ。

　しかし、ジルはそこで少し声を落とすと、どこか嘆くように言った。

「物騒な噂うわさも聞いてね。えっと、赤レ燕ポのル国ガの国王補佐で護衛もする……何て言ったっけ」

「……護ご舞ぶ官かん、ですね」

「そう、それ。現職の護ご舞ぶ官かんが何者かに暗殺されたって話があったでしょ。あの虫の暴走も、同じ首謀者によって引き起こされたんじゃないかって言っている人がいたの。実際、赤レ燕ポのル国ガは暗殺に白三日月の国ルーガーダの出身者がいると主張しているらしいよ。証拠となるような死体もあるって。白三日月の国ルーガーダは全面的に否定しているから、このまま議論が平行線になれば戦争か……まあ、国力的に白三日月の国ルーガーダもそのまま正面からぶつかることはないだろうけど、小こ競ぜり合あいをした後、和平を申し出るような流れになるんじゃないかなあ」

　──戦争。

　ジルの口から出てきた言葉に、また言げん血けつが乱れる。勿もち論ろん、俺達のせいで戦争が起きるわけではない。アルナはそれを止めるため、自らが戦争の火種とならぬため、出来る限りのことをした。だが、結局俺達が現国王の思惑を破ることができなかったということもまた事実。師匠の殺害や俺達を襲った人間の死体を利用して、隣国に喧けん嘩かをふっかけようというわけだ。多くの痛手を蒙こうむりながら、それでも動乱を求める国王の意思は挫くじけることがなかったのか。……正直、彼女が何を求めてこの戦争を引き起こそうとしているのかは分からない。赤レ燕ポのル国ガは既に戦争から離れて久しい。商業国家として十分安定した地位を築いていると言えるだろう。故に、白三日月の国ルーガーダのような小国を属国にしたところで、いかなる利があるのか。

「……国王は一体何を望んでいるんだ？」

　俺の呟つぶやきに、イルナは小さく頭を振って、「商売じゃないの」と言った。

「たぶん、今、一番近い目標はバラン都市群、つまりは猫の一族との結託でしょうね。戦争は利益になる。しかも、巨大な商売ほど利益を得やすい。行商人とか、小さな商売をやっている人間は戦場に近づきたいとは思わないもの。猫達だけが、安全を確保したまま戦争の市場を広げることができる。──ジルさんがその噂うわさを聞いたのも、お仲間からですか？」

「そうだよ。私達の間では、赤レ燕ポのル国ガと白三日月の国ルーガーダの境は避けるようにって話が回っているの。昼山羊の国テテラ＝サテラもいつ巻き込まれるか分かったものじゃないわ。皆少しずつ移動の準備をしてる。普段、私わたし達たちは水コ蜘ル蛛タのラ国ンに寄ってからナサンゴラに帰っていたんだけど、今回はまっすぐ向かうことにしたの。私一人ならまだしも、サーニャは出来るだけ戦場から遠ざけたいから」

　耀よう天てん祭さいの五日間に、やはりこの世界は変わったのだ。俺達の背後で、着実に戦火が燻くすぶり始めている。坑道の冷やかさとは異なる粘ついた悪お寒かんが、腹の底、あの師匠を斬り伏せた小さな戦場の記憶から湧き上がってくる。

　そして、俺は？

　俺は、どうすればいい？

　アルナの喪失から抜け出すことも出来ず、イルナの善意に甘え、無為に過ごすこの日々をどうすればいいのだろうか。この暗闇の中で、俺は前に進むための標しるべも後ろに戻るための標しるべも失ってしまった。

　思わず赤せき刀とうの柄に触れると、驚くほど柔らかな感触がある。まるでアルナが手を握り締めたかのような淡い錯覚。この刀に残るアルナの余韻を、俺はまだ手放すことができない……。




「おかーさーーーーーーーーーんっ！　昼の四つ時だよっ！」

　突然、サーニャの時報が聞こえてくる。

「ありがとー！　もう少しだよー！」

　ジルがそう言って手を振ると、ベオルの背中に乗っていたサーニャが身を乗り出して手を振り返した。そんなに激しく動いたら落ちるんじゃないか──と、思っていたら、案の定。ぐらりとサーニャの身体が傾く。

「サーニャ！」

　ジルが叫ぶが、あまりにも距離がある。頭から地面に落ちるかと思った次の瞬間、サーニャはぐるりと一回転して、静かに着地した。彼女が落ちる瞬間、ベオルが外がい套とうを口にくわえ、勢いを殺したのだった。

「うわー、すごいっ！　ベオちゃん、すごい！　ありがとーっ！」

　また全身で抱擁されて、ベオルは呆あきれ顔。いつになく疲労が顔に表れている。

　だが俺はその光景に少しだけ心がざわつくのを感じた。それはベオルを抱きしめるサーニャの姿が、あるいは肩に乗ったスゥに説教をされるサーニャの姿が、まるで──

「──アルナを思い出す？」

「え」

　ふと、イルナに尋ねられて、俺はどぎまぎしてしまう。彼女は見透かしたような微笑の後に、サーニャの方へ目を遣やり、俺だけに聞き取れるような小さな声で呟つぶやいた。

「……あたしは、もう、思い出しちゃって大変よ。今だって、ちょっと泣きそうだもの」




　世界は変わってしまったのだ。

　アルナが刀となって生きている。けれど、彼女の笑顔はもう見ることができない。

　何かが残って、何かが失われた。

　もしも隣にイルナがいなかったら、俺は泣いていたんじゃないかと思う。




　　　　□　□　□




　俺達がようやく坑道広場に出ることができたのは、夜の六つ時だった。それまで歩いてきた道も十分広かったが、広場は天井がずっと高い。もともと掘り出した資材を集めておく中間地点として機能していたらしい。言げん血けつの濃い水が湧き出す泉もあり、一口水を飲めば、歩き通しで火照った身体も忽たちまち癒される。料理のために熾おこした焚たき火びの明るさも、暗中の移動が続いた身には酷く心安らぐものだった。

　この旅では運び手が多いおかげで食料にも余裕がある。香草をまぶした乾燥肉やツイと呼ばれる乳脂でつくるスープは、しみじみと臓ぞう腑ふに浸しみ渡る美お味いしさだった。しかも、驚くことにそれを作ったのはサーニャだ。ジルは隣で手伝う機会を常々覗うかがうのだが、手を伸ばすとすぐに、「おかーさんは触っちゃだめだよ！　サーニャがやるんだから！」と叱られる。ジル曰いわく、いつの間にか食事は全てサーニャが用意するようになったらしい。どうしても手伝わせないそうだ。ジルの作る料理はよほどまずいのだろう。

　しかし食後にサーニャが香茶を煮出していると、ジルはふと小さな鉄の器を取り出し、泉から水を汲くんできた。そして言げん血けつで白濁したその水に彼女が花はな槍やりの穂先を触れさせると、波紋を作る間もなく、瞬時に水が凍りつく。まるで奇き蹟せきでも見ているかのようだった。

「何をやったんですか」

「反はん血けつ晶しようと水を反応させただけだよ。反はん血けつ晶しようが言げん血けつに触れると熱を奪うっていう、あの話。この水は言げん血けつの濃度が濃いから、簡単に凍るの」

　ジルはそう言いながら小刀で氷を砕く。小さな欠片かけらになったそれに彼女は白蜜を回しかけ、こちらに差し出した。

「これくらいなら、私でも作れるんだから」

　……これで料理を作れると言えるのか？　だが、サーニャの用意したお茶と共に甘い氷を口にすると、そのおいしさに驚かされる。蜜だけなのにまるで果実を絞ったような香りが立つのだ。旅先で随分と贅ぜい沢たくな食事ができるものだと、俺はイルナと感心しきりだった。

　夕食が済むと、サーニャはすぐにうとうとし始めた。ジルは娘の手を取り広場に隣接した小さな横穴に連れていく。俺達も一緒に中へ入ると、ジルはおもむろに花はな槍やりを握り直し、コンコンコンと杖つえを鳴らした。すると部屋の隅に群れを成して固まっていた蟻ありが俺達を取り囲むように輪を作り、細かく震えだす。正直気味が悪くないと言えば噓うそになるだろう。

「これはね、暖炉の代わりなの。坑道は寒いから服を着込んでいても底冷えするでしょう。身体を擦り合わせて、蟻ありに熱を作らせているの。ここは坑夫達が使っていた寝床」

　ジルの説明の通り、しばらくすると部屋が徐々に暖かくなっていく。これならば確かに焚たき火びを燃し続ける必要もない。追加の薪が手に入らない坑道での移動には最適だろう。そして既に瞼まぶたが半分下がっていたサーニャは、いつの間にかベオルの腹を布ふ団とんにして眠り始めていた。

　俺達も腰を下ろし、寝るための準備を整える。イルナはサーニャに穏やかな眼まな差ざしを送り、

「お二人で旅行するのは長いんですか」

　とジルに尋ねた。すると彼女は近くに置いてあった皮袋から水をぐっと飲み、答える。

「……ううん、まだ五年にもなってないかな。あんまり慣れないだろうけど、よくついてきてくれると思う。まだ十歳なのにね」

「え、サーニャってまだ十歳なんですか？　ってことは……」

　イルナの驚きは俺も理解できた。サーニャが十歳であること以上に、十歳の娘がいるジルがこんなにも若い女性だということ、そちらに驚いたのだ。思わずイルナと目が合うと、俺達の考えを見抜いたようにジルが苦笑を浮かべる。

「……私がこの子の母親には見えない？」

「いや、その、そういうわけでは……」

「いいの。実際、この子は私が生んだわけじゃないからね。サーニャは拾い子だから」

「あ……」

　やはり、と言っていいものかどうか。ジルの容姿を考えればサーニャと血の繫つながりがないことはむしろ自然なのだが、かといってそれに同意することは母娘の相違を強調するようで反応に困ってしまう。

　俺達が掛布で身体を包み、寝台代わりの荷物に背を預けると、まるで寝る前の子供に昔話を聞かせるような調子でゆっくりとジルが語り始めた。

「サーニャは私が十八の時に拾ったの。ナサンゴラで一度大きな火事が起きて、その時にこの子の母親から預けられたわ」

「預けられた……？」

「サーニャの本当の母親は、別の家族を助けようとしてまた火の中に飛び込んじゃったの。それ以来会えないから、たぶんもう亡なくなってると思う」

　偶然委ねられてしまった子供を、ジルはそのまま育てることにしたというのか。イルナは不思議そうに首を傾かしげる。

「でも……どうして自分で育てようと思ったんですか？　勿もち論ろん、可哀かわい想そうだとは思いますけど、その、まだ独り身だったわけですよね？　誰か別の人に預けようとか……」

「うーん、どうしてかな。正直、何か理由があったわけじゃないと思う。ただ必死だったというか、いつの間にかもう心を決めていたというか……自分でも正直、大火事の記憶ってほとんどないから」

　ジルは傍かたわらで寝息を立てるサーニャの頰ほおにそっと触れた。

「……ほら、この子、よく転ぶでしょう？　あれって大火事の火傷やけどの後遺症なの。脊せき椎ついのあたりの言げん血けつがねじれちゃっているのね。母親から預けられた時、もう背中が酷ひどい状態で。……それを治すために、確か街を走り回ったんだと思う。それで、蟻ありを沢山殺したの」

「え」

「蟻ありは体内に純粋な言げん血けつを蓄えられるから。蟻ありを殺して、言げん血けつを手に入れて、それを飲ませて……その時はそれくらいしか助ける方法がなかった。ナサンゴラの蟻あり飼い、皆がそうやって怪け我が人にんを助けていたの。だから私も蟻ありを殺してサーニャを助けた」

「……」

「その代償に、サーニャはほとんど記憶を失っちゃったけどね。被災して、言げん血けつを飲んで傷を治した人の多くが記憶や感情を失ったの。私も火傷やけどを負って多少飲まざるをえなかったし、きっとナサンゴラで大火事のことをきちんと覚えている人はほとんどいないんじゃないかな」

　言げん血けつ摂取の危険性はかつてスゥも語っていた。純粋な言げん血けつを過剰に取り込めば、生命力が強まると同時に自我が薄まってしまう。最後には生きた人形になり下がる。それを街の人間のほとんどが体験したというのは、想像すらできない惨状だろう。

「ナサンゴラはここの所不幸続きでね。大火事が起こって以来、毎年のように水害が起きるの。街の人もいつまで続くんだろうって気が滅め入いってる。そんな街にサーニャを置いておくよりは、旅に連れて行く方がいいって思ったのかな。これは今から理由を考えると、って感じだけれど」

　ジルは実に淡々と語ったが、こちらはあまりの事情に閉口せざるをえない。

「ごめんね。こんな話、人に聞かせるようなものじゃないんだけど」

「いえ、あたしこそ、なんだか無遠慮に質問してしまって……」

「あー、謝らないで。要するにね、私にとってサーニャが実の子だろうと拾い子だろうと関係ないってことが言いたかったの。私はもうサーニャの母親として生きるって決めたし、この子もそういうものとして慕ってくれてる。それだけ。お互い初めて会った時のことさえ曖昧だけど、家族ってそういうものじゃないかなって。知らないうちになっている、それが家族だろうって私は思うから」

　ジルはそう言ってもう一度慈愛に満ちた眼まな差ざしをサーニャに向けた。だが、俺は彼女達の姿を見て、知らず言げん血けつがばらばらになる。その幸せを見て苦しんでいるのは、家族を知らない俺の言げん血けつなのか、母に愛されなかったアルナの言げん血けつなのか。その愛に理由の要らない関係がある一方で、俺達を囲んでいたものは理由の要らない無関心ではなかったのか。むしろ俺達にとって明白だったのは、俺達が知らぬ間に与えられる孤独ではなかったのか。

　隣に座るイルナもまた、酷ひどく複雑な表情を瞳に滲にじませていた。俺やイルナ、そしてアルナにとって、家族は当たり前のものではない。故に、ジルとサーニャは眩まぶしく映り、時に目を突き刺すような痛みを覚えるのだ。

　俺はその晩、なぜか眠ることができなかった。イルナもまた、眠ってはいなかったはずだ。俺の頭には家族という言葉、いつかアルナが教えてくれたあの指の動きが、まるで呪いのように繰り返され、果てることがなかった。




　　　　□　□　□




　坑道に入ってから十日が経たった。歩き、休み、眠り、ただそれをひたすらに繰り返す十日間。毎晩行うジルとの稽けい古こだけが貴重な気晴らしで、槍そう術じゆつの基本となる脚法や刀術にも応用できる間合いの測り方など、多くのことを教わった。言げん血けつの泉が至る所にあるため疲労が溜たまるようなことはないが、太陽の光がないことだけは少なからず苦痛だったように思う。だからこそ、前方の闇に錐きりで開けたような白い点が見えた時、皆の歩みが一斉に速くなっていったのは当然のことだ。点はどんどんと大きくなり、近づくにつれて光の眩まぶしさに目を細めた。遂ついに坑道から抜け出すと、周囲の明るさに耐え切れず、眼球の奥に鈍い痛みが広がる。そして、それでも清すが々すがしい風が身体に吹き込むのを感じ、堪たまらない解放感を覚えた。

　目が外光に慣れると、いよいよ眼下に広がる光景に意識が向く。切り立つ石崖にぐるりと囲まれた巨大なすり鉢状の盆地。崖の麓から湖にかけて広がる斜面には枯れ色に染まった畑と牧草地帯が縞しま模様を描いて広がり、鉢の底にはたっぷりと水を湛たたえた湖と、隣接する一つの街が見えた。

　まだ少し眩まぶしそうに手を目の上にかざしていたジルは言う。

「ここがナサンゴラ自治領だよ。この視界に入っているすべてが一つの小さな国みたいなもの。湖の隣にあるのがナサンゴラの街ね。私達の最終目的地」

「……かなり広いじゃないですか。秘境って言うからもっと目立たないのかと。こんなに大きな盆地なら、外から簡単に見つかりそうなものですけど」

「うーん、でも見た目より山も険しいの。断崖絶壁に周りを囲まれているから、蟻あり飼いだって坑道を通ってしかここに入れないと思う」

　山脈を挟んだ向かい側ということもあって、坑道に入る前と比べると外の環境も一変している。大地は黒い砂利が多く砂さ塵じんの立ちやすい地質に変わり、風はかなり冷やかだ。

「ここは火山湖の上にあるからね。周囲の岩は全て溶岩が冷えて固まったものだよ。遠目に見ると街も全体的に黒いでしょう。あれは街の建物のほとんどがこの岩を使っているせい。いかにも《翼よく人じんの墓》って感じがするよね」

　ジルの言うとおり、円形の街は山影がかかっているわけでもないのに、どこか黒い。隣合う湖水が少し白っぽいせいか、その黒さは際きわ立だっていた。イルナは大きく伸びをしたかと思うと、どこか熱っぽい眼まな差ざしを街に向け、聞いてもいないのに説明してくれた。

「《翼よく人じんの墓》って呼ばれてるって話、これはね、街の見た目のこともあるけれど、実際にナサンゴラには翼よく人じんの墓があるからなの。むしろ街自体が一つの墓って書いている人もいた。だから、翼よく人じんを祀まつるための巨大な塔があるはずなんだけど……」

「──見当たらないぞ？」

「そんなはずは」

　俺は人並みには目が利きく。しかし街をよくよく眺めてみても、目を引くような建造物は見当たらなかった。

「……天を突くような尖せん塔とうがあるって、本で読んだの。バラン都市群と同じで、ナサンゴラもかつて鳥が作った鳥ちよう献けんなのよ。だからそう簡単に壊れるはずはないし」

　各国には人間の技術では到達できない鳥ちよう献けんと呼ばれる遺産があるが、街の構造自体が一つの宝であることも少なくない。確かにマジス＝バランの大聖堂は見る者を圧倒する高さと壮麗さを持っていたように思う。鳥ちよう献けんならナサンゴラの塔も見つからないはずがない。

　これは一体どういうことかと二人で街を睨にらんでいると、ジルは首をかしげた。

「ナサンゴラに塔なんてないと思うけど」

「……え、でも、あたしは本で」

「大火事とか水害で建物もどんどん建て替えられたと思うし、少なくとも、今はないよ」

「……そんな……」

　ここであえてジルが噓うそを吐く理由もない。ナサンゴラの住民がないと言うのだから、ないのだろう。イルナは膝を崩したかと思うと、ぺたりと地べたに座り込んでしまった。よほど落胆したらしい。

「一体、いつの時代の本を読んだんだよ」

「……数百年前」

　そりゃ、取り壊されるわけだ。

「……だ、だってしょうがないじゃない。普通、街に塔があるかどうかなんて誰も教えてくれないし、紀行文は街の書物保管所じゃ滅多に見つからないんだもの。最近の書物にナサンゴラの街はほとんど出てこないし……」

「元々の本だって本当に信用が置けるのか？　そんな昔の話、噓うそかもしれないだろ」

「そんなこと言ってたら翼よく人じん伝説なんて追ってられないわよ！　でも、その本は有名な王様が書いた本だから、信しん憑ぴよう性は高いと思うんだけど……」

　勿もち論ろん、翼よく人じんにまつわる話が全て噓うそだとは思わない。俺達は実際に《金きん翼よく》という翼の存在を知っているのだ。しかしイルナの旅がほとんど博打ばくちのような可能性のもとに行われていることも確かなのだろう。

　イルナはあからさまに気落ちしたようで、きっと今頭を包んでいる布を取り払ったら、猫耳がしょげ返っているに違いなかった。ジルは申し訳なさそうに、

「もっと早く言えばよかったかな。ごめんね」

　と言ったが、イルナはかぶりを振り、彼女の言葉を否定する。

「ちゃんと聞いておかなかったあたしの責任です。それにナサンゴラに来たことが全部無駄になったわけじゃないですよね。塔が壊されたのなら、きっとその話も何かに記録されているはずだもの。ちゃんと調べないと」

「ここにはどれぐらい滞在するつもり？」

「……まあ、一か月くらいだと思います。エンドスでこのための軍資金は作って来たので」

　俺はイルナが立ち上がる時に手を貸しながら、

「……軍資金って、生活費のことだよな」

　と小声で尋ねると、彼女はほんの少し唇を歪ゆがめて言う。

「そうよ。あなた達全員の生活費、大体一か月分。ダボンに前借までしてるんだから」

「……す、すまない」

「時間はあるんだし何か仕事でもしたらいいんじゃない？　幸い丈夫な身体があるんだもの、普ふ請しんでも探したらいいのよ。勿もち論ろん、あたしの手伝いをしてくれてもいいけど」

　それはもっともな話だ。いい加減、だらだらと時間を過ごすわけにもいかない。本格的に自分の身の振り方を考えなければ。

　すると、隣で話を聞いていたサーニャに尋ねられる。

「ユウくんは、お仕事を探してるの？」

　彼女は慣れた様子でベオルの背に乗り、首を傾かしげている。しかも彼女の頭の上にはスゥが乗り、俺をからかうようにサーニャを真ま似ねて首を傾かしげていた。

「お母さんのお手伝いすればいいと思うな。蟻ありさんの荷物をほどいたり、運んだり、サーニャはまだ力がないから出来ないけど、ユウくんは強いでしょー？」

　ジルの方に目を向けると、彼女は小さく頷うなずく。

「うん。私としては男手があると確かに助かるよ。君は字の読み書きも出来るそうだし、手伝ってくれるならありがたいけれど」

「……ぜひ、働かせてください」

　いつまでもイルナの世話になっているわけにもいかないのだ。多少なりともお金を自分で稼げば、少しは彼女に顔向けできる。そう思って、これで問題ないよな、とイルナの方を振り向くと、なぜか不満げな様子。

「なんで怒ってるんだよ」

「……いや、別に怒ってないけど」

　凄すごく眉間に皺しわが寄っているんだが。これで怒ってないと言い張るのか。

「働けって言ったのはイルナだろ。もしかしてそっちの仕事も手伝って欲しかったのか？」

「そんなわけないでしょ。あたしは別に一人でも大丈夫だもの。今までだって、一人で調べものをしてきたんだから。家に引きこもって何もしない誰かさんを心配して、一緒にいてあげる必要もなくなったし、むしろ気が楽になったくらいよ」

「あ、やっぱり俺を心配してくれてたのか」

「う、あ、いや、その別に心配とか……それは、その」

「ありがとな」

「あ、ありがとうとか、言われる筋合いないし。そういう一方的な貸し借りはあたし嫌いだって言ってるでしょ。そういう恩を売るみたいなことは誰にもしないって決めてるんだから。ただ偶然、宿で本を読みたかっただけ！」

「そう言う割に、イルナは他人のこと気遣うだろ。恥ずかしがるなよ」

「恥ずかしがってない！　あたしは合理的に生きているだけで、皆と対等な関係を持っていることが一番だと思ってるし、だから絶対に、誰にでも気遣うわけじゃ──」

　と、そこまで言ってなぜか途端にイルナが口をつぐむ。俺とサーニャが彼女の突然の慌て様にぽかんとしていると、スゥが溜ため息いきを漏らす。

「……そこらへんでやめてあげなよ。イルナが可哀かわい想そうだし」

「俺、何かしたか？」

「イルナ、頭に血が昇って死んじゃうよ」

　よく見れば、確かにイルナは熱でも出したかのように顔を真っ赤にしている。

「……大丈夫か？」

　と尋ねると、彼女は小さく首を横に振ってそっぽを向いてしまった。何なんだ、ほんと。

「まあまあ、とりあえずナサンゴラに降りましょ。皆、もう外の空気には慣れただろうし。またもう少し歩かないといけないから」

　ジルは何やら苦笑を浮かべそう言うと、花はな槍やりを掲げて蟻あり飼いの行進を再開する。俺は釈然としないものを胸に抱えたまま、荷物を背負い直した。




　ナサンゴラ自治領は街の外側に畑を広げ、そこでとれる丸芋を主な食糧にしているらしい。丁度収穫の時期だということもあり、広大な畑には至る所で農作業に励む人々の姿があった。ただ、その傍かたわらには常に蟻ありがおり、彼らは小さな杖つえを持ちながら収穫物を背負わせた蟻ありを引き連れている。この街は隅々まで蟻あり飼いの文化が浸透しているようだ。

　街は俺達がやってきた側とは反対の湖岸から湖の中心に向かって円状に膨らんでいる。湖には街と湖岸を繫つなぐ渡し船も多数行き交っているのだが、俺達は大量の蟻ありを連れていることもあり岸辺をぐるりと歩かなければならなかった。

　その途中、街が大分近づいて見えてきた頃、俺達はジルの蟻ぎ倉そうに立ち寄った。エンドスで見たものと形はよく似ているが、正直随分と古臭い。壁の塗装は剝がれ、石積みの層が剝むき出だしになっている。

「ほとんど一年中放置しているからね。倉って言っても何か物を置いているわけではないし。蟻ありのための家が壁と屋根で守られているってだけだもの」

　ジルがそう言って扉を引くと──ばきり。……木が半分腐っていたらしい。扉から取っ手だけが外れ、小さな穴が開く。

「あ、あはは……ほんとにボロボロね」

　さすがにジルも恥ずかしいらしい。頰ほおをかきながら、困ったように笑っていた。

　壊れた扉を手で無理やり開き、俺達は倉の中に入った。ジルの指示で大きな蟻ありに荷物を背負わせ、蟻あり用の轡くつわをはめる。街で血けつ杖じようを使うと他の蟻ありを刺激して大混乱になるため、これから先は紐ひもで結ばなければならないらしい。

　準備を整えると、ジルとイルナは蟻ありと共に交易所の方へ向かい、俺とサーニャは買い出しへ。……だが、実際ジルに頼まれたものはほとんどない。要するにこれはサーニャに向けた長旅のご褒ほう美びみたいなものだろう。俺は子守りというわけだ。ベオルもジルの手伝いに駆り出されたため、俺はスゥを肩に乗せ、サーニャと共にナサンゴラの街へ向かった。

　実際に足を踏み入れてようやく分かったことだが、ナサンゴラは街の中心に向かって下り坂になっている。数え切れないほどの階段が連なり、その傾斜はかなり大きい。サーニャと散策するだけで果たして仕事と言っていいのかと初めは思ったが、段差の多いこの街でサーニャは本当によく転びそうになる。片時も目が離せないのだ。転びかけて手を摑つかむという事態が三度続いた結果、とうとう俺はサーニャの手を常に握っていることに決めた。

「ユウくんの手って、お母さんみたいだね！」

　手を繫つないでいることが嬉うれしいのか、サーニャは腕をぶんぶん振り回しながら笑う。

「……お母さんみたいって、どういう意味？」

「お母さんの手もね、ごつごつしてて、一杯たこがあるもん」

　なるほど、そういうことか。

「お母さんは、すごく強いんだよっ！　色んな人とけいこするんだけど、みーんなすぐに負けちゃうの。サーニャ、お母さんが負けるの見たことないなあ。ぶん、ぶんって槍やりをふり回して──」

「あ、暴れない暴れない。また転ぶぞ」

「──すごくかっこいいの。お母さん、とーっても強いんだもん」

「サーニャはお母さんが強いと嬉うれしいの？」

「うんっ！　嬉うれしいよっ！」

　サーニャはいささかの迷いもなくそう言い切り、誇らしげな笑みを見せる。が、ふと前に向きなおると少しだけ声の調子を落として呟つぶやいた。

「ただねー、ちょっと寂しいんだ」

「寂しい？」

「うん。だって、お母さんは誰かと戦ってる時が、一番楽しそうだもん」

「──」

「サーニャがいるから、お母さんは物を売ったりする仕事をしてるんじゃないかなー。もしかして、サーニャのせいで我慢してるのかなーって思うと、ちょっと寂しい」

「……ジルさんだって嫌々やっているわけじゃないと思うけどなあ」

「でも、サーニャはお母さんが一番好きなことをして、笑ってくれたら嬉うれしいんだもん。だから早く大きくなって、お母さんに好きなことをしてほしいんだー」

「誰か、お母さんを助けてくれる人はいないの？」

「いなーい。お母さんが一人でサーニャを育ててくれたんだよ。でも、蟻あり飼いの人はすごーく優しいからね。お母さんとかお父さんがいっぱいいるみたいな感じなんだー」

「そっか」

「でも、もしお父さんがいたら、お母さんは好きな事できたのかな？　ユウくんは、サーニャのお父さんになりたい？」

「え……………あ、え？」

「きっと、サーニャのお父さんになったら、お母さんから沢山お金貰もらえるよー。お手伝いもしてくれたら、お母さんも助かるしー」

「いやいやいや、そういうわけにはいかないんだよ。お父さんっていうのは、仕事じゃないんだから。それに、誰がサーニャのお父さんになるかは、お母さんとサーニャが一緒に決めることで……」

　というか、お金貰もらえるお父さんって、完全に紐ひもじゃないか。

「ふーん、サーニャは別にユウくんでもいいけどねー」

　まあ、彼女自身は既に満ち足りているから、ジルが望めば案外すんなりと父親を受け容れてしまうのかもしれない。ただ、さすがに俺がサーニャの父親になるのは歳としが近すぎるし……って、何を真面目に考えているんだ、俺は。

「……変なこと想像してるでしょ」

　耳元でスゥがささやき、俺は「何のことやら」と白しらを切る。だが、肩に食い込むスゥの爪が痛い。そりゃ、お金は欲しいが、そのために誰かと結婚するほど腐ってはいないぞ。

「俺はそんなに浮うわ気き性じゃないよ」

「……ジルの夫になりたいっていうより、サーニャの父親になりたいとか、思ってそう」

「なっ……」

「小ちっちゃい女の子、好きだもんね」

　……アルナとサーニャを一緒にするな。

　だが正直なところ、サーニャにアルナの幼い頃を重ねて見てしまうことは否定できない。俺が初めて会った頃のアルナは母親の愛情に恵まれず、いつも寂しそうにしていた。当時の彼女と歳としの近いサーニャを見ると、出来る限りの愛情を受け、その潑はつ剌らつとした笑みを絶やさないでほしいとは思ってしまう。

「あーっ！　着いたよっ！　大広場！」

　突然、サーニャが叫んで俺の腕を引っ張る。彼女曰いわく、なぜか心が落ち着く場所だそうだ。中央通りを抜けた先にあったのは閑散とした普通の広場だった。ただ一つ気になることがあるとすれば、その中心に巨大な鉄てつ柵さくで作られた輪があるということ。近づいてみれば、単なる平地を柵で円形に囲っているだけだ。

「サーニャ、この鉄てつ柵さくは何なの？」

「えー、わかんないなー」

　既に見慣れているものだからか、サーニャは別段この囲いに疑問を抱いていないようだった。鉄てつ柵さくで囲まれた円は直径がおよそ五十歩はある。巨大な建物が丸ごと入っていてもおかしくない。ひょっとして、イルナが言っていた塔がここにあったとしたら丁度収まりがいいのではないか。などと考えるも、鉄てつ柵さくだけ残して取り壊すのはやはり妙な話だ。

　しかしナサンゴラはこれに限らず変な街だった。外郭は湖と街とを隔てる巨壁によって造られ、遥はるか頭上に聳そびえ立たっている。湖の水を押しとどめるため、壁からは何本もの控ひかえ壁かべが街中に伸びていた。

「……湖の街、っていうより湖の下の街って言う方がしっくりくるよね」

　スゥも感嘆の溜ため息いきを漏らす。マジス＝バランも鳥ちよう献けん都と市しとして十分異様ではあったが、ナサンゴラは、そもそも人間が住む街という発想から外れている。もしも壁に穴が開いたらどうするのだろう。毎年のように水害が起こるとは聞いていたが、むしろいまだに街が全て水底に沈んでいないことの方が驚きだ。

「それこそ、街を上に浮かべる方がまだ理解できる気がするよな」

「鳥って、ほんとよく分からないね」

「……鳥のお前がそれを言うのか」

「ボクは物を作る才能はないから、こういうのは本当によく分からないもん。虫だって、どうしてあんな生き物を鳥が作ったのか分からないし、もっと言ったら、青せい刀とうみたいな人間の道具をどうして鳥が作ったのか、分からない」

　作ることができたから作った、ということなのだろうか。青せい刀とうはそれを打った赤あか燕つばめが雷を斬り、さらには太陽も斬ろうとしたという逸話があるが、そんな自慢をするためだけに人知を超えた刀を作ってしまうのだ。いやはや、鳥は恐ろしい。

　俺達はしばらく大広場の端で休むことにし、近くで売っていたダーブという丸芋の揚げ菓子を皆で分け合った。サーニャのお気に入りらしく、甘さは素朴ながらもっちりとした食感が面白い。彼女はスゥを手のひらに乗せ、小さくちぎった芋をちょこちょことつつかせていた。すると何を思ったか、突然サーニャの口から質問が飛び出す。

「スゥちゃんは、もしかして、偉い鳥さん？」

　俺おれ達たちとアルナの関係やスゥが王おう鳥ちようであるといったことは一切話していない。俺は思わずぎょっとしてしまう。スゥも食べるのを止め、どこか恐る恐る尋ね返した。

「……どうしてそう思うの？」

「だって、綺き麗れいな鳥さんは偉いんだっておかーさんが言ってたもん。昼山羊の国テテラ＝サテラで一番偉いのは、鳥さんなんだって」

　彼女の推察に少しだけ安あん堵どする。別に素性がばれたわけではないらしい。

「確か、この国に王族はいないんだよな。……宰相が国を治めてるんだっけか」

　さいしょう？　と小首をかしげるサーニャに変わり、スゥが教えてくれる。

「そうだよ。昼山羊の国テテラ＝サテラは万年宰相って言って、建国からずっと鳥が仕切ってる」

「それを王族とは言わないのか」

「うーん、実質的には王族かもね。人間の王族みたいな奇き蹟せきは起こせないけど。昼山羊の国テテラ＝サテラは青あお鷹たかの一族で作られた議会が治めている、っていう感じだから」

「はぐれ鳥の森、っていうのは違うのか。確か、昼山羊の国テテラ＝サテラにあるんだろう？」

「最初にあったのは森の方で、その後に青あお鷹たかの一族が抜け出してこのあたりを統一したって聞いたことがあるけど。それもずーっと昔の話じゃないかな」

　昼山羊の国テテラ＝サテラはこの大地では最も東に位置しており、赤レ燕ポのル国ガや白三日月の国ルーガーダがあるタージス平野と比べると人間の数がずっと少ない。それゆえ人間の王族も住み着かず、鳥達の力もまた強く残っているのだろう。

　菓子も食べ終わり再び歩き始めた頃には、俺達の足取りもずっと軽いものになっていた。サーニャの案内でナサンゴラの街をうろつきながら、俺達はジルに頼まれたものを少しずつ集める。面白いのはナサンゴラの建物の構造もエンドスと同じく地下に伸びていることで、地上に見えている部分は門や玄関しかない。店の中には軒先だけでなく地下の階段を下りて入る所もあり、それはどこか小さな洞窟に足を踏み入れるような高揚感を抱かせるものだった。

　俺達は半時程で買い物を終えたが、イルナ達と合流するにはまだ時間があった。街のほとんどは見て歩いたし、どうやって暇を潰つぶすかと考えていると、サーニャが不意にによによと笑う。

「そーだ。ユウくん、サーニャのとっておきの場所、知りたーい？」

「とっておきの場所？」

「そう……すごいんだよー。すっごいんだよー」

　まあ、別に知りたくない、とか言えるわけがない。教えて欲しいと答えるとサーニャは意気揚々と手を引っ張り歩き始める。……だがこのとき、何の考えもなくその提案を受けてしまったことを俺は酷ひどく後悔した。まっすぐに連れていかれたのは街と湖を隔てる壁の下。あまりひと気のないこの場所に何があるのかと思っていると、サーニャは壁の端から階段を上り始めたのだ。

　それからどれほどの時間、階段を上っただろうか。壁面を刻むようにして作られた階段には欄干もなく、すぐ隣に視線を遣やると人が塵ちりのように見えるような高さ。俺も何度か高いところを歩いた経験はあったが、これまでとは格が違う。落ちたら骨折程度では済みそうもない。壁の頂上に近づくにつれ、俺は内臓がこそばゆいような、何とも奇妙な恐怖にすっかり疲弊してしまった。スゥは当然としてサーニャも高いところなどてんで平気らしく、跳ねるように駆け上がっていくものだから、追いつくのにも必死だ。

　しかし、とうとう壁の上まで上り切った時、目の前に広がったのは絶景だった。あるのはただ、果てしのない湖面。それが何百段もの階段を上った俺達の足元に広がっているのだ。まるで雲の上に這はい上あがってきた先に、湖を見たような錯覚を覚える。

「お祭りの時とかは、みーんな、ここまで登ってくるんだよ。ここからだと、ナサンゴラがよーく見えるでしょ！」

「うん。よく見える。大広場がもうあんなに小さく見えるもんなあ」

　だが、これもやはり奇妙な話だ。陸側に街を守るための外壁はないのに、敵が侵入しづらい湖側にはわざわざ水を堰せき止とめる壁を作っている。《翼よく人じんの墓》とはよく言ったもので、これはまさに土をかぶせる前の墓穴ではないか。ひとたび壁が壊され水が溢あふれれば、簡単にこの街は死を迎えるだろう。

「ユウくん、こっちだよ」

　サーニャが俺の手を取り、湖の方へ引っ張っていく。外壁の上は細長い道のようになっているが、岸辺には所々舫もやい杭ぐいが立っており、その近くから桟橋代わりの階段が水中に延びている。湖は既に傾き始めた太陽を映し込んで、溶かした鋼のように滑らかな光を放っていた。

「ねー、すっごーく綺き麗れいでしょー」

　サーニャは階段に腰を下ろすと、足をぷらぷらと揺らして水面に触れようとする。風もなく、小舟が杭くいと擦れ合う時の軋きしみと慎つつましい水音だけが湖畔を満たしていた。

「ここがサーニャのお気に入りの場所なのか」

「うん！　お母さんに怒られた時とかに、一人で来るんだー。お母さんに謝るのってすごく難しいでしょー？　だけど、湖を見てると、ごめんなさいって気持ちがいっぱいになって、ちゃんと謝れるんだよ」

「そっか。サーニャはよく怒られるのか？」

「うん。サーニャはよく転んじゃうし、ものも落とすし、お母さんのお手伝いがちゃんとできないからねー。沢山、ごめんなさいって、言わないといけないんだー」

　そう言ってサーニャは無邪気に笑う。一時的な言げん血けつの歪ゆがみは治すことができるが、おそらく彼女の身体の不器用さはこれからもずっと彼女に付きまとうことだろう。まだ幼く、こんなにもまっすぐな心の持ち主であるが故に、かつて彼女を襲った不運はいっそうのこと悲しく思われた。そのままならなさは少なからず、俺の知っている一人の少女のことを思い出させる。

「あ！　でもね、サーニャがずっと外に出てると、お母さんが探しに来てくれるんだよ。それでね、サーニャがごめんなさいって言うと、お母さんもごめんなさいって言うの。お母さんは悪くないのにねー。変だよねー」

「……ほんと、二人は仲良しなんだな」

「だって家族は仲良しでしょ？　一緒にご飯食べるし、一緒にお布ふ団とんに入るし、一緒にいっぱいお話しするもんね！」

「……うん」

　アルナの記憶が俺の中に混じっているせいだろうか。疑いのないサーニャの眼まな差ざしは、なぜか短剣を突き刺すような鋭さでもって俺の胸を貫く。

「サーニャはお母さんと喧けん嘩かする？」

「……うーん、時々。でも、ちゃんと仲直りするよ。けんかって言うのはね、もーっと仲良くなるためにするんだって、お母さんが言ってたもん。ユウくんはお母さんとけんかしないの？」

「……いや、俺は……」

　突然質問の矛先を向けられて、言葉に詰まる。俺はそもそも喧けん嘩かをする親がいなかったのだ。あるいは、師匠との最後の戦いは喧けん嘩かと呼べたのだろうか。俺はもう彼を憎んではいないし、きっと彼もまた俺を憎んではいないと思う。けれど、俺達はもはや二度と喧けん嘩かをすることも、もっと仲良くなることも、できなくなってしまったのだ。

　サーニャの問いに答えることができず逃げるようにして湖の方へ目を遣った時、漁の小舟にしてはやや大きな一艘そうの帆影が見えた。しかも目を凝らしてみると、船の上には随分と多くの人間がおり、その中心には止まり木に留まった鳥の姿。

「……なんだ、あれ」

　逆光のせいで、何が行われているのかはっきりとは分からない。するとスゥがぱっと飛び立ち、水面を滑るようにして船に向かって飛んでゆく。そしてしばらくすると、俺の肩に戻ってきた。

「何かの調査をしているみたい」

「……調査？」

「反はん血けつ晶しようがどうとか……見つからないためにあんまり近づけなかったんだけど。それに、たぶんあの鳥は、青あお鷹たかの議鳥の一羽だと思う」

「青あお鷹たかって、昼山羊の国テテラ＝サテラの……？　どうしてそんな偉い奴やつがナサンゴラに……」

「周りの人間は護衛の兵士だったから、何かの視察かな」

　その時、どこからか刻限を告げる鐘の音が聞こえてくる。イルナと合流する時間も近づいてきていた。サーニャはわざわざ懐ふところから小さな時計を取り出すと、時間を確認した。文字盤はどこか古めかしく、まるで骨こつ董とう市から見つけてきたかのような代しろ物ものだ。だが硝子がらす盤も蓋ふたもよく磨かれていて、美しい。俺が「かっこいい時計だな」と言うと、サーニャはまるで自分が褒められでもしたかのように照れくさそうに微ほほ笑えんだ。

「これはお母さんの時計だけど、おっきくなると皆貰もらえるんだってー。もうすぐ、サーニャも自分の時計が貰もらえるんだよー」

「へえ、それは羨ましいな」

　この街でも成人の儀があるのだろう。かつて鉱山で働いていた蟻あり飼いは、それぞれの時計に従って生活をしていたのかもしれない。時計もまた蟻あり飼いの必須道具なのだろう。

　しかし、サーニャは突然黙り込むとじっと湖面を見つめた。

「……でも、いいのかな」

「どうかしたのか？」

「ユウくんはサーニャのお話、内緒にできる？　誰にも言わない？」

「ああ、サーニャが望むなら」

　彼女はそれから再び迷っていたようだが、やがて手の中の時計に視線を落とし、言った。

「サーニャはあんまり蟻あり飼いになりたくないなって」

「……どうして？」

「だって、蟻あり飼いは沢山動くもん。サーニャみたいに転んでばかりだと、蟻ありさんも逃げちゃうし、あんまり杖つえ使うのも上手じゃないから……」

「うーん、そうかなあ」

「お母さんはサーニャに蟻あり飼いになってほしいんだー。でもね、サーニャは蟻あり飼いが向いてないと思うの。お母さんみたいに強くもないし」

「……じゃあ、他にやりたいことがあるの？」

「……うん。サーニャはね、士官になりたいの」

　士官、という言葉がサーニャの口から出て来たことに俺は衝撃を覚えた。しかし、よく考えれば俺もサーニャぐらいの歳としには士官見習いとして王宮で働いたようにも思う。

「昼山羊の国テテラ＝サテラの士官は、十歳から寮に入って、お勉強して、士官になれるんだって。サーニャ、今度十歳になるから……だから……」

「お母さんには話した？」

　サーニャは首を横に振る。

「……お母さん、すごーく怒るもん。サーニャがお母さんと離れて暮らすって言ったら、絶対に無理だって言うよ」

「でも、いつかは言わないとな」

「……うん」

「大丈夫だよ。サーニャのお母さんは、話をすればちゃんと分かってくれるだろ」

　この母娘はきちんと言葉が届くのだから。自分の言いたいことを言える娘がいて、娘の言葉に耳を傾けようとする母がいるのだ。何も心配することはない。

「ユウくん、これはまだ秘密だからね。お母さんに言ったら、絶対ダメなんだよっ」

　サーニャは口元に人差し指を立て、秘密だよ、と念を押す。まるでアルナの幼い頃を目の前にしているようで、思わず目頭が熱くなり、俺はそれを誤魔化すように立ち上がった。

「もうそろそろ帰らないとな。日が暮れる前に、また長い階段を降りないと」




　　　　□　□　□




　街でイルナと合流しサーニャをジルのもとへ送り届けると、俺達はイルナが見つけた宿に向かった。自分達の部屋に入ると、イルナは早速蟻あり飼いの書庫から借りてきた本を取り出し、灯あかりを灯ともして読み始める。塔は確かにもう壊されていたが、資料はそれなりに見つかったらしい。爛らん々らんと目を輝かせて本を読む彼女の姿を見つめながら、俺は再びどうしようもない虚脱に襲われる。

　親もなく、師匠も失い、大切な少女のことも守れずに、俺はどこに向かっていくのか。自分は心のどこかで、イルナとの旅が自分の空虚さを忘れさせてくれると思っていたのかもしれない。だが人と出会い、語らえば語らう程、中心にぽっかりと穴が開いていて、ただ過去の記憶に縋すがろうとしているだけの自分の姿に気付いてしまう。俺は翼を望んでいるわけではない。イルナの夢を手伝ってやりたいとは思うが、それでもこの旅は俺のものではない。俺は何かを見つけない限り、ずっとこの空虚を抱え込んだままアルナの影を追う人間になってしまうのではないか。

　……師匠を殺したあの日以来、俺はまだ一度も赤せき刀とうを抜くことができていないのだ。
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　稽けい古こ場ばには蠟ろう燭そくが二本。柱の脇で小さな炎を揺らすが、その明かりは天井まで届かない。暗がりを塗り込んだ壁に取り囲まれ、黙して座するのもまた二人。俺と師匠、対面に腰を下ろし、その間には両者を懸け隔てる二本の刀。

　──その時点で、すぐに夢だと気が付いた。

　そしてそれがどの記憶から作られたものなのかということも、すぐにわかる。

「真剣による稽古を始めるにあたって、お前に一つ問いを与えようじゃないか」

　胡坐あぐらをかき、しかし背筋に柱を通したようにどっしりとした構えの師匠は、いつもの癖でざらりと髭ひげを撫なでまわす。

「お前は死ぬ恐怖についてどう思う。何も恐れない者が強いと思うか？　それとも、死を恐れる者こそ強いと思うか？」

「……何も恐れない人間だと思います」

「なぜだ」

「恐れは言げん血けつを乱します。言げん血けつの乱れは即すなわち太刀筋の乱れ。死を恐れることで迷っていては、肝心な時に踏み込むことができません」

「確かに、赤あか燕つばめの刀術は止まることができない。静止は即すなわち死を意味する。戦う間は常に、一つの流れを保たなければならない」

　だが、と師匠は言葉を続ける。

「死を恐れない、とは当然言外に、死にそうになりながらも最後は生き残る、ということを意味する。死の克服は時に無謀の姿見に過ぎないだろう。死の恐怖を感じない者は、自らと死との距離を知らない。生き残ることができるように動くのではなく、結果的に生き残ることができたに過ぎないのだ」

「……では、死を恐れるべきですか」

「なぜだ」

「常に生き残ること、常に動き続けることこそ、刀術の理だからです」

「しかし恐れは迷いを生み出し、迷いは静止を生み出す。お前がそう言ったのだろう？」

　どちらをとっても駄目ならば、俺はどうすればいいのだろう。師匠は再び髭ひげを撫なでまわし、実に愉快そうな笑みを浮かべる。初めから彼の問いに正解などないのではないか。

　だが、彼は刀を手に取ろうとはしない。まだ言理は定まっていないのだ。

「ユウファ。お前は必ず、どちらかを選ばなければならない。これはどちらがより正しいかという話ではないんだ。お前がどちらを選んで刀を抜くか、それに従ってお前の戦い方が決まる」

「……最初から決めてしまうんですか」

「一度命のやり取りが始まれば、自らの選択に迷っている暇などない。故に、初めから決める必要がある。お前は死を恐れないのか、死を恐れるのか。さあ、どうする」




「死を、恐れません」




「よし、刀を取れ」

　師匠が一本の真剣を手に取り、抜刀する。俺も刀を取り立ち上がるが、言げん血けつを流し込むと忽たちまち稽けい古こ場ばに緊張が走った。既に間合いは死戦の域。漂う言げん血けつは紛れもない殺気を宿して俺の神経を焼き始めた。

「……かかってこい」

　師匠の合図で踏み込む。緊張に震える言げん血けつを束ね、下か腿たいに流す。初撃は膝頭を狙った切り上げ。三足の間合いを飛騰する。

　しかし半歩、師匠が足をひいた。それだけでこちらの刀は空を切り、軽い風の音が鳴る。すかさず相手の反攻。正面からの振り落とし。全ての基本であるが故、最も無駄のない一いつ閃せん。切っ先が上腕に迫る。返し刀に凌しのぎ逸そらすが、次撃も速い。絞るように手首を捻ひねった、小螺ら旋せんを描く鋭い突き。咄とつ嗟さに地を蹴り退くが、遅かった。刀とう尖せんが掠かすめた稽古着にぱっと切れ目が走る。

　……今、師匠の初撃を凌しのいだ時点で、俺の身体は左に流れていた。そこに右からの直線を打ち込まれ、俺は半身で避けることができなくなる。結果、強引な躱た閃せん。一撃の点ではなく、多撃の流れで絡からめ取る連の太刀。

　いわゆる、囲み手。

　赤あか燕つばめの刀術を凝縮した、殺しの一手だ。

「──死を恐れないのだろう？　今、お前は退いた。だが肋ろつ骨こつを裂かせて前に踏み込めば、俺の肩を切り落とせただろう」

　……俺が恐れてしまったのか？

「違う。お前は恐れる暇すらなかったのだ。いいか、死活において恐怖は常に緩慢だ。死はお前が意識するものではない。お前の身体が選ぶものだ」

　故に、あらかじめ決められた選択のみが反応として身体に生ずる。死を恐るることなかれ。己の言げん血けつに、そう刻み込まねば意味がない。

　師匠はふと切っ先を俺から外すと刀を収める。そして再び腰を下ろし、俺を見据えた。

「座れ」

　俺も刀を仕舞い、座を組む。師匠は先よりも幾分か真剣な調子で尋ねてきた。

「ユウファよ。死に様を選ぶとはどういうことだと思う」

「分かりません。でも、そこに理屈はないのでは？」

「理屈がないことと思案が無駄なこととは別だ。確かに、多くの護ご舞ぶ官かんは普通、死を恐れない。王のために命を捨てる覚悟、それが言げん血けつに染しみ付ついている」

「……師匠は違うんですか？」

「俺もその覚悟はある。だが、一方で疑問に思うこともある。……もし王が死んだのならば、俺の命はどこに捧ささげればいいのか、と」

「……」

「赤レ燕ポのル国ガは久しく戦乱を経験していない。それゆえ、護ご舞ぶ官かんが国王より先に死ぬことは稀まれだ。多くの場合、王おう歌かによって早逝する主君を看み取とることとなる。だが、護ご舞ぶ官かんは王の死後、どうなると思う？　何をして生きる？　再び刀を手に取れるだろうか？」

　俺は一瞬、王女の死を想像して言げん血けつが乱れるのを感じた。

「いいか、王に先立たれた先代護ご舞ぶ官かんのほとんどは自ら死を選ぶ。選ぶ気概のない者は定めを見失い、死んだように生きる。これが現実だ。数十年の時をかけて尽くした相手がいなくなるのだ。その空白は埋め難がたい」

「……ならばやはり、護ご舞ぶ官かんはただ死を恐れず、国王を守ることだけを考えるべきです。その先の命に意味などありません。全てを懸けて、刀を振るうしかないと思います」

「それがお前の定める言理か」

「はい」

「では、もう一度だ」

　再び三歩の間合いを持って対たい峙じする。先よりも迷いはない。言理が力道を開き、太た刀ち筋すじは冴さえ渡わたる。俺は頭の中で復唱する。死を恐るることなかれ。王に命の全てを捧ささげよ。




　今度は師匠から踏み込んだ。地面が揺れ、巨きよ軀くが砲に打ち出されたかのごとく、迫る。単純な袈け裟さ切り。だが──重い。

　受けて、鋭い剣けん戟げき音。それから続けざまの連撃。猛たけ々だけしい太刀の雨が、切れ目なく打ち込まれていく。これに抗するには力。俺は体心に言げん血けつを束ねて、打ち返す。相手の真ま似ね事ごとをするように、一心に太刀を振り下ろす。乱打に乱打の応酬だった。互いの気迫が衝突する。

　力が均衡に達したとき、俺はすかさず手を捻ひねり、拍子をずらして横薙なぎの一いつ閃せん。

　──ギンッ！

　鎬しのぎに一撃を受けた師匠の刀がぶれる。次撃を継ぐも躱た閃せん。素早い返しがこちらの胴を斬り撫なでる。互いに身体を横に開き、脇はがら空き。俺は相手の横腹に蹴りを打ち込んだ。師匠は軽くのけ反り、二歩跳ねるように距離を取る。緩く下段に構えたところを、俺は躊躇ためらわず一足で飛び込み、逆袈け裟さ。刀が跳ねた。師匠の左手が柄から離れ、返し手を封じたと思った次の瞬間、俺は側頭部に強烈な掌底を喰くらう。

　揺れる視界に光が弾はじけた。

　そして二息で言げん血けつを繫つなぎ直し、師匠の方へ視線を戻した時、凄すさまじい違和感に襲われる。いつの間にか静けさに満ちた稽けい古こ場ばは夜の野原へと転じ、周囲には兵士達の叫喚と虫の羽音。目の前に立つ師匠は稽けい古こ着ぎではなく、正装を纏まとっていた。そして刀の柄を握り直し、感ずる。これは稽けい古こ用ようの真剣ではない。アルナの赤せき刀とうだ。

　夢と分かってもなお、その記憶に戦せん慄りつする。言げん血けつを流し込んだ瞬間、彼女の燃えるような感情が溢あふれ出でた。寸前まで狂いなく四肢を貫いていた言げん血けつが途端に揺らぎ始める。

　俺は死を恐れてはならない。だが、アルナは生きろと言う。既に死んでしまった、命を懸けることのできない彼女の声が、俺になおも生きろと言う。

　身体と意識が乖かい離りし、動きも止まる。

　そして俺が迷った瞬間に、師匠の刀は俺の心臓をまっすぐ貫いていた。

「──」

　これは夢だ。俺は絶命することもなく、ただ自分の身体に突き刺さった刀を見つめる。師匠はまるで稽古の途中だとでもいうように語りかけてくる。

「ユウファ、もはやその心臓を捧ささげる相手はいない。護ご舞ぶ官かんのお前は死んだ。お前の命は止まったのだ」

　そんなことは分かっている。

　俺の命が歩みを止めたことなど、言われなくてもとうにこの身が分かっている。

「どうする？　お前の言理をどう定める？　護舞官ではないお前の言理をどう定める？」

　……分からない。

「死が怖いのだろう」

　……分からない。

「生きるのが怖いのだろう」

　……分からない。

「お前は、お前だけで生きるのが怖くてたまらないのだろう！」

「……俺には、分からない！」

　もはや彼の言葉に耐え切れなくなった俺は、心臓を刺されたまま、師匠の首を斬り飛ばした。だが、地面に落ちた首は師匠のものではなく、涙に濡ぬれた少女の首。

　俺は絶叫した。




　　　　□　□　□




「──アルナ！」

　あまりにおぞましい夢の結末に、跳ね起きた。全身を酷ひどい悪お寒かんが襲い、震えが止まらない。下着も水を浴びたように汗でしとどに濡ぬれている。……アルナの悪夢に今度は師匠との記憶まで混じり始めた。昼間のサーニャとの会話に記憶が呼びさまされたのだろうか。心臓が破裂しそうなほどに高鳴り、吐き気さえ覚える。そして部屋がまだ明るいことに気付き視線を横にずらすと、呆ぼう然ぜんとした表情のイルナと目が合った。

「……大丈夫……じゃないわよね。その感じだと」

　どうやら寝る間も惜しんで本を読み続けていたらしい。手には彼女が父から譲り受けた片眼鏡を持ち、こちらに光が届かぬよう灯あかりに布をかけてある。

「……どんな夢だったの」

「いつも最後にアルナが死ぬ。今日は俺が首を斬り落とした……」

「これが初めてじゃないってことね……いつから？」

「……エンドスに入る前あたり」

「そんな……どうして今まで言わなかったの？」

「……言ったところで、どうしようもないだろ。悪夢を見ることなんて避けようがない。大体、俺は人を殺すとしばらくは夢に見るんだ。初めて殺しを経験した時は一か月以上、ずっと悪夢を見続けた。他人の言げん血けつが薄まるまで、我慢するしかない」

　ぱたり、と本を閉じたイルナの表情に気け圧おされる。彼女は何も言わず立ち上がると、部屋の隅に置いてあった水みず桶おけに布を浸し、ぐっと絞った。そして濡ぬれ布巾を持って俺の傍そばまでやってくる。

「脱ぎなさいよ。汗だくじゃない」

「……自分で拭くよ」

「いいから、脱ぎなさいって」

　恐ろしい程肝の据わった目に、抵抗は出来そうになかった。仕方なく上の下着を脱ぐと、イルナが俺の寝台に上がってくる。そして静かに背中を拭き始めた。俺は背中のほぼ全面に蛇の鱗うろこが付いているが、こうして誰かに触れられるのは初めてだった。皮膚とは異なる硬質の膜に冷たい水が浸しみ込む。それがとても快い。

　腕を拭かれ、脇腹を拭かれ、最後に布を借り受けて身体の正面を自分で拭っていると、不意にぽつりとイルナが口を開く。

「……ねえ、ユウファ」

「何だよ」

「……あなたは、あたしが心配することさえ許してくれないの？」

　身体を拭う手が止まる。いつもの毅き然ぜんとしたイルナの声ではない。もっと素直な、いや、あまりにまっすぐな声音に、俺はなぜか振り返ることが出来なかった。

「許されてないとか、そういう話じゃないだろ。そうじゃなくて」

「あたしは関係ないってこと？」

　思っていたことを言い当てられ、同時に奇妙な気詰まりを覚える。

「……確かに、あたしにはどうしようもないことよ。そんなのは分かってる。あなたが抱えているものも、あなたが失ったものも、あたしはどうすることもできない。でも、だから何だっていうの？　あなたが悪夢にうなされている隣で、あたしは幸せに寝ていればいいの？　そんなの……そんなの、おかしい。それって、どうしようもないんじゃなくて、どうでもいいってことでしょう？」

「そんなわけ──！」

　思わず振り返って、イルナの視線に捉えられる。彼女の瞳は切実なものに満ち、小さな拳は痛々しい程強く握りしめられていた。その必死さに俺は返す言葉が見つからない。

「……どうでもよくないなら、話してよ」

「……」

「あたしにちゃんと、心配させて。苦しんでるってことを教えて。……あたしはあなたをまだよく知らないの。あなたの無愛想な顔が隠しているものがまだ分からない。アルナみたいに理解してあげることはできないんだから」

　アルナ、という響きに、俺の心臓は再び張り裂けそうになった。イルナは続ける。

「……ユウファはもう忘れてるのかもしれないけれど、あなたは一度、あたしの命を救ってくれたのよ？　凄すごく苦しい、それこそ永遠に続くような悪夢からあたしを救ってくれた。それなのに、あなたはあたしから心配する権利すら取り上げるなんて、それって、不公平よ。……あたしはもう、ユウファとは一生かけたって対等になれないくらい、あなたに恩を作ってしまったのに、その恩を返す機会を奪うのは、すごく不公平よ……」

「俺は……」

　イルナに恩を売ったわけじゃない、とは言えなかった。彼女がそんな言葉で納得するわけがない。俺が彼女を助けたのは本当で、それはもう覆くつがえしようのない、確かなことなのだから。でも俺が悪夢の話をしようと思わなかったのは、決して彼女のことがどうでもよかったからではない。イルナとの関係がどうでもいいわけがないのだ。俺は、ただ──

「──心配を、かけたくなかったんだよ……」

　ふと零こぼれた一言は、少年の告白のように震えていた。

「……確かに俺は今、一人で生きていくこともできない人間だよ。普通に生きているふりをしているだけで、実際はもう何の活力も、中身もない。表面の皮を一枚剝がしたら、きっと何もない空っぽで……でも、本当にそれを見せたら、イルナは心配する。いや、もう十分なくらい心配をかけてるんだ」

　俺は自分の中で保っていた最後の見み栄えが砂城のように崩れるのを感じながら、それでも溢あふれ出でる言葉を止めることができなかった。

「もう、数え切れないくらい心配してもらってるんだよ。イルナは優しいから、そうやって手を差し伸べてくれる。でも、その手を俺は取り続けるのか？　俺はただただ、心配してもらうことしかできないっていうのに……！　俺が抱えている悪夢は永遠に続くかもしれないのに！」

　あまりにも空白が大きすぎるのだ。アルナが俺の中に占めていた場所はあまりに大きかった。もうそれはユウファという人間のほとんど全てだったから、俺は自分から抜け落ちた穴の大きささえ分からない。この空むなしさの果てさえ見通せない。どこまでいっても空っぽで、本当にもう何も残ってないんじゃないかと思う。ただ刀を振るうしか能のない身体と、この馬鹿みたいに煩うるさい心臓が、ただただ生き続けているだけなんじゃないかと、思ってしまう。

「……この悪夢が、この夢の苦しみが、今の俺の全てなんだ。イルナが俺を気にかけてくれることは分かってる。相談したら心配してくれることも分かってる。……でも、そんなに甘えてばかりで、どうするんだよ。この空むなしさくらいしか俺には残されていないんだ。俺は自分に唯一残されたものさえ……そんなものさえイルナに頼るっていうのか……？」

　絞り出すような俺の問いに、しかしイルナは一切の迷いもなくこう答えた。

「──どうして駄目なの？」

　彼女はやはりまっすぐな瞳で俺の目を摑つかんで離さない。

「空っぽなら、それでいい。それはそのままでいいのよ。埋める必要なんてない。そんなことより、あたしはその穴の隣にあたしのための場所を作って欲しいの。あたしはアルナの代わりにはなれないし、なりたいわけじゃない。だって、あたしの中にだってアルナが開けた大きな穴があるんだもの。アルナになんてなれない。スゥだってベオルだって同じ。皆、誰もお互いの失ったものを補うことはできないし、失ったものはもう戻らないわ。でも……それでも一緒に旅をしてる。一緒に、生きようとしてるのよ……」
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　言葉の最後、ふと潤んだ彼女の声音に、俺は突然自分への怒りが沸き上がるのを感じた。また彼女を泣かせてしまった。また彼女を悩ませてしまった。お互い分からないことだらけなのに、遠慮なんてして何の意味があるというのだ。イルナと自分はもう、いつまでも対等であろうと、約束を交わしたはずだったのに。それが俺達の始まりだったはずなのに。

「……悪かった。黙ってて」

　その拙い謝罪の言葉に、彼女はようやく微ほほ笑えんだ。

「……ユウファはあたしに謝ってばかりね」

「もう謝らない。これが最後だ」

「最後？」

「イルナが差し出してくれた手は、いつでも取る。助けてほしい時は俺から手を伸ばすよ」

　握りしめられていた彼女の手にそっと手を乗せる。イルナはゆっくりと手を開き、指を伸ばすと俺の手の形を確かめるように優しく握り返してきた。

「……もう落ち着いた？」

「……落ち着いたけど、一回夢で目が覚めるとその日はもう眠れなくなる。言げん血けつの流れがばらばらになるんだよな。力が入らないというか……」

「じゃあ、歩ける？」

「まあ、歩くくらいなら別に」

「それなら、散歩に行きましょ。夜のナサンゴラを探検しに」

　そう言ってイルナは寝台から降りる。俺は言われるがまま服を着て、外がい套とうを羽織った。刀を腰帯に挿すと、言い様のない苦々しい気分にまた言げん血けつがざわめくのを感じる。だがイルナに促され、俺は部屋を出た。出がけに厩うまやを覗のぞいてみると、ベオルの姿はない。

「そういえば、スゥもどこに行ったんだ？」

「あたし達と一緒。散歩よ。きっとベオルも一緒なんでしょ」

「こんな夜中にどうして」

「この街は星が綺き麗れいだから、かしらね」

　確かに一歩外へ出ると、頭上には金粉を振りまいたかのように数多あまたの星が輝いていた。天に近いとそれだけ星もよく見えるのだろう。俺はこれほど多くの輝きを目にしたことはなかった。街は静まり返り、人家の灯あかりはどこにも見当たらない。それでも頭上の星明りが淡く街路を照らし出し、まるで周囲は水底のような青い闇に沈んでいる。風はないが、それでも冬が近づくこの時期に、夜歩きは肌寒い。ただ、悪夢に火ほ照てった身体としては、妙に心地いい。毒が抜けていくような気分だった。

「……悪くないな。夜の散歩も」

「でしょ？　あたし、小さい頃ね、夜に眠れないときはよく街を散歩したの。あたしも昔は嫌な夢ばかり見てたから」

　イルナはそう言って懐なつかしそうな笑みを浮かべる。

「真夜中の街を歩いていると、誰の目も気にしなくていいのよね。誰を怖がる必要もなかった。昼間ずっと布を被かぶっていると、耳が曲がっちゃうんじゃないかって思って」

　彼女はチャフムを取り外す。すると星を指差すように彼女の猫の耳がぴんと立った。

「今はもう、夢には出ないのか？」

「うーん、まあ、時々はね。小さい頃の思い出とか、見知らぬ人に馬鹿にされたりとか、そういう夢は見るわよ。でも、慣れちゃったかな」

「慣れる……ものなのか。まあ、悪夢にうなされたくはないんだが、ただ」

「──アルナを忘れるみたいで嫌？」

　ほんと、お見通しだ。するとイルナは首下から片眼鏡を取り出し、こちらに見せてくる。

「これ、あたしの父親の形見だって話はしたでしょう？　この片眼鏡、母親が家を出て行った時に、父親がくれたの。あたしがずっと泣いてたから、これを使って本を読めば気が紛れるぞって言ってね。それからあの人は翼よく人じん伝説に溺おぼれていっちゃったけど……いずれにせよ、この片眼鏡を使っていると、両親のことを思い出すの。嫌な記憶も幸せな記憶もね。ユウファにはその刀があるじゃない。しかも、アルナの記憶が刻まれた特別製でしょ？」

　アルナが最さい期ごに遺のこした刀。彼女の言げん血けつの全てが注つぎ込こまれた赤せき刀とう。確かに、この刀を握っている限り、そう簡単に忘れられるものではないだろう。

「ユウファは、サーニャを見てどう思う？　というか、サーニャとジルを見てどう思う？」

「やっぱりアルナを思い出すよ」

　サーニャは幼い頃のアルナに似ている部分が多いし、それでいて母親との関係はあまりにアルナと異なっている。彼女達は俺にとって、痛いくらい幸せに見えてしまう。

　イルナは空を見上げながら、まるで独り言のように言った。

「忘れることなんかできないのよ。きっといつだって思い出す。あたしもね、あんなに仲のいい母娘を見ると、羨ましくなるっていうか、悲しくなるっていうか……どうして、自分はこうじゃなかったんだろうって。だって、サーニャはジルと血も繫つながっていないのよ。あたしは繫つながった血のせいで、家族がぜーんぶなくなっちゃったのに、どうしてよ、ってね」

　普段愚痴など滅多に言わないイルナがそう言って恥ずかしそうに肩をすくめたのは、どこか印象的だった。それだけ家族のことは簡単には解消できない記憶として残り続けているのだろう。俺を支えようとしてくれるイルナだって、やはり悪夢と共にあるのだ。

　それから俺達はゆっくりとナサンゴラの街を巡り歩いた。宿は湖岸に近い街の端にあったが、そこから壁に添って街の奥へ下っていく。昼間は気づかなかったが奥に進むにつれて建物も古く、空き家も増えていった。そもそもの人口が少ないのか、空き家が荒らされずに残っているのは、不思議と人の存在だけが抜け落ちた奇妙さを作り出している。

　そしてある時、涼やかな音色が耳じ朶だに触れる。鈴のように軽やかで美しい、笛に似た音。

「……これ、スゥか？」

　イルナは何も言わず静かに頷うなずいて、歩みを止めた。耳を澄ますと、どこからかスゥの鳴き声が聞こえてくる。虫を自在に操ることのできる、天てん賦ぷの才。しかし今聞こえているその音色は、虫を操る歌ではなかった。もっと複雑で、逆巻くように巡る旋律。そして何より、その歌はあまりにも哀かなしげで、俺の心臓をゆっくりと締めつける。

「……皆、アルナが忘れられないのよ。ユウファも、あたしも、スゥも、ベオルも」

　もしかすると、スゥもまた悪夢にうなされ、眠れなくなることがあるのかもしれない。夜の街で弔いの歌を口ずさまなければ収まらない悲しみが、彼女の中にもあるのだ。アルナを失ってからも、スゥはあまり変わった様子を見せなかった。涙を零こぼすことも気を塞ぐこともなく、鳥という立場を生かして俺達の旅を十分に支えてくれていた。……しかし、平気なわけがない。アルナにとって、スゥは心を通わせた数少ない家族の一人だった。そしてまた、スゥにとってもアルナは彼女が心を開いた大切な存在だったのだ。

　俺達は皆、一人一人があまりに大きなものを失ったまま、旅を始めてしまったのだろう。

「……正直、俺はもう少し楽かと思っていたんだけどな」

「楽って、何が？」

「この旅だよ。旅を続ければ、アルナのことをあまり考えなくて済むんじゃないかって、どこかで期待してたんだ。アルナを忘れたくないって気持ちと矛盾してるのは分かってるけど、でもずっと悲しんでいるのは苦しい。逃げたいって思いがどこかにあった」

「そうね。あたしが翼を探す旅を始めたのも、似たような動機かもしれない。自分の家族のこととか全部忘れたくて、何か夢中になれるものが欲しかった。翼っていう目的自体が家族を壊した原因なのにね。だから勿もち論ろん、救われることなんてなかった。旅を続ければ続ける程、忘れられなくなる。忘れようとする自分と忘れられない自分がどんどん大きくなって、ごちゃごちゃになって……でも、しょうがないのよ。そういうものなんだから」

「経験者は語る、って感じだな」

「そうよ。あたしはね、あなた達がまた自分で歩けるようにちゃんと導いてあげるの。それが恩返し。偉そうなこと言っておきながら、何かできるわけじゃないけれど」

　星明りに淡く浮かんだイルナの笑みはどこまでも澄んでいて、俺はその素直な優しさにどれだけ救われたことだろう。道の真ん中でイルナと二人立ち尽くしながら、俺はスゥのすすり泣くような歌声を聴いた。そして次第に俺は身体が軽くなるのを感じたのだ。まるで、スゥが俺の分まで悲しみを吐き出してくれたように、悪夢によって絡からみ合あっていた黒い感情が自分の中で少しずつ薄らいでいった。




　身体も少し冷えてきたころ、俺達は宿に帰ることにした。言げん血けつも随分と平へい生ぜいの状態に戻り、不調はほとんど感じない。すると、感覚も普段の鋭敏さが戻ったのか、帰る道々、俺は不思議な言げん血けつの匂いを感じた。おそらく昼間行き交う人々から発される言げん血けつが消えたためだろう。代わりに嗅いだこともない芳香が街中に漂っているのだった。

「……この匂い、というか言げん血けつは何なんだろうな」

「言げん血けつ？　何か感じるの？」

　どうやらイルナは気づかない程度のものらしい。

「ほら、マジス＝バランは街の下に言げん血けつの濃い水が通っていて、そのせいで、すーっとする空気があっただろ？　感覚としてはあれに近いんだけど、少し性質が違うっていうか。もっと特質がある言げん血けつがうっすら流れてる」

「……ナサンゴラは下水も上水も整備されていて、湖水の水圧を利用して循環させているらしいわ。たぶん大きな通りには水道が通ってるんだと思うけど、それかしら」

　ふと四よつ辻つじの中心で立ち止まる。どうせ人目もないのでしゃがみこみ、地面の匂いを嗅いでみる。すると、やはり樽たる酒ざけのような甘く香ばしい香りがした。

「……ちょっとその格好はやめといたら？」

　イルナの若干引いた目を無視して、さらに匂いを嗅かぐ。すると、一つの敷しき石いしが香りを発していることが分かった。

「この石と、あ、この石も。それから……これもだな」

　点々と、しかし確かにいくつかの敷しき石いしは奇妙な言げん血けつを発していた。指先の感覚を開き、石に触れると多少言げん血けつの感触が強くなる。

「……なんだ、この言げん血けつは」

　喜怒哀楽のような、ある程度はっきりとした感情であれば読み取ることも容易なのだが、敷しき石いしに浸しみ込んでいる言げん血けつは実に何とも言い難がたく、自分の言葉では上う手まく表現できそうもない。感覚が優れていても、言葉の参照項がなければ意味をなさないというわけだ。

　イルナは片眼鏡を取り出すと、一緒に地面に這はいつくばり、石を観察し始めた。もし昼間にやっていたら、完全に不審な二人組と思われるに違いない。

「……何かしらね。他の石と材質も違うみたい。ほら、他の敷しき石いしは火成岩の目が粗いんだけど、この石はもっと丈夫で、密になってる。あ……そうか」

　と、そこまで呟つぶやいてイルナが頭を上げる。俺は顎あごに痛烈な一撃を喰くらったが、そんなことなどお構いなしに、彼女はぎらぎらと目を輝かせて言った。

「蟻あり飼いの書庫は寄合所って呼ばれる建物の中にあったんだけど、その周囲って皆昔からある建物ばかりでね、他の民家とかと比べるとすごく立派なの。それで、壁の材質もいいものを使ってた」

「この敷しき石いしみたいな？」

「そう。だからもしかすると、これは最初から敷しき石いしとして使われていたものじゃないのかもしれない。たぶん道路の補修とか、後ではめ込まれた石。しかも何か立派な建物に使われてた石じゃないかしら。そしたら、ほら、丁度ナサンゴラにはなくなった立派な建物があるじゃない！」

「……塔、か」

　イルナはこの偶然の閃ひらめきに興奮しているらしく、今にも飛び跳ねて叫びそうだった。実際、隠しきれない喜びがぴょこぴょこと跳ねる猫耳に表れている。

「さっき本で読んだんだけどね、ナサンゴラは大昔に一度、火災で街が半壊しているの。もしその時塔が倒れたんだとしたら、街の復旧に石が使われていたとしてもおかしくない」

「でも、塔は大切なものだったんじゃないのか？　それをこんな道に使うか？」

「……そうなのよね。まだ、翼よく人じんに関する情報は見つからなくって……ずっと前の火災で書物が紛失したのか、それともジルが言っていた五年前の火災で書物が燃えちゃったのか。塔があった頃の記録が全然見つからないの」

　イルナでも全ての疑問は解けないらしい。しかし、先ほどまでのしんみりした空気はどこに行ったのか、彼女はチャフムを頭に巻き直すとにやりと笑みを浮かべる。

「朝が来るまで時間はたっぷりあるわ。人が出てくる前に調べないと。あなたの鼻もまだ利きくでしょ？」

　まさか、これを朝までやるつもりか？

「ほら、さっさと匂いを嗅かぐ！　どこにどれくらい石が使われているのか調べないと！」

「……はいはい」

　それから俺達は塔の石と思われる言げん血けつを含んだ石材を探しに街を歩きまわった。……もう俺に至ってはほとんど虫のように地面を這はい回まわらされた気がする。特に記録をとっていたわけではないが、さすがイルナは猫の血だけあって、場所をすっかり記憶してしまったらしい。彼女によれば、特別な石は街の大きな通りと壁沿いの地面に集中していた。

「一つ仮説を上げるとすれば、下水道ね。マジス＝バランは言げん血けつの泉を雨水槽にめぐらせていたけれど、ナサンゴラの壁沿いにあるのは浄水槽だったはず。きっと自浄作用の促進じゃないかしら。下水を分解する小さな生き物達たちを助けるの。愛の石の国ナーラの砂漠では似たような仕組みを使って水商売をしている商人がいるわ。ナサンゴラはほとんど雨も降らないから、湖の水を活用した仕組みを作ってるのかもしれないわね」

　イルナの解説を聞きながらの帰り道、俺達は丁度大広場に通りかかった。するとまだ訪れたことのなかったイルナは、中央に作られた鉄柵に目を見張る。

「……なにこれ、何にもないのに、鉄柵だけめぐってる」

「想像だけど、もしかしたらここに塔があったんじゃないかって。それっぽいだろ」

　近くまで寄ってみると不思議とあの古い石の匂いがする。やはり何かあったのだろうか。

「中に入ってみましょ」

「は？」

「立ち入り禁止の立札もないわ。この鉄柵くらいあたしを抱えていても飛び越せるでしょ」

　どうせ禁止と書いてあっても入ったに違いない。俺は言われた通りイルナを抱きかかえ、鉄柵を飛び越えた。彼女を地面に下ろし言げん血けつの匂いを辿たどるのだが、不思議と敷しき石いしからは言げん血けつが感じられない。むしろ風に乗って流れるように──

「いたっ」

　下を見ながら歩いていると何かに頭をぶつけた。……だが変だ。鉄柵の中には何もなかったのではないか？　実際、目を上げてみてもそこには何も見えない。しかし手を伸ばすと、指先に硬い感触。まるで空中に透明の石が置いてあるかのようだ。

「イルナ、こっちに来てくれ」

　そう言いながら後ろを振り向いたその時、鉄柵の向こう、広場へと下る通りに無数の灯あかり。俺は即座にイルナへ駆け寄り抱きかかえると、鉄柵を跳躍した。

「ちょ、ちょっと、いきなりなんなの？　何かそっちにあったんでしょ」

「……それは後でいい。今は上う手まい言い訳でも考えてくれ」

　着地するや否いなや、大広場に複数の釣燈とう火かを持った人々が現れる。衛兵は六人。商人らしき人物がここまで案内してきたらしい。短たん槍そうを持った男の一人が俺達に穂先を向ける。

「……お前達は何者だ。ここで何をしている」

　散歩です、とは言いづらい。おそらくこちらは鉄柵の中にいる姿を見られている。イルナも咄とつ嗟さの言い訳が見つからないらしい。二人して黙っていると男は冷やかに告げた。

「我々はナサンゴラの自衛団だ。お前達を拘束する」




　俺達が連れて行かれたのは蟻あり飼いの寄合所だった。他の民家と異なり、壁の正面には細い飾り柱が立ち並んでいる。中に入ると赤褐色の大理石が装飾に用いられ、地下へと続く扉は流水をかたどった石彫りに取り巻かれていた。

　刀も取られ、手も縄で縛られ、俺達は完全に犯罪者といった扱いだ。しかし、俺はそれほど緊張しているわけでもなかった。自衛団の練度は一目見て底が知れるものであり、おそらくまともな戦闘経験もないだろう。いざとなればイルナを抱えて逃げることも出来る。

　ただし命を狙われない限りは穏便に事を済ませたいわけで、イルナの調査もまだようやく手がかりをつかむことができたばかりなのだ。あの鉄柵の謎も酷ひどく気にかかる。なんとかして事態を平和に運ばなければならない。

　寄合所の地下へと続く階段は、長く緩やかな螺ら旋せんを描いて下っていった。そして最下層の廊下を進みさらに一つ細い階段を下りると、地下牢ろうに至る。牢ろう獄ごくの灯あかりは階段から洩もれる光だけ。分厚い石壁に小さな鉄てつ格ごう子しの窓が開いているのが見えるが、その奥にいる存在はほとんど視認することができない。微かすかな人間の吐息が聞こえてくるが、言げん血けつの気配からいってもう死にかけている。

　俺達は一室に二人諸もろ共とも突っ込まれ、錠をおろされた。翌朝の議会で審問にかけられるらしい。それまでは暗く陰気なこの部屋で大人しくしていろ、ということだった。

　兵士達がいなくなるとイルナは小さく溜ため息いきを漏らし、壁に寄りかかる。

「困ったことになっちゃったわね。ナサンゴラに来て一日目にして投獄なんて」

「そう言う割に深刻そうでもないな」

「だってあなたが余裕そうだから。どうにかなるってことでしょ？　あたしも牢ろう屋やに入るのは慣れてるしね。少しくらい眠っておいた方がいいわよ」

　慣れているのか。それなら安心……なのか？　いや、よくよく考えると、無理して鉄柵に入ったのが捕まった原因のような気もするが。まあ、なんとかなるだろう。




　　　　□　□　□




　翌朝、俺達は牢ろうから地下講堂へと連れ出された。講堂の天井は、自分達が本当に地面の下にいるのか疑いたくなるほど高い。壁には隙間なく壁画が描かれており、点在する顔料の剝はく落らくは時の経過を思わせる。俺はぼんやりと赤レ燕ポのル国ガの王宮にある大講堂を思い出した。おそらくこの建物も随分と昔から遺のこされてきたものなのだろう。

　講堂内ではほとんど怒声に近い議論が繰り広げられていたが、その喧けん噪そうも収監者の到着によって水を打ったように静まり返る。全ての注目がこちらに向けられるのを感じながら、俺達は奥へ奥へと連れて行かれた。

　そして待ち受けていたのは長机にずらりと並んだ八人の老人達。皆が生気のない瞳をぎょろりと向け、不ぶ躾しつけにこちらの様子を覗うかがってくる。当然歓待の様子ではないのだが、彼らの表情に窺うかがえるのは敵意というよりも苦悩であり、老人達全員がその額に深い皺しわを刻み込んでいる。そして視線をずらすと、机の端には一羽わの鳥。黒い止まり木の上に青あお鷹たかが佇たたずんでいる。おそらく、サーニャと一緒に湖で見た議鳥だろう。

　……どうしてこの国のお偉方がこんなところにいるのか、と首を傾かしげていると、老人達の真ん中に座り灰頭巾を被かぶった男が口を開く。

「お前達は何者だ」

　その短い言葉の言げん血けつさえも刺とげ々とげしいが、イルナは落ち着いた物腰で答えた。

「私はイルナ＝パルシタル、旅をしています。彼はその同伴者です」

「……旅？　目的は何だ」

「商売です。私は各地で情報を集めて、それを売っているんです。もし保証人が必要ならば、山向こうに知り合いがいますので、手紙を書かせていただければすぐに──」

「そんなことはどうでもよい。問題は、お前まえ達たちの本当の目的だ」

「本当の目的と言われましても……」

　まさか、翼探しのことまでは悟られていまい。

「昨夜大広場の鉄てつ柵さくを越えていたのは、何の目的かと聞いているのだ」

「好奇心、と言いますか、広場に鉄てつ柵さくだけ設置されていることが気になったんです。何か、越えてはいけないものでしたか？」

「鉄てつ柵さくのことはどうでもよいのだ！　この度の騒動はお前達の仕業だという話が上がっている。誤魔化しは無用だ。一体、墓守様に何をしたのか、正直に話せ！」

　鉄てつ柵さくを越えた咎とがで捕らえておきながら、鉄てつ柵さくがどうでもよいとはどういうことだ？　騒動？　墓守様？　まったく訳が分からない。イルナも返答に困っていると、突然後ろの方からジルの声が聞こえてくる。

「すみません！　ちょっと、通してもらえますか！　急ぎの用なんです！」

　振り返ると、丁度人垣を搔かき分わけてジルが現れる。彼女は俺達の置かれている状況を見ると目を見開き、一瞬、燃え立つような恐ろしい剣幕になる。だが彼女は唇を嚙かみ締しめ息を吐くと、あくまで平静を貫いた。

「長老、これは一体どういうことでしょう。彼らは私の知人です。こんな罪人のように縄で縛りつけるなんて」

「まさに罪人であるがゆえに縛っておるのだ。……しかし、ジルよ、この者達はお前の知人と言ったか。となれば、お前もまた罪に加わった疑いをかけることになるが」

「罪とは何ですか？　まさか、氷の一件が、彼らの仕業だとでも？」

「ほう、白しらを切るか。よもや、墓守様の凶兆が我々蟻あり飼いにとってどういう意味を持っているか、知らぬわけではあるまい」

「しかし、そのことと彼らに何の関係が──」

　とにかく、ジルは俺達の味方らしいということは分かった。しかし相変わらず状況が摑つかめないために、俺は口を挟む。

「あの、墓守様って何ですか。そこからして分からないんですが」

　するとジルがこちらに向き直り、どこかすまなそうに言う。

「ナサンゴラの湖の下には墓守様って呼ばれる氷塊があるの。それで今朝早く、湖で巨大な氷の塊が浮かんでいるのが見つかってね。それは言い伝えによれば、凶兆の徴しるし。実際去年も一昨年も、凶兆があった後に水害が起きているの」

　すると長老と呼ばれる老人は、苦々しい表情で俺達を睨にらみつける。

「……ジル、その者は罪人としてここに召喚されたのだ。我々の許可もなく口を利きくなど、ますますお前に対する疑いを強めるばかりだぞ」

「ですが、一体どうして彼らが墓守様の凶兆に関係しているというのですか？　彼らは昼まで私達と共に行動していましたし、怪しい行動など全くありませんでした」

「その者達が動いたのは、夜だ」

「夜……？」

「昨晩街中を歩き回り、不審な動きをしていたのだ。証人も大勢おる」

「そんな、君達が夜に出歩いていたというのは本当なの？」

　この問いには正直に頷うなずくしかない。あれを見られていたとしたら、確かに不審に思われても仕方ないだろう。長老は表情を崩すことなく、「もう一つ、証拠がある」と続けた。

「昨日、蟻あり飼いの書庫から本を借りた者がいたらしく、係の者によれば布を頭に巻いた若い女だったという話だ。しかもその女は墓守様の伝承にまつわるものばかりを持って行ったそうだ。……ジルよ、これでもお前はこの者達を擁護するのか」

「当然です！　確かに彼らがとった行動が珍しいものであれ、それが墓守様の凶兆をもたらしたかどうかは、全く証明しようのないことではありませんか」

「分からないから、こうして問い詰めているのだ」

「それではまるで初めから彼らが罪人だと決めつけて──」

「それ以上我々に抗あらがうのであれば、それ相応の嫌疑をお前にもかけることになるが」

　ジルはそれでも反論しようとしたが、制したのはイルナだ。彼女は凛りんとした声を講堂に響かせる。

「私が調べていたのは翼よく人じんに関する伝承です。その上で、確かに墓守様と呼ばれる湖底の大氷塊のことも知りました。遥はるか昔、ナサンゴラを襲った大火災でも凶兆は現れ、生いけ贄にえを捧ささげることで火が収まったそうですね」

　生いけ贄にえ、という言葉に周囲がざわめき立つ。長老も何か苦りきった様子でイルナを睨にらみつけるが、当人はぴくりとも眉を動かさない。

「ただし、そのご様子だと、あなた方も生いけ贄にえなどという方法が本当に意味を持つのか疑問に思っている。例年の水害に対して生いけ贄にえは捧ささげたのですか？」

　長老は答えない。

「まあ、捧ささげていないのでしょう。しかし水害が続けば不安は高まる。生いけ贄にえに効果があるのではないかという意見も出てくる。そこに偶然私達を見つけて、好都合だったのでは？」

　何とも単刀直入な言い方だ。イルナの推測はおそらく間違っていないのだろうが、そんな図星をいきなり突いたら相手を怒らせるじゃないか。長老も手がわなわなと震えており、今にも罵倒が飛んでくるかと思われたその時、イルナは突然柔らかな口調で切り出した。

「しかしその不安はよく分かります。そして私は幸い、この凶兆にとても興味があるんです。あなた方が私達を疑うのは構いませんが、一つだけお願いがあります」

「願いだと？」

「この凶兆の謎を私達が解明します。言い伝えによれば、凶兆は数日続き、毎日氷の数が増えるそうですね。かつての大火災は六日後に起きていますから、最大五日の猶予はあります。その間に私達が凶兆の謎を調べるんです。もし五日目に凶兆が止まらなければ、私達を生いけ贄にえにすればいい」

　……生いけ贄にえにすればいい、ってどうしてそんな自信たっぷりに言えるんだ、こいつは。いや、確かにここで黙っていたら結局生いけ贄にえにされるのかもしれないが。

「私達を今殺しても、あるいは拷問したところで新しい情報は手に入りませんし、おそらく凶兆は続くことでしょう。あなた方の不安は決して解消されないし、もしかしたら本当に災厄が訪れるかもしれない。ならば、少なくとも五日、私達に猶予を下さい。私達はそれ以上望むものはありません。これはいい取引だと思いませんか？　あなた方は損をしないし、保証もついている。ただで物を貰もらうようなものですよ」

　長老は言葉にならない低い唸うなり声を漏らしたが、即座にイルナの申し出を断ることもできなかった。なぜなら、イルナの発言によって明らかに周囲の傍聴者達は動揺していたからだ。イルナは初めから長老以外の人間に語りかけていた──正確には、脅しをかけていたのだろう。俺達を殺したところで、災厄は止められない。実に単純な脅迫だ。

「……しかし、これ以上お前達を野放しにすれば、ナサンゴラへ更なる悲劇を招くことになるではないか」

「では、書庫での調査を認めていただくだけでかまいません。それならば場所が変わるだけですから、私達を牢ろうに繫つないでおくのと同じでしょう。……いいですか。あなた方がどんなに疑おうと、私達が本当に凶兆と関係があるのかどうかは証あかし立てることができない。ここで私達を拘束しようと、あなた方に利益は一つもない。この取引はあなた方が損をするか、しないかだけの話なんです」

　長老は溜ため息いきを漏らし、額に一層のこと深い皺しわを寄せると立ち上がる。すると他の老人達たちも席を立ち、円陣を組むようにして集まった。彼らはほとんど身振りも示さず、互いに意見を交わしては首を振ったり、頷うなずいたり、こちらは議論の展開が分からず気を揉もませられる。ジルやこの場に居合わせた他の人間も一様に不安そうな表情で見つめていた。

　ある時、長老が部屋の脇に控えていた青あお鷹たかに向かい、「ヤルチオスカ殿」と呼ぶ。すると止まり木を兵士の一人が老人達の近くへ運び、青あお鷹たかも議論に加わった。それからはあまり時間もかからずに話は決まる。それぞれが元の位置に戻ると、改めて長老が口を開いた。

「我々は処遇の決定を五日後に保留することに決めた。ただし、その間お前達の身柄は蟻あり飼いの監視下に置く。特別な理由のない限り、書庫以外に立ち入ることも禁ずる」

「分かりました」

「それから、ジル、お前にも嫌疑はかけられている。これ以上妙な行動や蟻あり飼い全体への敵対行為をとれば、さらに厳しい判断をせざるをえない。……お前の娘はまだ幼いだろう。あくまで道を違たがわぬよう気を付けることだ」

　ジルは無罪放免だが本人はそれでも不服を覚えるらしい。ぐっと拳を握りしめ、黙って頭を下げただけだった。

　それから俺達はまっすぐ書庫へと連れて行かれた。そして書庫に押し込められると、外から鍵をかけられてしまう。これならば本当に、広くて本が沢山あるだけの牢ろう獄ごくだ。

「……ほんと、とんでもないことになったな」

　俺が溜ため息いき混じりにそう言うと、イルナは縛られて赤くなっていた手首をさすりながら、こう返してくる。

「仕方ないわ。もうこうなったら、どうにか解決するしかないでしょ」

「でも仮に解決できたとして、本当に解放されると思うか？　何かと理由をつけて湖に放り込まれそうな気もするが」

「その時はあなたがどうにかしてよ。これから五日間はあたしが頑張るから」

「何かあてはあるのか？」

「ない」

「……おい」

「だって凶兆の話なんてほとんどお伽とぎ話ばなしよ。メトラジガッドの伝説と何ら変わりないわ。それを今、解決しろって言うんだから、それこそ雷を斬るぐらいの気持ちじゃないとね」

　イルナはそう言いながら近くの棚から適当に本を何冊か抜き取り、長い間使われていなかったであろう、埃ほこりを被かぶった暖炉へ放り込む。さらにどこから取り出したのか、小瓶に入った液体を本に振り掛けた。

「何やってんだよ。それ本だろ」

「こんな寒いところにいたら五日経たつ前に死んじゃうでしょ。それに、こんなの山のようにある兵書の類よ。燃やしたところで誰も困らない。ここの人達は訓練だってまともにしてそうにないし」

　……読書が好きな割に、随分と容赦のない物言いだ。

「緊急を要する時、本に遠慮なんかしてどうするのよ」

　イルナはまたどこかに隠し持っていたらしい火付け石を取り出し、あっという間に本へ火をつける。しかもがたついた椅子を一つ床に打ち付け、ばらばらにしたかと思うと、躊ちゆう躇ちよなく暖炉に投げ入れた。ここまで来ると感心してしまう程の手て際ぎわの良さだ。

　そして火が大きくなると、覚えのある匂いが書庫に漂い始める。

「これ、アルナの匂い薬じゃないか」

「そう。虫むし除よけって聞いたから便利だと思って、スゥに作り方を教えてもらったのよ」

「でもどうして本に？」

「……少しは頭を働かせてちょうだい。暖炉があるってことは外に通じてるってことでしょ。スゥとベオルだったら、この匂いを辿たどることだって難しくない」

　暖炉を通ってスゥに来てもらうつもりなのか。色々とスゥに申し訳ない気もするが、こうして外との連絡が絶たれてしまった以上、出来る限りのことはしなければならない。

「確かこの書庫は奥に使われていない司書室もあるわ。ナサンゴラの地下水道も届いているし、水には困らない。食べ物はさすがに多少くれるでしょう。宿がこっちに移った思えば、むしろ便利な話ね」

「五日の期限付きだけどな……」

「五日以上いられるように頑張りましょ。本を運ぶの手伝って。あたしは読むから」

　こうして、俺達はナサンゴラの伝承を解明するために、休むことなく書庫漁あさりを始めることになった。何か関係がありそうな本は尽ことごとくイルナの傍そばに運んでいき、イルナが読み終えたものは黙って俺が元に戻す。多少体を動かす必要があるとはいえ、力仕事は蛇の血にとって大した問題ではない。集中を切らすことなく読書を続けるイルナの方がよほど疲れるはずだ。それでも、時にどこか楽しげに本の頁ページをめくり続ける彼女の姿は、俺にとって懐なつかしい光景だった。薄荷に似た香りと書物が放つ紙の乾いた香りは、いつかアルナと一緒に本を読んだ日々を思い出させる。

　ただ、赤せき刀とうが奪われた今、俺はどこか落ち着かないものを感じていた。すぐに取り返せるとは分かっていても、腰帯にかかる重みの欠落、それが不安を抱かせる。少し前まではその重みに心が潰されていたはずなのに、それでも刀と離れることはこんなにも恐ろしい。俺はいまだ刀を抜く度胸もないのに、それを手放すこともできない人間なのだ。アルナを忘れることなんて絶対にできない──……
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　本に描かれた家族の絵を見つめると、胸のあたりが苦しくなる。お父さんとお母さんと二人の兄妹きようだい。色々と頑張ってみたけれど、結局彼は分からなかったらしい。いつだって無愛想で全然笑わないけれど、彼は普通の男の子のはずだ。私に会うため、毎日書庫に来てくれるし、話し相手になってくれる。手しゆ語ごだって一生懸命覚えようとしてくれる。でも時々、本当に彼が分からなくなる時がある。今だってそうだ。どんなに説明しようとしても、彼は「家族」という言葉が分からなかった。最初は私をからかっているのかと思った。でも、彼は本当に知らないのだ。本当に知らないまま、育ったのだ。

　母親の絵に触れると、もっと胸が苦しくなる。なんとなく恥ずかしくてすぐに腕をひっこめるけれど、彼はそんな私を不思議そうに見つめている。

　もしも家族を知らない人がいたら、その人は家族がいない寂しさを知らないんじゃないか。彼は母親を知らないから、きっと私の気持ちが分からない。苦しい思いをすることもない。家族がいなくなった私よりも家族を知らない彼の方が幸せなんじゃないか……なんて、私は酷ひどいことを考えてしまう。

　彼が家族を知らないことは、悲しいことに決まっているのに。だってお母さんに抱きしめられたら、あんなにあったかい気持ちになれるんだから。それを知らないのは悲しいことで、彼が私よりも幸せだなんて、それはすごく勝手な考え。

　こんなことを考えるような子供だから、お母さんは私が嫌いになったのかな……




　──突然、彼に抱きしめられる。しなやかな鋼はがねみたいな細い身体。加減の分からない不器用さ。でも頰ほおと頰をくっつけると、彼の身体はすごく温かくて、柔らかで、ただ抱きしめられているだけなのに自分の鼓動がとくとくと嬉うれしそうに跳ねるのを感じる。

〔ど、どうしたの、急に〕

「アルナと同じ風にしてみたら、ちょっとは言葉の意味が分かるかと思って」

〔ユウファは抱きしめてもらう側なんだから、真ま似ねしたって……〕
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「アルナの〔お母さん〕は、もういないんでしょ？」

　彼は私が教えた手しゆ語ごを真ま似ねして尋ねてくる。私は〔まだいるよ！〕と答えたけれど、それ以上何を言えばいいのか分からなかった。

〔……いるもん〕

　彼は、じゃあ一体どんな人なんだ、とでも言うように眉を顰ひそめた。

「大切な人ってことかな」

〔……きっと、すごく大切な人だよ〕

　そんなことしか言えない私。彼が言葉を知らないんじゃなくて、私が上う手まく説明できないのだ。母親ってなあに？　家族ってなあに？　私が今、すごく欲しいもののはずなのに、それがどんなものなのか、私は分からないのだ。

　六つ時の鐘が鳴って、彼が帰る。相変わらず無愛想に、でも手をこちらに振りながら書棚の影に消えていく彼を見送った。

　すると静けさがやってくる。大きくて暗い静けさが書庫の底から滲にじみだす。夕ゆう陽ひが地平線へ消え入る寸前の、命を尽くすような残照が訪れる。

　書庫が燃えるようだ。

　そして燃えるような孤独があるのだ。

　どうして私は愛されないのだろう。私が悪い子だから？　私がつまらない子だから？　そんなことはもう何百回、何千回と考えて、でもやっぱり分からない。

　書庫はこんなにも綺き麗れいなのに、でも綺き麗れいだからいっそうのこと、私は心臓を焼き尽くされる。彼がいなくなった後の静けさがあまりに苦しくて、血のように赤々としていて、まるで自分は一人、大火事の中に取り残されたような気がするのだ。

　叫びたいけれど、叫べない。

　書庫を満たす静けさが炎となって私を襲う。




　──お母さん。あなたはどうして、私を愛してくれないの？
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　……アルナの夢を見た。悪夢ではなくて、俺がアルナとなった夢。勿もち論ろん、彼女の言げん血けつと深く繫つながった自分が、彼女の細やかな感情を辿たどることは難しいことではない。しかし、それはあまりにも細やか過ぎて、俺の身体を貫く狂おしいほどの激情を伴っていた。母が自分を愛しているはずがないと言い切った少女の、内ない奥おうに潜んだ赤熱の感情。アルナだってやはり欲ほつしていた。恨みも憎しみも入り混じった強烈な欲望。俺が遂ついに分かち合うことのできなかった一つの願い。

　眠っていたのはほんの一瞬だ。本の運搬が一段落して少し椅子に座った時、書庫に満ちる香りに誘われるようにして居眠りをしてしまった。ふと目を上げてみれば、変わらぬ様子でイルナは本の頁ページを手た繰ぐっている。俺は予期せず襲ったアルナの感情にしばし呆ぼう然ぜんとするしかなかったが、突然、静寂が途切れ、思考が中断される。

　厚みのある音と共に既に消えていた暖炉の灰が濛もう々もうと立ち膨らみ、その中から小さな黒い塊が顔を出したのだ。

「……最悪なんだけど」

　スゥは暖炉から飛び出して身震いをするが、全身にまぶされた煤すすが何ともみすぼらしく緋ひ色いろの翼に斑点を作っている。

「煙突の中を通らせるとか、もしまだ火が燃えてたら丸焼きになってたと思うんだけど」

「熱かったらスゥだって入ってこないでしょ。そこまで考え無しじゃないと思ってたけど」

「……そういう問題じゃなくてね……」

　イルナは久しぶりに本から顔を上げ、司書室の方から濡ぬれ布巾を用意してくる。スゥの汚れを拭いてやりながら、彼女は待つ時間も惜しいと言った様子で尋ねた。

「それで、外はどんな感じ？　何か変わったことはあった？」

「二人はどうして捕まったのか、理由が分かってるの？」

「凶兆の話でしょ。それを解明するために、書庫の監禁に替えてもらったのよ。五日後までは殺さないでもらう条件でね」

「……ボクもジルから話は聞いたけど、大丈夫なの？　無理そうなら早めに脱出の手立てを考えないと、蟻あり飼い達は生いけ贄にえを本当にやりかねないって聞いたよ」

「勝手に逃げたらサーニャ達が困るでしょ。もうあたし達たちとの関係はばれちゃったんだから」

「……うーん、それはそうだけど……」

「むしろ、あたし達たちはどうでもいいのよ。いざとなったらユウファとベオルがいるんだもの。何とかなるわ。でも、ジルさんとサーニャは蟻あり飼いでナサンゴラが故郷なのよ？　そこを追い出されるようなことになったら、ごめんなさいで済む話じゃないわ」

　しかも、ジルはあまり蟻あり飼いの中で好ましく思われていないのだろう。長老の口ぶりを思い出してみても、話に聞いていた程蟻あり飼い達が融和的であるとは思われない。

　そのことを言うと、綺き麗れいになったスゥが机の端に座り、頷うなずく。

「ナサンゴラは外の人間が滅多に来ないから、それだけ余よ所そ者ものには厳しいんだって。ジルは誰とも結婚しないしいつも街の外にいるから、蟻あり飼いの輪にうまく入り込めないみたい」

　所しよ詮せん、家族のような集団とはその程度のものなのだろう。人は単なる観念で手を繫つなぎ続けられるほど意志の強い存在ではない。規模が大きくなればそれはなおさら難しいはずだ。結束が強いということは、それだけ結束が限られたものだということなのかもしれない。

「湖の方は見てみた？　あたし達は話に聞いただけなんだけど」

　イルナの問いに、スゥが頷うなずく。

「すごいよ。本当に岩みたいな氷が湖に何個も浮かんでた」

「何か変わったものは？」

「……うーん、氷はただの氷だったよ。少しだけ言げん血けつの濃度が高いな、とは思ったけど」

「何なのかしらね、それは。湖底に氷があるってことは、何か冷やすものがあるってことでしょう？　逆に、それがなくなったから氷が浮かんできたとか」

「ナサンゴラは火山湖だったよね。火山を冷やしているとしたら、かつての大火災も関係があるんじゃないかな」

「確かにね。噴火による街の被災が忌いまわしい記憶として残っている、って感じかしら」

　それならば話の筋は通る気がする。だが俺が分からないのは、むしろ墓守様の方だ。

「どうしてその氷を墓守様って呼ぶんだ？」

「本で読んだ限りだと、蟻あり飼いの土着信仰でしょうね。蟻ありはナサンゴラの湖でしか繁殖しないから、蟻あり飼いは湖で若い蟻ありを捕まえるんだって。その代わり、死んだ蟻ありは湖に戻すっていう伝統があるらしいの。たぶんそこから湖底の氷が墓守様って呼ばれているんだと思う」

「そういえば、ボク、その儀式を見たよ」

「儀式って蟻ありの葬式ってこと？」

「そう。昨日の夜ね、壁の上まで行ったら湖に蟻ありの死骸と供え物を湖に投げてる人達がいたの。きっとあれが葬式なんじゃないかな」

「……でも、普通、虫って死んだら土に埋めるわよね？　人間みたいに」

「そうだね。分解されるから」

「そもそも、あたしまだよく分かっていないんだけれど、虫は生体機械なわけでしょ？　機械ってどういうことなの。虫が他の生き物みたいに土に還かえるんだとしたら、何が違うの」

「それは……言げん血けつが燃料ってことじゃないかな。虫は他の生き物程複雑な造りをしていないってこと。言げん血けつ以外のものを食べても、それを力に換えられないんだもの。だから機械っていうより出来損ないの生き物みたいな……これはボクの印象だけど」

　最古の鳥ちよう献けんの一つが虫だという話は、今ではほとんど知る者がいないらしい。鳥の一族の一部がその話を伝え聞いているばかりで、彼らにとっても虫は謎多き生き物でしかない。蟻あり飼いのようにその習性を利用して虫と共生する人々もいるわけだが、人間は伝統に従うだけでその仕組みまでは分からない。蟻ありの葬儀もまた、ただ慣習を繰り返しているに過ぎないのだろう。

「……ナサンゴラの面倒なところは、明らかに歴史に空白があることなのよね。街を作ったのは鳥だけど、今では蟻あり飼いが治めていて、彼らは多分沢山の伝統とかしきたりを守っているんだと思う。けど、伝統の理由は分からない。だから古い時代の凶兆一つで、あんなに不安になるんでしょうね。まだ探し始めたばかりだけれど、それでもやっぱり、この書庫には大火災以前の情報がほとんど見つからないのよ。何か大きな断絶があって、その向こう側にある過去は分からない。翼よく人じんも墓守様も、全部向こう側」

「その架け橋になると思った古い石の調査も、結局行き止まりだったしな」

　というか、そのせいで余計な罪状を吹っかけられるはめになったのだが。

「そうね。丁度そこが境目だとあたしは思うの。塔が崩されて、街の造りが変わった。大火災を機に、この街は大きな変化を迎えたんじゃないかって」

　……少しずつ事情が見えてきた気もするが、あまりにも分からないことが多い。イルナもまた眉を顰ひそめ、思案顔を見せる。

「大体の道筋は立ったけど、推測しただけじゃ不十分なのよね。あたし達はそもそも秘密を解いた上でさらに凶兆を止めないといけないわけだし」

　氷が湖に浮かび上がるのを止められなければ、湖に俺達が浮かぶ羽目になる。

「まあ、まだ時間はあるんだもの、調べものを続けないとね。スゥも手伝ってもらえる？　頁ページはユウファにでもめくってもらえばいいわ」

「うん」

　何かさりげなく俺の仕事がまた一つ増えたような気がするが、命がかかっている以上、喜んで手伝う所存だ。それにまた居眠りをしてあの夢を見る気にもなれない。あれはアルナが死ぬ悪夢とは別の意味で、つらいのだ。俺の気力が持たない。




　──それから二日、俺達は蟻あり飼いの書庫に収められていた本のほぼ全てを調べ、結果新しい情報は一つとして手に入らなかった。

　その間にも湖には次々と氷が浮かび上がり、遂ついに三日目の朝、蟻あり飼い達たちの不安をもはや抑えることはできず、よって期限を一日早めることに決めた、との通達があった。




　　　　□　□　□




　最後に紙をめくる音が聞こえてから、どれほどの時間が経たっただろう。

　床の上にまで広がった本の山、紙の束。そこに刻まれた言葉の全ては俺達の視線を浴び、失望され、後ろへと追いやられた。そうだ。全て読まれた。読まれたが、そこに求めるものはなかったのだ。イルナはそれでも何か見落としがあったのではないかと本を再読した。しかし既に絶望は濃厚だった。ほんの欠片かけらさえ手がかりがあれば、息を吹き返すことも出来ただろう。だが、欠片かけらさえもなかったのだ。体力と時間ばかりが消耗され、イルナの強きよう靭じんな意志も少しずつ、少しずつ削そがれていった。いつからかチャフムさえも煩わしいと彼女は頭の布を投げ捨て、後ろに髪をまとめていた。だがいつもなら綺き麗れいな三角を形作る彼女の猫耳が、今はふにゃりと萎しおれている。

　出来ることなら自分が代わりに読みたかった。しかし情報の精査が可能なほどの知識を俺は持ち合わせていない。故に、無力を覚えて待つばかり。本に目を止めることもなく、ぼうっと天井を眺めるイルナを見つめることしかできない。もっと頑張ってくれ、などと、既にこんなにも頑張った人間に言えるわけがなかった。

「……もうあたし達がここでできることは全てやったと言っていいわ。今日一日のうちに何か新しい発見があるとも思えない」

　投なげ遣やりに言うイルナの横顔には積み重なった疲労と眠気が如によ実じつに表れている。彼女は大きく溜ため息いきを吐くと、机に突っ伏した。

「……肩でも揉もむか？」

　こくり、とイルナが顔も上げずに首を動かす。肩に指を添わせるとその華きや奢しやな造りがよく分かる。だが、その肩は今や鉄鎧よろいでもはめ込んだように硬いのだ。力を入れ過ぎないように気を付けながらも、ぐっと親指を押し込むと、

　──んぎゃぅ。

　変な声が漏れ聞こえた。いや、それくらい痛かったのだろう。やり方を変えて擦さするように手のひらで肩を撫なでつけると、

　──にゅふ。

　また変な声。……イルナも相当疲れているらしい。しかし今回のは気持ちがよかったのか、猫耳が小さく震えて、うーんと伸びている。

「……イルナだけずるい」

　スゥは本の山の一角に留まると、疲労を感じさせる眼まな差ざしでこちらを見つめてくる。

「イルナが終わったら揉もんでやるよ」

　彼女もイルナに負けじと本を読んでいたのだ。按あん摩まを施すくらい、いくらでもやる。

「……でも、本当に見つからなかったね」

「……そうだな」

「もう明日には期限が来るんだよ？　どうするの？」

「そりゃ……もう無理やり逃げるしかないだろ。なあ？」

　イルナの返答はなし。俺の言葉に反応する気力もないらしい。

「もう、どうやって逃げるかを考えた方がいいんじゃないかな。やっぱりないものはないんだし。気付くとか気付かないとかの問題じゃなくて、情報がそもそもないんだもん」

「ただ、逃げるとなると色々と面倒だよな。刀とかをどうやって取り返せばいいのか……」

「もうジルが調べてくれた。昨日会いに行った時に、寄合所の構造は教えてもらったよ」

　……こちらの限界は想定済みということか。ジルの計らいに感謝すると同時に、結局蟻あり飼いへの敵対に巻き込んでしまったようで、悔しくも思う。スゥを介した連絡はばれていないとはいえ、既にジルには疑いがかかっている。俺達が逃げ出したとなれば、最初に追及が向かうのは彼女だろう。

「でも、問題は抜け出した後なんだよな」

　スゥはそれに関してはお手上げ、とでもいう様子で首を振り、イルナもまた答えない。

「……ナサンゴラを見捨てる、なんてできないだろ。何が起きるかは分からないけど、凶兆があるのは事実なんだから。また火事か水害か、災厄が起きるかもしれない」

「……」

「俺も蟻あり飼いの奴やつらに恩は感じないが、向こうも不安だから俺おれ達たちを捕まえたわけだし、それは仕方ない。それにナサンゴラを見捨てるってことはサーニャ達を見捨てることになるだろ」

「……」

「イルナ」

「……」

「おい、聞いてるのか？」

「……聞いてるわよ」

「じゃあ、何か言ってくれ。もし意見があるなら、隠す必要はない」

　イルナは机に顔を埋めたまま、うーうーと変な唸うなり声を上げていたが、最後に再び溜ため息いきを漏らすと、顔を上げる。そして彼女はごく真面目な調子で言った。

「あたしは見捨ててもいいと思ってる」

　そう来たか。俺は一旦肩を揉もむのを止め、隣に腰を下ろす。彼女は躊躇ためらいがちに続けた。

「……できれば避けたかったけど、サーニャ達はナサンゴラを離れてもらえば大丈夫よ。命と故郷、選ぶまでもないし。もともと行商なんだから、他の街でも生きていけると思う」

「けど──」

「最後まで聞いて。あたしはあの蟻あり飼いの長老達みたいに、自分で動かず誰かのせいにして不安を忘れようとする人間が嫌い。だから助けようとも思わない。他の人達には、ナサンゴラから逃げるよう告げれば十分よ。それを聞いてどうするかは、各人の自由だもの」

　イルナは決して俺から視線を逸そらさず、言い続ける。

「だって、この問題はあたし達だけでどうにかできる規模を遥はるかに超えているから。あたし達は所しよ詮せん、旅人よ。世話になった人を助けたいとは思うけれど、多くの人を助ける義務はないし、そんなのはただの身の程知らず。……勿もち論ろん、こういう言い方をするのは凄すごくずるいと思うけれど、許してちょうだい。アルナは王女だったし、奇跡を起こす力があったの。だから、多少は人を救う責任とか能力があったと思ってる。でも、あたし達は……ユウファは違う。ただの人よ。あなたが守れるのはあなたの近くにいる人だけ。あたしが守れるのだって、あたしの近くにいる人だけ。……人間ってその程度のものじゃないの？　それで十分じゃないの？　この街の人間の命全てを背負う程、あたし達は強くないと思う」

　……俺達は人々を助けるために旅を始めたわけではない。分かってはいるのだ。耀よう天てん祭さいで猫の策略を挫くじこうとしたのも、国王が望む戦争を避けようとしたのも、全てはアルナの意志だった。民を守ろうとしたのは、アルナであって俺ではない。俺はただ、皆を守ろうとするアルナを守りたかっただけだ。だからきっと、今ここでナサンゴラの人々を救うことは、俺の願いではない。俺はアルナのように生きられたらいいと思っているだけで、俺自身が本当に人々を助けたいとは──思っていない。

「ユウファ、あなたは今、自分の命を与えることができる相手を探しているのかもしれないけれど、そこに収まりきらない数の人を詰め込んで、それで一緒に破裂してしまったら何の意味もないわ。命の使い方を決めるのはあなた。でもそれが無謀なものなら、あたしが反対する。それが、あなたを守ることだと思うから」

　俺は不意に、取り上げられたままの刀の不在を痛烈に感じたのだった。俺が一人で決めなければならないのだ。アルナを言い訳にしてはならない。アルナの意志を俺の意志だと思い込んではならない。……刀を振るうべき瞬間は、いつだって刀に触れる前に決めなければならないのだ。徒手空拳の人間一人が、その時を、自分で決めなければならない。

　そして今の俺は何も返す言葉を持っていなかった。自らの命の使い方をきちんと知っているイルナの言葉に、いかなる反論も空疎な綺き麗れい事ごとのように思われた。しかし、ふと彼女は「……まあ、今、見捨てる必要もないのよね」と呟つぶやく。

「……それって、つまり……」

「確かに、ここでやれることは全部やったけれど、やれることを全部やったわけじゃないってことよ。まだ、私達には他に探してみる場所が残ってる」

　彼女は近くに置いてあった一枚の巻紙を手に取り、全員が見えるように机の上に広げた。

「この書庫に情報は残されていなくても、他の書庫はどうか分からないでしょ。ナサンゴラの街を作ったのは鳥で、しかも昼山羊の国テテラ＝サテラには、この世で最も有名な鳥の住すみ処かがある」

「……はぐれ鳥の森に行くってことか？」

　アフカ山脈の外れにあるという鳥の国。いや、国とすら呼べるのか分からない鳥の集団。

「そう。勿もち論ろん、これは情報が手に入る可能性があるっていうだけ。確証はない。はぐれ鳥の森は普通の商人が立ち入ることのできない場所だし、あたし達も門前払いをくらうことだってありうる。──でも、ここでじっと待っているより、ずっとましだと思わない？」

　イルナが広げた地図には葉脈のように入りくんだ網のようなものが書かれている。そしてその上部には《蟻ありの巣》という文字。

「これは蟻あり飼いの古い坑道図よ。ナサンゴラがここ。はぐれ鳥の森がこっち。昔は産出した鉱物をはぐれ鳥の森に運んだのでしょうけど、そのための坑道も用意されていたのね。順路は複雑だけれど、全部覚えちゃえば問題ない。あたし、こういうのは得意だから」

「ここから抜け出して、はぐれ鳥の森に行って、また帰ってくるってことか？」

「そういうこと。地図が間違っていなければ、向こうで一日は調べる余裕がある。最後の日にも間に合うはずよ。脱出が上う手まくいくかはユウファ次第。スゥはジルに、今日の夜、決行するように伝えて。それから、もし出来るなら協力して欲しいことがあるから、そのお願いも。ところで、ベオルは今、サーニャ達と一緒にいるのよね？」

「うん。ジルの蟻ぎ倉そうにいるよ」

「じゃあ、ベオルにはそこから一番近い湖の岸で待っているように伝えて。あくまでジルとの繫つながりは勘付かれないようにしないと」

「分かった」

　スゥはイルナが用意した手紙を足でしっかり摑つかみ飛び上がると、暖炉の煙突の中へ姿を消す。動き出したらあっという間だ。休憩する暇もない。スゥが戻って来た時はちゃんと按あん摩まをしてやろうと思う。

　不意に二人きりとなった書庫には静寂が戻り、どうしてか互いに沈黙を破る機会が見つからなかった。しかし相手の様子を覗うかがおうと顔を上げた時、折悪あしく視線がぶつかってしまう。俺はぐっと腹に力を込めて、溜ため込こんだ息を吐き出すように言った。

「……ありがとな」

「……何も、礼を言われることなんてしてないんだけど」

「イルナがちゃんと止めてくれたおかげで、俺はちゃんと考えることができるんだ。なんていうか……多分今の俺に必要なのは、迷うことだと思うんだよ。俺は……昔から迷うことがへたくそで、どうにも単純な方に考えがちだから」

「へたくそなんじゃないわよ。あなたは感覚が鋭すぎるから、一々考えていたら動けなくなるんでしょ。だから、割り切って行動する術を身につけた。それだけのことじゃない」

　何言ってるの、とでも言いたげなイルナの口調に、俺はまた呆あつ気けにとられてしまう。そして、なぜだか沸々と心地よい笑いが身体の底から湧き上がるのを感じた。

「……何がおかしいの？」

「イルナと出会ってからまだ一月も経たっていないのに、お前は俺が十年以上悩んできたことをこんな簡単に見抜けるんだと思ってな。すごいよ」

「……あなたがそんなにはっきり笑うの、初めて見た」

　だって、こんなに気持ちの良いことはないだろう。イルナは俺を導くのが恩返しだと言っていたが、もう既に、与えたもの以上の指針を彼女は俺に示してくれている。

「きっと、俺はイルナみたいな人間をずっと必要としていたんだよ」

　そして俺だけじゃない多くの人間がイルナみたいな人間を必要としていたはずなのだ。彼女のまっすぐな言葉を欲ほつする人間はいつもどこかに隠れている。それはたとえば……夕暮れ時の書庫で誰に助けを求めることも出来なかった一人の少女。

　もっと早くイルナとアルナが出会っていたならば。そんなことは今更考えても意味がないけれど、俺はやはりそう思わずにはいられない。様々に絡からみ合あった感情を上う手まく吐き出せない者にとって、イルナの言葉は救いなのだ。彼女のその率直さが、惑い続ける俺達を後ろから支え、行く先を示す。幼いアルナを救うことだって、彼女だったらできたのかもしれない。

　そんなことを考えていると、イルナはしばらくぽかんと口を開けてこちらを見ていたが、

「……もう少し言葉の重みを考えてから口を動かしなさいよ」

　と不満げに呟つぶやいた。そして、顔を隠すように机に突っ伏してしまう。

「……なんで怒ってるんだ？」

「怒ってないわよ。脱走の決行時間が来るまで眠って体力を回復させるの」

「じゃあ、司書室の寝台を使ったらいいだろ」

「いいの、ここで！」

　頑としてイルナは顔を上げない。

「……顔赤いぞ？　寒いなら、やっぱり寝台を──」

「うるさいっ！　ユウファも黙って休みなさいよっ！」

　やはりお怒りのようだ。これ以上機嫌を損ねられても困るので、俺も黙って目を閉じた。




　──俺はいずれ選ばなければないだろう。誰かの真ま似ね事ごとでもなく、諦めでもなく、俺が真に望むものを。イルナの肩を借りて迷いながら、それでもいつか摑つかみ取とることができるだろう。

　しかし、ふと思う。

　俺が迷いを抜けた傍かたわらで、アルナの想いはどうなるのだろう。

　あの真っ赤に燃え上がる書庫に閉じ込められたまま、そして一本の赤せき刀とうに閉じ込められたまま、彼女は一言の嘆きも漏らせぬまま、永遠に迷い続けるのだろうか──。
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　書庫の扉は赤あか錆さびのついた鉄枠に厚みのある一枚板がはめ込まれている。スゥの報告によれば、外側には巨大な閂かんぬきが二つ。監獄と相違ない堅けん牢ろうさで扉は閉じられているらしい。

　俺は両手を扉に添え、腰を落として前に踏み込む。全身の言げん血けつを凝集し、縦の力道に流す。初め扉は毫ごうも動かず、自分の手首と下か腿たいの腱けんだけがみしみしと悲鳴を漏らした。しかし足裏から床に杭くいのような言げん血けつを通すと、ほんのわずか、ギリッと何かが割ける音。追って扉越しに木が砕け散るのが分かり、扉は大音声と共に床へ倒れた。

「お疲れ様。でも、もう少し静かに開けてほしかったわね」

　イルナは少し笑ってそう言うと、さっと扉を跨またいで外に出る。俺は手足の痺しびれと全身の燃えるような熱で軽口を叩たたく余裕もない。蛇の血は力仕事に向いているとはいえ、増幅させた言げん血けつを持続させることは酷ひどく精神を消耗させるのだ。

「余計な追手が来る前に行くわよ」

　そう言ってイルナは廊下を走り出す。地下道に足元を照らす灯あかりは一つもなく、俺達は司書室の掛布で作った松明たいまつを掲げ、まっすぐ衛兵室へと向かった。ジルの情報によれば、その部屋の一番奥に刀が置いてあるらしい。しかし運の悪いことに、廊下の途中で二人の衛兵に遭遇してしまう。彼らは数瞬の後俺達の正体を理解すると、腰から短剣を抜き放った。

「イルナ、下がってろ」

　言げん血けつを繫つなぎ直し、床を蹴って加速する。衛兵達は斜めに切っ先を向けこちらをねめつけるが、足は震えていた。俺は二足で距離を詰め、片方の間合いに飛び込むと、そのまま鳩尾みぞおちに軽い掌しよう底ていを打ち込んだ。こちらの全身の勢いが乗っていたために、予想以上の力がかかってしまったらしい。相手は地面から足を浮かせたかと思うと、壁に叩たたきつけられた。

　もう一人の衛兵は慌てて剣を突き出してくるが、遅すぎる。片手で手首を捩ねじり上げ、下か腿たいに流した言げん血けつを相手の足に絡からめるようにして蹴り上げると、彼の身体は見事な宙返りをしてどしゃりと床に崩れ落ちた。

「殺してないわよね？」

「さすがにこの程度じゃ死なないだろ」

　……たぶん。いや、殺すつもりは本当にないのだが、あまりに相手が弱すぎてもっと力の加減をしてやるべきだったような気がしないでもない。ただ、とりあえず二人とも息はあるようなので、大丈夫だろう。

　そのまままっすぐ衛兵室に向かうと、そこには大柄の男が二人。机に突っ伏して眠っている。彼らの周囲には沢山の小さな酒さか樽だるが置いてあるが、これもイルナの計画通りだ。ジルに頼み、偵察ついでにちょっとした粉入りの酒を運ばせたらしい。

「体格が大きい割によく効いてるわね。強めにしておいてよかった」

「……お前、なんで催眠薬なんて作れるんだよ」

「本を沢山読んでいるからよ」

　俺が尋ねたのはそういう理由じゃないんだが。しかし、こうやって脱出を進めるにつれ、段々とナサンゴラの自衛能力が不安に思えてきた。こちらとしてはありがたいが、国からの庇ひ護ごもないようなこの街で、どうやって外部からの侵入に対応してきたのだろう。

　俺は部屋の端に立てかけてあった赤せき刀とうを腰帯に挿し、栗くり型がたにしっかりと紐ひもを通す。イルナは近くの棚を漁あさっていたかと思うと、一枚の布をこちらに放り投げてきた。

「自衛団の外がい套とうを羽織っておきましょ。できたら戦闘は避けたいもの」

　寄合所の螺ら旋せん階段に向かう途中、何人かの衛兵とすれ違うが誰も気付かない。階段に着き、足早に上るがここも無事に通過。地上まで辿たどりついてなお、俺達の脱走が気付かれたような気配はなかった。万が一のことを考え、陽動が出来るようにスゥとジルが待機しているのだが、これならば手を煩わせる必要もないだろう。

　寄合所の玄関口には大勢の人間が集まり、小さな声で言葉を交わしていた。凶兆が四日目に至り、人々の不安が募っているのだろう。俺達は人垣に身を投じ、あまり不自然にならない速さで進む。だがいよいよ外が見えたところで、偶然兵士の集団と出くわしてしまった。一人は黒い止まり木を掲げ、そこに空から一羽わの青あお鷹たかが舞い降りる。

　その悠然とした羽ばたきに、俺はつい目を奪われ──

　……しまった。

　議鳥と目が合った。

　緊張が全身を駆け抜けるが、透徹した眼まな差ざしに射抜かれたまま俺はなぜか動くことができない。しかし青あお鷹たかもまた身動きひとつせず、こちらをじっと見つめてくるだけ。

「ほら、早く逃げるわよ！」

　イルナに腕を引かれて俺はようやく視線を外すことができた。兵士達には気付かれなかったらしい。結局、誰に見とがめられることもなく寄合所を抜け出し、細い路地に入る。

「青あお鷹たかと出くわすなんて間が悪いけど、見つからなくってよかったわね」

　小走りで歩きながらイルナがそう呟つぶやくが、俺は間違いなく、青あお鷹たかに気付かれていたはずだと思う。しかし相手は見逃した。……昼山羊の国テテラ＝サテラの議鳥はナサンゴラに直接関わりがないとはいえ、なぜ俺達を捕まえようとしなかったのだろう。

　脳裏に焼き付いた青あお鷹たかの眼まな差ざしと違和感を振り払い、俺は足を速める。とにかく上う手まく逃げ出すことが出来たのだ。ここから、俺達は休むことなく移動を続けなければならない。




　月明かりを背に受けながら、俺達はナサンゴラを抜け出し湖岸に沿って坑道を目指した。途中、スゥも無事合流して俺の肩に留まる。

「何事もなくてよかったな。ジルは大丈夫か？」

「うん。酒場で待機していたから人の目もあったし、余計な疑いはかからないと思う」

　スゥは上空から俺達の様子を見守ってくれていたのだが、さすがに飛び疲れてしまったのか、俺の頭の上に移動するとくぅくぅと寝息を立てはじめる。……別にかまいはしないのだが、この揺れでよくぞ寝ていられるものだ。

　しばらくすると、湖岸に一頭の白い犬の姿が見えた。月明かりに豊かな毛並みが晶しよう々しようと輝き、静かな眼まな差ざしがこちらを待ち受けている。しかしその隣には小さな人影が一つ。サーニャがベオルにしがみつくようにして、俺達を待っていた。

　傍そばまでやってくると、彼女は背中に背負っていた皮袋を取り出し、

「これ、お母さんが持っていくようにって。食べ物が入ってるよ」

　と荷物を渡してくれる。どうやら、また一つ母娘に世話をかけてしまったらしい。だが、これでかなり道中が楽になる。貰もらえるものは貰もらっておかなければ。

　それからサーニャは坑道の方へ向かって歩き出したのだが、イルナは慌てて尋ねる。

「サーニャ、もしかしてあなたも一緒に付いてくるつもり？」

「坑道までは案内してあげなさいって、お母さんに言われたもん」

「それは駄目よ……」

　イルナは腰を落とし、「どうして？」と首を傾かしげるサーニャを見つめる。

「気持ちは嬉うれしいわ。でもサーニャは早く蟻ぎ倉そうに戻るのよ。あたし達と一緒にいると、悪者扱いされちゃうんだから」

「……だって、イルちゃん達は悪い人じゃないってお母さんが言ってたよ？　他の人はイルちゃん達が悪いことしたから、よくないことが起きるんだって言ってるけど……でも、お母さんはそんなことないって」

「そうね。ナサンゴラに悪いことはしてないわ。でも、あたし達は脱走してきたんだもの。それはいけないことなのよ。サーニャだってじっとしていなきゃいけないのに、勝手に抜け出したら、お母さんに怒られるでしょ？　決まりを破ることはいけないこと。だから、やっぱりあたし達は悪い人よ。サーニャは一緒にいちゃ駄目」

　イルナが帰るように促すも、サーニャはなぜか目を伏せて動こうとしなかった。そして、不意に顔を上げるとこう尋ねてくる。

「ねえ……………………ナサンゴラはなくなっちゃうの？」

　少女の瞳は月明かりの下、不安げに揺れていた。

「……皆ね、ナサンゴラは終わりだって言ってるの。毎日毎日沢山氷が浮かんできて、もう駄目なんだーって。墓守様が怒ったんだーって。……でも、終わりってなあに？　サーニャとお母さんはどうなるの？　それに、イルちゃん達もいなくなっちゃうんでしょ？　さよなら、しないといけないんでしょ？」

　サーニャのか細い声が夜の湖岸に微かすかに消えていく。ベオルはゆっくりとサーニャの隣にやってくると、その鼻を彼女の頰ほおに軽くこすり付けた。まるで、大丈夫だ、と語りかけるかのようにベオルの瞳は穏やかだ。

「……あたし達とさよならするのは、まだ先のことよ」

　イルナは揺らぐことのない声音でサーニャに答える。

「いい、サーニャ。お母さんと会ったら、街の外に二人で隠れているように言って。あたし達は絶対に帰ってくるから。……戻って来た時、ナサンゴラのために何が出来るかは分からないけれど、とにかく、今、この瞬間はさよならの時じゃないわ」

「また会える？」

「会えるわよ。その時はまた、好きなだけベオルと遊んであげて」

　サーニャの顔に少しだけ明るさが戻ってくる。そして彼女は最後にもう一度ベオルの顔をぎゅっと抱きしめると、「またね」と呟つぶやき、蟻ぎ倉そうへ帰っていった。

　俺とイルナがベオルの背中に乗ると、彼は何を言われるまでもなく坑道に向かって走り始める。麓を駆けのぼり、そのまま洞穴に突き進んだ。サーニャが用意してくれていた釣燈とう火かがあるとはいえ、坑道は暗く、冷気に満ちている。イルナは分かれ道が来るたびにベオルに方向を告げていたが、俺からすると、もはや自分がどこに向かって進んでいるのかさえ分からない。坑道はほとんど道に変化がないため、移動の実感が湧かないのだ。間違いなくナサンゴラでは期限が迫ってきているというのに、まるで時の止まった真夜中を彷徨さまようようで、もどかしい思いが募っていった。

　ベオルが速度を落とさず走り続けているため、俺は前に座るイルナにしがみつかざるを得なかった。服越しに彼女の体温を感じながら、俺は初めて彼女と会った時のことを思い出す。一緒の犬に乗り、身体が少しでも触れるとそれだけで激怒していた彼女が、今は腰に手を回されても何一つ文句を言わない。指先からは、彼女の心臓が全身にどくどくと鼓動を響かせているのが伝わってくる。すると、突然イルナが口を開いた。

「……あたし達って、いつも逃げてばかりよね」

「どうしたんだよ、急に」

「なんだか、ユウファ達と初めて会った時のことを思い出しちゃって。あの時だって、誰かもわからない相手に狙われて逃げてたわけじゃない？」

　イルナも思い出した状況は同じだったと言うことか。

「でも今回は逃げてるわけじゃないだろ。逃げたふりをしているだけだ」

「まあね。でも脱走なんていう人の恨みを買うようなことまでして、他人を助けようとしてるのよ？　相変わらず不運って言うか、物好きって言うか」

「旅に危険はつきものじゃないのか？」

「……あたしはこんなに大変な旅を望んでいるわけじゃないわよ。それに……いつかは自分の好きな場所を見つけて、留まりたいとも思ってる」

「安住の地か」

「そうね。ずっとそこにいても落ち着いて暮らせるような、そういう場所。ユウファは？　赤レ燕ポのル国ガに帰りたくないの？」

「俺が帰りたい赤レ燕ポのル国ガはもうなくなったよ」

　漠然と、夕ゆう陽ひに浸る書庫の光景を思い出す。それはすでに失われた未来として、刀に封じ込められた取り戻しようのない記憶として、俺の中に刻まれている。あの書庫に必要不可欠な笑顔を、俺はもう見ることができない。ゆえに、安住の地はもう──

「──じゃあ作るしかないわね」

「は？」

「帰りたいと思うような国を、作るしかないってこと。全く同じものを作ることはできなくても、同じくらい大切なものを作ることはできるわ」

「……俺が建国するのかよ」

「民と土地があれば国は立つ。そうね。もしユウファがとてもいい国を作ってくれたら、あたしが最初の国民になってあげてもいいわよ。勿もち論ろん、特別待遇でね」

「イルナを満足させるためには、最低でも書庫が立てられるくらいの土地が必要だな」

「そうよ。図書館一つくらい、あたしの家として建ててくれないと」

　随分贅ぜい沢たくな要求をする国民だ。……しかし、結局書庫になるのか。不思議な因果に思わずくすりと笑ってしまう。俺は書庫で生活したいと思う少女に、何かと縁があるらしい。

「しかし二人じゃ国として寂しいな」

「そうね。だから、あたし達たちみたいな人が集まる場所を作ればいいんじゃない？」

「嫌われ者のための国か？」

「亡命者のための国よ」

　……もはや帰るべき場所がない人間達のために。それは、まあ、悪くないかもしれない。

　俺はイルナの背中を見つめながら、果たして彼女が帰りたいと思う場所はどういうところだろうかと考える。

　亡命者のための国。

　俺が帰りたいと思うような国。

　そこではきっと、アルナも笑って過ごせたはずの、そういう国。




　　　　□　□　□




　途中小さな休息を挟みながらも、俺達は眠ることもなく移動を続けた。とはいえ、常に走っていたのはベオルだ。道案内をするイルナは別としても俺はただ運ばれているばかりで申し訳ない。不思議なことに、はぐれ鳥の森へと至る坑道の途中には言げん血けつの泉が全くなかった。ジルと共にナサンゴラへ向かった時は十分すぎる程に広場があり、いくらでも泉で休憩することができたのだ。だが、重要な通商路であったはずのはぐれ鳥の森への道には、一つとして休める場所がない。おそらくサーニャから受け取った食料がなければ、ベオルは途中で足を止めざるを得なかっただろう。

　そしていつからか、道案内をするイルナの声に迷いが表れるようになる。まさかイルナに限って道順を忘れたなどということはありえないはずだが、遂ついには分かれ道の前に来ても黙り込んだままになってしまった。

「どうしたんだよ。地図は持ってきたんだから、自信がないなら確認すればいいだろ」

　……まあ、今どこにいるか分かれば、の話だが。

「そうじゃないの。別に道を間違えたつもりもないし、忘れたわけでもないんだけど……」

　イルナが口籠り、ベオルも首をひねって訝いぶかしげな視線を投げかけている。

「なんだか、地図と坑道の形が合っていないような気がするの。正確に距離を測っているわけじゃないから、勘違いかもしれないけれど、方向が間違っているっていうか……」

「……でも、進むしかないだろ。今更地図が不正確だって言われても、俺達は信じるしかないんだから」

「……そう……よね」

　イルナは一応頷うなずき、移動は再開されるが、それでも違和感は拭えないようだった。実際、彼女の話を聞いてから自分でも意識してみると、確かに坑道は弧を描き、どんどんと右に傾いているように感じる。言げん血けつの泉がないことといい、やはり変だ。しかし先に何が待ち受けていようとも、進むしかない。俺達ははぐれ鳥の森を目指し、ひたすらに前進を続けた。

　そしてナサンゴラを出てから丸一日が経たった頃、視界の前方に小さな光が見えてくる。微かすかな不安を覚えながらも、俺はとりあえず坑道を脱することができたことに安あん堵どした。しかし、白々とした眩まばゆい光に目が慣れ、外界の風景がはっきりと認識できるようになったとき、俺達は皆一様に言葉を失った。

「──どういうこと……？」

　イルナは思わず口を押さえて首を振る。




　──はぐれ鳥の森。

　そこにあったのは森ではなかった。いや、外ですらなかったのだ。

「ここって、アフカ山脈の向こう側なんじゃないのか？　どうしてこんな……」

　あったのは、一つの洞窟。あまりに巨大な地下都市だった。天井には太陽を模した巨大な光球が輝き、街と湖と森に溢あふれんばかりの光を注いでいる。岩盤に覆われた空を除いて、地上にあるはずのものが全て、世界を切り取ってきたかのように、揃そろっている。

　そして、さらに奇妙なことは、

「ナサンゴラと瓜うり二ふたつじゃないか……？」

　湖の形も、それを巨大な壁によって隔てる街の構造も、驚くほどナサンゴラと似通っている。坑道の出口の位置すら、俺達が初めてナサンゴラを眺めた小高い丘の上と同じ。

　街の周縁部には見覚えのある牧場や畑が広がっており、街へ近づくほどその相似の印象は強まっていく。だが街の中心に聳そびえ立たつ巨大な塔だけが、強烈な違和として目に映った。

「……ナサンゴラにそっくりの街、なんて信じられないけど……そもそもはぐれ鳥の森って、鳥のための場所じゃないの？　どうして人間の街が、しかもこんな地下にあるのよ」

　イルナの問いにスゥは小首を傾かしげる。

「ボクも噂うわさでしか聞いたことがないから……昔からある鳥の国って言うだけで……」

　しかし議論していても仕方ない。実際に目で見て確かめればわかることだ。俺達はとにかく街の方へと向かうことにしたのだが、ふとイルナが思い立ち、道をそれる。向かった先はジルの蟻ぎ倉そう。正確にはナサンゴラにおいて蟻ぎ倉そうがあった場所に向かったのだ。

　そして、まさか、というのか、やはり、というのか。

「……どうなってるのかしら。これ、本当に、ナサンゴラってことじゃない」

　果たして、そこに蟻ぎ倉そうはあったのだ。経年にさらされ毀こぼれた壁の表面が似ているだけではない。俺の記憶力でも分かる。木が腐りジルが軽く引っ張っただけで壊れた蟻ぎ倉そうの扉、取っ手だけ外れてしまったあの扉が、寸分の狂いもなくそこにあった。

　間違いなく、ここはナサンゴラなのだ。もはやそれを認めざるを得ない。

　蟻ぎ倉そうはからっぽで、母娘の姿も蟻ありの姿もなかったため、俺達は街へ再び足を向けた。それにしても、外がい門もんをくぐってすぐに広がる店の並び、行き交う人々の雰囲気、何もかもがナサンゴラのそれと合致する。ましてやイルナは猫の血だ。彼女の記憶と今俺達が見ているものは悍おぞましい程に重なって見えているのだろう。頭では別の街にやってきたと思っているのに、目に飛び込んでくるものは既に見知った光景なのだ。実に気持ちが悪い。

　そして街を歩いていて、もう一つ気になることが。

「妙だな」

「……何が？　もう十分妙な状況だと思うけど……」

「いや、ここがどこだったとしても……どうして皆、俺達の存在に気付かない？」

　まるでぽっかりと俺おれ達たちを取り囲む穴があるかのように、行き交う人々は自然な動きで俺達を避け、通り過ぎてゆく。ナサンゴラであれば、俺達は脱獄者なのだから間違いなく騒ぎが起きるはずだ。そうでなくとも、ベオルの巨体があったら必ず人の注目を浴びる。それなのに、俺達に向かって視線が止まることは一切ない。こちらを向いていることがあっても、その眼まな差ざしは俺達の向こう側を見ているにすぎない。

「世界からはぐれているのは、あたし達の方ってこと？　幻を見ているのか、あたし達が幻になっているのか、どっちかしらね」

　イルナは冗談めかして言うが、その笑みに余裕はない。この状況に理解が追いついていないのは彼女も同じなのだ。近くを通った女性に歩み寄り、イルナは軽くその肩を叩たたいた。

「え、はい……って、あれ？」

　女性は振りかえり、それから首を傾かしげる。……目の前にイルナがいるにもかかわらず、まるで何も見えていないかのように周囲をきょろきょろと見回したのだ。イルナは俺達の方へ戻ってくると、突然俺の頰ほおを引っ張り、ぐにょんと伸ばす。

「……痛い」

「あたしのこと、ちゃんと見えてるわよね」

「あたりまえだろ。さっきから会話してる」

「……じゃあ、あれはどういうことよ……もう意味が分からない。あまりに異常すぎて、全然頭が回らないんだけど」

「頭で考えても駄目なら、身体を使うしかないな」

「……そうね。まずは、この街をよく観察しないと」

　俺達は延々と連なる階段を下り、中心街へと向かった。街中で交わされている会話に耳を傾けてみても、墓守様の凶兆や寄合所から逃げ出した二人の罪人の話など、この街がナサンゴラではないと考える方が難しい。そして寄合所の近くを通った時、俺はふと裏通りの陰で小さく足を抱えてうずくまる一人の少女を見かけた。

「サーニャ……」

　近づいて声をかけようとすると、丁度寄合所から一人の男がやってくる。何か縋すがるような表情で、サーニャは男に向かって尋ねた。

「あの……お母さんは……」

「残念だけど今は会えないよ。君のお母さんの処遇は、長老達が議論しているところだ」

「……お母さん、どうなっちゃうんですか？」

「彼女は罪人の脱出に手を貸した可能性が高いからね。まだはっきりとした証拠が出てきたわけじゃないけれど、とても疑われている。当分は家に帰れないと思うよ。君は可哀かわい想そうだと思うけど、どうしようもない」

　サーニャの瞳にぐっと涙がせり上がる。男の方は泣かれたら困ると思ったのか、脇に抱えていた包みを渡し、口早に言う。

「しばらくはこれでも食べて、お家うちで待っていなさい。もし困ったことがあったら、周囲の人に言うんだ」

　そして、彼はどこか後ろめたそうにサーニャの下を離れていった。サーニャは包みを抱きしめると、その場にしゃがみこんでしまう。彼女は俯うつむき、肩を震わせた。地面に涙が落ちて、小さな染しみができる。サーニャは必死に手で涙を拭い、嗚お咽えつをこらえるが、それでもまた涙が溢あふれて、染しみはどんどん増えていく。いつも明るい笑顔を見せる彼女だからこそ、不安と孤独に押し潰つぶされそうな今の姿は俺の胸を異様に締めつけた。

「…………お母さぁん……」

　絞り出すようなその呼びかけに、今すぐにでも声をかけてやりたかった。一人で涙をこらえるサーニャは、どうしてもアルナの姿が重なって見える。……だが、今の俺は何もできない。彼女に俺の声は聞こえないだろう。またしても、届かないのだ。少女一人に苦痛を背負わせたまま、その傍そばで立ち尽くすことしかできない。そのふがいなさに腹が立ち、俺は拳を強く握り締める。

「……ユウファ」

　イルナが隣に来て、そっと手に触れてくる。

「まだ全てが終わったわけじゃないわ。今からでもジルとサーニャを助けることはできる」

「……ああ」

　そうだ。まだ終わってない。この少女を救うために俺はナサンゴラを出たのだ。そして、たとえこの街がどれほどナサンゴラに似ていようと、あのナサンゴラとは何かが違う。後戻りしたわけではない。俺達は確実に、別の場所へ近づいている。

　後ろ髪を引かれながらもサーニャに背を向けようとした時、不意にぞわりと悪お寒かんが走った。

　敵意の匂い。

　誰も俺達を見ることなどできないはずなのに、どこからか敵意を向けられている。

　刀を抜き、イルナを背にして視線を走らせる。

「どうしたの、急に」

　イルナに尋ねられても、答える余裕がない。何かが急速に近づいてきているのだ。しかも、刻一刻とそれが膨らみ、大きくなっていくのが分かる。

　そして、うなじを刺すほどに敵意の言げん血けつが濃密になったその時、それが視界に現れた。




　──蟻ありだ。




　広場に通じる道を塞ぐようにして、大量の蟻ありがこちらに押し寄せてくる。しかも四方八方、俺達を取り囲むような配置。逃げる暇もなく追い詰められてしまった。

「……こいつら、あたし達が見えてるの？　あたし達は幻だったんじゃないの？」

　当惑を隠せないイルナの言葉。ここまで全く人間に感知されなかったのに、蟻ありには俺達が見えているらしい。だが驚いているのは俺達だけではない。周囲に居合わせた人々もまた、突然現れた蟻ありの大軍に逃げ惑っている。サーニャも異変に気付き、涙に腫はらした目を上げて辺りを見回した。街の人間も与あずかり知らない何者かが、蟻ありを操り俺達を襲おうとしているのだ。

　徐々に包囲網は俺達との距離を詰めていった。虫とはいえスゥの力も蟻ありには通用しない。このままだと蟻ありの群れに潰される──そう思った矢先、早速一匹の蟻ありが襲い掛かってきた。

　単体はそれほど恐ろしくはない。赤せき刀とうで軽く切り上げると、多量の白い体液をまき散らし、息絶える。他の人間達たちは突然蟻ありが空中で弾はじけたように見えたのだろう。いくつかの悲鳴が聞こえるが、構っている余裕はない。一匹の蟻ありの死を嚆こう矢しに、次々と蟻ありが襲いかかってくる。ベオルは強烈な蹴りや顎で蟻あり達を薙なぎ伏せ、俺も負けじと蟻ありを斬り殺し、忽たちまち蟻ありの死骸が積み上がった。だが、俺は不意に太刀筋が狂うのを感じる。
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「……？」

　赤せき刀とうと結んでいた言げん血けつが歪ゆがむ。寸前まで俺の思うままに動いていた刀が、ほんのわずかに揺らいでいる。多少のぶれなど蟻ありの両断に大した影響は与えないが、燕えん舞ぶの使い手として太た刀ち筋すじの乱れは酷ひどく気に障さわる。十全に、瑕か疵しなく舞えてこそ燕えん舞ぶ。たとえ小さなささくれでも、集中を大きく搔かき乱みだすのだ。しかも今、自分の言げん血けつが乱れているわけではない。一体これはどういうことなのか。

　蟻ありを斬るに従って言げん血けつの歪ゆがみは大きくなった。そして、一ひと際きわ大きな蟻ありを水平に斬り分けた時、力が暴発する。

「──っ！」

　アルナだ。何かアルナの言げん血けつに狂いが生じている。まるで師匠と刃を交えた時のように、激情の奔流が俺に流れ込む。連結を断たぬよう必死で言げん血けつを添わせるが、まるで解き放たれた獣のようにアルナの言げん血けつは乱れる。とうとう切っ先が震える程にまで歪ゆがみは膨れ上がり、俺は思わず拘束する言げん血けつを強めてしまった。その瞬間──断線。

　赤せき刀とうに力道が通らず、がくりと腕が下がる。そしてその隙を突くように、一匹の蟻ありがイルナに襲い掛かった。

「きゃっ」

　何とか袈け裟さ切りを間に合わせたものの、蟻ありの返り血がべっとりとイルナにかかってしまう。彼女はとっさに手で顔を覆い直撃を避けたが、腕を下ろし、こちらを見た瞬間愕がく然ぜんとした。

「……ユウファ？」

　彼女は俺が刀を振っていることも構わず、手を伸ばしてくる。

「お、おい、あまり近づくなよ」

「……ユウファ？　ねえ、どこにいるの？」

「イルナ、冗談だろ、まさか……」

　彼女は、見て愕がく然ぜんとしたのではなかった。見えなくて愕がく然ぜんとしたのだ。

　言げん血けつが切れたまま赤せき刀とうを振るい、蟻ありをまた一匹串刺しにする。背後から近づいてきたやつを蹴り飛ばし、波が収まった瞬間にイルナの肩に触れると、彼女はびくりと震えた。

「……そこにいるのね？　これ、ユウファの手よね……？　あたし、あなたの姿がまったく見えないし、たぶん声も聞こえなくなってる……」

　彼女は不安そうに俺の手を摑つかむ。出来る限り優しく彼女の手を握り返すと、

「……ユウファよね？　……そうなのよね？」

　と祈るような声を漏らした。俺はただ手を放さずにいることしかできない。

「──イルちゃんとベオちゃん？」

　すぐ近くから聞こえたのは、サーニャの声。彼女は蟻ありの波の中に立ち尽くしこちらを呆ぼう然ぜんと見つめている。……イルナは向こう側に行ったのだ。サーニャと同じで、俺のことを見ることも聞くこともできない、向こう側の人間。そして、それがあの蟻ありの体液を原因とするのならば、蟻ありを嚙かみ砕くだき、爪で引き裂いているベオルも既に向こう側だろう。俺の手を摑つかんで少し冷静さを取り戻したのか、イルナが素早く状況を告げる。

「……あたし、ユウファは見えないけどベオルは見えるわ。サーニャとか他の人にも姿が見えるようになったみたい。それから……塔が見えなくなって、空が現れた」

　だとするならば、ここはやはりナサンゴラだったということだ。俺達はナサンゴラを出発して、坑道を延々と巡った挙句、同じ街に帰ってきたのだ。

　そしてこの透明化に関して考えられる唯一の原因は坑道の言げん血けつを一度も飲まなかったこと。……おそらく蟻ありの体液と同じものが、坑道に流れている。坑道の言げん血けつを摂取していたために、初めてここを訪れた時はナサンゴラを山の上の街だと錯覚したのだ。

　俺達がジルに導かれナサンゴラに足を踏み入れたあの瞬間から、空はなかった。俺おれ達たちは巨大な岩盤を見上げ、そこに幻の空を見み出いだしていただけ。そしてつまり、はぐれ鳥の森はナサンゴラだったのではないか。理由は分からない。だが俺達の前にあるこの現実は全て、それを証あかし立てている。

　ただし、ここで蟻ありの言げん血けつを浴びればまた元通り。ナサンゴラの謎への鍵が失われてしまう。この際、赤せき刀とうの問題は後回しだ。今はとにかくこの場を切り抜けることが先決だろう。

　俺は近くに来た蟻ありを再び蹴り飛ばすと刀を収める。そして近くをおろおろと飛び回っていたスゥに向かって叫んだ。

「俺はこれから塔に向かう！　スゥは蟻ありの言げん血けつに触れてベオルに逃げるよう伝えてくれ！」

「……イルナは？」

「連れて行く。俺が抱きかかえて走るから、覚悟しておくように言ってくれるか？」

「わかった」

　スゥは近くの蟻ありの死骸に触れ、白い言げん血けつに身体を浸す。するとイルナの視線が即座にスゥへ向いた。スゥはイルナに向かって簡潔に告げる。

「……ユウファが塔に行くって。イルナも連れて行かれるから、我慢してね」

「え……それってつまり……ひやあっ！」

　会話の途中で悪いが、俺はイルナを両腕に抱えた。おそらく彼女にとっては宙に浮いたまま運ばれることになる。心臓に悪いだろうが我慢してもらうしかない。俺だけ塔に行ったのでは、意味がないのだ。ナサンゴラの歴史を知っているのはイルナなのだから。

　イルナは恐る恐る手を伸ばし、俺の胸、鎖骨、肩を撫なで、首を見つける。そしてしっかりと腕を回し、しがみついてきた。

「……走って大丈夫よ」

　そう言う彼女はぐっと目をつぶっている。まあ、その方が安心できるだろう。透明な人間に運ばれるなど、考えるだけでも頭がおかしくなる話だ。

　言げん血けつを膂りよ力りよくに流し、地を蹴る。蟻ありのいない地面に着地して、もう一度。捕まらぬよう急がなければならないが、下手に踏み潰して言げん血けつを浴びたら元も子もない。俺は慎重に足場を見極め、広場を抜け出す。背後では人々の悲鳴。ベオルが動き出したのだろう。俺は脇目もふらず街路をひた走り、蟻ありの追走を逃れる。時折どこから呼ばれたのか、数匹の蟻ありが街路から飛び出し、俺に襲い掛かってきた。視覚ではなくこちらの言げん血けつの匂いにでも反応しているのだろう。恐ろしいくらいに的確な襲撃が続き、俺はイルナを落とさぬように紙一重で避けるしかない。

　そして、大広場にやってくるとイルナも目を開け、塔の方を見つめるが、

「……あたしには、鉄柵しか見えないんだけど」

　俺の目には天の岩盤を指して屹きつ立りつする一本の尖せん塔とうが映っている。巨大な門が見えるが、固く閉ざされていて開ける余裕はないだろう。後ろには洪水のごとく押し寄せる蟻ありの群れ。もう迷っている暇はない。俺は外がい套とうの中にイルナを包みこむと、鉄柵を足場に思いきり跳躍し、塔の高窓に向かって飛び込んだ。

　さすがに窓枠の位置で着地するような器用な真ま似ねは出来ない。肩から窓に突っ込み、硝子がらすを叩たたき割わると、そのまま着地。頰に幾筋かぴりっとした痛みが走る。剝むき出だしになっていた顔に硝子がらすの破片が突き刺さったらしい。足首にも少し刺さってしまった。イルナを下ろし、さっさと破片を抜き取ろうとするが、彼女は胸にしがみついたまま離れない。目を開けるのが怖いのか、瞼まぶたを固く閉ざしている。

「い、今、何したの？　あたし達たち塔の中にいるのよね？」

　……怪け我がより先にこっちをどうにかしなければ。初めてナサンゴラを訪れた時、俺達は既に幻覚の影響下にあった。だが一日言げん血けつを取り入れなかっただけでそれは解消したのだ。おそらく調ちよう伏ぶくすればナサンゴラの言げん血けつを吐き出させることも可能だろう。

　イルナのうなじを摑つかむ。彼女はびくりと震えるが、口を開く前に俺は言げん血けつを流し込んだ。




　──幻覚を見せる言げん血けつとイルナ自身の言げん血けつとは絡からみ付ついているが、溶け合ってはいない。結局、外部から無理やり感覚に干渉しているにすぎないのだ。俺はイルナの言げん血けつと接触し、増幅した言げん血けつを流し込む。かつて程の抵抗はない。熱を持った何かが心臓を貫くが、意識は保っていられる。イルナもまたこちらの言げん血けつの接触を感じたのだろう。彼女は痛みに耐えるようにぐっと身体を強こわ張ばらせた。

　言げん血けつを繫つなげたせいで眩暈めまいが起き、視界に火花が飛ぶ。だが彼女の首から手を放すと、イルナはまっすぐ俺を見つめ、抱きついてきた。

「ユウファっ！」

　イルナは何か確かめるように俺の胴体をぐっと抱きしめる。

「……見えるようになったのか？」

「うん……見える……地面も、壁も皆見える……ありがと……」

「ならよかった。けど、ちょっと放してくれ。硝子がらすの破片を取りたいんだよ」

　イルナは俺の言葉に一瞬顔を赤らめると距離を置く。まあ、いきなり目の前の人間が見えなくなったのだ。彼女もそれだけ不安だったのだろう。しかし言げん血けつを押し出せば幻覚が解けることも分かった。おそらく摂取している量にも関わるだろうが、お互いが見えなくなったとしてもまた調ちよう伏ぶくを行えばいいのだ。

　硝子がらすによる傷も大したことはなく、蟻ありが塔に入ってくる気配もない。ようやく周囲を眺める余裕が生まれるが、塔の内部は何とも殺風景な空間だった。円形の廊下とその中心にある螺ら旋せん階段。階の一つ一つが部屋なのだろう。俺達が飛び込んだ一階は応接間と玄関が一体となっている。王宮の玄関口によく似た雰囲気だが、人のいる気配は一切ない。上品ながらも古めかしい調度品は皆うっすらと埃ほこりを被かぶっていた。

　イルナも周囲を訝いぶかしげな表情で見つめ、首をかしげた。

「何も特別なものはないわよね？　一体どういう仕組みなのかしら……」

「言げん血けつの幻じゃないのか？　街に住む人間全員に幻覚を見せ続けるってことだろ」

「それはそうなんだけど……あたしがマジス＝バランで飲まされた拷問の血、覚えてる？　……とんでもない痛みとか逆にすごい快楽とか、そういう言げん血けつを集めることは単純なの。悦薬、って聞いたことあるでしょ。摂取すると天にも昇る気持ちになれる薬」

　勿もち論ろん知っている。士官の中には軽い悦薬を持ち歩いている者も少なくなかった。言げん血けつの仕組みとしては兵士が行う自己暗示とよく似ているのだ。恐怖心を取り除くため、薬を飲んで強制的に興奮状態になる。言げん血けつの扱いが苦手な者がよくとる方法だ。

「でも、感情にかかわらず何かを隠すための言げん血けつなんて聞いたことないわ。しかも無理やり見えなくするだけじゃなくて、違和感を持たずに世界を認識できるよう、意識の部分まで干渉してる。それこそ、街の人が自然と私達を避けていたみたいに。こんな高度なもの人間じゃ絶対に作れない……」




「──そうだ、人間が作ったものではない」




　突然、低い壮年の男の声が部屋に響く。視線を走らせると、階段の近くの止まり木に一羽わの鳥。くすんだ灰青色の鷹たか。昼山羊の国テテラ＝サテラの議鳥、ヤルチオスカだ。俺はとりあえず刀に手を伸ばそうとするが、彼はそれを冷ややかな声で制する。

「戦う気はない。ここにいるのは私だけだ。お前達をどうこうするほどの力はない」

「でも、外の蟻ありはお前が操ったんじゃないのか」

「蟻ありが鳥の言うことを聞かないことは知っているだろう。私には関係ない。ナサンゴラがそう望んでいるにすぎん」

　……ナサンゴラが、望む？

「その説明はしてやる。ここまで辿たどりついた以上、お前達もこの街について知りたいことがあるのだろう。付いてくるがいい」

　ヤルチオスカは素っ気なくそう言い放つと上の階へと昇って行ってしまう。イルナは不審そうにその背中を見送った後、「どうする？」と尋ねてきた。

「……どうするって言っても、付いていくしかないだろ。俺だってあいつが敵じゃないと確信できるわけじゃないが……」

　ただ、蟻あり飼いの寄合所から抜け出す際、俺はヤルチオスカに見逃されている。もし何か仕掛けるのであれば、あの時俺達の存在を周囲に告げていてもおかしくなかったはずだ。

　俺達は周囲を警戒しつつ、螺ら旋せん階段の方へと向かった。建物の内部には至る所に鳥が止まれるような横木が突き出ており、ヤルチオスカはそこを飛び移っては俺達を先導する。やがて五階まで来ると、彼は部屋の方に入った。中は何とも奇妙な造り。一つの階全てが書庫となり、壁にはずらりと本が並べられている。ところどころ壁から突き出した棒の先に書見台が置かれ、そこにも本が何冊も開かれて置かれていた。まるで鳥達のために作られた書庫のようだ。

　ヤルチオスカは窓まど際ぎわに設置された豪ごう奢しやな止まり木の上で待っていた。改めてその身体を見ると声の割に随分年老いた印象も受ける。翼のいくらかは傷つき、羽も抜け落ちていた。

「……何から聞きたい」
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　ヤルチオスカはまるで教師でも務めるような態度でこちらの質問を促す。イルナはその態度に納得がいかなかったのだろう。最初の問いはこうだった。

「あなたが何者か。どうしてあたし達に何かを教えようとしているのか。そこからよ」

「外の世界ではヤルチオスカ。昼山羊の国テテラ＝サテラから派遣された議鳥の一羽わだ。だが、ここではフェムガン。フェムガンアルヘンと言う。王族の教育係だ」

「二つ名前があるってどういうこと……？　それに、王族って」

「ナサンゴラの王族だ。数百年前の話だがな。私もここで暮らして数百年になる。もはや正確な年数など忘れてしまった。時折、お前達のようにこの街へ紛れ込み、この塔の存在に気付く者がいる。今となっては、そういった者への教育係をしているわけだ。……そうだな。お前達が、百二十五番目だ。仮にナサンゴラを訪れてもこの塔に気付かず街を去る者はもっと多い。お前達程若くしてここを訪れたのは、珍しいが」

「ちょ、ちょっと待って。あたし達は蟻あり飼いの寄合所でもあなたを見たわ。その時は間違いなく議鳥として扱われていたけれど、それは皆を騙だましているってこと？」

「騙だましてなどいない。そういうことになっているのだ。私はヤルチオスカであり、また同時にフェムガンでもある」

　さっぱり意味が分からない。イルナも険しい表情で詰きつ問もんする。

「……さっきから、外の世界、外の世界、って一体なんなのよ」

「お前達が見た世界そのままのことだ。ナサンゴラ。《翼よく人じんの墓》と呼ばれる小さな山中の街。偽りの空と偽りの太陽を頭上に戴いただき、塔を失った街のことだ。その街では、ありとあらゆるものが己の役割を果たし、行動する。お前達もこの街の言げん血けつが特殊だということには気づいているだろう。これが幻覚を見せる類いのものだということも」

「役割って……だって、皆それぞれ生きているじゃない。何も住人全員がぐるになって、お芝居をしていたわけじゃないでしょ？」

「……お芝居、か。いや、お芝居に過ぎまい。問題は役者自身が、自らが役者であることを忘れているだけのこと。役者たちが従う脚本に、お前は役者ではない、と書かれているから、皆この街が芝居だということを忘れている。そういう世界になっているのだ」

「……言葉遊びに付き合っている暇はないのよ。役者はどんなに役になり切ろうとも、本物にはなれないわ。どれだけ本物になろうとしても、結局本物にはなれないことが役者である条件なんだから。どんな悲劇でも、舞台の上で役者は死なない」

「それは脚本の問題だろう。幸いなことに、この世には二つの脚本がある。一つは紙の上に書かれた脚本だ。もう一つは……言わずもがなだろう」

　──言げん血けつ。

　青あお鷹たかは気だるげな溜ため息いきを漏らし、それから止まり木に絡からみ付つくようにして取り付けられた水煙草を吸った。彼はゆっくりと紫煙を吐き出し、周囲には妙に気の重くなる甘い匂いが立ち込める。

「……この街、いや正確にはこの山脈。ナサンゴラを覆うようにして巡る言げん血けつの循環がある。これはある意味、言血の脚本なのだ。上演時間は一年。始まりから終わりまで、街に住むすべての人間に配役を与える長大な劇。この街はそれを延々と繰り返している」

　言げん血けつはものの性質が記されたものだ。確かにそれを言葉としてたとえることはできる。だが、言げん血けつは運命ではない。人間を決まった通りに動かすような、そういう命令ではない。すると、フェムガンは俺の考えを見抜いたかのように嘲笑を浮かべて言う。

「だが、調ちよう伏ぶくとは他者の言げん血けつへの命令ではないのか？　自己暗示とは、自分への言げん血けつの命令ではないのか？　街全体を包括する言げん血けつの命令があって何がおかしい」

「調ちよう伏ぶくも自己暗示も変えることが出来るのは言げん血けつの分脈だろう。それはいつ死ぬとか、どう行動するとか、未来を決めることはできない」

「だが人間の行動など、細かな現在の選択が積み重なったものに過ぎぬ。そしてその選択に常に働きかけることは、即すなわち未来を決めることと言っていいだろう」

「……」

「脚本には、当然即興の余地もある。故に、誰がいつ、どんなものを食べようが、そんなことは言げん血けつとは関係のないことだ。問題は物語の筋を壊さないこと。もしも筋が乱れるようなことがあれば、すぐに修正を行うこと。それが肝要なのだ」

　フェムガンの口から漏れ出た煙はゆっくりと天井へと昇り、大きな渦を巻きながら薄らいでゆく。彼は淡々と説明をしながらも、まるでそれは些さ事じであると言わんばかりに煙の動きを眺めていた。

「……あたし達が蟻ありに襲われたのも、凶兆で妙な疑いをかけられたのも、言げん血けつの脚本通りだってこと？　余よ所そ者ものは排除するっていう、そういう筋書きに従って街が動いた」

　イルナの問いに、フェムガンは首肯する。

「おそらくな。お前達はナサンゴラの矛盾に気付き始めていただろう。空白の歴史だ。お前達がどうしても見つけられなかった資料は、失われたのではない。もともとないのだ。そんな歴史も、過去も」

「ど、どういうこと……？」

「言っただろう。一年を繰り返していると。このナサンゴラの歴史は数百年前から何一つ変わっていない。この街が抱える歴史という名の『設定』が、存在するだけなのだ」

　……まさか、あの書庫にあった資料全てが噓うそだと言うのか。それはあまりに信じがたい。あれだけの時間をかけて取っ組み合った相手が、ただの虚構に過ぎないと言うのなら、俺達はまさに舞台の上で踊らされていただけではないか。酷ひどく現実に似た舞台で、ありもしない歴史を探そうとする旅人……それが、俺達に与えられた役割だったということか。

　だが、イルナはなおも納得した様子を見せない。

「でも、それはおかしい。だって、ナサンゴラは独立国じゃないわ。外との通商、特に昼山羊の国テテラ＝サテラの自治領として……」

「証拠は？　ナサンゴラが昼山羊の国テテラ＝サテラに属していると知ったのは、ここに来る前か？　後か？　この舞台で昼山羊の国テテラ＝サテラを代表しているのは私だ。衛兵は、初めから『昼山羊の国テテラ＝サテラから来た衛兵』として生きる。私もまた、『年の初めに街へ調査に来た議鳥』として生きるのだ。……もともとナサンゴラに興味を持つ人間などほとんどいない。いたとしても、大抵は山を越えてナサンゴラに向かい、ありもしない目的地のために山中を彷徨さまようだけだ。この街の情報は地下洞窟の中で全てが完結するのだ」

「だけど、この街の翼よく人じん伝説は本で読んだことがあるわ。それは間違いない、事実よ」

「当然、無事に帰る旅人もいる。その人間はここで作られた虚構をそれが虚構だとも気付かぬまま見聞きして、ただ書き写しているに過ぎない。あるいは数百年前、街が繰り返しを始める前に書かれたのだろう」

　イルナの顔が徐々に青ざめていく。何を尋ねても、フェムガンの話は揺らがない。しかしそれも当然なのだ。全てが作り話だったとしても、俺達にはそれを否定する証拠がない。なぜなら、その真実を成す証拠を探すためにナサンゴラから抜け出そうとしたのだから。俺達がかろうじて手にしている情報は、脚本から抜き取った物語の中の物語に過ぎない。

「……分からないわ。この街のあらゆるものが偽りの脚本だったとして、それでも人々は生きてるのよ。毎年同じ劇を繰り返すってどういうこと？　人はどんどん齢としを取って……」

「──いかないのだ」

「え……」

「劇において、老人は初めから老人で、赤子は初めから赤子だろう。この街に住む者達の命は一年だけなのだ。それ以前もそれ以降もない」

「そんな、どうやって」

「この脚本は言げん血けつだと言っただろう。命の寿命は言げん血けつの量で決まる。膨大な言げん血けつがあれば、それだけ長く生きることができる。そしてここに住む人間は成長老化の速度が著しく遅い性質に変えられてしまっている。私が数百年生きたのは、私が特別だからではない。この街は数百年、同じ役者を使い、一年を繰り返している。ナサンゴラは一つの劇場なのだ」

　思わず眩暈めまいがした。フェムガンの言葉が噓うそでないとするならば、ジルもサーニャも数百年生きていることになる。……彼女達が毎年ナサンゴラに戻り、劇の終末に立ち会っていたのだとしたら、サーニャの生い立ちもジルの生い立ちも全てが噓うそだと言うのか。あの母娘のやりとりも、ジルのサーニャを愛するあの感情も、全て脚本に書き込まれたものだというのか。それは、あまりにも酷ひどい話ではないか。

「お前達はもうすぐ劇の結末を見ることができる。凶兆。墓守様の異変。これは毎年繰り返されてきた悲劇なのだ。そして結末は既に決まっている。ナサンゴラは水に沈む。多量の言血を含んだ水の下に沈むのだ。……そうして、役者は一年分の新たな命を与えられ、街は再び最初から始まる。水害からの復興。昼山羊の国テテラ＝サテラの議鳥の訪問。そして凶兆へと。時に、何らかの偶然で民が死ぬこともある。だが、この街には蟻あり飼いがいて、彼らは時折旅人を連れてくる。もし彼らが劇の終わりに立ち会えば──新しい脚本が渡されるのだ」

「……俺達もこの街の劇に組み込まれるってことか」

「これまで歩んできたもの全てを奥底に仕舞い、新たなナサンゴラの民としてな」

　しかし、結局のところこの仕組みの目的は何なのか。これだけ大掛かりな舞台装置を誰が何のために作ったのか。その問いに、フェムガンはすぐには答えず、またたっぷりと時間をかけて水煙草を吸う。こぽこぽと泡が浮かぶ音だけが静かな塔の書斎に小さく弾はじけた。

　やがて、彼は再び口を開く。

「……鳥だ。建物だけではない、ナサンゴラの言げん血けつの巨大な機構全体が鳥ちよう献けんなのだ。そもそもはぐれ鳥の森とはこういった鳥ちよう献けん都市の総体を意味する。都市の一つ一つは木。この塔のような鳥が住むための建物を《宿り木》と言うのだ。お前達もよく知っているだろう。隣国の巨大な《宿り木》を」

　……赤レ燕ポのル国ガの鳥ちよう献けん都市。人知を超えた異様な建物。思い当たるのは、一つしかない。

「マジス＝バランか」

「そうだ。あの大聖堂もはぐれ鳥の森の一部というわけだ。しかし、バラン都市群のように鳥が捨てた《宿り木》も多い。この街もほとんど捨てられたようなものだがな」

「……鳥がこの都市の運命を決めたということか。お前もそれに加わったのか？」

「加わっていれば、このような見張り番の役は与えられなかっただろう。教育係と言ったではないか。私は人間との折衝役だ。鳥ちよう献けんを築き上げる鳥達とは階級が異なる。現場監督に過ぎないのだ。しかも自分で舞台に上がる必要もあるのだから、困った話だがな」

「……目的は」

「人間の飼育だ」

　フェムガンの放った一言に、書庫の空気が凍りつく。しかし、驚きを隠せぬこちらに構わず、彼はこともなげに言い継いだ。

「この塔はその名残。かつては五本の塔があり、四本の塔は崩れ都市再建の礎そ材ざいとなったが、中心の大塔は残された。鳥はかつて五つの《宿り木》から人間を観察し、飼育していたのだ」

「そんな、噓うそだ。鳥は人間達と協力する種族だろう。猫とは違う」

「それは協力しなければ生き延びられないほど、人間の数が増えたからだ。鳥にとって人間など作業を手伝わせるための道具に過ぎん。蟻ありが多少複雑になった程度のものだろう」

　あまりの価値観の違いに、怒りさえ湧いてこない。フェムガンは初めからその程度のものとして人間を見ていたからこそ、これほど淡々と説明が出来たのか。彼の言葉から感じる言げん血けつには常に無関心が滲にじんでいる。イルナもまた、目の前の相手が同じ価値観を共有しえないと確信したのだろう。完全に冷めきった眼まな差ざしを向け、尋ねる。

「……それで、どうしてこんな説明をしたわけ？　あたし達がただの道具に過ぎないんだったら、わざわざご親切に話をしてくれなくてもよかったんじゃないの」

　するとフェムガンはイルナの苛いら立だちを面白がるように肩を震わせ、鋭い煙を吐き出す。そして低い笑い声を漏らしたかと思うと、言った。

「……その通り。道具なのだ。こうして何年も同じことの繰り返しでは余興が欲しくなる。お前達はまさしくその余興の道具に過ぎんよ」

「余興……？」

「お前達は今、ナサンゴラの真実を知った。人間が『人間らしい』生き方を許されない、鳥の支配下にある人々の姿を知ったのだ。では、どうする。お前達はどうしたい？　そのちっぽけな身体で莫ばく大だいな街の言げん血けつに抗あらがうか、あるいは人々を見捨てるか、はたまた、失敗して新たな住人となるのか。中々にこれを眺めるのは愉たのしいものでな」

　咳せき込こむような嫌らしいフェムガンの笑いが耳に障る。俺はスゥがこの場に居合わせなくてよかったと心の底から思ってしまった。彼女がこの言い草を聞いていたら、激高して飛び掛かったに違いない。

「お前達は脱獄する程度には度胸のある旅人だった。おそらくここに辿たどりつくと思っていたから、あの時だって見逃してやったのだ。せいぜい私を愉たのしませてほしいものだな」

　フェムガンは今一度水煙草の煙を吐き出す。その甘ったるい匂いに目が沁しみた。あるいは彼の吐き出す言げん血けつに悪意がいよいよ剝むき出だしとなって表れたからだろう。俺は全身の言げん血けつを繫つなぎ直し、無用な怒りを鎮しずめる。そしてイルナの方に向き直った。

「で、これからどうする？」

　彼女もフェムガン相手に余計な感情を立てたくないのだろう。目を閉じて小さく深呼吸をすると、俺を見返す。

「……もう決まってるくせに。珍しく顔にはっきり書いてあるもの。でしょ？」

「ああ。──俺は、この街を助けたい」

　イルナは肩をすくめながらも、どこか諦めたように笑っていた。

「……そうね。ここまできたら、あたしだって逃げ帰る気にはならないわ」

「なら、まずはジルだな。俺達には味方が必要だ」

「この街の言げん血けつから解放させるってこと？」

「多分、イルナにやったみたいに言げん血けつを押し流せば回復すると思う。言げん血けつはどうやっても完全には消せないからな。もしかしたら、数百年前に何があったのか、あるいはこの言げん血けつの脚本がどういう結末を迎えるのか分かるかもしれない」

「それならサーニャも探してきて。きっとベオル達も一緒にいるだろうから」

「お前は来ないのか？」

「あたしはここで調べものをするわ。こんなに本があるのに、読まないなんてもったいないし。あの厭いや味みったらしい鳥が噓うそを吐いてるって分かるかもしれない」

「……一人にして大丈夫かよ」

「あたし達を殺すのが目的じゃないでしょ。こうやってばたばたやってるのを面白がるって魂胆なんだから、いっそのこと徹底的に面白がらせてやればいいのよ。それで、あたし達がもっと素晴らしい結末を作っちゃえば、万事解決じゃない」

　イルナの瞳がぎらりと輝く。ナサンゴラは見捨ててもいい、とか言っていたやつはどこに行ったのやら。確かにあれだけ馬鹿にされたら、黙ってもいられないのだろう。こうまで言ってくれれば頼もしいものだ。俺も自分にできることは全てやりたい。もう、止まっている暇などないのだ。俺達が選んだ道の意味は、後から考えればいいだろう。




　　　　□　□　□




　塔の門を開錠し広場に出ると、そこに蟻ありの姿はなかった。ナサンゴラの言げん血けつに意識のようなものがあるとして、相手はどのような手を選ぶのか。俺達を直接排除することによって修正するのを諦めたのだとしたら、解決は全て終末に委ねられる。……俺達をこの街の水害に巻き込んでしまえば向こうの勝ちなのだ。だとすれば、その工程が早められる可能性は少なくない。緩かん々かんとしてはいられなくなったわけだ。

　俺は蟻あり飼いの寄合所に直行し、そのまま中に侵入した。幸運にも俺の姿は他の人間から見えなくなっている。気配を感じる人間は多少いるが、さすがに透明の侵入者に気付くことはできない。周囲の蟻あり飼い達の会話から、ジルは牢ろう獄ごくに繫つながれていることが分かった。その上、進めば進むほどジルの言げん血けつを直接辿たどることが出来る。おかげでほとんど迷いもせず彼女の足跡を追うことができた。言げん血けつの印象からしても、彼女は苦しんでいるというより腹を立てている印象だ。これくらいの逆境ではへこたれないのだろう。

　ジルの言げん血けつが導いたのは地下牢ろうの最さい奥おう。俺達が入れられた場所と同じだ。錠前を刀で断ち切ると凄すさまじい金属音が地下牢ろうに反響する。静まり切った牢ろうにおいては、雷でも落ちたかのように思われた。

「誰なの」

　牢ろうの向こう側でジルが尋ねる。だが、こちらの声は向こうに聞こえないのだ。説明のしようもない。手紙も試してみようと思ったのだが、それはイルナに止められた。彼女曰いわく、こちらの存在が関わるものは押おし並なべて感知できなくなるだろうとのことだった。そうでなければ、確かに服や刀も見えなくなる道理が分からない。

　狭い扉をくぐり、ジルの牢ろうに入り込む。光がほとんど入らず、何が置いてあるかもわからない。その中でジルは立ち上がり、こちらの正体を見極めようと目を凝らしていた。慎重に彼女の肩に触れようと、手を伸ばした次の瞬間、

「──っ」

　ずばんっ、と空気を裂く勢いで拳が繰り出される。狙いはかろうじて外れ、側頭部を掠かすめたが、その攻撃の鋭さに思わず俺も身を退いてしまった。

「……どんな奇術を使っているのか知らないけれど、こんな狭いところに入ってきたのが間違いよ。あなたのいる場所は言げん血けつの匂いで見当がつく」

　え、いや、待ってくれ。この展開は想定していないぞ。というか、匂いで気付くなら俺だと分かるのでは──

「覚悟しなさい」

　そして放たれる中段の回し蹴り。避ける空間がないために、俺はそれを足で受け止めるしかない。……あれだけの細身で信じがたい重みがある。

「体格は普通か、なら」

　一瞬距離を置いたジルは足を入れ替え、即座に間合いを詰めてくる。そして連続の掌しよう底てい。俺の顎あごを正確に狙ってきている。攻撃を流し拘束しようと試みるが、ジルはするりと腕を引き、間髪容いれず鳩尾みぞおちに肘を打ち込んできた。

　地を蹴り、二足の後退。だが背後には壁がある。もう下がれない。だというのに容赦ないジルの蹴り上げが襲いかかる。俺の胸を狙いすました、矢のようにまっすぐな一撃。

「ぁがっ」

　腕で防ぐも、肺が潰されて変な息が漏れる。俺は言げん血けつを繫つなぎ直し、全身に力を巡らせた。駄目だ。これは本気で戦わないと言げん血けつを流し込む隙もない。下手をするとジルに殺される。

　俺を蹴った反動でジルの重心が止まった隙に、彼女の脇へ飛び込む。背後に回りその肩に手刀を打ち込むが、相手は半身を捻ひねって回避。まるで俺の動きが見えているかのような反応だ。

　それから再び鋭い掌底の連打が襲う。一発の重みを補って余りある、狙いの正確さ。彼女の攻撃を防ぐために俺が出来る動きは制限され、さらに次の手が新たな取捨選択を迫る。攻撃を受ければ受ける程、俺は身動きを取れなくなる。……囲み手だ。花はな槍やりの戦闘と同じ、一つの身体が戦の軍略に等しい攻撃。

　だが、救いは相手の技にもまた限界があるということ。腕の長さ、体重、関節の可動範囲。花はな槍やりはそれを補い、全ての戦略を可能とするための得物だった。逆に言えば、動きの基本は同じでも、徒手空拳の状態では選べる動きが限られているのだ。

　そしてこちらにも利はある。体格では同等。しかも蛇の力があるのだ。俺は満身に鉄の柱を打ち込むように、地面と身体を言げん血けつで繫つなぐ。そしてぐっと息を止め、右上段の蹴りを脇でそのまま受け止めた。

　内臓を揺さぶる衝撃。

　だが、瞬間に下か腿たいへ力を流したため、体心はびくともしない。片腕で足を挟み込むと、彼女はもう一方の足を蹴り上げ、俺の首を打ち砕く回し蹴り。よくぞ片足を封じられて繰り出せるものだ。全身の筋肉を鍛え上げなければ、これほどまでの身のこなしはできまい。

　──しかし、その反撃は想定できている。俺は片腕で蹴りを流すと、そのままジルを壁に投げつけた。

「がはっ」

　背中から叩たたきつけられ、一瞬ジルの動きが止まる。今度はこちらの手番だ。俺は関節を狙って拳を打ち込み、相手の神経を麻ま痺ひさせる。手首、肘、膝、肩。軽い衝撃でも人間はここを攻められると動きが鈍る。相手はこちらの動きが見えない以上、防戦になれば圧倒的不利だ。初めから、ジルは攻撃を畳みかけるしかなかったのだ。しかし一度喰くらって、それに耐え、流れを止めればこちらのもの。

　ジルは何とか攻撃を凌しのごうとするが、足に言げん血けつが通っていない。もはや手足の痺しびれが誤魔化し切れない状態になっているのだろう。正直、助けに来たのにここまでするのは申し訳ないが、これも仕方のないこと。俺は一度攻撃の手を止め、距離を取る。あとはこちらの言げん血けつを流し込み、ナサンゴラの言げん血けつを吐き出させればいい。……イルナに対して出来たのだから、ジルに対してできないこともあるまい。

　だが改めて彼女の首に触れようと手を伸ばした時、身体のどこにその力が残っていたのか、ほとんど獣のような力で地を蹴り、ジルが突進をかましてくる。こちらも不意を突かれ、それをもろに受け止めてしまった。

　勢いに負けて壁に叩たたきつけられ、一瞬意識が飛びかける。

　もはや、なりふりを構っていられない。俺はジルの身体を抱き寄せ、片手をうなじにあてがうと、束ねた言げん血けつを無理やりねじ込んだ。
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　幼い少女がいた。広場を元気いっぱいに走り回っていて、よく転ぶ。自分の身体の使い方がまだ分からないからだろう。何もないところで綺き麗れいに正面から倒れ込み、絹の服が黒く汚よごれてしまう。すると、どこからか一羽わの鳥がやってきてその頭にひょいと乗った。

「……何をしているんですか、サーニャ」

「また転んじゃったー」

「ジルに怒られますよ」

「……やだなー。フェム君も一緒に怒られてくれるでしょ？」

「嫌です。今日もサーニャが勝手に転んだとお伝えしてきますから」

「えー！　だめ！　だめだよー！」

　じたばたと手を動かす少女をさし置いて、若い青あお鷹たかはゆったりと空に舞い上がる。広場の上を一周した後、彼は塔の窓から覗のぞいていた私に気付き、飛んできた。窓枠に着地すると、その美しい羽を誇るように片翼を広げ、毛づくろいをする。それに満足が行くとようやくこちらに向き直った。

「今日も書庫で勉強ですか。休憩にサーニャと遊んでやってもいいと思いますが」

「……あの子は私がいなくても一人で楽しめるでしょ」

「それはどうでしょうね。ああ見えて根は繊細ですから。あなたに構ってもらえないのは少なからず残念がっていると思いますが」

「あなたがこんなに宿題を課さなければ、私だってサーニャの相手が出来るんだけど」

「王族として最低限のことは学ばねばなりません。ナサンゴラは小さな街ですが、様々な鳥ちよう献けんがある。この前お渡しした地熱についての本を読みましたか？」

「……街の地下に溶岩っていうどろどろの熱い岩があって、その熱をなんか、利用しているんでしょ？　お風ふ呂ろとか、暖炉とか……あと太陽ね」

「おや、ちゃんと勉強しているではありませんか。そうです。擬似太陽のおかげで、この街でも植物は育ち、作物が実るのです」

「でもさあ、危なくないの？　溶岩って私達が管理しているわけじゃなくて、ただ偶然地下にあったものを利用しているんでしょ？　何かの拍子に溢あふれたりしないのかな」

「そんなことはありえません。太陽が大地に落ちてくるくらいには、ありえないことです」

「ふーん」

「王族の勉強は面白くありませんか」

「正直ね。生まれてこの方、ずっと勉強だし、それに私が王族になりたくてなったわけじゃないから。鳥のお偉いさん達が何を考えてるか知らないけどさ、王族への適性って何なのよ」

「それは、翼の適性ですよ」

「……この邪魔なやつの適性ねえ……」

　私は背中に生えた翼をぐっと伸ばす。全身の二倍はある巨大な灰色の翼。鳥のように自分で手入れも出来ず、塔のように壁が少なく天井の高い建物でなければまともに生活も出来ない。……第一、こんな重たいものを背負っていたら肩が凝るし腰が痛くなる。まだ二十歳を超えたばかりだというのに、そこら辺のお婆ばあさんと同じじゃないか。

「サーニャももうすぐ翼を植え付けるの？」

「ええ。今はその前段階です。まず背中に翼と言げん血けつを繫つなげるための根を馴な染じませなければなりません。力の流れが狂いますから、しばらくは上う手まく身体を動かせないでしょうね」

「……私もあの頃はよく転んだ気がする。別に私が怒るとか脅さなくてもいいのに」

「サーニャは怒られるんじゃないかと心配しています。ですから、あなたが直接、フェムガンの言ったことは噓うそだと言って、安心させてやってください」

「……親子の触れ合いまで気遣っていただいたようで、それはどーも……」

「あなたがサーニャに余よ所そ余よ所そしくするからです。サーニャの母親なんですから、もっと構ってあげないと」

　フェムガンは溜ため息いきまじりにそう言うが、溜ため息いきを吐きたいのはこっちだ。

「……この歳としで突然、はい、娘を作りましたって連れてこられても、普通困るでしょ」

　この街の言げん血けつは鳥が全てを管理している。王族の私は勉強のためにこの塔に入ることが許されているが、街にある他の四つの塔は立ち入ることさえ許されていない。そもそも顔を合わせたことのある鳥だってフェムガン一羽わだけだ。彼以外の鳥達は見えないところから街を統括し、人間を作るための泉も管理している。それゆえ子供は一方的に鳥から預けられるばかり。親の自覚を持てと言われても無理がある。

「しかし、それはどの家庭も同じです。この街では全ての子供が皆の子供なのです。ジル、あなたも先代国王に育てられたではありませんか」

「私ほど若くなかったと思うけど」

「それは鳥が決めることですから。皆同じとは限りません」

　何でも鳥、鳥、鳥。いるかどうかも分からないような連中に私達は常に見張られている。

「ほんと、ナサンゴラにやってくる旅人が羨ましいわよ」

「どうしてですか？」

「だって、好きな場所に行けるじゃない。家族とかそういう面倒なものに縛られることもないし、自由にさ」

　私は翼を畳み、窓から身を乗り出す。そして思いきり窓枠を蹴って、外に身を投げた。

　塔の五階。最高速で落ちれば、なんとか飛ぶための速度が手に入る。あっという間に地面が迫り、私はぎりぎりのところで翼を開いた。

　ぐん、と身体の上から力がかかる。しかし、それを打ち破るように私は翼を羽ばたかせ、勢いに任せて上昇する。サーニャが私に気付いたのだろう。彼女は服が汚よごれたことなど忘れたようで、嬉うれしそうにこちらに両手を振っていた。……おずおずと手を振りかえすと、彼女はぴょんぴょんと跳ねて喜んでいる。

「……相変わらず命知らずですね」

　いつの間にか隣をフェムガンが飛んでいた。私がからかうように一度翼を閉じ、くるりと回って再び翼を開くと、また小さな溜ため息いきを吐く。

「ジルは間違いなく、歴代で最も飛ぶのが好きな翼よく人じんですよ」

「こんなに楽しいのに、嫌いな人なんているの？」

「飛ぶのは疲れますからね。それにやはり不安になるのでしょう。落ちたら死にますから」

　確かに眼下に見える街並みまでは相当の距離がある。むしろ天井の岩盤の方がよっぽど近いのではないか。ここから落ちれば、身体の形も分からないくらいには潰れるだろう。

　でも、王族として育てられて唯一良かったと言えるのは、やはりこの快感を知ったことだ。翼があるのに空を飛ばないなんて宝の持ち腐れ。この街は地熱を利用して風も作ることが出来るから、上昇気流を探すのも苦にならない。軽く飛び回るのには最高の環境だろう。

「……本当の空っていうのはもっと高いんでしょう？」

「さあ。私も本当の空を見たことはありませんから」

「え、フェムガンもないの」

「私はここで育ちましたからね。鳥は勝手に外に出られないのですよ」

「じゃあ、私達と対して変わらないじゃない」

「……まあ、ある意味では」

「逃げ出そうと思わない？　というか、逃げ出した鳥っていないの？」

「いますよ。そういう鳥達は優れた技術を盗み出して、外界の人間達に売り渡すのです。最近で有名なのは、赤あか燕つばめでしょうね」

「何かしたの」

「この街ではありませんが、赤あか燕つばめの一族が揃そろって人間に取り入ったらしいです。その際に刀工の技術が盗まれたと」

「別にいいじゃない。それくらい」

「……人間は勝手に戦争を始める生き物です。鳥が管理しなければ、すぐに破滅する。今回の赤あか燕つばめの離反により、また外界は大きな戦争が始まることでしょうね。この街にも戦地を避けようとして旅人の数が増えているそうですよ」

「それはどこかで聞いたかも。水コ蜘ル蛛タのラ国ンと白三日月の国ルーガーダ、それに赤レ燕ポのル国ガから行商人とかが流れ込んでるって。別にナサンゴラなんて何もないのにね」

「……あなたは外の世界を知らないからそう思うのでしょうが、この街は様々なものを生み出している一大工業都市ですよ。とりわけ時計の技術など、他の国の技術者達がこぞって学びに来るのです。反はん血けつ晶しようの加工も蟻あり飼いの技術も他にほとんど例を見ないものでしょう。人が虫を操るわけですからね。行商人の中には注目している者も多いと聞きます」

　彼はさも自慢げに語るが、時計なんてものがあるせいで王族の勉強がやたら長く感じるのだ。蟻ありだってすこぶる気持ち悪い。六本足の生き物なんて、別に仲良くなりたくもない。

　もとより外のことはほとんど教えてくれないのだから、ナサンゴラがどれだけすごい街なのか私は知りようもないのだけれど、フェムガンに言っても無駄だ。この青あお鷹たかはむしろ鳥と私達王族を取り持つために色々と苦労をしている。鳥でも彼だけは嫌いじゃない。

　私は身体を捻ひねり、翼を畳んで急降下する。湖の上を滑空し、指先で水面を撫なでた。私の背後には航跡のような跡がすっと伸びて、静かな湖面に溶けていく。そのまままっすぐに低空飛行。湖が切れて巨大な壁を越えると、ナサンゴラの街が視界いっぱいに広がった。

　……私の街。

　地下に押し込められた人間達を五つの塔から睥へい睨げいする鳥達。翼よく人じんの王が住み、しかし実際は鳥達が支配する、偽りの街。この街の全ては鳥が作ったもので、湖も森も空も、やはり作り物なのだという。でも、私は本物を知らず、他の民は偽りであることさえ知らない。サーニャもいつか、真実の一面とそれ以上に多くものが隠されていることを知るだろう。今はまだ、彼女の見える世界に噓うそなんて混じる余地はないのかもしれないけれど。

　ただ、出来ることなら、彼女には笑っていて欲しいと思ってしまう。

　あの疑いを知らぬ笑みをずっと──……




　……──と、記憶が途切れ、私は再び現実に戻る。背中に大きな翼をもった女性は私の額から手を離し、こちらを見つめてきた。

「……これが、私の記憶。全部をあげる時間はないけれど、事情は分かってくれた？」

「こういうのは初めてで、多少混乱しているんですけど……あなたはジルという翼よく人じんの王女で、この子が娘さんのサーニャ……」

　私とジルの間には小さな翼が背中に生えた、一人の少女が横たわっている。だがその灰色の翼はほとんどが焦げ付き、焼け爛ただれ、強烈な悪臭を放っていた。

　──ナサンゴラにやってきて、ようやく長い坑道を抜けたと思った矢先に大火災が起きた。街中の壁から溶岩が溢あふれだし、あっという間に火の海となったのだ。私は湖を泳ぎ渡って巨大な壁の上に逃げたが、そこでこの翼の生えた母娘と出会った。その時既に娘は重度の火傷やけどを負い、意識も混濁。ジルは私の持っていた花はな槍やりを見かけて助けを求めたのだ。

「……それで、本当に……斬るんですか？」

「このままだとこの子の体力が持たないわ。翼を斬り落として、傷口を焼いて止血する。……見ず知らずのあなたに頼むのは本当に申し訳ないけれど……」

　サーニャと呼ばれる少女はまだ十にも満たないほどの幼さだ。翼がどういう仕組みで人間にくっついているのか分からないが、見た限り、肉としっかり結合している。

「……身体の部位を素人しろうとが切れば、言げん血けつの繫つながりもめちゃくちゃになりますよ。私は医学の心得はないので……」

「この子は絶対に死なせたくないの」

　母親の覚悟は分かっている。そのために私は言げん血けつを流し込まれ、記憶と感情を共有したのだ。もう、彼女は迷っていない。

「……溶岩の近くに行きましょう。槍やりを熱さないと」

　私とジルは壁を伝い、溶岩の方へ向かった。偶然逃げ込むことのできた住民達は炎に吞のみ込こまれる街を見て、ただただ言葉を失っている。こうしている間にも街に立っていた巨大な塔が一つ、また一つと崩れていくのだ。壁を登ることができる階段からは続々と人々が避難してきたが、時折足を踏み外して大地に落ちていく者の悲鳴が聞こえてきた。道には怪け我が人にんが溢あふれ、無事だった者達は蟻ありを殺してはその言げん血けつを彼らに飲ませている。湖の対岸では溶岩が流れ込み、濃霧のような凄すさまじい蒸気が吹き上がっていた。

　巨壁の端までサーニャの身体を運ぶと、私は槍やりを熱するために溶岩に近づいた。一歩距離を詰めるだけで、皮膚が焦げるのが分かる。柄が合金でなければとうに槍やり自体が燃え尽きていただろう。ものの数秒で穂先は真っ赤に熱され、私は急いで母娘のもとに戻る。母親は自分が着ていた服を破り、娘が着ていた上衣も全て脱がせると一緒にまとめて止血の準備をしていた。裸になった娘の背中には本当に翼が生えているのだ。無理やり人間の身体に植えつけたようなその姿は、焼け焦げた翼の姿と相まって酷ひどくおぞましい。

「……いいですか？」

「一気にやってあげて。あまり苦しませたくないの」

　母親は娘の翼をまっすぐに開き、身体を押さえつける。私は歯を食いしばり槍やりを構えた。

　少女の細い身体、白い無む垢くな肌が嫌という程儚はかなく見え、柄を摑つかむ力が抜けそうになる。だが、駄目だ。この子を救うためにはこれしかないのだ。

　私は言げん血けつを束ね、目を見開き、翼の根元をめがけてまっすぐに振り下ろした。




「いやああああああああっ！」

　それまで気を失っていた少女が、あまりの痛みに叫びを上げた。私はその声に心臓が食い破られたような気持ちになる。だが母親と目が合う。彼女は涙を零こぼしながら、それでも恐ろしい程強い眼まな差ざしで、こちらを見つめていた。

　もう一翼。

　私は再び槍やりを振りおろし、娘の絶叫が再びナサンゴラに響き渡った。




　槍やりを傷口に押し付け、皮ひ膚ふを焼く。酷ひどい臭いだ。だが既に少女は気を失い、だらりと腕も下がっている。一通りの処置が終わり、幸いそれほど血も出さずに済んだ。近くから分けてもらった蟻ありを殺し、体液を飲ませると少女の表情も和らぐ。私は困難な仕事をやり終えたと安あん堵どしたが、ジルは不意に立ち上がると言った。

「たぶん、この子はもう大丈夫。悪いけれど、もう少しだけ預かっていて貰もらえるかしら」

「……どこへ行くんですか？」

「私はこれでも王族だから。どうにかして街を救わないと」

　これだけの惨状となってなお、救うという言葉を放った彼女に私は胸を衝つかれた。

「まだ生き残っている人がいるし、それにこの街には鳥がいるのよ。彼らならどうにかしてくれるでしょ」

「……分かりました。この子のことは任せてください」

　彼女は寂しげに、しかし限りない優しさを込めて娘を見つめる。そして懐ふところから一つの懐中時計を取り出し、こちらに差し出した。

「娘を助けてくれてありがとう。今はこんなものしかないけれど、お礼として受け取って。これを持って火の中に飛び込んだら、壊れちゃいそうだし」

　ナサンゴラの時計。この地下都市を象徴する技術の結晶だ。

「そう言えばあなたの名前を聞いてなかったわね。まあ、言げん血けつを混ぜたから知っているんだけど、一応お互いに名乗りましょうか。私はジルバンド＝アスカリトラ。ナサンゴラの王女よ」




「私は、アクリア＝ペトロです。護衛をやっています」




「狂アいク咲リきア、おかしな名前ね」

「よく言われます」

「……また今度お話しましょう、アクリア。この厄介な大火災を終えたら、また」

　ジルは言い終えると忽たちまち壁かべ際ぎわに向かって走っていく。そしてまるで身を投げるように翼を閉じ、下へ落ちていった。あっ、と思った次の瞬間には、巨大な灰色の翼を広げた彼女がずっと遠く、街の中心に聳そびえる塔に向かって羽ばたいている。

　炎の中に崩れ去る街を守ろうと、なおも王女は飛んだのだ。

　紅こう焰えんと彼女の美しい翼影が目に焼き付く。

　人はあんなにも美しく空を飛べるのかと、私はそんなことをふと思った──……
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　目を開けると赤褐色の髪が目に入る。俺達は二人して縺もつれ合あったまま牢ろう獄ごくの隅に倒れ込み、気を失っていたらしい。だが、彼女──この俺の胸にもたれるようにして目を閉じたままの彼女は、果たしてジルと呼んでいいものなのか。ナサンゴラの脚本の言げん血けつが彼女を浸食する前、彼女はアクリア＝ペトロという一人の旅人だった。しかし直前に王族のジルと言げん血けつを交流させたせいだろう。この街では新たにジル＝ペトロという役割が与えられたのだ。……どうやら彼女の生い立ちは全てが噓うそではなかったようだ。坑道で語っていたサーニャとの出会いやその記憶は、実際に起きた数百年前の大火災に基づいているらしい。数百年前からずっと同じ一年を繰り返していたが故に、まさしく彼女達にとってそれは数年前の火災だったのだ。きっと同様に、「毎年のように」起きるという水害、凶兆、これらもまた「実際に毎年起きていた」の記憶なのだろう。たとえ言げん血けつを支配されていても、繰り返される出来事は少しずつ身体に刷り込まれ、設定の一部となっているのかもしれない。

　だからこそ、住人はそれを違和感として感じとれないのか。全て辻つじ褄つまが合うように知らず脚本に従ってしまう。実に厄介な仕組みだ。

「……ユウファ君」

　不意にジルが目を覚ました。彼女は身体を起こし俺から少し離れると、どこか苦しげな表情で俯うつむく。そして、なぜか謝罪の言葉を口にした。

「……ごめんなさい」

「どうして謝るんですか」

「……私の意識がこの場所で戻るってことは、ナサンゴラの仕組みを知ったんでしょう？」

　ジルは俺が見えている。無事、ナサンゴラの言げん血けつを彼女から追い出すことは出来たのだ。しかしその言い方からして、彼女自身もまたナサンゴラの仕組みを知っていたということになる。そもそも分からないのは、一年もナサンゴラを離れる機会のある、しかも言げん血けつを十全に統御することができる彼女がどうして街の言げん血けつの支配下にあったのかということだ。

「なぜ俺達に黙っていたんですか。ナサンゴラへ向かう坑道の言げん血けつが幻を見せるものだと、あなたも知っていたんですよね」

　俺の問いにジルは小さく頷うなずく。

「……知って、あえて飲んだの。この私を忘れるために」

「どうして」

「忘れなければ、必ず君達を巻き込んでしまうから。この繰り返しから解放してくれるかもしれない相手に、私は頼っちゃうから。……だって、私はね、もう数百年もナサンゴラへの道案内を続けているんだよ？　腕の立つ人を探して、時には自分から案内を買って出て、それを数百年繰り返してきたの。……でも、誰かがナサンゴラの言げん血けつを飲まずに訪れれば、必ず敵意が向けられる。そのせいで多くの旅人を死なせてしまった。そうでなくても、ナサンゴラに連れて行くってことは街の言げん血けつに飲み込まれる危険を伴うことで……そんなことに君達を巻き込めない。誰だって巻き込みたくなんかない」

「……」

「……私はもう、頼みたくなかったの。私達の街を救って、なんて言えないよ」

　ジルの声音はいつもの明るさを装よそおっていながら、しかし口元は上う手まく笑うことが出来ていなかった。……そうだ。数百年。ジルとサーニャは数百年もの間、生きてきたのだ。そしてそれだけ多くの回数、俺達のような旅人と知り合ってきたのではないか。ナサンゴラの仕組みが壊されていない以上、その旅人達は皆、例外なく失敗したに違いない。

「でも、それは俺達に選ばせてくれたってことでしょう。俺達はナサンゴラの仕組みに勝手に気付いたんです。責任は俺達にある」

「……でも、私は知らないふりをしているだけなんだよ。一切の情報を与えないで、ジル＝ペトロとして街へ導く。そして旅人がもし私達を救ってくれたら幸運だけど、彼らが失敗したとしても私は負い目を負う必要はない。私はすごく、ずるいことをしてるだけ」

　だが、それを意識し、俺に謝罪の言葉を言った時点で彼女は十分すぎる程罪悪感を覚えているのではないか。ずるい、と言える程彼女は楽をしているように思えない。

　一体、どれだけの相手に彼女はこの謝罪をしたのだろう。ナサンゴラで記憶を取り戻し、どれだけの罪悪感に襲われたのだろう。もしかしたら、こうして旅人の反抗に付き合い牢ろう獄ごくに入れられる脚本も、既に幾度となく経験しているのではないか。

「……今のあなたは、アクリアですか」

「……どうかな。私はこの街の設定ではジル＝ペトロだけれど、アクリアの記憶が消えたわけじゃないの。正直、もう分からなくなっちゃった」

「……アクリアの記憶が残っていて、仕組みを知っていて、どうして逃げないんですか？　二度と帰ってこなければ、また街の言げん血けつに支配されることもない」

「一年で言げん血けつは消えないよ。そんなにナサンゴラの言げん血けつは甘くないの。私の他にも街の外で行商する者達はいるけど、彼らはいつも街に帰ってくる」

　ならばどうして、というこちらの問いを制するようにジルは答える。

「一度、君が私にやってくれたように、ナサンゴラの言げん血けつを調ちよう伏ぶくしてくれた人がいたの。彼女は私の──アクリアだった頃の友人で、私がジルとなって行商を始めた頃に、再会した。そして異変に気付いて、記憶を戻してくれた。……坑道に入る前、私が紙を岩場に隠したのを覚えてる？」

「はい」

「あれが私の記憶を書いた紙。血も滲にじませてあるの。それを毎年読み直すことで無理やり過去の記憶を引き戻してる」

　そこまでして自らの記憶を手繰り寄せたのならば、なぜ延々とそれを一から始めるようなことをするのか。このナサンゴラの言げん血けつから解放されることを望んでいるのに、なぜ自らの足で逃げ出さないのか。

　ジルは言葉に迷い、黙り込むと、やがて苦いものを吐き出すように言う。

「私だって数百年考えてきたの。逃げてもいい。私は初めからよそ者で、偶然ナサンゴラの言げん血けつに巻き込まれたに過ぎないもの。全部放り出して、逃げてもいいんじゃないかって。……でも、ジルはどうなるの？　サーニャの母親のジルは」

「でもそれは言げん血けつが作った設定で」

「……確かにジル＝ペトロは設定かもしれないけれど、それを作ったジルバンドは本当にいたんだよ？　私の記憶にははっきりと彼女の記憶が残ってる。王女としてナサンゴラを守ろうとした人の記憶が。……私はもう、彼女と自分を分け隔てることなんてできないの。私はアクリアだし、ジルバンドだから。ナサンゴラを見捨てることなんてできない……」

　彼女は痛みに耐えるように自らの腕を握りしめた。アクリアという女性は王女との言げん血けつの混濁、いや、言げん血けつの縁とも言うべきものを作ってしまったのだ。さらにそれを繫つなぐようにして、ナサンゴラの言げん血けつに組み込まれてしまった。もはや純粋なアクリア＝ペトロでもジルバンド＝アスカリトラでもなく、彼女はジルなのだ。……そして、それ故に彼女に逃げ場はなかった。行商人や他の住人を調ちよう伏ぶくで解放することはできる。だが彼らは逃げればいいのだ。最低限の家族と共にナサンゴラを出ていけば、それで終わる。しかし王にそれは許されない。彼女だけが最後に残る。そして全ての民を逃がした時、それはナサンゴラを守ったと言えるのだろうか。たった一人で真実を抱えたまま廃はい墟きよと化したナサンゴラを見るなど、王女の記憶を持った彼女にできただろうか。

　どうして王という冠は、王族というしがらみは、こんなにも人を苦しめるのか。ジルもまたアルナとよく似ているように思う。共に、普通の人間が、その巨大な責任と良心とに引き裂かれ苦しんでいる。そして誰に助けを求めることもなく、耐えるしかない。ジルは知らないふりをしていると言ったが、やはりそうではない。言葉がないのだ。誰に向ける言葉もないから、彼女は口をつぐむしかなかったのではないか。沈黙を選んだのではない。沈黙するしかなかったのだ。──でも、と思う。唯一届く相手がいるとするならば。今、この世界で、唯一ジルの言葉を聞くことができる者がいるとするならば──

　それは、俺ではないのか。

　一度は失敗した。王に囚とらわれる一人の少女の苦しみを、かつては理解することができなかった。でも今なら、こうして言葉を交わすことができる今なら、間違えようがない。

　絶対に、間違えたくない。

「……ジルさんはどうしたいんですか？」

「え」

　どこか不意を突かれたように、彼女が顔を上げる。

「俺達は街を救いたいと思っています。俺とイルナと、きっとベオルとスゥも。これは俺達が決めたことです。あなたには関係ない。俺達はもともと旅人で、ナサンゴラの民じゃない。だから王の意向なんてどうでもいいんです。俺達が救いたいから、救う。……だから俺が聞きたいのは、あなたの意思です。王の責任とか、そういうのじゃなくて、あなたはどうしたいのか。ジルでもあり、アクリアでもあるあなたが、何をしたいのか」

　ジルの目は揺れ、唇は嚙かみ締しめられる。彼女はただ苦しげに首を振り、言う。

「……私はもう、自分じゃ決められない。決めたくないの。諦めたくないけれど、それ以上に失敗が怖い……逃げ出すことも、抗あらがうことも出来ない……」

「……」

「もう何人の旅人が死んだか分からない。皆、いい人達だったの。君みたいにナサンゴラを救うと言ってくれた。私はその度に少しだけ希望を抱いて、それよりずっと多くの絶望を味わった。最後の結末はすごくあっけないの。言げん血けつの水が襲ってきて、皆を吞み込む。吞み込まれた瞬間、おしまい。もう全部忘れてしまう。私は毎年同じように街を出て、手紙を読んで、それから知るの。また失敗だった。また旅人が、あんなにこの街を救おうと頑張ってくれた人が犠牲になったって……それなのに諦められない。抗あらがいたくないし、逃げ出したくない、でも諦めることもできない……！　もう、私には、自分がどうしたいのかさえ分からない……！」

　彼女は俯うつむき、何かを拒むように首を振った。

「……私はもう……何も選べないよ……もう、何も……」

　だからこそ、いつか、という希望を抱いて一年を繰り返す。旅人を導き、それに賭け、打ちのめされて、諦めようとしてもなお、諦めきれない。こうして良心の呵か責しやくに押し潰されながらも、ひたすら待つしかない。

　それを数百年。

　真実を書いた紙を破り捨ててしまえば、それで終わったのかもしれないのに。何もかも忘れて、ナサンゴラに取り込まれることもできたのに。

　彼女はそれでも、繰り返したのだ。

「……あなたはやっぱり選んだんですよ」

　そうだ。彼女がしてきたことは、諦めから一番遠いところにあるものだった。

「待つことを選んだんでしょう？　待って、待って、待ち続けて、いつか答えが出るまで、納得のいくものを手に入れるまで耐えることを選んだんでしょう？　だって、あなた一人ではできないこともある。それを認めて、あなたはじっと耐えてきたんじゃないですか」

　数百年もの間。ただ、一人きりで。幾多の命を背負って。それはもはや、命を尽くしても終わらない戦いで。きっと、一つの意志だけでは貫けないほどのものだったはずなのだ。

「ジルバンドとしてのあなたはナサンゴラを見捨てられなかった。じゃあ、アクリアとしてのあなたは、ナサンゴラを見捨てられたんですか？」

　ジルははっと目を上げ、それからゆっくりと首を横に振った。

「見捨てられない。だって、ナサンゴラはあの子の……サーニャの街だもの」

　故に、ジルを支えていたのは王の未練だけではないのだ。

「あなたは最初から、迷ってなんかいなかった。あなたが守ろうとしていたのは、ジルバンドが守ろうとした街であり、サーニャが帰る故郷だった」

　娘を預かったアクリア＝ペトロは、きっとサーニャと本当の母親との繫つながりを守りたいと願ったのではないか。ナサンゴラという母娘の絆きずなを守りたいと思ったのではないか。

「王としてのあなたも、母としてのあなたも、やっぱりナサンゴラを守りたいと思っていたんです。だからそこに迷いなんて生まれるはずがない。ジル＝ペトロが望んでいるものは、いつだって同じでしょう？」

　アルナリスとアルナに引き裂かれた少女とは違う。ジルは王であり、母だったのだ。その幸福な一致があったのならば、もはや足を止める必要はない。

　俺は立ち上がり、ジルの手をしっかり握る。

「……もう一度選びましょう。何度繰り返そうと、何百年繰り返そうと、もう一度選びましょう。あなたが一番に求めるものを、ただ一つ求め続けた結末を」

　ジルもまた自らの足で立ち上がり、そしてどこまでもまっすぐな声で答えた。




「私は──ナサンゴラを救いたい」
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　地下牢ろうを出て、俺達は中心街を駆け上った。外がい門もんをくぐり、街の外に出るとジルの蟻ぎ倉そうに向かう。果たしてそこに辿たどりついた時、少女は白い犬に守られるようにして倉の前で座り込んでいた。

「サーニャ！」

　思わずジルの口からその名前が飛び出すが、当然向こうには聞こえない。しかし俺達が近づくとすぐにベオルが首をもたげる。しかもその表情から言って、俺が来たと分かったのだろう。さすがに言げん血けつの匂いを覚えているらしい。

　ベオルが軽く唸うなり、それに応じてスゥがぱっと飛び上がる。

「もしかして、ユウファ？　近くにいるの？」

「え、ユウくん？　どこにいるの？」

　サーニャも一緒になってきょろきょろと周囲を見回す。俺は慎重に彼女達の下へ近づいていき、まずサーニャの肩に留まっていたスゥに触れた。彼女の身体は小さいために、俺の言げん血けつを少し送り込むだけで、ナサンゴラの言げん血けつは吐き出される。

「あっ、ジルもいる！」

　スゥはぱっと俺の肩に飛び移り、どこか安あん堵どしたようにちょこんと座った。

「サーニャはジルさんが調ちよう伏ぶくしてあげてください。俺がやるより苦しくないと思うので。それに言げん血けつを押し流すだけで複雑なことは要りませんから」

「……うん。やってみる」

　サーニャはジルが、ベオルは俺が言げん血けつを調ちよう伏ぶくした。お互い共有する言げん血けつが多いために、作業はあっさりと済む。サーニャは突然俺とジルが現れたことに目を丸くしたが、すぐにジルを抱きしめた。何も言わず、ただひしと母親を抱きしめ続ける。既に赤く泣き腫らしていた瞼まぶたにはまた涙が溢あふれていた。ジルもサーニャを優しく抱きとめると、「ごめんね……大丈夫だった……？」と声をかける。

「……蟻ありさんがいっぱい来て、ベオちゃんがぴょんって出てきたの。そしたらイルちゃんもいたんだけど、どこかに飛んでっちゃって、蟻ありさんも皆、イルちゃんの方に行っちゃって……」

　おそらくナサンゴラの言げん血けつに一度組み込まれると標的から外されるのだろう。サーニャ達に妙な被害が及んでいなくて一安心だが、当人の表情は晴れない。

「……蟻ありさんが皆いなくなっちゃったの……」

　視線をやれば、扉の向こうに空っぽの蟻ぎ倉そうが見える。もしかすると俺達を襲った蟻ありの中にも、ジル達の蟻ありが混じっていたのかもしれない。

　ジルは涙でぐずぐずになったサーニャの顔を拭い、微ほほ笑えむ。

「そんなこと、どうでもいいの。サーニャが無事で良かった。怪け我がとかしてない？」

「だいじょーぶ。お母さんも怪け我がしてない……？」

「大丈夫よ。ユウファ君が助けてくれたから」

　……むしろ俺が多少怪け我がさせたところもあって心苦しいが、余計なことは言うまい。

　俺達はそれから街へと走る。サーニャは突然空が見えなくなったことや大広場に塔が立っていることにかなり驚いていた。どうやら彼女が翼を持っていた頃の記憶は蘇よみがえっていないらしい。翼を失った時に飲んだ言げん血けつで記憶が根本的に薄まってしまったのだろうか。

　俺達は湖岸に沿ってナサンゴラの街を目指したが、ある時突然、サーニャが声を上げる。

「ねえ、水が減ってるよ？」

　一体何のことかと目を向ければ、なぜか湖面が見る間に引いていく。水底の小石や砂が輝き、剝むき出だしになった水草が艶あでやかな緑を晒さらすが、見み惚とれている場合ではない。突然水がせり上がったかと思うと、忽たちまち俺達の身長を優に超す巨大な山を作ったのだ。これが異常な光景だということなど、一目瞭りよう然ぜん。そして生き物としての本能か、拭いがたい悪お寒かんが全身を貫いた瞬間、怒ど涛とうの勢いで水がこちらに襲い掛かってきた。

「ユウファ君、走って！」

　ジルの声に鞭むち打うたれ、跳ねるようにして地を蹴った。湖に背を向け、全速力で走り出す。サーニャを乗せたベオルも一気に加速し、俺達は最短距離で湖から離れていく。

「あれが何だか知ってるんですか!?」

　隣を走るジルに尋ねると彼女は一瞬後ろを振り返り、険しい表情を見せる。

「あれはナサンゴラの言げん血けつ。私達を支配してる、その正体よ。触れたら一瞬で意識を奪われる」

　……言げん血けつ？　確かに水がせり上がった部分は白く淡い光を宿しており、言げん血けつの泉に似たような色合いをしている。だが、言げん血けつが勝手に動くなんてことがありえるのか？

　すると、こちらの疑問を読み取ったようにスゥが口を挟む。

「……王おう歌かで水とか土を動かす、っていうのは普通のことでしょ。たぶん、この街の言げん血けつも似たような仕組みなんだと思う。自律しているのは不思議だけど」

　不思議と言うか、恐ろしい。水はまるで俺達に向かって手を伸ばすかのように細い水流を放っている。しかもその速度は尋常ではない。生あい憎にく辺りは広い牧草地帯で障害物もない。俺達はあっという間に距離を詰められてしまう。

「言げん血けつはどうすればいいんだ！　刀で水は斬れないぞ！」

「ボクに聞かれても知らない！」

　水の流れが、静かに、恐ろしい程落ち着いた動きで俺達の後を追ってくる。しかし不意にジルが止まると、水に向かって槍やりを構えた。ベオルは決して足を止めず、サーニャを出来る限り遠くへと運ぼうとする。

「おかあさんっ！」

　そんなサーニャの叫びと、水がジルにぶつかるのが同時。




　──カァーーーーーンッ！

　鋭い剣けん戟げき音にも似た響きが、湖畔の静寂を砕く。

　目を疑った。

　ジルが突き刺した花はな槍やりの先に、今にも彼女を捕らえようとしていた巨大な水が氷塊となって停止している。槍やりの一振りで忽たちまち水が凍ったのだ。

「ユウファ君、走って！」

　即座に構えを解き、逃走態勢に戻るジル。彼女に並走しながら、尋ねずにはいられない。

「一体、何をしたんですか？　どんな奇き蹟せきを使えば……」

「坑道で食べた氷のこと、覚えてる？」

「泉から作ったあれですか」

「原理はあれと同じ。濃度の高い言げん血けつに反はん血けつ晶しようをぶつければ凍るの」

「……でも、手、大丈夫ですか？」

　彼女はいつものように水みず蜘ぐ蛛もの手しゆ套とうを嵌はめているが、その表面にはびっしりと細かい霜が降りている。ジルは小さく微ほほ笑えみ頷うなずいた。

「さすがにこれを嵌はめていても、冷えるね。手しゆ套とうが無ければ私の腕が凍りついてたと思う」

「……そんな無茶しないでくださいよ。上う手まくいくかどうかも分からなかったのに」

「記憶があるの。かつてこうやって戦ったことがあったから。それにね、ユウファ君。無茶をしようと持ちかけたのは君よ。もしも君がいなかったら、私はまた大人しく言げん血けつに飲み込まれていたかもしれない。でも、今、私は無茶をする勇気が持てる。蛮勇でも構わないの。私がずっと、数百年もの間待っていたのは、この無謀な挑戦のためでしょう？　君がくれたこの蛮勇を今、手放したくない」

　そう語るジルの眼まな差ざしに、もはや迷いなどなかった。

「最後まであがいてみる。自分の数百年が無駄じゃなかったって、やっぱり信じたいから」




　　　　□　□　□




　ジルの足止めのおかげで水の勢いは急激に収まり、俺達は無事に街へ戻ることができた。塔に入ると、書庫はまるで嵐でも通ったかのような惨状。本が散らかり、足の置き場もない。その中でイルナはあちこち走り回っては本を開き、恐るべき速度で頁ページをめくっていた。フェムガンは相変わらず止まり木に留まって水煙草をふかし、虚こ空くうを眺めている。……実に奇妙な光景だ。お互いの存在をこんなにも無視していられるのも、ある意味才能だろう。

　ジルの記憶も含め一通り事情を説明すると、イルナはしばらく考え込んでいたが、やがてこう切り出した。

「……翼よく人じんの話は最高に興味をそそるけれど、さすがに今は置いておきましょうか。まずあたし達が考えなきゃいけないのは、これからどうするかってことだものね」

　あの翼よく人じん狂のイルナがこう言うなんて、俺としてはかなり驚きだったのだが、それが表情に出ていたらしい。彼女から冷たい視線を投げかけられた。

「自分の好奇心にかまけて、この街の言げん血けつに吞み込まれたら元も子もないでしょ。あたしをそこまで馬鹿だと思ってたわけ？」

　……思ってないっての。しかし逆に考えると、それだけ事態は逼ひつ迫ぱくしているということだ。イルナも冗談はここまでとばかり、すぐに真剣な表情になる。

「選択肢は二つあるわ。まず、皆で逃げること。ナサンゴラの言げん血けつが巡っているのはこの地下空洞を中心とした一角、おそらくは反はん血けつ晶しようの鉱脈上ね。ここから出てしまえば、時間はかかるけどいつか言げん血けつは薄まっていく。誰でも幻覚を解くことができるわ」

「それじゃあ住人を言げん血けつの届く範囲から連れ出せばいいんだな」

「そういうこと。でも正直現実的じゃない。今から移動するにはきっと時間が足りないし、これだけ大勢の人間が坑道で言げん血けつも飲まずに移動するには、それだけ蓄えが必要だもの」

　そりゃ、そう都合よくはいかないか。

「ナサンゴラの地下には巨大な反はん血けつ晶しようの器があるみたいね。そのおかげで言げん血けつがかなり純度を保ったまま循環できてる。ここの本に書いてあったわ。まあ、信用ならないって言ったらそれまでだけど。山脈から抜け出さない限り、逃げるのは不可能ね」

「もう一つの案は？」

「それは、ほら、街を支配する言げん血けつをどうにかして止めるのよ」

「……どうにかってなあ……」

　そもそも言げん血けつは倒せるものではないし、反はん血けつ晶しよう以外の物体は簡単に染しみ込こんでしまう。そんなものをどう相手にすればいいのか。

「ジルさん、さっき俺達を襲ってきた水の塊。あれが言げん血けつの本体なんですよね」

　俺が尋ねるとジルは思案顔で「そうだと思う」と頷うなずく。

「この街が毎年迎える最後は水害なの。毎年のように、というか文字通り毎年水が襲ってきて、この街はやり直しになる。触れると一瞬で言げん血けつを縛られるわ」

「凍らせるのは有効なんですよね？　実際、あれのおかげで逃げていきましたし」

「……驚かせるくらいはね。でも最後はいつも街を覆い尽くすくらいの水が流れ込むの。それを全て凍らせるのは難しいし、凍らせたところでどうなるのか……」

　あまりジルの表情は芳かんばしくない。だが今度はイルナが尋ねる。

「確認ですけど、普段、その大量の水っていうのは大人しいんですよね？」

「うん。この一年が切り替わる時だけ動けるようになる」

「それなら、湖の凶兆ってやっぱり意味があると思うんです。あの大量の氷が浮かぶってことは、言げん血けつの水を封じていたものが割れたってこと。逆に言えば、氷は十分敵を封じるのに役立つってことになる。……それに、墓守様とされているものがナサンゴラの言げん血けつの本体だとすると色々辻つじ褄つまが合う。たとえば蟻ありの埋葬。蟻ありは他の虫と違って自己繁殖できない。蟻あり飼いは湖から新しい蟻ありを取るんですよね」

「そう。一年の初めに、少なくなった分の蟻ありを捕まえるの」

　……そうか。人間の記憶が一年前に戻されるように、蟻ありは言げん血けつによって修繕されるのか。

「蟻ありってのはよっぽど出来損ないなのね。まだ機械らしさが残ってる。だから湖の水はそれを補うもう一つの生体機械みたいなものなんじゃないかしら。決まった形を持たない、殻のない虫。蟻ありの母親というか王様っていうか……」

「《女じよ王おう蟻あり》ってことだな」

「それよ。《女じよ王おう蟻あり》。それに……大火災の話、あたしとしてはこれも《女じよ王おう蟻あり》と関係していると思うの。さっき反はん血けつ晶しようの鉱脈があるって言ったでしょ？　その器に挟まれる形でナサンゴラの大量の言げん血けつが循環してるわけ、これがどうなるか。すごく簡単な話じゃない？」

　言げん血けつに反応すると反はん血けつ晶しようは熱を奪う……湖の氷ができるのか。

「つまり、この街自体が、溶岩を冷やすための装置だったってことか？」

「ええ。もしかすると、この言げん血けつの脚本、一年を繰り返す仕組みもそのためじゃないかしら。人間がいる限り言げん血けつは常に作られ続けるし、それがより安定的なものであれば文句はない。この街はとにかく言げん血けつを繫つなぐために、全てを利用しているのよ」

　鳥にとって人間も蟻ありも変わらないとは、まさにこういうことを言うのだろう。

「とにかく、結論は同じよ。《女じよ王おう蟻あり》は形がないけど、生きた一つの存在。よく分からない幻みたいなものじゃない。だから凍らせるのは有効だと思う」

「まあ……出来るならそうしたいが、どうやって凍らせるんだ」

「ここは蟻あり飼いの街よ。幸い、反はん血けつ晶しようは沢山あるでしょ。どれだけ凍らせられるか分からないけれど、あなた達が足止めに成功したのを聞く限り、望みがないわけじゃないと思う」

　それが俺達の考えうる最良の方策とはいえ、随分な賭けだとは思うがな。

「それで、どうやって血けつ杖じようを集めるんだよ。まさか、一本一本盗むわけじゃないだろ」

「え、それ以外どんな方法があるのよ」

「……」

「幸い、あたし達は見えないんだからいくらでも盗めるわ」

「集めた血けつ杖じようをどうする。水に投げつけるのか？」

「そんなことしても埒らちが明かない。効率よく分断しないと。どれだけ大量の水を使っていても、きっと直接動かすことができるのは一つの個体よ。一旦それから切り離せば、ただの水になる」

「どうしてそんなことが分かるんだ？」

　あまりに自信ありげに言うので尋ねると、イルナは言葉に詰まる。しかし俺達の命がかかっている以上、あてずっぽうはごめんだ。黙って返答を待っていると、

「……この本に書いてあった」

　イルナが手にしているのは黒革の装丁が施された片手に収まるほどの小さな本。

「……血けつ杖じようを用いた場合、どこに設置したらいいのかも、全部本の中に書いてある」

「ここの書庫をそんなに信用していいのか？　そもそもナサンゴラの言げん血けつを作ったのは鳥なんだろ？　だったら、この鳥の塔にある情報だって噓うそかもしれない」

「それはそうだけど……」

　イルナにしては歯切れが悪い。俺がじっと見つめると、困ったように唸うなる。

「……んー、もう、だって、全て書いてあるんだもの。それを利用しない手はないでしょ？　あたしだってそう簡単に信用できないけど、でも、この本、全ての記録が残っているのよ？」

「……全て？」

「そう、百七十二回。あたし達みたいにナサンゴラの訪問者が言げん血けつと戦った記録。そのうち、血けつ杖じようを用いたのが五十七回。この記録を見て、戦略的に利用したのが八回。その時にナサンゴラの言げん血けつがどう動いて、人間側がどういう行動をとったのか、全て書いてある」

　一体誰が、などと考えるまでもない。ナサンゴラにおいて常に観察者となることができたのは、ただ一人、いやただ一羽わか。

「……どうしてあいつがそんなものを残すんだ」

「あたしだって知らないわよ。でもナサンゴラにまつわる資料のほぼすべてはここに揃そろってるの。ないとすれば、どうやって《女じよ王おう蟻あり》を作り出したか。それくらいよ。あとの記録は全部手に入るし、その半分近くはたぶんフェムガンが書いたものよ」

　この会話だってフェムガンには聞こえているはずだ。俺は彼の方を向き直り、尋ねる。

「どうして俺達を助けるような情報を残しているんだ」

　すると、彼はまるで伸びをするように翼を広げ、それからゆっくりと畳み直すと欠伸あくびをする。水煙草を再び吸い、彼は眠たげな声で言った。

「私は教育係だ。何も隠し立てはしないし、必要な情報は全て与える」

「……お前は俺達が苦しむのを見たいんじゃないのか？」

「お前は娯楽というものを知らないな、人の子」

「……」

「初めから勝負の決まっている戦いにおいて、重要なのはいかに敗者があがく姿を見られるかだ。私は確かに記録を取る。それがしばしばお前達にとって役に立つこともあるだろう。──だが、結果は変わらん。考えてもみろ。百七十二回の挑戦、しかもお前達と同じように情報を手にした者でさえ、結局ナサンゴラの脚本を書き換えることはできなかった。お前達はまず、その意味をよく嚙かみしめるがいい。ただ真ま似ねをするだけで上う手まくいくとは思わないことだ」

　……何か言い返したい。だが、俺の頭の中に、奴やつを言い負かすだけの言葉は何も浮かんでこなかった。しかし、その代わりに口を開いたのはジルだった。

「あなたがフェムガン、だったの？」

「そうだが」

「……それなら、ジルバンド＝アスカリトラという人を覚えてる？」

　その問いに、フェムガンの羽がぴくりと震える。

「……彼女はあの大火災の後、どうなったの？　どこに行ったの？」

　燃え上がる炎の街に美しい翼を広げ飛んで行った一人の翼よく人じん。ジルの記憶を介して、俺の目にもありありと浮かぶ、その美しい翼影。

　フェムガンはしばらく身動きもしないまま、やがて溜ため息いきを漏らすように答える。

「……あれは死んだ」

　ジルの表情が強こわ張ばった。

「そして、お前がその問いをしたのは二度目だ」

「……二度目？」

「大火災から数年後、お前は一度脚本から外れただろう。その時お前は私にここで会い、同じ問いをし、同じ答えを聞いて、同じ表情をした」

「そんな、それは噓うそよ。今の私はちゃんとした自分の記憶が──」

「それを証明するのは誰だ」

　ジルの言葉を制するように、どこか怒気を孕はらんだ声でフェムガンが言う。

「今のお前が果たして脚本から本当に外れているのか、どうやって確かめることができる？　お前は現に、記憶を失っている。繰り返しているのだ。自らの道を選んだと思いながら、それでもなお脚本の中にいる。……いいか、一ついいことを教えてやろう。ナサンゴラの外に出る者は皆、王族の記憶を持っている」

「え──」

「ジルバンド＝アスカリトラの記憶を全ての蟻飼いが受け継いでいるのだ。そして、全ての蟻飼いが娘を抱えて外に出る」

　……何を言い出すんだ、この青あお鷹たかは。

「お前の娘の背中に、傷はあるか？　翼が生えていた紛れもない証拠はあるか？」

「……それは、蟻ありの言げん血けつのおかげで……傷痕は……」

「そうだ。証拠はない」

「……」

「そして、全ての蟻あり飼いはナサンゴラに戻るように決まっているのだ」

「……」

「なぜか？　それは王の記憶を持っているからだ。王としての記憶が、ナサンゴラを見捨てることを許さないからだ。たった一人王の記憶を受け継いで、自分がこの街を救うしかないと、全ての蟻飼いが思っているからだ！」

「……違う、私は──」

「お前は所しよ詮せん、『王族の記憶を受け継ぐ蟻あり飼い』という役に過ぎない。人間の言げん血けつ、人間の記憶など、どうでも都合のいいように変えることができるのだ。全てが言げん血けつに書き込まれた以上、お前の本当の記憶などは存在しない！」

「もう、やめてっ！」

　ジルはフェムガンの言葉を聞きたくないとでも言うように、耳を塞ぎ、かぶりを振った。俺は今にもやつを斬り殺したくなる衝動を必死に抑え、睨にらみつける。するとフェムガンはどこか笑いを堪えるように身体を揺すり、紫煙と共に低い声を響かせた。

「なぜそんなことを言う、とでも問いたいか、人の子。……なぜなら、私は教育係だからだ。真実を教えるのが仕事であり、それこそが愉たのしみだからだ。真実を手に入れたところで、お前まえ達たちが得るのは不安であり、苦痛であり、虚無だ。そういう顔を見るのが私の最高の娯楽なのだ。……さあ、あとは精一杯あがくがいい。私はそろそろヤルチオスカの出番が回ってくる。先に舞台に上がるとしよう」

　フェムガンはそう言って近くの窓枠に飛び移ると、もう一度こちらを振り返る。

「楽しめ、演者達よ。終幕は近いぞ」

　そして彼は外に向かってそのくすんだ翼を広げ、飛び立って行った。

　俺達に残されたのは、あまりにも息苦しい沈黙。先ほどまでの決意、希望、それを全て上から黒塗りするような静けさだった。……あれほど苦しみ、そして立ち上がったジルの想おもいをフェムガンの言葉が打ち砕いた。全てをまた元通りにしたのだ。

　だが、鳥が残した沈黙を破ったのもまた、一羽わの鳥。




「──信じられないっ！」




　迸ほとばしる怒りと共に叫んだのはスゥ。彼女は今にもフェムガンを追いかけて嚙かみ付ついてやらんとでも言うように、口から火を噴く勢いで叫ぶ。

「あんな最低な鳥がいるなんて！　鳥として、本当に恥ずかしいよっ！」

　怒りの矛先をどこに向ければいいのか分からず、スゥはぐるぐるともの凄すごい勢いで宙を舞う。いつも温厚で物静かな彼女がここまで怒りを露あらわにするのは珍しく、俺もイルナもやや呆あつ気けにとられてしまう。

「……お母さん、大丈夫？　どこか痛いの？」

　サーニャは床にへたり込んだジルの顔を覗のぞき込こみ、心配そうに尋ねた。ジルは彼女をそっと抱きしめると、まるでその存在を確かめるように頭を撫なでる。

「……私はサーニャのお母さんだもんね。泣いちゃ駄目だよね」

　サーニャはジルの苦しみの意味をまだ理解することができず、きょとんと母親の顔を見つめた。するとスゥがひらりとサーニャの肩に乗り、ジルに向かって言う。

「そうだよ。ジルはジルなんだよっ！」

「……え？」

「証拠とか、本当とか、そんなの関係ないっ！　確かに王族は、王族に生まれたから王族になるよ。でもだからって、ジルはジルとして生まれたからジルになるんじゃないっ！　ジルが、自分で、ジルとして生きようと決めたから、ジルなんだよ！　それだけで、もう、それだけで！　その人の命は本物なんだよっ！」

　──なぜ、スゥがそれほどまでジルのために怒るのか、俺は痛い程よく分かった。スゥの小さく丸々とした瞳に浮かぶ涙は、ジルのためだけじゃない。かつて同じように苦しんだ一人の少女、自分の命を精一杯生きようとして散った、たった一人の家族のために、やはり彼女は怒っているのだ。

「噓うそなら噓うそでいいんだよっ！　その人の命は真実のためにあるんじゃない。ジルの命がどこから始まっていても、ジルは今、ここにいるんだからっ！　あんな、老いぼれの話なんて気にしちゃダメだよっ！　ジルはサーニャのお母さんで、今、この街を救おうとしていて、ううん、ずっと救おうとしてきた王様だよっ！　それが、それだけが本当のことなんだよ……」

　小さな瞳から、もっと小さな涙が零こぼれる。もしかしたら、スゥはこの言葉をいつかアルナに伝えてやりたかったのかもしれない。そのままのアルナでいいのだと。それを知っている者がここにいるのだと、伝えたかったのかもしれない。……アルナとほとんど言葉を交わさずに別れた最さい期ごの時からずっと、スゥはこの思いを、胸に溜ため込こんできたのだ。

　ジルはサーニャをもう一度抱きしめ、スゥをそっと片手で撫なでた。彼女の双そう眸ぼうもまた溢あふれんばかりの涙を湛たたえている。

「ありがとう……スゥ」

　ジルは微ほほ笑えんだ。……偽りでもいいのだ。たとえ、その「真実」がどれほど空っぽのものであれ、自分が語る、自分のための言葉がそれを形作る。

　俺だって同じじゃないか。俺が俺だと思ってきたものは、俺の中心だと思ってきた存在はただの俺の幻想だった。それを痛い程思い知らされて、その空白を味わって、でもこうして今も俺は俺として、歩き続けている。

　失ったものを、初めからなかったものを、埋める必要なんてない。空っぽの俺が、最初から俺だったのだ。そしてその空っぽの俺をかつて好きになってくれた人がいた。空っぽの俺を今でも大切に思ってくれる人がいる。

　俺は今、心の底から、ジルとサーニャ、この母娘を助けたいと思う。真実などどうでもいい。空っぽのまま、生きればそれでいいのだ。きちんと最後まで、一つの命を生きる権利を取り返すのだ。

　だから、壊さなければならない。権利を奪ったこの街を。なくしかけたものを必死に繫つなぎ、空っぽであることから目を逸そらし続けているこの街を。偽りの街で最低の偽りは、終わらない終わりなのだ。奪われた結末を真実から取り戻すために、俺達は自分の手で、本当にこの街を終わらせなければならない。
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　半日をかけて血けつ杖じようを盗みだし、街路にそれをしかけた。地形を上う手まく利用し、《女じよ王おう蟻あり》から少しずつ水を奪う。そして体積を出来る限り小さくした後、血けつ杖じようで全体を一気に凍結させる。これがイルナと、これまでナサンゴラの言げん血けつを壊そうとして失敗した人々の経験が出した答え。しかも今回、俺達には人手がある。言げん血けつの誘導に必要な囮おとりとしての俺。止とどめを刺すジル。さらには状況を把握し必要があれば計画の修正を行うイルナ。その情報伝達を担になうスゥ。おそらく、これまでの先人と比べても圧倒的に準備が整っているはずだ。

　ナサンゴラの言げん血けつが壁を降りてくるのは毎回夜明けらしい。動き出すにはまだ時間があるということで、ベオルとスゥに見張りを任せ、俺達は塔の書斎で仮眠をとることにした。ジルとサーニャは精神的な疲れもあったのだろう。横になるとあっという間に眠りに落ちてしまう。ほとんど熟睡だ。一方イルナは敷しき布ふに横になりながらも本の頁ページをめくるのを止めようとはしなかった。

「……いい加減、休んだらどうだ」

　俺が小さな声でそう言うと、彼女はかぶりを振る。

「あたしのことは気にしないで、ユウファは寝なさいよ。作戦で一番大変なのはあなたなんだから。最初から最後までずっと逃げ回らなくちゃいけないのよ」

「……でもなあ」

「……あたしは戦いが始まったら何も役に立たないの。だから始まる前に出来るだけのことをしたいのよ。ここにある本はきっと噓うそじゃない。何か一つでも役に立つことがあれば──って、ちょっと」

　俺は無理やり本を取り上げ、イルナの手が届かない所に置いてしまう。彼女はそれを取り返そうと俺の身体越しに手を伸ばす。……布ふ団とんから出ようとしないあたり、ちょっと寒いのかもしれない。イルナの手を摑つかむと、確かに氷のように冷たい。

「……何するのよ」

「無理するなって。作戦が上う手まくいかなかったら、その時こそお前頼りなんだから。寝不足でベオルの背中から落ちるなんてことがあったら困るだろ」

「そんなわけないでしょ。あたし、居眠りとかしたことないもの」

　……そういう話じゃないっての。

「もう、いいから返しなさいよ……！　どうせ不安で眠れるわけないんだから、本を読んでいるくらいで丁度いいのよっ！」

　ぐいぐいと手を伸ばし、なおも本を取り返そうとするイルナ。

「不安なのか」

「……当たり前でしょ。不安よ」

「どうして」

　俺の問いに、ぐっと彼女が目を逸そらす。それからか細い声で言った。

「……失敗したら、死ぬから」

「死にはしないだろ。むしろ一生死ねなくなる」

「冗談にならないからやめて」

　イルナは一度本を取り返すのを諦め、俺の隣にごろりと横たわる。それから天井を見上げると、サーニャ達たちを気遣う囁ささやき声ごえで言った。

「……あのねえ、あたしは、あなた達ほど度胸がないのよ。……それなりに危ない目にはあってきたけど、人を殺したことはないし、何か凄すごい事件に巻き込まれたことも……まあ、あなた達と出会うまでは、なかったの。アルナとの逃避行は確かに現実離れしていたけれど……次から次へと進んでいって、不安を覚えている暇もなかった気がする。それにほら、アルナがいると変に安心しちゃうじゃない」

「そうだな」

「でも今回は違う。あたし達は自分で選んでこの大事に巻き込まれるのよ。一つの街をかけて、何百年も続いた大きな力に挑もうとしてる。……これって、本当にお伽とぎ話ばなしみたい」

「敵は水の化け物だもんな」

「そう。それにただの化け物じゃないわ。あたし達の理解を超えた、大昔の凄すごい技術の結晶なのよ。……あたしみたいな普通の人間にとっては、ちょっと肩の荷が重いわ」

「俺にとっても……というか、俺達皆、肩の荷が重いと思ってないやつはいないだろ」

「そうかしら。だって、実際皆凄すごいじゃない。スゥはやっぱり王おう鳥ちようで、ジルはちゃんと王様の覚悟があって、ベオルはそうね、やっぱり王女の軍犬。ユウファは護ご舞ぶ官かん、でしょ？」

「イルナは王女の友達だろ」

　彼女は一瞬はっとして、それからどこか懐なつかしむような笑みを浮かべる。

「そうね。あたしは王女の友達よね……」

「それに、イルナはそういうのが好きで旅をしてるんだろ。俺は伝説とかよく分からないけど、翼よく人じんっていうのは必ずこういう話に関わるんじゃないのか？」

「……まあ、あたしはジルの記憶を見たわけじゃないけれど、本当に翼よく人じんがいたんでしょ？」

「ああ。《女じよ王おう蟻あり》が作った噓うその記憶って可能性は否定できないけどな」

「どんな感じだった？」

「……うーん、やっぱり奇妙だった。空を飛ぶ感覚というか翼を動かす感覚ってのは、俺達が全く知らないものだからな。スゥの力で空を飛んだときとは、やっぱり全然違う」

「自分で飛ぶんだものね」

「ジルバンドっていう王女は本当に空を飛ぶのが好きだったみたいだけどな。ただ、何というか、気にかかることもないわけじゃない」

「どういうこと？」

「……《金きん翼よく》はメトラジガッドが王族に与えた一つの技術だったろ？　ジルの記憶の中でも、翼よく人じんっていうのはやっぱり一つの技術だった。所しよ詮せん、翼は植えつけるものであって、初めから人間に生えているわけじゃないし」

「……そうね。翼って言葉は鳥ちよう献けんに近い意味だと思うの。まだあたし達は二つしか正体を知らないけど、空を飛ぶための鳥ちよう献けんは、全部翼って呼んでいるのかもしれない」

「しかも、この街の翼よく人じんは実験台にでもされているみたいだった。空もないから逃げ出す心配もない。ある意味地下都市は翼よく人じんを飼うためにかなり適した環境なんじゃないか？　……それに、蟻ありとか《女じよ王おう蟻あり》を含めた言げん血けつの仕組み全体も、ある意味で一つの技術、一つの実験だろ？　フェムガンが言っていた通り、人間は道具で、翼よく人じんもその一つなのかもしれないってな……別にだからといって翼よく人じん伝説が悪いわけじゃないんだが……」

　俺が初めて翼よく人じんという言葉を聞き思い描いたものと、少し違う。それはきっとイルナが翼を自由の象徴のように語っていたからだろう。翼があることで、人間はより自由に、より高みへ行ける。翼は純粋に希望を持てるものだったはずなのに。少しずつ明らかになるのは、そのあまりに不自由な在り方ばかりだ。

　イルナはごく真剣な表情で、「そうよね」と頷うなずく。

「だから迷っているのよ。あたしはどうしたいのかなって。あなた達と出会って、あたしは一気に翼に近づいた。それで、当然嬉うれしかった部分もあるし、戸惑う部分もあるの。いつまでも吞のん気きに、翼を見てみたい、ってそんなことを言っていられない。……だから、もしこれから先も翼よく人じん伝説を追うなら、ちゃんと自分なりに距離を持って、自分なりの受け止め方を決めて行かなきゃって」

「……たとえば？」

「それはまだわからないわ。だから寝られないんだもの」

　イルナは寝返りを打ち俯うつぶせになると、枕元に置いてあった片眼鏡を手に取って覗のぞき込こむ。

「……自分の命を自分で決めたように生きるって、すごく難しいことよね」

「ああ……」

「……あたしは父親の気持ちが知りたくて翼よく人じん伝説を追い始めたけれど、もうそれだけじゃ駄目なんだろうなって思うのよ。あたしは、父親の知らなかったものを見てる。もしかしたら、もう父親のずっと先に来てしまったのかもしれないって……」

「それなら俺も似たようなもんだな。俺にとっての父親は師匠だった。でもその父親を殺して、アルナを失ったんだ。俺はもう護ご舞ぶ官かんとして守る相手がいないし、それは師匠だって知らなかった世界だ。俺が何をするかは、自分で選ばなきゃいけない」

「……そうね、似てるかも」

「でも、俺は寝ることができる」

「あら、どうして？」

「俺は言げん血けつを統御できるから。……ほら、横向いて」

「え、何するの」

「イルナにも教えるんだよ。よく眠れる方法。身体に触るけど、あんまり気にするなよ」

「え」

　イルナを抱き寄せて、左手は彼女のお腹なかに、右手は彼女のうなじに添える。……いつかアルナに同じようなことをした時は、手を封じてしまったのだっけ。あの頃の、知らず彼女の言葉を聞こうとしなかった自分を思い出して、少し苦いものも感じるけれど。

「……言げん血けつを通すから、ゆっくり呼吸して」

「う、うん……」

　言げん血けつを繫つなぐ必要はない。ただ彼女の不安に震える言げん血けつに寄り添うだけ。

「眼めを閉じて、俺も眠くなってきたから」

　イルナは何も答えず、ただ彼女の腹部に沿えた手を彼女はそっと上から握ってきた。穏やかな呼吸。温かな血の巡り。時間が少しずつ緩慢になり、全身の力が抜けていく。

　温かい。俺はぼんやりと、幼い頃の記憶を思い出す。アルナに教えて貰もらった一つの言葉。優しい抱擁。そして、彼女の温ぬくもり。……言葉より先に生まれる人間なんていないのだ。いつだって言葉が先にあって、俺達はそれが名指すものを後になって知ることになる。

　だから、この温ぬくもりも「家族」というのだろう。

　アルナも、イルナも、やはり俺の家族に違いない。
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　俺達は夕暮れと共に街の外れに火を放ち、寄合所の武器庫から奪った火薬を爆発させた。目的は住人をナサンゴラから遠ざけ、戦闘の舞台を用意すること。街を壊すのは心苦しいが、人々を巻き込むわけにもいかない。とりわけ《女じよ王おう蟻あり》を倒すためには街全体を使わなければならないのだ。

　住民の追い出しは滞りなく行われた。街を一斉に襲った火に人々は逃げ惑ったが、勿もち論ろん火事で怪け我が人にんの出ないよう配慮をしてある。最悪逃げ遅れそうな者がいれば俺とジルが気絶させて運んだ。民家が燃え尽きた後も、余炎に阻はばまれ住人達たちは近寄れない。皆が陸の高台から街を見下ろし、ナサンゴラの崩壊に悲嘆の声を上げていた。されど残り火の煌きらめくこちら側は戦場。どれほど怨えん嗟さを差し向けられようが、これもまた彼らを救うためには避けられないことなのだ。全ては大火災によって始まった偽りの歴史。街が火に包まれるのもまた運命だろう。もう一度、その始まりからやり直さなければならない。

　サーニャは塔の書庫に、しっかりと窓を閉めて待っているように言い聞かせ、何があっても外に出ないことを誓わせた。万が一失敗する、などということは考えたくないが、それでも彼女に危険が及ぶようなことは避けたい。

　イルナの指示通り配置に就き、夜が明けるのを待つ。俺は巨壁に最も近い小広場の中心にいた。ここから《女じよ王おう蟻あり》の囮おとりとなり、上う手まく作戦の場所へ誘い込まなければならない。ジルもイルナももういない。これからはそれぞれが、それぞれの役目を果たす時間だ。

　街の至る所で火が燃え上がり、黒煙を上げていた。時折、燃え尽きた柱が盛大な火の粉を巻き上げ、赤々とした輝きの中に崩れ落ちた。その度、遥はるか遠とおくから街の外へ追いやった人々の嘆きの声が聞こえてくる。しかし、街をここまで破壊してしまったら人々を助ける意味などないだろうと、そんなことを言う者はいなかった。ジルもイルナも、この破滅は承知の上で、それでもなお時間を取り戻すのだと、自分達の終わりを手に入れるのだと、覚悟を決めたのだ。

　俺は赤せき刀とうの柄を握り締める。これもまた一つの終わりの形なのだと思う。自らを偽り続けた少女が、その命と引き換えに残した、ささやかな祈り。そしてそれは俺が偽ってきた思いの最後の形。彼女は俺に生きろと言った。彼女が見ることのできなかった世界を、代わりに見つめろと言った。その想いに、応える。俺は自らの偽りと共に戦うのだ。この街を救うこと──それが今俺が生きるための、ただ一つの方法なのだから。

　だが、一つだけ不安がよぎった。蟻ありに襲われた時アルナの中に燃え上がった感情。なぜ彼女が手を放したのか、言げん血けつの繫つながりが断線したのか、まだ分からない。

「──来たよ」

　俺の肩にスゥが乗り、そう呟つぶやいた。目を凝らせば、薄闇の空と巨壁の境目から、浸しみ出すように水が流れ込んでくる。しかもそれは一つの塊のように、不自然な程緩慢で、静かな動きだった。スゥは飛び立ち、空からの監視へと戻る。

　俺は今一度瞳を閉じ、全身の言げん血けつを繫つなぎ直した。微かすかに燻くすぶる迷いを押しやり、今は自分の役目に集中する。……この街を救わなければならない。
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　《女じよ王おう蟻あり》は壁を下りきり、まっすぐに街へ広がり始めた。間合いにして十歩。その位置に達した瞬間、俺は外への系脈を開いて言げん血けつを一度に放散する。すると匂いを嗅ぎつけた獣のように、水がぴくりと震えた。そして、襲い掛かる。

　戦いの始まりだ。

　広場からまっすぐ右に走る。速く走り過ぎてはいけない。水がこちらを追い続けるようにぎりぎりの位置を保つ必要がある。実際、《女じよ王おう蟻あり》は分裂することもなく、俺へ一直線に向かってきた。湖畔で追いかけられた時と同じだ。まるで手を伸ばすかのように滑らかな水の奔流が、俺の背中に迫ってくる。

　路地へ逃げ込む。《女じよ王おう蟻あり》は建物を壊そうとはしない。故に、細い道に入れば水の身体もそれだけ細くなる。隘あい路ろには血けつ杖じようがしこんであり、そこを通るだけで敵と反はん血けつ晶しようが反応する。

　背後からはピシピシと水が凍る音、そしてすかさず、

　──カァーーーーーンッ！

　完全な凍結音が響いた。ジルの手によって血けつ杖じようが撃ち込まれたのだ。

　イルナによれば、《女じよ王おう蟻あり》は二つに分断された際、常に体積の大きい方へ本体が移る。出来る限り体積を半分に出来るよう、路地に誘い込み機会を見計らって断つ。基本的にはこれを繰り返し、敵を小さくしていく。加えて街を火事にしたおかげで、高熱のままの壁や道も多い。俺にとっても火傷やけどの危険があるが、図ずう体たいの大きな《女じよ王おう蟻あり》は避けることもままならない。少しずつ水が蒸発し、それもまた体積を削る手段となる。

　街の端まで来ると、スゥが俺の隣に飛んできた。

「順調だよ。次の大きな通りの角を右に。街の上には逃げ込まないよう気を付けて。まだ火が消えてないところも多いから」

　スゥはイルナの伝言を告げるとまた空へと戻っていく。俺は後ろを見つつ、角を曲がる。

　だが心なしか、《女じよ王おう蟻あり》の動きが速い。

　四度分断に成功して今は民家二つ分の大きさだが、最初と比べると間違いなく動きが滑らかになっている。……当然だが、水の体積が減れば言げん血けつの濃度は上がるのだ。宵の薄闇の中でも、俺を追いかける水の塊は徐々に白く言げん血けつの光がはっきりと見える程になってきている。どうやら濃度が高くなればなるほど、それだけ動きも良くなるらしい。一方俺は地を蹴る度に増幅させる言げん血けつを増やさねばならない。次第に自分の体力との勝負も始まる。

　そして五度目の分断。成功。終わりが近づいている。このまま最後の場所まで連れて行くことが出来れば──、しかしそう思った瞬間、突然《女じよ王おう蟻あり》の動きが止まった。

　通りの半ば、障害物など一つもないその場所で、なぜか水の塊が静止したのだ。

　これは想定していなかった。止とどめを刺す寸前まで至った先人達は二組あり、俺達はその作戦を応用しているに過ぎないのだが、《女じよ王おう蟻あり》が動きを止めたことはなかったはずだ。

「……どうなってるんだ？」

　すかさず近くに降りてきたスゥに尋ねるが、分からないとでも言うように首を振る。

「……これはイルナの予想だけど、言げん血けつの濃度が高まれば高まるほど、《女じよ王おう蟻あり》は賢くなるかもしれないって」

「賢く？」

「動きが速くなるだけじゃなくて、言げん血けつの巡りが複雑化して、それだけ判断速度も上がるかもしれない……」

　確かに角を曲がる瞬間の身のこなしは、ただ突進するだけの最初と比べて随分無駄がなくなっている。だがその予想が正しいとするなら、かなりまずいのではないか。

「もしも頭を使うようになったら、騙だませないじゃないか」

　しかし《女じよ王おう蟻あり》は再び、のそりと動き出す。スゥはすぐに退避し俺も走り出すが、再び追いかけっこを始めようとしたその時、視界の端から白い巨体が躍り出た。

「イルナ！　どうしてここに！」

　ベオルが俺と並走し、イルナは姿勢を低くして答える。

「湖から蟻ありが来てるの。蟻あり自体はあたし達に引き寄せられているだけかもしれないけど、その中に言げん血けつが入ってるわ。《女じよ王おう蟻あり》がそれを取り込んだら作戦が長引くことになる」

「……身体を削られたから自分で増やそうっていう魂胆か」

「だから、ベオルとジルで食い止めるしかない。もう少し囮おとりの時間を引き延ばして」

「……分かった。ベオル、言げん血けつに触らないように上う手まくやれよ」

　俺の言葉に、言われるまでもない、とベオルが見つめ返してくる。俺達は二手に分かれ、イルナ達はそのまま巨壁の方へ。俺はなんとかして逃げ回るしかない。

　大通りを横断し、街の反対側へ。予備の血けつ杖じようの設置場所を通り抜けても、やはり完全に分断されないためにほとんど体積は減らない。瞬間的に凍りついた部分を切り離して、すぐに《女じよ王おう蟻あり》が追ってくる。

　そして、その速度はますます速くなっていた。言げん血けつは濃縮され身軽になった分、俺が曲がりくねった道を通ろうとも難なくついてくる。距離がどんどん縮まるように感じるのは俺が疲労を感じ始めたせいもあるだろう。全速力で街を何往復もするのは、蛇の力を使っても苦しいものがある。

　保っていた十歩の間合いは、七歩まで詰められていた。焼石による蒸発でナサンゴラの言げん血けつは少しずつ濃度を高めていくだろうから、このままではいつか限界が来る。

　どうしたものかと思っていると、三度、スゥが飛んできた。

「次の通りで左に。予備の血けつ杖じようが余っているから、護身に持っていて」

　指示通りに道を曲がると、路地の傍かたわらに一本の血けつ杖じようが立てかけられている。俺はそれを走り様に摑つかみとり、腕に構えた。……棒術なんて稽けい古この冗談で振り回したことがある程度。こんなことになるなら、もっとジルから槍そう術じゆつを習っておくんだった。

　後ろを振り返ると五歩の間合い。これではひとたび転べば即座に追いつかれる。下手に粘るよりも、大きく距離を取っておいた方がいいか。

　俺は外がい套とうを外し、手に巻きつけて杖つえを握った。そして言げん血けつを上半身にも回し、肩口から指先まで力りき道どうを通す。問題はとにかく当てること。後のことは、その場で考えるしかない。

　足を止め、振り返って敵を見据える。《女じよ王おう蟻あり》に正中はなし。最も己に近い部分に、思いきり杖つえを振り下ろす。




　──カァーーーーーンッ！

　外がい套とうが凍りつく。何重にも巻いた布越しに、それでも指が冷気を覚える。奇妙な感覚だった。水に杖つえをぶつけた瞬間、自分の熱が奪われる。まるで言げん血けつを吸い取られるような一瞬の喪失感。

　五歩下がって再び走ろうと背を向けるが遅い。凍結した部位と分離し、脇に回った《女じよ王おう蟻あり》が二の手を伸ばしてくる。俺はむりやり身体を捻ひねり、もう一度杖つえを叩たたき下ろした。

　──カァーーーーーンッ！

　ますます指がかじかむ。これを続けていたら本当に俺の手は凍るだろう。外がい套とうにはびっしりと霜が降り、動かすと氷が砕けるような音が聞こえる。

　二度攻撃を退ける。その度に《女じよ王おう蟻あり》は体積を削り、濃度を高め、白い輝きを強くしていく。それにつれて反はん血けつ晶しようとの反応はますます激しくなり、凍結も大きくなる。だが、止とどめを刺せなければ、こちらが不利になる一方。俺は体温を奪われ動きが鈍り、相手は機敏になるばかり。しかも相手はただ襲ってくるだけではない。既に間合いを計り、機を覗うかがうことを覚え始めた。野犬ほどの知能は獲得したということか。

　幸い攻撃に波が生まれ、俺は少しだけ余裕を取り戻せる。敵が人間に近づけば、こちらも技術で応戦できる。獣の強引さと人間の知恵、その境目を乗り越えれば、どうにかなる。

　……しかし、助勢はまだか。蟻ありによる援軍が届いていないだけでも、ジル達に文句は言えない。だが、それでもこのままでは厳しい。攻撃を杖つえで防ぎ、凍らせても、水は部位の切り離しが実に上う手まくなってきている。拍子を作りながら、突き、斜め下、袈け裟さとまるで槍そう術じゆつさながらに水の腕を繰り出してくる。

　そして何度目かの攻防の末、杖つえを振り下ろした時、相手は力を抜いてこちらの重心を崩してきた。鳩尾みぞおちを狙う突きに、なんとか杖つえを回しあてるが、勢いを殺し切れない。

　鋭い凍結音と共に、俺は後ろに大きく吹き飛ばされる。

「……っ」

　指もかなり感覚が失われてきた。これはまずい。なんとか立ち上がって杖つえを構えるも、横薙なぎの一撃。俺は外がい套とうごと、杖つえを弾はじき飛とばされた。

　近くに血けつ杖じようが都合よく転がっているわけもない。しかも《女じよ王おう蟻あり》は容赦なく次の攻撃を仕掛けてくる。俺は集中を研ぎ澄ませ、見極めるしかなかった。触れて意識を持っていかれたらそれでおしまいだ。凌しのぐことも受け止めることも出来ない。ただ避けるのみ。

　だが、奇妙だ。

　この水の動き、なぜか既視感がある。一定の律動で刻む攻撃。それでいて着実に急所を狙い、俺はその度に間一髪で避ける。意識をすればするほど、手の攻撃は恐ろしく、じわじわと死の予感が這はい上あがってくる。

　……紛れもなく、囲み手。水コ蜘ル蛛タのラ国ンの槍そう術じゆつだ。ジルが稽古で見せてくれたそれに、よく似ている。彼女ほど一撃は速くなく、技の選択も甘い。だが何か似通ったものを感じる。それに妙技ともいうべき脚法と間合いの保ち方、不完全とはいえそこにジルの動きを重ねて見ることはあまりに容易たやすい。……いや、それも当然か。ナサンゴラの言げん血けつはジルの記憶にも触れている。彼女が体得した技術、感覚が引き出しの中にあってもおかしくない。

　血けつ杖じようがないため、凍結によって《女じよ王おう蟻あり》がこれ以上純化することはなくなった。しかし相手の攻撃が単調とはいえ、それでも俺が追い詰められていることに間違いはない。一撃で終わるのだ。俺はたった一撃を食らった時点で負ける。言げん血けつに過敏な人間がこれだけの濃度の言げん血けつに触れれば、意識など簡単に掌しよう握あくされてしまうだろう。

　あたかも毒を塗った槍やりの攻撃を、徒手空拳で対処しなければならないかのようだ。

　……全く、冗談じゃない。《女じよ王おう蟻あり》の攻撃、一つ一つが嫌でも目に焼き付いてしまう。死の恐怖は意思で克かつものではない。最も正直なのは身体。刷り込まれた言げん血けつの反応。心の余裕がなければ、自然と判断は身体が行う。身体に従えば、それだけ敵の術中に嵌はまる。

　分かっていても、手段がない。俺にあるのは、赤せき刀とう一本。アルナ一人。




　しかし、ついに限界が来た。頭ず蓋がいを狙った振り下ろしを首を逸そらして避けたのが失策。相手は即座に手を切り替え、大だい腿たいに向けて鋭い突きを放った。

　──そこから先は、ただの反射。己の身体に染しみ付ついた燕えん舞ぶの動きでしかない。頭で考えるよりも早く、俺は赤せき刀とうを抜き放ち、その水の腕を両断していた。




　二歩下がって、目を疑う。斬った自分自身が理解できない。

　俺は水を斬ったのだ。その証拠に、切り落とされた水の手の切断面から、純度の高い言げん血けつが噴き出している。まるで白い血を流すように、水の中から言げん血けつが溢あふれ出でているのだ。

　……どういうことだ。どうして、俺は言げん血けつが斬れるのか。何も特別なことはしていない。ただ赤せき刀とうでもって、襲い掛かる腕を斬り飛ばしただけ。それだけだ。

　いや、それこそが答えなのか。

　赤せき刀とう。

　アルナの言げん血けつがすべて注つぎ込こまれたこの刀。これは青せい刀とうと切り結んでなお、刃こぼれ一つしなかった刀ではないか。おそらくは青せい刀とうと同等の造り。中に込められた言げん血けつが今なお生きており、俺と手を繫つなぐことでしか扱うことのできない、いわば俺のための青せい刀とう。

　そして、青せい刀とうはかつて雷を斬ったのではなかったか。

　……メトラジガッドの伝説。それはただのお伽とぎ話ばなしだったとしても。俺達が今いるこの状況も、十分お伽とぎ話ばなしのようなものなのだから。正直、理屈は分からない。ただ、雷は天に溜たまった言げん血けつが落ちる時に生じるとも言われている。白い稲光はまさに純粋な言げん血けつであると。

　そして事実、俺は言げん血けつを斬った。ナサンゴラの言げん血けつに傷を負わせたのだ。

　これならいける。終わりは勝ち取れる。この街の言げん血けつを斬り伏せることができるのだ。故に、これから後は立ち止まってはならない。燕えん舞ぶにおいて静止は死。動き、斬り伏せ、舞を踊る。

　呼吸を整え、全身の言げん血けつを繫つないでそっと赤せき刀とうを握り締める。アルナの言げん血けつに触れると、やはり妙な歪ゆがみがある。切っ先がぶれて定まらないが、悩んでいる暇はない。

　今度はこちらから踏み込む。相手の腕が伸びるが、脇に飛び込んで切り上げ。水の腕が再び吹き飛び、白い血ち飛沫しぶきを放つ。返り血を浴びてもこちらの負けだ。少しずつ、着実に、相手を切り刻んでいくしかない。しかし、それから三撃加えて距離を取ると、《女じよ王おう蟻あり》は傷口を自ら分離し、再び完全な水へと戻る。分離が追いつかぬほど切り分けるしかないのか。しかも、敵はますます濃度を上げて今や人体の二倍ほどの大きさ。形も人間によく似ている。今、敵の体内は急速に構造化されているのだ。俺を倒すため、ただ捕らえるのではなく武器を持った相手を倒すため、自らの身体を組み替えている。

　だというのにアルナの言げん血けつは再び狂いが大きくなった。手中に落ちる力の流れが炎のように揺らぐ。ここに来て言げん血けつの繫つながりを断たせるわけにはいかない。刺激を与えぬよう、まるで泣き出した子供を宥なだめるように言げん血けつの揺らぎに合わせて、己の力を制御する。

　《女じよ王おう蟻あり》は近くの瓦が礫れきからいくつかの煉れん瓦がを取り出すと、それを体内で粉々に砕き、水で結合した。まるで槍やりのような得物がその手の中に収まっている。本当に賢くなっているのだ。もうここまで来たら驚かない。相手も出来ることは全てやるつもりに違いない。

　地を蹴り、間合いを詰めて逆袈け裟さ。脛すねを切り上げるようにして繰り出したその一撃に、相手は十分反応してくる。正面から煉れん瓦がの槍やりを打ち付け、俺を止めると力で押し返してきた。さすがに言げん血けつの量では敵かなわない。単純な力押しになったらこちらに勝ち目はない。ならば──




　──腰を落とし、ぎりぎりまで緊張させた言げん血けつを下か腿たいに走らせる。その名を、跳ちよう水すい。ジルに教わった槍そう術じゆつの脚法。相手よりも早く間合いに飛び込み、斬りつけてそのまま通り過ぎる。減速はせず、刀はほとんど流すように。己の視認もままならぬ、速さ任せの一撃。

　地を蹴り、斬った。

　相手は右足を断たれ、がくりと膝をつく。大量の白い血が迸ほとばしった。そして遂ついに《女じよ王おう蟻あり》は人間一人の体格にまで体を縮めてくる。……槍やりを構えたその佇たたずまいは、恐ろしいほどジルに似ていた。

　今度は敵の先攻。五歩の間合いを二足で飛び、強烈な横薙なぎ。その速度、正確さ、まぎれもなく本物の槍そう術じゆつになっている。俺はかろうじて受け流すが、二の手、三の手が間髪容いれずに襲ってくる。ジルと稽けい古こをしていなければ、余裕を持って対たい峙じすることも出来なかっただろう。

　問題は力だ。

　相手は言げん血けつの塊。ほとんど血けつ晶しようと変わらぬ程に、白く凝集している。それはすなわち純粋な力なのだ。一撃がジルのそれとは比較にならないほど重い。まともに受ければ重心を崩され、攻撃に転じることが難しい。凌しのいでもなお、骨まで痺しびれる衝撃。敵に疲労という概念はなく、こちらは息を継ぐのが精一杯。これはさすがに分が悪い。加えてアルナの言げん血けつも波があった。俺は攻撃を見極めるだけでなく、手元の言げん血けつの機微にも神経を尖とがらせなければならない。

　一度退いて体勢を立て直そう。今や《女じよ王おう蟻あり》は完全に間合いの取り方を理解している。ジルと同じように踏み込む隙を与えてくれない。もう少し機を計らねば。

　しかし、その判断が過あやまちだった。

　俺が二足で引いたところを《女じよ王おう蟻あり》は半足で詰める。……相手に疲労はない。いかにジルと似ていようともジルではないのだ。無尽蔵の言げん血けつに三手守勢など無用。切れ目のない四手攻勢。敵はただ俺を打ちのめせばいい。

　肺を突く一撃。かろうじて凌しのぐ。だが、虚を突かれ、言げん血けつが狂った。

　容赦のない止とどめの一いつ閃せん。半拍遅れた返し刀に袈け裟さの振り下ろし。

　刹那、二十歩の距離を吹き飛ばされた。




　意識が飛ぶ。言げん血けつを奪われたのではない。純粋に頭を揺さぶられた。衝撃は双そう肩けんに響き、立ち上がって刀を構えようとすると激痛が走る。これでアルナの言げん血けつとどうやって力を結べばいいのか。それでも《女じよ王おう蟻あり》は躊躇ためらわない。こちらの都合など構ってはくれない。信じがたい速度で接近したかと思うと、大きく槍やりを振りかぶった。

　死んだ。……そう思った。身体が恐怖に慄おののき、切っ先を向けることさえできなかった。しかし、聞こえたのは己の肉が裂ける音ではなく、耳を貫く凍結音。




　──カァーーーーーンッ！

　ジルの花はな槍やりだった。血けつ杖じようが埋め込まれた特別製。《女じよ王おう蟻あり》の中心を背後から貫いたそれは、まるで心臓に氷花を咲かせるかのごとく凍結していた。

「ユウファ君、逃げて！」

　ジルの声に突き動かされ、俺はまた距離を取る。花はな槍やりが抜き取られ、胸に穴を開けた《女じよ王おう蟻あり》は後ろを振り向いた。ジルは地面に穂先を叩たたきつけ、氷を砕くと花はな槍やりを構え直す。

「遅くなってごめんね！」

　ジルはそれだけ叫んで、《女じよ王おう蟻あり》に飛び掛かる。そこから始まる熾し烈れつな双そう槍そうの戦い。極限まで凝縮された言げん血けつの塊はいまやジルに劣らぬ動きを見せていた。即席の槍やりを操り、巧みに攻撃を捌さばいている。互いが間合いを譲らず、また気迫も譲らない。ジルは強烈な《女じよ王おう蟻あり》の攻撃を凌しのぎ、反撃し、その腕力の差をものともしない。目まぐるしく攻守は入れ替わり、水コ蜘ル蛛タのラ国ンの槍そう術じゆつの全てがぶつかりあった。

　数百年積み上げたものを、ジルは今、この瞬間に全て叩たたきつけようとしているのだ。故にその一撃は烈火のごとく。次第に《女じよ王おう蟻あり》を追い詰める。敵が言げん血けつの塊ならば、ジルもまた己の意思、その言げん血けつの塊となって相対する。両者の動きは加速し、もはや槍やりが衝突するその瞬間にしか目に留まらない。

　ジルの横薙なぎが《女じよ王おう蟻あり》の重心を浮かせる。畳みかけるように逆袈け裟さを繰り出し、槍やりの柄で受けさせた。

　──カァーーーーーンッ！

　──カァーーーーーンッ！

　ジルの花はな槍やりが《女じよ王おう蟻あり》の身体を掠かすめる。その度に水は凍結し、抉えぐられた肉体が氷となって地に砕ける。しかし敵の穂先もジルの肉体を切り裂く。飛沫しぶきとなった赤い血が街路に点々と染しみを作った。

　俺は息を吐き出し、鼓動に耳を傾ける。繰り返す律動の礎そと力の循環。両腕に残る痛みを押し流すように、直ちよく道どう──心臓から四肢への系脈へ、言げん血けつを流し込む。しかし赤せき刀とうの柄を握り締めアルナの言げん血けつに触れた途端、鋭い痛みが手を刺し貫く。そしてあまりの痛みに、瞬刻、注意が逸それた。

　もしも《女じよ王おう蟻あり》が二つの目で世界を見ていたならば、気付かなかったことだろう。だがそれは言げん血けつの塊。たとえ物の向こう、自らの背後にあるものですら知覚の範はん疇ちゆう。《女じよ王おう蟻あり》は俺の油断を感じ取った直後、ジルから十歩の間を退いた。

　そして次の瞬間、《女じよ王おう蟻あり》は踏み込むでもなく、逃げるでもなく、俺に槍を投げた。




　……ぶつり、と肉が千切れる音がした。しかし俺は痛みを感じない。貫かれたのは別の肉体。目前には、左肩を槍やりによって深々と貫通されたジルの姿があった。

　武器を失い、がら空きになった敵の懐ふところにジルが飛び込めば、決着はついていたのかもしれない。だが《女じよ王おう蟻あり》はジルがそれを選ばないと確信していた。ジルは敵の殲せん滅めつではなく、味方の防御を選ぶだろうと確信していたのだ。

　そしてジルは相手が退いた瞬間にその狙いを理解し、その上で敵の策略に乗った。躱かわしようのない俺に向けられた一撃を、彼女は自分の身体でもって防いだのだ。俺を守るために、左肩で槍やりを受け止め、腕を一つ捨てたのだ。俺の心臓の前で、槍やりの穂先は止まっている。その先端には真っ赤なジルの血液がべっとりとついていた。彼女は痛みに額を歪ゆがめ、しかしなおも凄すさまじい形相で俺を見つめ、叫んだ。




「──あなたの手で、この戦いを終わらせて！」




　どくり、と言げん血けつが滾たぎる。

　全身の血流が加速し、狂い、凝縮する。目に焼き付いた死の恐怖と敵への怒りが混じり合い、言げん血けつの奔流が自分の心臓を食い破らんばかりに膨れ上がる。立ち上がり、《女じよ王おう蟻あり》と対たい峙じする。相手はジルの捨て身をあざ笑うかのように再び苦も無く槍やりを作りだし、構えたまま不動。

　俺は三み度たび、アルナと言げん血けつを繫つなぎ直した。忽たちまちアルナが暴れ出すが、暴れ狂うのは己も同じ。もはや統御など考えない。俺達は二人で一刀。二人で踊るのだ。アルナが怒り狂うのならば、自らも怒り狂えばいい。

　俺の極度の怒りとアルナの極度の怒りが同調する。

　そしてその瞬間、全てを理解した。アルナの狂い。これは母への怒りだと。

　繫つないだ言げん血けつから少女の憤ふん怒ぬが、押し隠された孤独と溶岩のように滞留していた欲望が溢あふれ出だす。燃える書庫。彼女がその小さな身体に封じ込めた痛切な叫び。

　アルナの言げん血けつは敵の言げん血けつに反応していたのだ。

　なぜか？

　それは《女じよ王おう蟻あり》こそ、母だったからではないか。

　ナサンゴラを支配する言げん血けつ。滅び去ろうとした一つの街を永遠に守り続ける意思。それを体現しうる一つの言げん血けつが、かつてあったはずだ。崩れ去る街を救おうと、ナサンゴラの命全てを守ろうと、炎の中に飛んで行った王女の翼影。これは一つの仮定に過ぎない。だが《女じよ王おう蟻あり》の望みはあまりにも、王女ジルバンドの望みと同じではないか。そしてそれは、娘を捨て、国を選んだ母の言げん血けつではなかったか。

　アルナはジルバンドの言げん血けつに反抗している。それはきっと、自分の母への怒りではなく、母というものへの怒りとして。怒り、憎み、そして求める一つの感情。

　私を愛せ。

　私だけを愛せ。

　全てが終わってしまってもいいから、それでも私だけを愛せ。

　アルナが言うことの出来なかったその想おもいが、満身に膨れ上がる。この怒りを抑えることなど不可能だ。俺はもう、彼女の手を放せない。彼女の想おもいを手放せない。それが自らの感情と混じり合い、もはや境を見いだすことさえできなかった。

　そしてようやく辿たどりつく。俺が刀を握る理由。そのあまりに単純な答え。

　俺は──叫びたい。

　アルナが遺のこした想おもいを全て叫び尽くしたい。

　刀に閉じ込められた彼女の手を取れるのは、その祈りを救えるのは、俺だけなのだから。

　燕えん舞ぶは俺の想おもいの全てと、彼女の想おもいの全て。

　俺達はいつだって、二人で言理を決めるのだ。




　──この街の全てを終わらせよう。




　直後、俺とアルナの言げん血けつがこれ以上ない程に連結し、発火する。

　文字通り、発火したのだ。

　赤せき刀とうが青白い光に煌きらめき、炉から取り出したばかりのように、刀身は赤熱を帯びる。

　熱い。大気が歪ゆがみ、陽炎かげろうのごとく揺らめき立つ。

　血けつ杖じよう──その反はん血けつ晶しようが、熱を奪い言げん血けつを凍いてつかせる血けつ晶しようならば。

　赤せき刀とう──アルナの言げん血けつは、熱を与え言げん血けつを燃やし尽くす血けつ晶しように違いない。

　……アルナ、精一杯、叫んでやろう。この怒り、この思いを、一刀の踊りに昇華しよう。

　息を止め、四肢に巡る言げん血けつを閉じる。循環、増幅し、極限まで圧縮する。俺に《女じよ王おう蟻あり》の槍そう術じゆつは打ち破れない。凌しのがれたら負け。打ち合いで勝てる程、俺に余力は残っていない。故に反撃などさせない。最速、最短の五手確殺。あらゆる燕えん舞ぶから至上の技を選び取る。

　刀は無構え。これ以上ない程歪ゆがみ切った俺達の言げん血けつが、その極限に置いて完成する。

　地を蹴らず、ただ、一足。もう一足。静かに敵へと近づいていく。

　間合いに入る。《女じよ王おう蟻あり》が振りかぶる。が、一いつ閃せん、左腕を斬った。

　二の太刀、三の太刀で足を落とし、四の太刀──片腕で繰り出される敵の横薙なぎ。

　だが、間に合う。槍やり諸もろ共とも、右腕も斬り飛ばす。

　そして──両断。

　《女じよ王おう蟻あり》は中心で断たれ、凄すさまじい蒸気と共に全身から白い血を噴き出した。
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　一瞬に流れる、母娘の記憶。

　水のように染しみ込こむ母の歌。それに耳を傾ける小さな少女。

　それはアルナの見た夢なのか──。

　ジルバンドの見た夢なのか──。
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「──っ」

　止めた息を吐き出すと、疲労が襲う。《女じよ王おう蟻あり》の身体はアルナの熱によって霧散し、細かな光となって空へ昇っていった。アルナの言げん血けつもまた急速に感情を収束させ、赤せき刀とうは光を失っていく。

　振り向くと、ジルは槍やりに肩を貫かれたまま、しかし勝利を確信したのだろう。苦しげながらもどこか穏やかな笑みを見せる。だが、遅れてベオルとイルナがやってきて、全ては終わったのだと告げようとした次の瞬間、

「お母さんっ！」

　サーニャの叫びがナサンゴラに響いた。彼女は塔の窓を開き、身を乗り出してこちらに向かって叫ぶ。顔面は蒼そう白はく。夥おびただしい出血をしている自らの母に思わず声をかけずにはいられなかったのだろう。

　直後、悪お寒かんに胸がざわめいた。

　駄目だ、サーニャ。その声は、きっと彼女を呼び寄せる。

　そして予感は的中した。薄明の中で空に舞いあがったはずの言げん血けつの霧が突如収しゆう斂れんし、矢のように、猛烈な勢いでサーニャに向かって突き進み始めたのだ。

「サーニャっ！　窓を閉めなさいっ！」

　多量の血を零こぼしながらも、ジルは絶叫する。だが、母親の苦く悶もんの表情を見た子供に、まともな言葉など通じない。サーニャは「お母さん！　お母さん！」と必死に呼びかける。

　……《女じよ王おう蟻あり》は王女の言げん血けつだ。だがジルをあれだけ傷つけた彼女に自我が残っているようには思えない。だとすればサーニャもまた、今はただの敵対者。良い予感はしない。

　ベオルが駆けだし、俺はイルナの背中に飛び付くように騎乗する。ジルには悪いが、今はサーニャを守らなければ。だが《女じよ王おう蟻あり》の残ざん滓しは恐るべき速さでサーニャに近づいていた。ベオルでも敵かなわない。言げん血けつの霧は見る間に塔へ近づいていく。

　──カラン。

　その時、背後から硬い音が聞こえた。振り返ると、そこには刺さった槍やりを抜きとり投げ捨てたジルの姿。肩に開いた大穴から血液が迸ほとばしる。だが娘の危機にあって、彼女は自らの痛みなど忘れたかのように塔を見据えていた。腰を落とし、まるで獣のように全身を撓たわめたかと思うと、瞬間、地を蹴る。

　もはや人間の肉体を超えたその動き。いや、その脚法こそ彼女が体得した槍そう術じゆつの礎いしずえ。己が一本の槍やりと化し、微み塵じんの迷いもなく突き進む、その姿。ジルは二足目に民家の屋根を蹴ったかと思うと、塔の五階へまっすぐに跳んだ。そしてサーニャを庇かばうように、言げん血けつの光に背を晒さらして、窓の中に飛び込んだのだった。




　俺達は全速力で塔に飛び込み、階段を駆け上がる。中は静まりきっていた。書斎に辿たどりつくと目に飛び込んできたのは二人の母娘。呆ぼう然ぜんとするサーニャと彼女を守るように抱きしめたジル。その二つだけ。

　だが一点に目を奪われる。見る間に、ジルの肩に開いた穴が埋まっていくのだ。肉が修復され、傷口が塞がり、それはまるで血けつ晶しようや王おう歌かによって傷を治しているような光景。

「……あれ？　お母さん、傷が治っちゃったの？」

　それを目の前で見て、サーニャが無邪気にも不思議そうな声を上げる。

「もう痛くない？　さっき、すごーく血が出てたから、サーニャ心配になっちゃった」

　するとジルはサーニャに回していた腕をそっと解いたかと思うと、一瞬、俺を見た。

　その時、直感する。……彼女はジルではない。ジルバンドだ。

　言げん血けつで意識を奪ったのか、だがこちらが刀を抜く間もなく、彼女は膝を屈かがめ娘の目線に合わせると、こう尋ねた。

「……サーニャは大丈夫？」

「どうして？　サーニャは怪け我がなんかしてないよ？」

「……どこも痛いところはないの？」

「うん。全然痛くないよ？」

「……そっか」

　まるでジルのような語り口。彼女をジルバンドだと思ったことに自信が持てなくなるほど、その音声には優しさが満ちている。彼女はサーニャの頰ほおにそっと触れ、こう続けた。

「……お母さん、頑張ったのよ。この街を……あなたを守るために……ずっと」

　すると、サーニャが明るく笑った。

「知ってるよ？」

「──」

「お母さんはずっと頑張ってたもんねー。サーニャが一番知ってるんだよ。お母さんはいつだって、かっこいいの。悪い人がいたらやっつけるし、すぐにサーニャを守ってくれるもん。そんなこと、ずーっと前から知ってるよ？」

　彼女が語っているのはジルという母親のはずで。しかし、それを聞いたジルバンドという母親は、なぜか肩を震わせる。サーニャは少し恥ずかしそうに、言った。

「でもね……もうサーニャは大丈夫だよ」

「……え？」

「サーニャはもうすぐ十歳になるでしょ？　だから、大丈夫。お母さんはもう、サーニャの心配ばかりしなくてもいいんだよ？」

　巨壁の上でサーニャが語っていた夢。娘がただ一つ、大好きな母親に望むこと。




「もうね、お母さんはお母さんの好きなことをしても、いいんだよ？」




　ジルの、いや、やはりジルバンドの双そう眸ぼうから涙の雫しずくが零こぼれ落おちた。

「サーニャはまだいっぱいダメなところがあるけど、でもお母さんが心配しなくてもいいように、頑張るから。お母さんが一番好きなことをして、一番楽しいことをして欲しいの」

「……」

「お母さんは、もういーっぱい、サーニャのために頑張ってくれたもんね」

　《女じよ王おう蟻あり》が本当に望んでいたもの。数百年もの間、彼女がひたすらに守ろうとしていたのは、街とか民とかそんなものではなかったのかもしれない。彼女が手放せなかったのは、一人の娘。自ら翼を奪い、手放した一人の娘。だからこそ、娘の願い、親の庇ひ護ごから離れるというその誓いに、彼女は寂しくも、この上なく満ち足りた笑みを浮かべたのかもしれない。

「……あなただって、いつか大人になるのよね」

「そうだよ！　サーニャも大きくなって、いつかお母さんみたいな立派な人になるの！」

　ジルバンドはもう一度涙を零こぼし、それからふと首にかけていた懐中時計を外した。

「……じゃあ、これは私からの贈り物よ」

　娘と最後に別れた時、きっと自らの手で渡したいと思っていたはずの、その時計。地下に閉じ込められたこの街で、正しい時を知るための大人の証あかし。

　ジルバンドはサーニャの手にそっと時計を置き、その手を包むようにして握る。

「……サーニャ……」

　絞り出すように、もう一度その名を呼ぶ。

　だが、その時、開け放たれた窓に一羽わの青あお鷹たかが止まった。フェムガンはどこか悲しげな、しかしいまだかつて聞いたことのないような優しい声で、語りかけた。




「……ジルバンド。あなたはもう十分、務めを果たしましたよ」




　ジルバンドがゆっくりと振り返り、頷うなずく。そして、もう一度娘を抱きしめると、言った。

「……ありがとう。サーニャ＝ペトロ。あなたのお母さんを大切にするのよ」

　彼女のうなじから白い光がすっと抜け出る。その言げん血けつの霞かすみは、風に流れるように窓を越え、天に昇っていく。フェムガンはまるで寄り添うようにその隣を飛んでいったが、やがて光は消え、フェムガンはただ独り、夜明けを迎えた空に青い翼を広げていた。




「……終わったのね」

　イルナがぽつりとそう言った。

　ああ、終わったのだ。

　遂ついにこの街は終わりを迎え、一人の母が別れを告げた。

　そして小さな娘の手の中では、再び正しい時が刻まれ始める。
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　ナサンゴラを襲った大火災。

　その名を、メトラジガッドの大火、というらしい。原因はまさしくメトラジガッド。彼が太陽を怒らせ、五日間大地が焼野原になった時、アフカ山脈の溶岩もまた刺激を受けて膨れ上がった。ナサンゴラはもともと溶岩の熱を利用した都市であり、まさにそれが鳥達にとっての価値だったらしい。ナサンゴラは溶岩に飲み込まれ、その対策として反はん血けつ晶しようの鉱脈を利用した冷却装置が作られることとなる。

　器上に広がっていた鉱脈の上に言げん血けつの循環を作ってしまうという発想。そして、その言げん血けつによってほとんど滅亡しかけたナサンゴラの街の命を留とどめる。初めはナサンゴラが復旧するために必要な技術だったのだ。完全な繰り返しではない、可変の一年。人々の役割は変わらないが、復旧という筋書きの下、街の形だけは年々元通りになっていく。かつてナサンゴラには塔が複数立っていたが、大広場の一本を残し、それ以外は全て解体。上質な言げん血けつを含んだ建築材は街の至る所に用いられ、湖水を利用した街の環境はより良いものになっていく。

　あるいは、鳥達がナサンゴラを見捨てなかったとしたら、その繰り返しをもっと素直に解消できたのかもしれない。だが冷却装置の調整がうまくいかず、溶岩は過度に冷やされ、地熱は利用できなくなる。かろうじて保つことができたのは太陽の代わりとなる巨大な灯あかりのみ。結果、ナサンゴラは用無し。一羽わの鳥だけを残して、永遠の一年が始まった。
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　……外では夜通しの復旧が行われていた。釣燈とう火かの下、指示やいたわりの言葉が飛び交い、街は急速に平静を取り戻しつつある。勿もち論ろん、戦いの直後の動揺は大きなものだった。住人達は街で起きた戦いの詳細を知らず、突如現れた塔と消失した空の存在に慌てふためいた。しかしそんな彼らをまとめあげたのはフェムガンだ。ヤルチオスカとして民を先導し、また俺達が隠れる塔には立ち入らぬよう提言した。彼のおかげで、ナサンゴラは最悪の混乱を避けられたと言ってもいい。

　だが、いまだ俺達の信用が戻ったわけではない。ナサンゴラの幻が消え、初めて迎えたその夜。俺達は塔の書斎で改めてフェムガンと対たい峙じし、イルナは厳しい口調で説明を求めた。そして彼はどこか諦めたように、ナサンゴラの大火災と街の歴史を語ったのだ。




「……それで、どうしてあなたは残ったわけ」

　イルナはいかめしい顔を崩さぬまま、一羽わの青あお鷹たかを睨にらみつける。止やむことのない追及に疲弊したのか、フェムガンは酷ひどく重苦しい溜ため息いきを漏らす。

「……王女と約束したのだ」

「王女……って、ジルに記憶を与えた人？」

「そうだ。彼女が死ぬ時、私が街を守ると約束した。そして彼女は言げん血けつになった──いや、言げん血けつに宿ったというべきか。ナサンゴラを支配する莫ばく大だいな言げん血けつ。もともと豊富だった純粋な言げん血けつに彼女の言げん血けつを書き込んだのだ。皆が共有する街の姿、出来事、そういったものは彼女の記憶に従って作られた。おそらく空の表象はアクリアの記憶を介して手に入れたのだろう」

　あの言げん血けつの根底にあったのはやはり街を守りたいという願いに他ならない。あれほど街を燃やしたというのに水の塊が通った箇所はほとんどと言っていいほど被害がなく、逆に修繕されていたという話も聞く。ジルの肩も、結局ジルバンドの言げん血けつによって復元したわけだ。鳥は自らが犠牲になっても街を救いたいという王女の感情を抽出し、言げん血けつの核に利用したということらしい。

「ってことは、やっぱり最後に現れたのって」

「王女の名残だ。どうやったのかは知らないが、お前達は純粋な言げん血けつから彼女の言げん血けつを断ち切ったらしい。故にこの街を取り囲む多量の言げん血けつ自体は残っているのだ。意思の混じっていない純粋な言げん血けつに戻っている。この街の老い、成長は再開しただろうが、街の冷却機構はかろうじて維持できるだろう。今のナサンゴラはただ言げん血けつの豊富な地下都市に過ぎない」

「でもちょっと待ちなさいよ。それなら、やっぱりジルは本当に王族の記憶を持っていたんじゃない。サーニャだって本当に王族の娘だった。どうしてあんな噓うそを吐いたのよ」

「噓うそではない。私は確証がない、と言ったにすぎん。事実、お前達に客観的な証拠などないではないか。王女の記憶は街の外に出る蟻あり飼い全員に植えつけられている。ジルを各おの々おのの名前に、サーニャをその娘の名前に入れ替えたとすれば、同じ筋書きの記憶が出来上がる。誰の記憶が本物かは分からない」

「……そんな、人の想おもいを何だと思ってるのよ」

　フェムガンの話に、イルナが眉をしかめる。すると青あお鷹たかは小さくかぶりを振って、再び溜ため息いきを漏らした。

「お前達とは価値観が違う。しかし、そんなことを言うならばどうして人間は蜻蛉とんぼを使う？　蜻蛉とんぼもまた、物を運ぶという感情を抽出し、あの身体に流し込まれたものだと、どうして思わない。この街の王女と同じように誰かが犠牲になっているのやもしれん」

「──」

「鳥にとって人間も虫も変わらんのだ。ナサンゴラの街は虫を創るその過程が乱暴で、偶然お前達にとって同情を買っているにすぎぬ」

「……それは」

　知らなかったのだから、仕方ない。と果たして言うことができるのか。虫が全て鳥の作った生体機械で、もしもその仕組みがナサンゴラと同じようなものだとしたら。……そう考えてみるだけで、この世界は吐き気を催すに足るものではないか。

　しかし意外なのはスゥだった。彼女はおそらく虫の仕組みについては知らなかっただろう。それゆえ、フェムガンの人間を軽んずる態度に再び怒るかと思えば、なぜか静かに口を開く。

「でも、あなたは残ったんだ」

「……」

「残って、王女の代わりにこの街を守ろうとした」

「……」

「鳥にとってじゃなくて、あなたにとって、ナサンゴラの仕組みはどうでもいいものじゃなかったんだよ。他の鳥達と一緒に見捨てられるものじゃなかった」

「……私は酷ひどい役目を押し付けられたに過ぎん」

「でも、それならどうして書庫を作るの？　書庫だけじゃないよ。たぶん、この街には沢山のきっかけがあった。蟻あり飼いの書庫で見つけた地図もそう。答えは書いていないけれど、でも外に来た人が何かを探そうとしたとき、ちゃんとこの塔まで辿たどりつけるようになってる。それは全部、あなたが用意したものじゃないの？」

「娯楽だと言っただろう。全て娯楽だったのだ。王女との約束は職務を全うしたにすぎぬ」

「それは噓うそだよ。だってそれならどうして、王女の言げん血けつが消える時、あんなに悲しそうな顔をしていたの？　それに、サーニャは本当に王族でしょ？　あの時、あなたは王女の本当の名前を呼んだんだから。ジルを惑わせた時も、確かにあなたはジルバンドって王女の名前を知っていた。……それはジルの作られた記憶なんかじゃない」

　フェムガンは酷ひどく動揺しているように見えた。確かにスゥの言う通りなのだ。フェムガンはジルの記憶に確証がないと言いながら、まさに自分でその確証を作っている。

「それにあの時計。ナサンゴラの時間を示すあの懐中時計は、王女が自分の娘に与えたかったものだもん。あれはジルの記憶が本物だっていう、何よりの証拠だよ」

「……」

「……この数百年、あなたは愉たのしくなんかなかった。いつも王女を助けたいと思って、苦しんできたんじゃないの？　でも上う手まくいかないから、この繰り返しを愉たのしむ、そういう役を……自分で演じて来たんじゃないの？」

「違う！」

　フェムガンは何か苦しげに、身体を震わせながら、繰り返す。

「違う！　私は愉たのしんでいたのだ。本当に、愉たのしんでいた！　だというのに、お前達は最もつまらない結末に脚本を書き換え、私から唯一の娯楽を奪ったのだ。唯一の……娯楽を……」

　フェムガンの声音は徐々に弱々しいものになっていき、やがて消えた。そしてもはや振り返りもせず、窓の外に飛び立ってしまう。岩盤で覆われた、決して外に出ることのできない夜空の闇に、たった独りで飛んでいく。

　イルナは腕を組み、「……やっぱり、あたしはあいつが嫌いよ」と不服そうに言った。

「……フェムガンは最初から、最もつまらない結末を望んでいたわけでしょ。ただの脚本に成り果てた王女を解放してやりたいって、ずっと願って、気の遠くなるような数の失敗を見て……もう自分についた噓うそも本当かどうか分からなくなってる。誰かを傷つけないと、自分の苦しみに耐えられないなんて……」

　ナサンゴラの言げん血けつを殺せば、王女は本当に死んでしまう。しかし結局、自分一人では助けることも殺すことも出来ず、何も選ぶことも出来なかったのだろう。だからフェムガンは訪れる者達に希望を託すしかなかった。そして、希望を持つ自分に耐えることも出来なかった。心が磨すり減へっていったのだろう。ある意味で、ジルとよく似ている。

　だがジルは最後まで踏み留まり、フェムガンは踏み留まれない程絶望してしまったのだ。

「……フェムガンは王女を好きだったのかな」

　スゥがそんなことを呟つぶやいた。

「好きでもなきゃ、数百年も待っていられないわよ……」

「……そうだね」

　もっと早くこの街を救う者がいれば、フェムガンは幸せになれたのかもしれない。この街にいたのは皆、ナサンゴラを見捨てた鳥達の犠牲者に過ぎないのだろう。ジルバンドという王女こそ、その最初の犠牲者だったのだ。

　俺達は一様に口をつぐみ重苦しい沈黙が流れるが、そこに一ひと際きわ明るい声が飛んできた。

「ご飯持って来たよーっ！」

　階段を上がって、サーニャ達がやってくる。サーニャは大きなお椀わんに山盛りの丸芋をふかしたものを、ジルもそれに負けじと大きな皿に香ばしい芳香を放つ山や羊ぎ肉の煮込みを持ってきた。一緒に外へ出ていたベオルは皿や鉄箸を入れた籠を口にくわえ、どすんと俺達の中心に置く。

「遅くなってごめんね。私はまたこれから蟻あり飼いの会議があるから、食べたらすぐに戻らないといけないんだけど」

　すまなそうに謝るジルにイルナは尋ねる。

「身体は大丈夫なんですか？　一応、一度は肩を壊されたわけだし……」

「痛みは全くないの。ちょっと違和感はあるけど、直じきに元通りになると思う」

　既にジルの顔は晴れ晴れとし、もはや繰り返される一年に抗あらがう悲壮感は見当たらない。彼女は本当に新しい時間を始めたのだ。

「それで寄合所はどんな調子ですか？　皆、塔のこととか、空のことで混乱してるでしょう」

「そこら辺は、まあ……仕方ないかな。時間をかけてでもいずれ理解できるようになることを祈るだけ」

　ナサンゴラの言げん血けつが消えても、住人たちの記憶は残る。勿もち論ろん調ちよう伏ぶくで過去の記憶を引き出すことも出来ないわけではないが、俺達はあえてこのままにすることに決めたのだ。数百年も時間から取り残されていることを知って、いいことがあるとは思えない。もしも違和感に気付き真相を知りたくなった者がいれば、教えればいいだけのこと。

「……それよりも、問題は二人の処遇よ。このままだと街の火事は寄合所から逃げ出した二人のせいだって」

「その通りじゃないですか。あたし達が火を放ったんだもの。何も間違ってません」

「でも！　この街を救ったのは二人なのよ？　それなのに、罪人扱いだなんて」

「いいんです。別に、あたしはしばらくここで調べものをさせてもらえれば。罪人でも恩人でも、何年かしたら、あたし達のことなんか皆忘れちゃうでしょうしね」

「そんな……」

「ジルさんはこの街の英雄。その資格がある。こういう時は誰か引っ張ってくれる人が必要なんだから、頑張ってください。まあ、あたし達はこれでも一応旅人なので。そういう面倒な話はお断りしたいですね」

　ジルはそれでもあまり納得がいかないようだった。しかしサーニャが口を尖とがらせ、会話に終止符を打つ。

「ねー、ご飯冷めちゃうよ？　早く食べよーよー」

「そうだな。俺も腹が減って仕方がない」

　あまりに疲労が溜たまっていたために、俺も日が落ちるまで眠っていたのだ。久しぶりの温かい食事だ。甘あま酸ずっぱい山や羊ぎ肉の煮込みは箸で持つとほろりと肉が崩れる。こうして再び当然のように食事を出来ることが、今になってみると信じられない。朝には水の化け物と戦っていたのだ。逆に、あまりに平穏なこの夕食が俺には夢のように思える。

「サーニャ、こぼさないでよ。服は全部燃えちゃって、新しい着替えがないんだから」

「はーい！　サーニャはもう子供じゃないからね、気を付けまーすっ！」

　そう言いながら口一杯に丸芋を頰張り、サーニャはぽろぽろと屑くずをこぼす。ジルは苦笑しながらも、やはり彼女に向ける眼まな差ざしは穏やかだった。ジルバンドに身体を奪われていた間の記憶も、彼女は残っているらしい。意識を取り戻した後、懐中時計をジルバンドの手で渡すことが出来て良かったと、そう語っていた。

「……フェムガンは？」

　ジルの問いに、こちらは何とも答えようがない。機嫌を損ねて出て行ってしまった、とは言いにくい。

「フェムガンのおかげで、私がこの街を化け物から救ったことになっているの。ヤルチオスカとして一言添えてくれたみたいだけど」

「それくらいして当然です。むしろ、ジルさんもよくあいつを恨まないでいられますね。本当に王女の記憶を持っていたのに、変に動揺させて、迷惑かけたじゃ済まないわ」

「そうなんだけど……やっぱり、彼も独りで戦っていたと思うから。私達が今ここにいられるのも、彼のおかげだっていうのは間違いないし」

　イルナはかなり呆あきれているようだったが、さすがに口には出さなかった。彼女だってフェムガンのやってきたことを認めていないわけではないのだ。多分、単純に反りが合わないだけなのだろう。イルナは芋を飲み込み乳酒で咽の喉どを潤すと、調子を変えて質問する。

「でも、これからどうするんです？　本当に外との関係を開いて行ったら、色々と矛盾だって出てくるでしょう。ヤルチオスカも数百年前に死んだ議鳥の名前だもの」

「……それは困っているところ。できたら街の人達が違和感を覚える前に、どうにかして誤魔化したいと思うんだけど、私の力ではどうにもね」

　この街では矛盾となるようなことは人々の意識が向かないようにできていたのだ。書庫の中ちゆう途と半はん端ぱな歴史も、いずれ人々が首を傾かしげる時が来る。

「それなら、イルナが手伝えばいいだろ」

「は？」

「今この街で一番外の知識があるのはイルナだろ。他の人間はずっとここにいたんだから、知りようもない。調べもののついでに、ちゃちゃっと歴史を書くだけじゃないか」

「……随分簡単に言うじゃない」

「そういうのはイルナの仕事だと思うけどな。細かいところはフェムガンとかとすり合わせていけばいい」

　フェムガンと聞くとあからさまにイルナは嫌そうな顔をする。だが、これくらい無理やり一緒にしてやれば、多少お互いの理解も進むだろう。

「もしイルナが手伝ってくれると、凄すごく助かるんだけれど……」

　ジルもすかさず上目遣い。代わりに俺はイルナから露骨な殺気を送られたが、無視してやる。……あー、山や羊ぎ肉がうまいなあ。

「……分かりました。その代わり最低三か月はこの書庫を借りるし、ご飯も頂きます」

「勿もち論ろん。そんなものはいくらでも。ありがとね」

「ユウファもちゃんと手伝ってもらうから、覚悟しなさいよ」

　はいはい。俺は当分護衛としての仕事はないだろうから、いくらでも働いてやるよ。

「あー、あとそれから、大きな問題が一つあるの」

「……なんですか？」

「皆、毎年水に飲まれて記憶を消されていたけれど、どうやら毎年街が水に沈む、みたいな記憶は残ってしまっているみたいで」

　毎年のように水害があった、というこれまでの設定でも悪くはないが、実際あれは水害と呼べるほど荒々しいものではなかっただろう。言げん血けつの補正がない以上、少し無理がある。

　すると、今まで俺の皿から黙々と芋をつついていたスゥがひょこりと顔を上げる。そして俺の肩に乗るなり、こう言った。

「水浸しのお祭りをしてたってことにしちゃえば？　ナサンゴラのお祭り。この街が始まったことを記念する、昔からのお祭りを今年から始めちゃうの」




　　　　□　□　□




　──街の修復が一段落した頃、《白水祭》は開かれた。

　人々は街の至る所で白い水を撒まく。大人も子供も皆が一緒に水を掛け合い、遊ぶ。その喜びを墓守様に還かえすことで一年の幸福を願う。……というのが、イルナのでっち上げた祭の内容だ。

　しかし、実際のところそれは本当に和やかな祭だった。塔の窓から広場を眺めると、多くの住人が白く着色した水を互いに掛け合い、朗らかな笑い声を上げている。

「どんなお祭りも、幸せな言げん血けつを土地に還かえすのが基本だもの。やっぱり楽しくないとね」

　イルナも窓に膝をつき、眼下にぼんやりとした視線を投げかけていた。

「そう言う自分は外に行かないのか？　俺は言げん血けつにあてられるから無理だけど、イルナは大丈夫だろ。たぶん、少しくらい街を歩いてもお祭り気分で誰も気付かないぞ」

「いいのよ。頭の布に水がかかると重くなるし。ここで大人しく本を読んでた方がいいわ」

　ベオルもスゥも、幸福な言げん血けつの匂いに誘われて外に遊びに行ってしまった。外の賑にぎやかな歓声が聞こえてくる分、書庫のがらんとした静けさは物寂しい。

　ぼうっと広場を眺めていると、灰色の髪の少女が目に入る。彼女は何もないところで突然前のめりに倒れ、水みず溜たまりにつっこんだ。

「……サーニャは相変わらずね」

「でも最近、勉強を始めたみたいだぞ。ジルに行商人じゃなくて士官になりたいって、言ったみたいだし」

「へえ……まあ、蟻ありも今残っているものだけしか使えないわけだし、丁度いいかもね」

　ジルの心境はかなり複雑で、自分の仕事っぷりが駄目だったからサーニャは士官になりたいのではとか色々と落ち込んでいたが、次第に仕方ないと思うようになったようだ。

「随分ジルと仲がいいみたいじゃない。そんな相談までされるなんて」

「時々街の外で稽けい古こしてるから、その時に色々と話すんだよ。……それだけだろ」

「ユウファはそう思っていても、相手はどうかしらね」

「どうって？」

「……知らない」

　イルナはツン、とそっぽを向いてしまう。ふと視線を広場に戻すと、サーニャの頭の上に一羽わの青あお鷹たかが留まる。彼は呆あきれたように溜ため息いきを吐くと、おそらくこういう会話を交わしたに違いない。

「……何をしているんだ、サーニャ」

「また転んじゃったー」

「ジルに叱られるぞ」

「……やだなー。フェムさんも一緒に叱られてくれるでしょ？」

「そんなわけなかろう。今日もサーニャが勝手に転んだと伝えるしかあるまい」

「えー！　だめ！　だめだよー！」

　聞こえなくても分かる。たぶん、彼女達の間には数百年経ったとしても、何も変わらなかったものがあるのだ。

「フェムガンもかなり柔らかくなったじゃないか。サーニャの教育係になったおかげだな」

「……そうね」

「今でも時々会うんだろ？　歴史書を捏ねつ造ぞうするための話し合いで」

「会うたびに喧けん嘩かよ、喧けん嘩か。ほんと、変に活力だけ取り戻すんだから、むしろ前みたいに無気力だった頃の方がこっちとしてはありがたかったわよ……」

「喧けん嘩かするほど何とやら、だな」

　ぎろり、と睨にらみつけられる。イルナは壁に寄りかかり、近くにあった本を手に取るとぱらぱらとめくり出した。俺も隣に腰を下ろし本を覗のぞいてみるが、相変わらず俺の知らない言葉がずらずらと並んでいる。

「調べものは順調か？」

「まあね」

「ここは本当に翼よく人じんがいたんだから、出来る限り調べておかないとな」

「そうだけど、やっぱり重要なことは分からずじまいね。……ほら、ついこの間、塔の地下まで探索に行ったでしょ？」

「鳥が牛ぎゆう耳じってた泉のことか」

「そう。でもあれ、全然変わったところのない言げん血けつの泉らしいのよね。あたしもそんなに沢山泉を見たことはないけど、翼よく人じんのための泉ってあるのかしら」

「……さあな。翼は適合する者に植えつける、って話だったし、鳥も狙った通りの人間を作るのは難しかったんじゃないか？」

「そうよね……まあ、普通の泉で良かったけど。これからナサンゴラは少しずつ子供を増やして、街を豊かにしないといけないんだから」

「いったい、どんな街になるんだろうな」

「もう《翼よく人じんの墓》なんて陰気な名前はやめにしないとね」

　この街がある意味本当に翼よく人じんの墓だったこと、ジルバンドという翼よく人じんの死によって成り立つ街だったということは、俺達しか知らない真実だ。そして、そんな真実はこの街に必要ない。

　イルナはぱたりと本を閉じ、懐ふところから一巻きの手紙を取り出す。

「これ、さっきダボンから届いたの。ナサンゴラとエンドスの交易路を作ろうっていう話。坑道を整備して《蟻ありの巣》に宿場町を作るとか、色々考えてるって。さすが仕事人ね」

「俺が読んでどうするんだよ」

「その一番下。追記のところ」

　紙を開き、目を走らせる。これは、つまり──




「本当に、もうすぐ戦争が始まるって」




　戦争。言うまでもなく、赤レ燕ポのル国ガと白三日月の国ルーガーダの戦争だ。そしてアルナの存在が、少なからずその火種になってしまった戦争。

「いきなり正面衝突、ってわけじゃないわ。冬に戦うことはないでしょうし。あと二か月は時間がある。でも両国とも少しずつ軍隊を国境沿いの街に移し始めてるらしいの。多分、このままいけば、いつかは血が流れる」

「……ああ」

「ユウファはどうしたい？」

　イルナは既に答えなど分かっているとでも言うように、薄く寂しそうな笑みを浮かべてそう尋ねてきた。彼女はきっと、俺の答えが知りたいのではない。覚悟が知りたいのだ。俺の口から言葉を確かめたいのだろう。

「……ナサンゴラが一通り落ち着いたら、やっぱり出ていかないと。今、俺達と少なからず関係する戦争が起きそうなら……何が出来るかは分からないけれど、やっぱりその場で、自分の目で確かめたい」

「……そう」

「ナサンゴラのことに首を突っ込んで、俺はまだ赤レ燕ポのル国ガのことを何も知らないんだって思ったんだよ。国王のメルトラについてだってそうだ。俺はまだ、冷酷で娘を何とも思っていない自分勝手な母親だと思ってるけど……まあ、実際そうかもしれない。でも、もしかしたら、もっと事情は複雑なのかもしれない。いずれにせよ、俺は何も知らないんだ。何も知らないで逃げ回っていても、しょうがない」

「戦場に行くってこと？」

「……それはイルナ次第だ。俺はイルナと一緒に旅をしたいし、無理やり危険な場所に連れて行きたくはない。だから、俺達が出来る限り多くのことを見られる場所を探したい」

「もう今回以上に危ない目に遭うなんて、あたしは想像できないけどね」

　そう言って、イルナはくすりと笑った。そして、うん、と頷うなずく。

「いいわ。そうしましょ。あたしだって、当事者の一人なんだから。戦争は商売にも関わるし、知り合いの安全にも関わるし……それに……あたしは王女の友達だものね」

　俺達は俺達の歴史を書くことができるように。知らなければならないのだ。たとえ人から偽りと言われようとも、自分が自分の歴史を語るとき、それは本物となるのだから。

「いつか、伝記でも書こうかしら」

「……誰の？」

「あなたに決まってるじゃない。失踪した一人の護ご舞ぶ官かんの話。中々刺激的だと思わない？」

「お伽とぎ話ばなしみたいで、皆信じそうにないけどな」

「それがいいのよ」

「題名は？」

「うーん……まだ分からないけれど……」

　イルナはしばらく考え込んだ後、疑わしげに呟つぶやく。

「ユウファ＝ガルーテンの亡命譚たん……とか？」

「書き上がったら、ぜひ見せてくれ。ちゃんと猫耳の少女が美化されていないか俺が確認してやるから」

「そんなことしないわよっ！」

　もう、とイルナは頰を膨らませる。

　それから俺達は自然とお互いに口をつぐみ、目を閉じた。

　窓から人々の幸せな声が幽かすかに聞こえてくる。

　書庫は静かだ。

　俺達は結局、この書庫の静けさの中にしか生きられない。

　この街を去る時が少しずつ近づいてくる──……







　　　【結】因果







　ジルとの最後の稽けい古こは俺の勝ちだった。

　彼女の首下に突き付けた木刀を下ろすと、どっと汗が噴き出る。

「……お見事」

「ジルさんはまだ肩が本調子じゃないでしょう。俺が勝てたのはそのおかげですよ」

「君は初めて花はな槍やりと手合せしてからまだ半年も経たっていないんだよ？　それでここまで私の技を封じちゃうんだから、それはあなたの才能なの」

「……ありがとうございます」

　ジルは大きく伸びをすると、ごろりと草の上に寝転がった。ここは湖の傍そばの森の中。誰に気兼ねすることもない。俺も隣に腰を下ろす。

「最後だから教えるけどね、実は私、君と出会う前……まだアクリアだった頃からね、赤あか燕つばめの刀術を知っていたの」

「そうなんですか」

「それも嫌ってくらい手合せをして、いつも負けてた」

　ジル程の人間がいつも負けるというのは、よほどの使い手だろう。しかしよくよく考えると、それは数百年前の人間なのだ。思い出話の規模になんだか気が遠くなる。

「大昔に私を助けてくれた友人が、その人。彼女は赤レ燕ポのル国ガの出身で、放浪の旅をしていてね。私も武者修行をしていたから、それでしばらく一緒に旅をしたの」

「へえ、変わった二人組ですね」

「でも、彼女、本当は王族だった」

「……え？」

「それを知ったのは、私がナサンゴラで色々なことに巻き込まれた後ね。偶然外の世界で再会して、彼女は私からナサンゴラの言げん血けつを追い出してくれたんだけど、記憶を戻した時、『君はどうするんだ』って聞いてきたの。私が分からない、って答えたら、『私は王族の身だから、他の王に助言はしない。君が自らを王族だと思うのなら、自分で選びなさい』って」

「手厳しいですね」

「そうよね。……でも、やっぱりそれが彼女なりの、最大限の優しさだったと思う。実際、彼女は私と二人だけでナサンゴラを救うことはできないから、逃げた方がいいって言っていたし。ちゃんと自分の力量が分かる人だったから」

　俺達のような無謀さがないというのは、やはり王族として生き延びなければならない責任感から来ているのだろうか。

「なんていう方なんですか。もしかしたら聞いたことがあるかもしれない」

「アルナリス＝カイ＝ベルヘス」

「え……」

「知ってるの？　もう数百年も前の話だから……ただ、たぶん有名な王様だと思うわ。メトラジガッドの一件があって、赤レ燕ポのル国ガが荒れて、周辺国でもほとんど内乱状態になっていた頃に、それを平定した人だもの。燕えん舞ぶの類い稀まれな使い手で、自ら青い刀を背負い、戦陣に立つ。多くの返り血を浴びたことから、人呼んで──血けつ翼よく王おう」

　今に続く赤レ燕ポのル国ガの王族、その多くの伝統、しきたりを整備したとされる中興の祖。そして王都エスレイの王宮が彼女の命によって建てられたことくらいは俺でも知っている。しかし、その名がアルナリスであることなど、すっかり忘れていた。王族の名前が先祖の名前から取られることは珍しくないが、果たしてこんな縁があるものか。俺はアルナとジルを繫つなぐ奇妙な因果に、うすら寒い物さえ感じる。

「……どういう人だったんですか？」

「厳しくて、強くて、優しい人。勿もち論ろん、旅を共にしていた頃は私に王族だって教えてくれなかったから、普通の友人として、だけど。……それに、君に少し似てるかな」

「……俺ですか」

「そう。彼女もかなりの無表情だったから。いつも難しそうな顔をしてるんだけど、実際はあまり大したことを考えていないの。ご飯は何食べようかなーとか、どこで寝ようかなーとか、あ、別にユウファ君が考え無しとか、そういうことが言いたいわけじゃないよ」

「大丈夫ですから。分かってますよ」

　あはは、と照れ隠しのように頰ほおをかくジル。彼女はそれからまっすぐ湖の方を見つめる。

「それからね……私の槍そう術じゆつを美しいと言ってくれた、初めての人だった」

　鏡面のごとく澄み渡っていた湖に、緩やかな風が吹いて水面がさざめき立つ。

　彼女はこちらを振り返り、

「君は二人目」

　と微ほほ笑えんだ。俺はなぜか呆あつ気けにとられて、何も言葉が出てこない。彼女は立ち上がり、ぼうっと見つめるばかりの俺の手を取る。慌てて立ち上がると、彼女は迷いのない表情でこちらを見つめ、こう言った。




「ユウファ君、私の夫にならない？」




「……え」

「こんな、君がこの街を出発する前日に言うなんて卑ひ怯きようかもしれないけど。それに答えはもう分かっているんだけどね」

「…………すみません。俺は、まだやらなきゃいけないことが……それに」

「うん。それでいいの。私はユウファ君としばらく会えなくなるから、その前に、今ちゃんと分かっている気持ちだけでも伝えておこうと思っただけ。もう私は永遠の命じゃないけれど、数百歳のお婆ばあちゃんなんだから。待つのはすごく得意なの」

　そして少しだけ照れくさそうにはにかみ、こう言った。

「私は狂アいク咲リきアよ。初めて誰かを好きになるのに数百年かかっちゃった」

　それは彼女が初めて見せた、少女のような初うい々ういしさで。心を摑つかまれるどこまでも透き通った笑顔だった。

「でも、どうして俺なんですか？」

「それを言わせちゃうんだ」

「聞かずに街を出ると、ずっと気になってしまうので」

　正直に答えるとジルは「あはは」と笑う。

「……俺はジルさんみたいな、王の器はありませんよ。俺と血けつ翼よく王おうは違いますから」

　すると、彼女は小さくかぶりを振ってそれを否定した。

「違うから、好きになったの。ユウファ君は王様じゃない。……何となくだけれど、民を統すべる王、ではないと思う。でも、きっとね、王様にとっては必要な人なんだよ」

「……王にとって？」

「王様はいつも一人で歩まなきゃいけないでしょう。でも、そういう人の手をとって一緒に歩いてくれる。君はそういう人。血けつ翼よく王おうは私に王の覚悟を尋ねたけれど、でも、君は私の手を取ってくれた。二人は私にとって両方大切で、でも私はユウファ君みたいな人と一緒にいたいって思ったの」

　……ここまで言われたら、納得しないわけにはいかない。

「なんか、その……ありがとうございます」

「私なんかが王だ、なんておこがましいけどね」

「やっぱりジルさんは王様ですよ。俺はあなたがそういう人だから手を取ったし、助けたいと思ったんです」

「……うん……ありがと」

　しかしそれで、もう言葉は途切れてしまう。これ以上踏み込んでしまったら、後には引き返せない──そう彼女も思ったに違いない。

　ジルは少しだけ寂しそうに笑って、改めて手を差し出した。

「森を出るまでの間だけ、手を繫つないでもいいかな？　これは……その、友人として」

「はい」

　俺はしっかりとその手を握り返す。彼女の気持ちを、決して忘れないように。




　　　　□　□　□




　その翌日、俺達はナサンゴラを発たった。ベオルとの別れにサーニャが大泣きしたことや、俺を見つめるジルの視線にイルナが少しだけ不満げだったこと、最後まで思い出は絶えなかったけれども。しかし随分と長居してしまった。これから先、ナサンゴラはどんどん俺達が長居したくなるような、いい街になるだろう。

　坑道の入り口まで来た時、俺達は振り返り、街を見下ろした。巨大な湖とその水を支える巨壁。地下空洞に作られ、鳥に見捨てられた、蟻ありと翼よく人じんの街。

　ふと頭上を見上げれば、まるで俺達の門出を見守るように一羽わの鷹たかの翼影が見える。

「挨拶くらいすればいいのに、あいつったら」

　イルナが溜ため息いきを漏らす。

「またこの街に帰ってきたら、文句を言ってやらないと」

「そうだな……」

「あら、少し寂しそうね。皆と離れるのがつらい？」

「何がってわけじゃなくて、ただ、無性にな」

「旅人は街にいる時もいない時も、それに街を離れる時だって、寂しいものよ。それにあたし達たちを見送ってくれたのは二人の母娘と一羽わの鷹たかだけだものね」

「亡命者に帰る国はなし、か」

「でも、帰ることのできる人はいる、そうじゃない？」

　なるほど。

「それで十分だ」




　──ナサンゴラ。街史七百二十二年。新暦元年。

　街に死を取り戻した素晴らしき罪人達たちが、去った。


──フェムガンアルヘン　







〈了〉
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イラスト／吟ぎん

人間と人の形じゃない者たちが一緒に何かしてるのってすきです。特に人語を喋らない動物とか感情的じゃないＡＩとかの組み合わせが好きだったりします。
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